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その一




　三十七年如一瞬さんじゅうしちねんいっしゅんのごとし。学医伝業薄才伸いをまなびぎょうをつたえてはくさいのぶ。栄枯窮達任天命えいこきゅうたつはてんめいにまかす。安楽換銭不患貧あんらくぜににかえひんをうれえず。これは渋江抽斎しぶえちゅうさいの述志の詩である。想おもうに天保てんぽう十二年の暮に作ったものであろう。弘前ひろさきの城主津軽順承つがるゆきつぐの定府じょうふの医官で、当時近習詰きんじゅづめになっていた。しかし隠居附づきにせられて、主おもに柳島やなぎしまにあった信順のぶゆきの館やかたへ出仕することになっていた。父允成ただしげが致仕ちしして、家督相続をしてから十九年、母岩田氏いわたうじ縫ぬいを喪うしなってから十二年、父を失ってから四年になっている。三度目の妻岡西氏おかにしうじ徳とくと長男恒善つねよし、長女純いと、二男優善やすよしとが家族で、五人暮しである。主人が三十七、妻が三十二、長男が十六、長女が十一、二男が七つである。邸やしきは神田かんだ弁慶橋べんけいばしにあった。知行ちぎょうは三百石である。しかし抽斎は心を潜めて古代の医書を読むことが好すきで、技わざを售うろうという念がないから、知行より外ほかの収入は殆ほとんどなかっただろう。ただ津軽家の秘方ひほう一粒金丹いちりゅうきんたんというものを製して売ることを許されていたので、若干そこばくの利益はあった。

　抽斎は自みずから奉ずること極めて薄い人であった。酒は全く飲まなかったが、四年前に先代の藩主信順に扈随こずいして弘前に往いって、翌年まで寒国にいたので、晩酌をするようになった。煙草タバコは終生喫のまなかった。遊山ゆさんなどもしない。時々採薬に小旅行をする位に過ぎない。ただ好劇家で劇場にはしばしば出入でいりしたが、それも同好の人々と一しょに平土間ひらどまを買って行くことに極きめていた。この連中を周茂叔連しゅうもしゅくれんと称となえたのは、廉を愛するという意味であったそうである。

　抽斎は金を何に費やしたか。恐らくは書を購あがなうと客かくを養うとの二つの外に出いでなかっただろう。渋江家は代々学医であったから、父祖の手沢しゅたくを存じている書籍が少すくなくなかっただろうが、現に『経籍訪古志けいせきほうこし』に載っている書目を見ても抽斎が書を買うために貲しを惜おしまなかったことは想い遣やられる。

　抽斎の家には食客しょっかくが絶えなかった。少いときは二、三人、多いときは十余人だったそうである。大抵諸生の中で、志こころざしがあり才があって自ら給せざるものを選んで、寄食を許していたのだろう。

　抽斎は詩に貧を説いている。その貧がどんな程度のものであったかということは、ほぼ以上の事実から推測することが出来る。この詩を瞥見べっけんすれば、抽斎はその貧に安んじて、自家じかの材能さいのうを父祖伝来の医業の上に施していたかとも思われよう。しかし私は抽斎の不平が二十八字の底に隠されてあるのを見ずにはいられない。試みに看みるが好よい。一瞬の如くに過ぎ去った四十年足らずの月日を顧みた第一の句は、第二の薄才伸のぶを以もって妥おだやかに承うけられるはずがない。伸のぶるというのは反語でなくてはならない。老驥ろうき櫪れきに伏ふくすれども、志千里にありという意がこの中うちに蔵せられている。第三もまた同じ事である。作者は天命に任せるとはいっているが、意を栄達に絶っているのではなさそうである。さて第四に至って、作者はその貧を患うれえずに、安楽を得ているといっている。これも反語であろうか。いや。そうではない。久しく修養を積んで、内に恃たのむ所のある作者は、身を困苦の中うちに屈していて、志はいまだ伸びないでもそこに安楽を得ていたのであろう。




その二




　抽斎はこの詩を作ってから三年の後のち、弘化こうか元年に躋寿館せいじゅかんの講師になった。躋寿館は明和めいわ二年に多紀玉池たきぎょくちが佐久間町さくまちょうの天文台址あとに立てた医学校で、寛政かんせい三年に幕府の管轄かんかつに移されたものである。抽斎が講師になった時には、もう玉池が死に、子藍渓らんけい、孫桂山けいざん、曾孫柳沜りゅうはんが死に、玄孫暁湖ぎょうこの代になっていた。抽斎と親しかった桂山の二男茝庭さいていは、分家して館に勤めていたのである。今の制度に較くらべて見れば、抽斎は帝国大学医科大学の教職に任ぜられたようなものである。これと同時に抽斎は式日しきじつに登城とじょうすることになり、次いで嘉永かえい二年に将軍家慶いえよしに謁見して、いわゆる目見めみえ以上の身分になった。これは抽斎の四十五歳の時で、その才が伸びたということは、この時に至って始はじめて言うことが出来たであろう。しかし貧窮は旧に依よっていたらしい。幕府からは嘉永三年以後十五人扶持ふち出ることになり、安政あんせい元年にまた職務俸の如き性質の五人扶持が給せられ、年末ごとに賞銀五両が渡されたが、新しい身分のために生ずる費用は、これを以もって償うことは出来なかった。謁見の年には、当時の抽斎の妻さい山内氏やまのうちうじ五百いおが、衣類や装飾品を売って費用に充みてたそうである。五百は徳が亡くなった後のちに抽斎の納いれた四人目の妻さいである。

　抽斎の述志の詩は、今わたくしが中村不折なかむらふせつさんに書いてもらって、居間に懸けている。わたくしはこの頃抽斎を敬慕する余りに、この幅ふくを作らせたのである。

　抽斎は現に広く世間に知られている人物ではない。偶たまたま少数の人が知っているのは、それは『経籍訪古志』の著者の一人いちにんとして知っているのである。多方面であった抽斎には、本業の医学に関するものを始はじめとして、哲学に関するもの、芸術に関するもの等、許多あまたの著述がある。しかし安政五年に抽斎が五十四歳で亡くなるまでに、脱稿しなかったものもある。また既に成った書も、当時は書籍を刊行するということが容易でなかったので、世に公おおやけにせられなかった。

　抽斎の著あらわした書で、存命中に印行いんこうせられたのは、ただ『護痘要法ごとうようほう』一部のみである。これは種痘術のまだ広く行われなかった当時、医中の先覚者がこの恐るべき伝染病のために作った数種の書の一つで、抽斎は術を池田京水いけだけいすいに受けて記述したのである。これを除いては、ここに数え挙げるのも可笑おかしいほどの『四よつの海』という長唄ながうたの本があるに過ぎない。但ただしこれは当時作者が自家の体面ていめんをいたわって、贔屓ひいきにしている富士田千蔵ふじたせんぞうの名で公にしたのだが、今は憚はばかるには及ぶまい。『四つの海』は今なお杵屋きねやの一派では用いている謡物うたいものの一つで、これも抽斎が多方面であったということを証するに足る作である。

　然しからば世に多少知られている『経籍訪古志』はどうであるか。これは抽斎の考証学の方面を代表すべき著述で、森枳園もりきえんと分担して書いたものであるが、これを上梓じょうしすることは出来なかった。そのうち支那公使館にいた楊守敬ようしゅけいがその写本を手に入れ、それを姚子梁ようしりょうが公使徐承祖じょしょうそに見せたので、徐承祖が序文を書いて刊行させることになった。その時幸さいわいに森がまだ生存していて、校正したのである。

　世間に多少抽斎を知っている人のあるのは、この支那人の手で刊行せられた『経籍訪古志』があるからである。しかしわたくしはこれに依って抽斎を知ったのではない。

　わたくしは少わかい時から多読の癖があって、随分多く書を買う。わたくしの俸銭の大部分は内地の書肆しょしと、ベルリン、パリイの書估しょことの手に入いってしまう。しかしわたくしはかつて珍本を求めたことがない。或ある時ドイツのバルテルスの『文学史』の序を読むと、バルテルスが多く書を読もうとして、廉価の本を渉猟しょうりょうし、『文学史』に引用した諸家の書も、大抵レクラム版の書に過ぎないといってあった。わたくしはこれを読んで私ひそかに殊域同嗜しゅいきどうしの人を獲えたと思った。それゆえわたくしは漢籍においても宋槧本そうざんほんとか元槧本げんざんほんとかいうものを顧みない。『経籍訪古志』は余りわたくしの用に立たない。わたくしはその著者が渋江と森とであったことをも忘れていたのである。




その三




　わたくしの抽斎を知ったのは奇縁である。わたくしは医者になって大学を出た。そして官吏になった。然しかるに少わかい時から文を作ることを好んでいたので、いつの間にやら文士の列に加えられることになった。その文章の題材を、種々の周囲の状況のために、過去に求めるようになってから、わたくしは徳川時代の事蹟を捜さぐった。そこに「武鑑ぶかん」を検する必要が生じた。

「武鑑」は、わたくしの見る所によれば、徳川史を窮きわむるに闕かくべからざる史料である。然るに公開せられている図書館では、年を逐おって発行せられた「武鑑」を集めていない。これは「武鑑」、殊ことに寛文かんぶん頃より古い類書は、諸侯の事を記きするに誤謬ごびゅうが多くて、信じがたいので、措おいて顧みないのかも知れない。しかし「武鑑」の成立なりたちを考えて見れば、この誤謬の多いのは当然で、それはまた他書によって正ただすことが容易である。さて誤謬は誤謬として、記載の全体を観察すれば、徳川時代の某年某月の現在人物等を断面的に知るには、これに優まさる史料はない。そこでわたくしは自ら「武鑑」を蒐集しゅうしゅうすることに着手した。

　この蒐集の間に、わたくしは「弘前医官渋江氏うじ蔵書記」という朱印のある本に度々たびたび出逢であって、中には買い入れたのもある。わたくしはこれによって弘前の官医で渋江という人が、多く「武鑑」を蔵していたということを、先まず知った。

　そのうち「武鑑」というものは、いつから始まって、最も古いもので現存しているのはいつの本かという問題が生じた。それを決するには、どれだけの種類の書を「武鑑」の中うちに数えるかという、「武鑑」のデフィニションを極きめて掛からなくてはならない。

　それにはわたくしは『足利あしかが武鑑』、『織田おだ武鑑』、『豊臣とよとみ武鑑』というような、後の人のレコンストリュクションによって作られた書を最初に除く。次に『群書類従ぐんしょるいじゅう』にあるような分限帳ぶんげんちょうの類を除く。そうすると跡に、時代の古いものでは、「御馬印揃おんうまじるしぞろえ」、「御紋尽ごもんづくし」、「御屋敷附おんやしきづけ」の類が残って、それがやや形を整えた「江戸鑑えどかがみ」となり、「江戸鑑」は直ちに後のいわゆる「武鑑」に接続するのである。

　わたくしは現に蒐集中であるから、わたくしの「武鑑」に対する知識は日々にちにち変って行く。しかし今知っている限かぎりを言えば、馬印揃や紋尽は寛永かんえい中からあったが、当時のものは今存そんじていない。その存じているのは後に改板かいはんしたものである。ただ一つここに姑しばらく問題外として置きたいものがある。それは沼田頼輔ぬまたらいすけさんが最古の「武鑑」として報告した、鎌田氏かまだうじの『治代普顕記ちたいふけんき』中の記載である。沼田さんは西洋で特殊な史料として研究せられているエラルヂックを、我国に興そうとしているものと見えて、紋章を研究している。そしてこの目的を以て「武鑑」をあさるうちに、土佐の鎌田氏が寛永十一年の一万石以上の諸侯を記載したのを発見した。即すなわち『治代普顕記』の一節である。沼田さんは幸にわたくしに謄写とうしゃを許したから、わたくしは近いうちにこの記載を精検しようと思っている。

　そんなら今に迨いたるまでに、わたくしの見た最古の「武鑑」乃至ないしその類書は何かというと、それは正保しょうほう二年に作った江戸の「屋敷附」である。これは殆ほとんど完全に保存せられた板本はんぽんで、末すえに正保四年と刻してある。ただ題号を刻した紙が失われたので、恣ほしいままに命じた名が表紙に書いてある。この本が正保四年と刻してあっても、実は正保二年に作ったものだという証拠は、巻中に数カ条あるが、試みにその一つを言えば、正保二年十二月二日に歿ぼっした細川三斎ほそかわさんさいが三斎老として挙げてあって、またその第やしきを諸邸宅のオリアンタションのために引合ひきあいに出してある事である。この本は東京帝国大学図書館にある。




その四




　わたくしはこの正保二年に出来て、四年に上梓じょうしせられた「屋敷附」より古い「武鑑」の類書を見たことがない。降くだって慶安けいあん中の「紋尽もんづくし」になると、現に上野の帝国図書館にも一冊ある。しかし可笑おかしい事には、外題げだいに慶安としてあるものは、後に寛文かんぶん中に作ったもので、真に慶安中に作ったものは、内容を改めずに、後の年号を附して印行いんこうしたものである。それから明暦めいれき中の本になると、世間にちらほら残っている。大学にある「紋尽」には、伴信友ばんのぶともの自筆の序がある。伴は文政ぶんせい三年にこの本を獲えて、最古の「武鑑」として蔵していたのだそうである。それから寛文中の「江戸鑑えどかがみ」になると、世間にやや多い。

　これはわたくしが数年間「武鑑」を捜索して得た断案である。然しかるにわたくしに先んじて、夙はやく同じ断案を得た人がある。それは上野の図書館にある『江戸鑑図目録えどかんずもくろく』という写本を見て知ることが出来る。この書は古い「武鑑」類と江戸図との目録で、著者は自己の寓目ぐうもくした本と、買い得て蔵していた本とを挙げている。この書に正保二年の「屋敷附」を以て当時存じていた最古の「武鑑」類書だとして、巻首に載せていて、二年の二の字の傍かたわらに四と註ちゅうしている。著者は四年と刻してあるこの書の内容が二年の事実だということにも心附いていたものと見える。著者はわたくしと同じような蒐集をして、同じ断案を得ていたと見える。ついでだから言うが、わたくしは古い江戸図をも集めている。

　然るにこの目録には著者の名が署してない。ただ文中に所々しょしょ考証を記しるすに当って抽斎云いわくとしてあるだけである。そしてわたくしの度々見た「弘前医官渋江氏うじ蔵書記」の朱印がこの写本にもある。

　わたくしはこれを見て、ふと渋江氏と抽斎とが同人ではないかと思った。そしてどうにかしてそれを確たしかめようと思い立った。

　わたくしは友人、就中なかんずく東北地方から出た友人に逢あうごとに、渋江を知らぬか、抽斎を知らぬかと問うた。それから弘前の知人にも書状を遣やって問い合せた。

　或る日長井金風ながいきんぷうさんに会って問うと、長井さんがいった。「弘前の渋江なら蔵書家で『経籍訪古志』を書いた人だ」といった。しかし抽斎と号していたかどうだかは長井さんも知らなかった。『経籍訪古志』には抽斎の号は載せてないからである。

　そのうち弘前に勤めている同僚の書状が数通すつう届いた。わたくしはそれによってこれだけの事を知った。渋江氏は元禄げんろくの頃に津軽家に召し抱えられた医者の家で、代々勤めていた。しかし定府じょうふであったので、弘前には深く交まじわった人が少く、また渋江氏の墓所もなければ子孫もない。今東京とうけいにいる人で、渋江氏と交ったかと思われるのは、飯田巽いいだたつみという人である。また郷土史家として渋江氏の事蹟を知っていようかと思われるのは、外崎覚とのさきかくという人であるという事である。中にも外崎氏の名を指した人は、郷土の事に精くわしい佐藤弥六さとうやろくさんという老人で、当時大正たいしょう四年に七十四歳になるといってあった。

　わたくしは直接に渋江氏と交ったらしいという飯田巽さんを、先ず訪ねようと思って、唐突とうとつではあったが、飯田さんの西江戸川町にしえどがわちょうの邸やしきへ往いった。飯田さんは素もと宮内省の官吏で、今某会社の監査役をしているのだそうである。西江戸川町の大きい邸はすぐに知れた。わたくしは誰たれの紹介をも求めずに往ったのに、飯田さんは快こころよく引見いんけんして、わたくしの問に答えた。飯田さんは渋江道純どうじゅんを識しっていた。それは飯田さんの親戚しんせきに医者があって、その人が何か医学上にむずかしい事があると、渋江に問いに往ゆくことになっていたからである。道純は本所ほんじょ御台所町おだいどころちょうに住んでいた。しかし子孫はどうなったか知らぬというのである。




その五




　わたくしは飯田さんの口から始めて道純という名を聞いた。これは『経籍訪古志』の序に署してある名である。しかし道純が抽斎と号したかどうだか飯田さんは知らなかった。

　切角せっかく道純を識しっていた人に会ったのに、子孫のいるかいないかもわからず、墓所を問うたつきをも得ぬのを遺憾に思って、わたくしは暇乞いとまごいをしようとした。その時飯田さんが、「ちょいとお待まち下さい、念のために妻さいにきいて見ますから」といった。

　細君さいくんが席に呼び入れられた。そしてもし渋江道純の跡がどうなっているか知らぬかと問われて答えた。「道純さんの娘さんが本所松井町まついちょうの杵屋勝久きねやかつひささんでございます。」

『経籍訪古志』の著者渋江道純の子が現存しているということを、わたくしはこの時始めて知った。しかし杵屋といえば長唄のお師匠さんであろう。それを本所に訪ねて、「お父とうさんに抽斎という別号がありましたか」とか、「お父うさんは「武鑑」を集めてお出いででしたか」とかいうのは、余りに唐突ではあるまいかと、わたくしは懸念した。

　わたくしは杵屋さんに男の親戚がありはせぬか、問い合わせてもらうことを飯田さんに頼んだ。飯田さんはそれをも快く諾した。わたくしは探索の一歩を進めたのを喜んで、西江戸川町の邸を辞した。

　二、三日立って飯田さんの手紙が来た。杵屋さんには渋江終吉しゅうきちという甥おいがあって、下渋谷しもしぶやに住んでいるというのである。杵屋さんの甥といえば、道純から見れば、孫でなくてはならない。そうして見れば、道純には娘があり孫があって現存しているのである。

　わたくしは直すぐに終吉さんに手紙を出して、何時いつ何処どこへ往ったら逢あわれようかと問うた。返事は直に来た。今風邪ふうじゃで寝ているが、なおったらこっちから往っても好いいというのである。手跡しゅせきはまだ少わかい人らしい。

　わたくしは曠むなしく終吉さんの病やまいの癒いえるのを待たなくてはならぬことになった。探索はここに一頓挫いちとんざを来きたさなくてはならない。わたくしはそれを遺憾に思って、この隙ひまに弘前から、歴史家として道純の事を知っていそうだと知らせて来た外崎覚とのさきかくという人を訪ねることにした。

　外崎さんは官吏で、籍が諸陵寮しょりょうりょうにある。わたくしは宮内省へ往った。そして諸陵寮が宮城を離れた霞かすみが関せきの三年坂上さんねんざかうえにあることを教えられた。常に宮内省には往来ゆききしても、諸陵寮がどこにあるということは知らなかったのである。

　諸陵寮の小さい応接所おうせつじょで、わたくしは初めて外崎さんに会った。飯田さんの先輩であったとは違って、この人はわたくしと齢よわいも相若あいしくという位で、しかも史学を以て仕えている人である。わたくしは傾蓋けいがい故ふるきが如き念おもいをした。

　初対面の挨拶あいさつが済んで、わたくしは来意を陳のべた。「武鑑」を蒐集している事、「古こ武鑑」に精通していた無名の人の著述が写本で伝わっている事、その無名の人は自ら抽斎と称している事、その写本に弘前の渋江という人の印がある事、抽斎と渋江とがもしや同人ではあるまいかと思っている事、これだけの事をわたくしは簡単に話して、外崎さんに解決を求めた。




その六




　外崎とのさきさんの答は極めて明快であった。「抽斎というのは『経籍訪古志』を書いた渋江道純の号ですよ。」

　わたくしは釈然とした。

　抽斎渋江道純は経史子集けいしししゅうや医籍を渉猟して考証の書を著あらわしたばかりでなく、「古武鑑」や古江戸図をも蒐集して、その考証の迹あとを手記して置いたのである。上野の図書館にある『江戸鑑図目録』は即すなわち「古武鑑」古江戸図の訪古志である。惟ただ経史子集は世の重要視する所であるから、『経籍訪古志』は一の徐承祖じょしょうそを得て公刊せられ、「古武鑑」や古江戸図は、わたくしどもの如き微力な好事家こうずかが偶たまたま一顧するに過ぎないから、その目録は僅わずかに存して人が識しらずにいるのである。わたくしどもはそれが帝国図書館の保護ほうごを受けているのを、せめてもの僥倖ぎょうこうとしなくてはならない。

　わたくしはまたこういう事を思った。抽斎は医者であった。そして官吏であった。そして経書けいしょや諸子のような哲学方面の書をも読み、歴史をも読み、詩文集のような文芸方面の書をも読んだ。その迹が頗すこぶるわたくしと相似ている。ただその相殊あいことなる所は、古今時ときを異ことにして、生の相及ばざるのみである。いや。そうではない。今一つ大きい差別しゃべつがある。それは抽斎が哲学文芸において、考証家として樹立することを得るだけの地位に達していたのに、わたくしは雑駁ざっぱくなるヂレッタンチスムの境界きょうがいを脱することが出来ない。わたくしは抽斎に視みて忸怩じくじたらざることを得ない。

　抽斎はかつてわたくしと同じ道を歩いた人である。しかしその健脚はわたくしの比たぐいではなかった。迥はるかにわたくしに優まさった済勝せいしょうの具を有していた。抽斎はわたくしのためには畏敬いけいすべき人である。

　然しかるに奇とすべきは、その人が康衢こうく通逵つうきをばかり歩いていずに、往々径こみちに由よって行くことをもしたという事である。抽斎は宋槧そうざんの経子を討もとめたばかりでなく、古い「武鑑」や江戸図をも翫もてあそんだ。もし抽斎がわたくしのコンタンポランであったなら、二人の袖そでは横町よこちょうの溝板どぶいたの上で摩すれ合ったはずである。ここにこの人とわたくしとの間に暱なじみが生ずる。わたくしは抽斎を親愛することが出来るのである。

　わたくしはこう思う心の喜ばしさを外崎さんに告げた。そしてこれまで抽斎の何人なんひとなるかを知らずに、漫然抽斎のマニュスクリイの蔵弆者ぞうきょしゃたる渋江氏の事蹟を訪ね、そこに先ず『経籍訪古志』を著あらわした渋江道純の名を知り、その道純を識っていた人に由って、道純の子孫の現存していることを聞き、ようよう今日こんにち道純と抽斎とが同人であることを知ったという道行みちゆきを語った。

　外崎さんも事の奇なるに驚いていった。「抽斎の子なら、わたくしは識っています。」

「そうですか。長唄のお師匠さんだそうですね。」

「いいえ。それは知りません。わたくしの知っているのは抽斎の跡を継いだ子で、保たもつという人です。」

「はあ。それでは渋江保という人が、抽斎の嗣し子しであったのですか。今保さんは何処どこに住んでいますか。」

「さあ。大だいぶ久しく逢いませんから、ちょっと住所がわかりかねます。しかし同郷人の中には知っているものがありましょうから、近日聞き合せて上げましょう。」




その七




　わたくしは直すぐに保さんの住所を討たずねることを外崎さんに頼んだ。保という名は、わたくしは始めて聞いたのではない。これより先、弘前から来た書状の中うちに、こういうことを報じて来たのがあった。津軽家に仕えた渋江氏の当主は渋江保である。保は広島の師範学校の教員になっているというのであった。わたくしは職員録を検した。しかし渋江保の名は見えない。それから広島高等師範学校長幣原坦しではらたんさんに書を遣やって問うた。しかし学校にはこの名の人はいない。またかつていたこともなかったらしい。わたくしは多くの人に渋江保の名を挙げて問うて見た。中には博文館はくぶんかんの発行した書籍に、この名の著者があったという人が二、三あった。しかし広島に踪跡そうせきがなかったので、わたくしはこの報道を疑って追跡を中絶していたのである。

　此ここに至ってわたくしは抽斎の子が二人ふたりと、孫が一人ひとりと現存していることを知った。子の一人は女子で、本所にいる勝久さんである。今一人は住所の知れぬ保さんである。孫は下渋谷にいる終吉さんである。しかし保さんを識っている外崎さんは、勝久さんをも終吉さんをも識らなかった。

　わたくしはなお外崎さんについて、抽斎の事蹟を詳つまびらかにしようとした。外崎さんは記憶している二、三の事を語った。渋江氏の祖先は津軽信政のぶまさに召し抱えられた。抽斎はその数世すせいの孫そんで、文化ぶんか中に生れ、安政あんせい中に歿ぼっした。その徳川家慶いえよしに謁したのは嘉永かえい中の事である。墓誌銘は友人海保漁村かいほぎょそんが撰えらんだ。外崎さんはおおよそこれだけの事を語って、追って手近てぢかにある書籍の中から抽斎に関する記事を抄出して贈ろうと約した。わたくしは保さんの所在ありかを捜すことと、この抜萃ばっすいを作ることとを外崎さんに頼んで置いて、諸陵寮の応接所を出た。

　外崎さんの書状は間もなく来た。それに『前田文正まえだぶんせい筆記』、『津軽日記』、『喫茗雑話きつめいざつわ』の三書から、抽斎に関する事蹟を抄出して添えてあった。中にも『喫茗雑話』から抄したものは、漁村の撰んだ抽斎の墓誌の略で、わたくしはその中うちに「道純諱いみな全善、号抽斎、道純其その字あざな也なり」という文のあるのを見出した。後に聞けば全善はかねよしと訓よませたのだそうである。

　これと殆ほとんど同時に、終吉さんのやや長い書状が来た。終吉さんは風邪ふうじゃが急に癒いえぬので、わたくしと会見するに先さきだって、渋江氏に関する数件を書いて送るといって、祖父の墓の所在、現存している親戚交互の関係、家督相続をした叔父おじの住所等を報じてくれた。墓は谷中やなか斎場の向いの横町を西へ入いって、北側の感応寺かんのうじにある。そこへ往いけば漁村の撰んだ墓誌銘の全文が見られるわけである。血族関係は杵屋勝久さんが姉で、保さんが弟である。この二人の同胞はらからの間に脩おさむという人があって、亡くなって、その子が終吉さんである。然るに勝久さんは長唄の師匠、保さんは著述家、終吉さんは図案を作ることを業とする画家であって、三軒の家は頗すこぶる生計の方向を殊ことにしている。そこで早く怙こを失った終吉さんは伯母おばをたよって往来ゆききをしていても、勝久さんと保さんとはいつとなく疎遠になって、勝久さんは久しく弟の住所をだに知らずにいたそうである。そのうち丁度わたくしが渋江氏の子孫を捜しはじめた頃、保さんの女むすめ冬子ふゆこさんが病死した。それを保さんが姉に報じたので、勝久さんは弟の所在ありかを知った。終吉さんが住所を告げてくれた叔父というのが即ち保さんである。是ここにおいてわたくしは、外崎さんの捜索を煩わずらわすまでもなく、保さんの今の牛込うしごめ船河原町ふながわらちょうの住所を知って、直すぐにそれを外崎さんに告げた。




その八




　わたくしは谷中の感応寺に往って、抽斎の墓を訪ねた。墓は容易たやすく見附けられた。南向の本堂の西側に、西に面して立っている。「抽斎渋江君墓碣銘ぼけつめい」という篆額てんがくも墓誌銘も、皆小島成斎こじませいさいの書である。漁村の文は頗る長い。後に保さんに聞けば、これでも碑が余り大きくなるのを恐れて、割愛して刪除さんじょしたものだそうである。『喫茗雑話きつめいざつわ』の載する所は三分の一にも足りない。わたくしはまた後に五弓雪窓ごきゅうせっそうがこの文を『事実文編じじつぶんぺん』巻けんの七十二に収めているのを知った。国書刊行会本を閲けみするに、誤脱はないようである。ただ「撰経籍訪古志」に訓点を施して、経籍を撰び、古志を訪とうと訓よませてあるのに慊あきたらなかった。『経籍訪古志』の書名であることは論ずるまでもなく、あれは多紀茝庭たきさいていの命じた名だということが、抽斎と森枳園もりきえんとの作った序に見えており、訪古の字面じめんは、『宋史そうし』鄭樵ていしょうの伝に、名山めいざん大川たいせんに游あそび、奇を捜し古いにしえを訪い、書を蔵する家に遇あえば、必ず借留しゃくりゅうし、読み尽して乃すなわち去るとあるのに出たということが、枳園の書後に見えておる。

　墓誌に三子ありとして、恒善、優善、成善の名が挙げてあり、また「一女平野氏ひらのうじ出しゅつ」としてある。恒善はつねよし、優善はやすよし、成善はしげよしで、成善が保さんの事だそうである。また平野氏うじの生んだ女むすめというのは、比良野文蔵ひらのぶんぞうの女むすめ威能いのが、抽斎の二人ににん目の妻さいになって生んだ純いとである。勝久さんや終吉さんの亡父脩おさむはこの文に載せてないのである。

　抽斎の碑の西に渋江氏の墓が四基ある。その一には「性如院宗是日体信士、庚申こうしん元文げんぶん五年閏七月十七日」と、向って右の傍かたわらに彫えってある。抽斎の高祖父輔之ほしである。中央に「得寿院量遠日妙信士、天保八酉年十月廿六日」と彫ってある。抽斎の父允成ただしげである。その間と左とに高祖父と父との配偶、夭折ようせつした允成の女むすめ二人ふたりの法諡ほうしが彫ってある。「松峰院妙実日相信女、己丑きちゅう明和六年四月廿三日」とあるのは、輔之の妻、「源静院妙境信女、庚戌こうじゅつ寛政二年四月十三日」とあるのは、允成ただしげの初はじめの妻田中氏うじ、「寿松院妙遠日量信女、文政十二己丑きちゅう六月十四日」とあるのは、抽斎の生母岩田氏いわたうじ縫ぬい、「妙稟童女、父名允成、母川崎氏、寛政六年甲寅こういん三月七日、三歳而夭、俗名逸」とあるのも、「曇華どんげ水子すいし、文化八年辛未しんび閏じゅん二月十四日」とあるのも、並ならびに皆允成の女むすめである。その二には「至善院格誠日在、寛保二年壬戌じんじゅつ七月二日」と一行に彫り、それと並べて「終事院菊晩日栄、嘉永七年甲寅こういん三月十日」と彫ってある。至善院は抽斎の曾祖父為隣いりんで、終事院は抽斎が五十歳の時父に先さきだって死んだ長男恒善つねよしである。その三には五人の法諡が並べて刻してある。「医妙院道意日深信士、天明てんめい四甲辰こうしん二月二十九日」としてあるのは、抽斎の祖父本皓ほんこうである。「智照院妙道日修信女、寛政四壬子じんし八月二十八日」としてあるのは、本皓の妻登勢とせである。「性蓮院妙相日縁信女、父本皓、母渋江氏、安永あんえい六年丁酉ていゆう五月三日死しす、享年十九、俗名千代、作臨終歌曰りんじゅううたをつくりていわく」云々うんぬんとしてあるのは、登勢の生んだ本皓の女むすめである。抽斎の高祖父輔之は男子がなくて歿したので、十歳になる女むすめ登勢に壻むこを取ったのが為隣である。為隣は登勢の人と成らぬうちに歿した。そこへ本皓が養子に来て、登勢の配偶になって、千代を生ませたのである。千代が十九歳で歿したので、渋江氏の血統は一たび絶えた。抽斎の父允成は本皓の養子である。次に某々孩子ぼうぼうがいしと二行に刻してあるのは、並に皆保さんの子だそうである。その四には「渋江脩之墓」と刻してあって、これは石が新しい。終吉さんの父である。

　後に聞けば墓は今一基あって、それには抽斎の六世せいの祖辰勝しんしょうが「寂而院宗貞日岸居士」とし、その妻が「繋縁院妙念日潮大姉」とし、五世の祖辰盛しんせいが「寂照院道陸玄沢日行居士」とし、その妻が「寂光院妙照日修大姉」とし、抽斎の妻比良野氏ひらのうじが「徧照院妙浄日法大姉」とし、同おなじく岡西おかにし氏が「法心院妙樹日昌大姉」としてあったが、その石の折れてしまった迹あとに、今の終吉さんの父の墓が建てられたのだそうである。

　わたくしは自己の敬愛している抽斎と、その尊卑二属とに、香華こうげを手向たむけて置いて感応寺を出た。

　尋ついでわたくしは保さんを訪とおうと思っていると、偶たまたま女むすめ杏奴あんぬが病気になった。日々にちにち官衙かんがには通かよったが、公退の時には家路を急いだ。それゆえ人を訪問することが出来ぬので、保、終吉の両渋江と外崎との三家へ、度々書状を遣った。

　三家からはそれぞれ返信があって、中にも保さんの書状には、抽斎を知るために闕かくべからざる資料があった。それのみではない。終吉さんはその隙ひまに全快したので、保さんを訪ねてくれた。抽斎の事をわたくしに語ってもらいたいと頼んだのである。叔父おじ甥はここに十数年を隔てて相見たのだそうである。また外崎さんも一度わたくしに代って保さんをおとずれてくれたので、杏奴の病が癒えて、わたくしが船河原町ふながわらちょうへ往ゆくに先だって、とうとう保さんが官衙に来てくれて、わたくしは抽斎の嗣子と相見ることを得た。




その九




　気候は寒くても、まだ炉を焚たく季節に入いらぬので、火の気けのない官衙の一室で、卓を隔てて保さんとわたくしとは対坐した。そして抽斎の事を語って倦うむことを知らなかった。

　今残っている勝久さんと保さんとの姉弟あねおとうと、それから終吉さんの父脩おさむ、この三人の子は一つ腹で、抽斎の四人目の妻、山内やまのうち氏五百いおの生んだのである。勝久さんは名を陸くがという。抽斎が四十三、五百が三十二になった弘化こうか四年に生れて、大正五年に七十歳になる。抽斎は嘉永四年に本所ほんじょへ移ったのだから、勝久さんはまだ神田で生れたのである。

　終吉さんの父脩は安改元年に本所で生れた。中なか三年置いて四年に、保さんは生れた。抽斎が五十三、五百が四十二の時の事で、勝久さんはもう十一、脩も四歳になっていたのである。

　抽斎は安政五年に五十四歳で亡くなったから、保さんはその時まだ二歳であった。幸さいわいに母五百は明治十七年までながらえていて、保さんは二十八歳で恃じを喪うしなったのだから、二十六年の久しい間、慈母の口から先考せんこうの平生へいぜいを聞くことを得たのである。

　抽斎は保さんを学医にしようと思っていたと見える。亡くなる前にした遺言ゆいごんによれば、経けいを海保漁村かいほぎょそんに、医を多紀安琢たきあんたくに、書を小島成斎こじませいさいに学ばせるようにいってある。それから洋学については、折を見て蘭語らんごを教えるが好いいといってある。抽斎は友人多紀茝庭さいていなどと同じように、頗すこぶるオランダ嫌いであった。学殖の深かった抽斎が、新奇を趁おう世俗と趨舎すうしゃを同じくしなかったのは無理もない。劇を好んで俳優を品評した中に市川小団次いちかわこだんじの芸を「西洋」だといってある。これは褒ほめたのではない。然しかるにその抽斎が晩年に至って、洋学の必要を感じて、子に蘭語を教えることを遺言したのは、安積艮斎あさかごんさいにその著述の写本を借りて読んだ時、翻然として悟ったからだそうである。想おもうにその著述というのは『洋外紀略ようがいきりゃく』などであっただろう。保さんは後に蘭語を学ばずに英語を学ぶことになったが、それは時代の変遷のためである。

　わたくしは保さんに、抽斎の事を探り始めた因縁を話した。そして意外にも、僅わずかに二歳であった保さんが、父に「武鑑」を貰もらって翫もてあそんだということを聞いた。それは出雲寺板いずもじばんの「大名だいみょう武鑑」で、鹵簿ろぼの道具類に彩色を施したものであったそうである。それのみではない。保さんは父が大きい本箱に「江戸鑑えどかがみ」と貼札はりふだをして、その中に一ぱい古い「武鑑」を収めていたことを記憶している。このコルレクションは保さんの五、六歳の時まで散佚さんいつせずにいたそうである。「江戸鑑」の箱があったなら、江戸図の箱もあっただろう。わたくしはここに『江戸鑑図目録えどかんずもくろく』の作られた縁起えんぎを知ることを得たのである。

　わたくしは保さんに、父の事に関する記憶を、箇条書かじょうがきにしてもらうことを頼んだ。保さんは快諾して、同時にこれまで『独立評論』に追憶談を載せているから、それを見せようと約した。

　保さんと会見してから間もなく、わたくしは大礼たいれいに参列するために京都へ立った。勤勉家の保さんは、まだわたくしが京都にいるうちに、書きものの出来たことを報じた。わたくしは京都から帰って、直すぐに保さんを牛込に訪ねて、書きものを受け取り、また『独立評論』をも借りた。ここにわたくしの説く所は主として保さんから獲えた材料に拠るのである。




その十




　渋江氏の祖先は下野しもつけの大田原おおたわら家の臣であった。抽斎六世の祖を小左衛門こざえもん辰勝しんしょうという。大田原政継せいけい、政増せいそうの二代に仕えて、正徳しょうとく元年七月二日に歿した。辰勝の嫡子重光ちょうこうは家を継いで、大田原政増、清勝せいしょうに仕え、二男勝重しょうちょうは去って肥前ひぜんの大村おおむら家に仕え、三男辰盛しんせいは奥州おうしゅうの津軽家に仕え、四男勝郷しょうきょうは兵学者となった。大村には勝重の往ゆく前に、源頼朝みなもとのよりとも時代から続いている渋江公業こうぎょうの後裔こうえいがある。それと下野から往った渋江氏との関係の有無ゆうむは、なお講窮すべきである。辰盛が抽斎五世の祖である。

　渋江氏の仕えた大田原家というのは、恐らくは下野国那須郡なすごおり大田原の城主たる宗家そうかではなく、その支封しほうであろう。宗家は渋江辰勝の仕えたという頃、清信きよのぶ、扶清すけきよ、友清ともきよなどの世であったはずである。大田原家は素もと一万二千四百石であったのに、寛文五年に備前守政清びぜんのかみまさきよが主膳高清しゅぜんたかきよに宗家を襲つがせ、千石を割さいて末家ばつけを立てた。渋江氏はこの支封の家に仕えたのであろう。今手許てもとに末家の系譜がないから検することが出来ない。

　辰盛は通称を他人たひとといって、後小三郎こさぶろうと改め、また喜六きろくと改めた。道陸どうりくは剃髪ていはつしてからの称である。医を今大路いまおおじ侍従道三どうさん玄淵げんえんに学び、元禄十七年三月十二日に江戸で津軽越中守えっちゅうのかみ信政のぶまさに召し抱えられて、擬作金ぎさくきん三枚十人扶持を受けた。元禄十七年は宝永ほうえいと改元せられた年である。師道三は故土佐守信義のぶよしの五女を娶めとって、信政の姉壻になっていたのである。辰盛は宝永三年に信政に随したがって津軽に往き、四年正月二十八日に知行ちぎょう二百石になり、宝永七年には二度目、正徳二年には三度目に入国して、正徳二年七月二十八日に禄を加増せられて三百石になり、外に十人扶持を給せられた。この時は信政が宝永七年に卒したので、津軽家は土佐守信寿のぶしげの世になっていた。辰盛は享保きょうほう十四年九月十九日に致仕して、十七年に歿した。出羽守でわのかみ信著のぶあきの家を嗣ついだ翌年に歿したのである。辰盛の生年は寛文二年だから、年を享うくること七十一歳である。この人は三男で他家に仕えたのに、その父母は宗家から来て奉養を受けていたそうである。

　辰盛は兄重光の二男輔之ほしを下野から迎え、養子として玄瑳げんさと称となえさせ、これに医学を授けた。即すなわち抽斎の高祖父である。輔之は享保十四年九月十九日に家を継いで、直すぐに三百石を食はみ、信寿に仕うること二年余の後、信著に仕え、改称して二世道陸となり、元文五年閏七月十七日に歿した。元禄七年の生うまれであるから、四十七歳で歿したのである。

　輔之には登勢とせという女むすめ一人ひとりしかなかった。そこで病やまい革すみやかなるとき、信濃しなのの人某それがしの子を養って嗣しとなし、これに登勢を配した。登勢はまだ十歳であったから、名のみの夫婦である。この女壻が為隣いりんで、抽斎の曾祖父である。為隣は寛保かんぽう元年正月十一日に家を継いで、二月十三日に通称の玄春げんしゅんを二世玄瑳げんさと改め、翌寛保二年七月二日に歿し、跡には登勢が十二歳の未亡人びぼうじんとして遺のこされた。

　寛保二年に十五歳で、この登勢に入贅にゅうぜいしたのは、武蔵国むさしのくに忍おしの人竹内作左衛門たけのうちさくざえもんの子で、抽斎の祖父本皓ほんこうが即ちこれである。津軽家は越中守信寧のぶやすの世になっていた。宝暦ほうれき九年に登勢が二十九歳で女むすめ千代ちよを生んだ。千代は絶えなんとする渋江氏の血統を僅に繋つなぐべき子で、あまつさえ聡慧そうけいなので、父母はこれを一粒種ひとつぶだねと称して鍾愛しょうあいしていると、十九歳になった安永六年の五月三日に、辞世の歌を詠んで死んだ。本皓が五十歳、登勢が四十七歳の時である。本皓には庶子があって、名を令図れいとといったが、渋江氏を続つぐには特に学芸に長じた人が欲しいというので、本皓は令図を同藩の医小野道秀おのどうしゅうの許もとへ養子に遣やって、別に継嗣けいしを求めた。

　この時根津ねづに茗荷屋みょうがやという旅店りょてんがあった。その主人稲垣清蔵いながきせいぞうは鳥羽とば稲垣家の重臣で、君きみを諌いさめて旨むねに忤さかい、遁のがれて商人となったのである。清蔵に明和元年五月十二日生れの嫡男専之助せんのすけというのがあって、六歳にして詩賦しふを善くした。本皓がこれを聞いて養子に所望すると、清蔵は子を士籍に復せしむることを願っていたので、快こころよく許諾した。そこで下野の宗家を仮親かりおやにして、大田原頼母たのも家来用人ようにん八十石渋江官左衛門かんざえもん次男という名義で引き取った。専之助名は允成ただしげ字あざなは子礼しれい、定所ていしょと号し、おる所の室しつを容安ようあんといった。通称は初はじめ玄庵げんあんといったが、家督の年の十一月十五日に四世道陸と改めた。儒学は柴野栗山しばのりつざん、医術は依田松純よだしょうじゅんの門人で、著述には『容安室文稿ようあんしつぶんこう』、『定所詩集』、『定所雑録』等がある。これが抽斎の父である。




その十一




　允成ただしげは才子で美丈夫びじょうふであった。安永七年三月朔さくに十五歳で渋江氏に養われて、当時儲君ちょくんであった、二つの年上の出羽守信明のぶあきらに愛せられた。養父本皓ほんこうの五十八歳で亡くなったのが、天明四年二月二十九日で、信明の襲封しゅうほうと同日である。信明はもう土佐守と称していた。主君が二十三歳、允成が二十一歳である。

　寛政三年六月二十二日に信明は僅に三十歳で卒し、八月二十八日に和三郎わさぶろう寧親やすちかが支封から入いって宗家を継いだ。後に越中守と称した人である。寧親は時に二十七歳で、允成は一つ上の二十八歳である。允成は寧親にも親昵しんじつして、殆ほとんど兄弟けいていの如くに遇せられた。平生へいぜい着丈きだけ四尺の衣いを著きて、体重が二十貫目あったというから、その堂々たる相貌そうぼうが思い遣られる。

　当時津軽家に静江しずえという女小姓おんなごしょうが勤めていた。それが年老いての後に剃髪して妙了尼みょうりょうにと号した。妙了尼が渋江家に寄寓きぐうしていた頃、可笑おかしい話をした。それは允成が公退した跡になると、女中たちが争ってその茶碗ちゃわんの底の余瀝よれきを指に承うけて舐ねぶるので、自分も舐ったというのである。

　しかし允成は謹厳な人で、女色じょしょくなどは顧みなかった。最初の妻田中氏は寛政元年八月二十二日に娶めとったが、これには子がなくて、翌年四月十三日に亡くなった。次に寛政三年六月四日に、寄合よりあい戸田政五郎とだまさごろう家来納戸役なんどやく金七両十二人扶持川崎丈助かわさきじょうすけの女むすめを迎えたが、これは四年二月に逸いつという女むすめを生んで、逸が三歳で夭折ようせつした翌年、七年二月十九日に離別せられた。最後に七年四月二十六日に允成の納いれた室しつは、下総国しもうさのくに佐倉さくらの城主堀田ほった相模守さがみのかみ正順まさよりの臣、岩田忠次いわたちゅうじの妹縫ぬいで、これが抽斎の母である。結婚した時允成が三十二歳、縫が二十一歳である。

　縫は享和二年に始めて須磨すまという女むすめを生んだ。これは後文政二牛に十八歳で、留守居るすい年寄としより佐野さの豊前守ぶぜんのかみ政親まさちか組飯田四郎左衛門いいだしろうざえもん良清よしきよに嫁し、九年に二十五歳で死んだ。次いで文化二年十一月八日に生れたのが抽斎である。允成四十二歳、縫三十一歳の時の子である。これから後のちには文化八年閏じゅん二月十四日に女むすめが生れたが、これは名を命ずるに及ばずして亡くなった。感応寺かんのうじの墓に曇華どんげ水子すいしと刻してあるのがこの女むすめの法諡ほうしである。

　允成ただしげは寧親の侍医で、津軽藩邸に催される月並つきなみ講釈の教官を兼ね、経学けいがくと医学とを藩の子弟に授けていた。三百石十人扶持の世禄せいろくの外に、寛政十二年から勤料つとめりょう五人扶持を給せられ、文化四年に更に五人扶持を加え、八年にまた五人扶持を加えられて、とうとう三百石と二十五人扶持を受けることとなった。中なか二年置いて文化十一年に一粒金丹いちりゅうきんたんを調製することを許された。これは世に聞えた津軽家の秘方で、毎月まいげつ百両以上の所得になったのである。

　允成は表向おもてむき侍医たり教官たるのみであったが、寧親の信任を蒙こうむることが厚かったので、人の敢あえて言わざる事をも言うようになっていて、数しばしば諫いさめて数しばしば聴きかれた。寧親は文化元年五月連年蝦夷地えぞちの防備に任じたという廉かどを以て、四万八千石から一躍して七万石にせられた。いわゆる津軽家の御乗出おんのりだしがこれである。五年十二月には南部なんぶ家と共に永く東西蝦夷地を警衛することを命ぜられて、十万石に進み、従じゅ四位下げに叙せられた。この津軽家の政務発展の時に当って、允成が啓沃けいよくの功も少くなかったらしい。

　允成は文政五年八月朔さくに、五十九歳で致仕した。抽斎が十八歳の時である。次いで寧親も八年四月に退隠して、詩歌俳諧はいかいを銷遣しょうけんの具とし、歌会には成島司直なるしましちょくなどを召し、詩会には允成を召すことになっていた。允成は天保てんぽう二年六月からは、出羽国亀田かめだの城主岩城いわき伊予守いよのかみ隆喜たかひろに嫁した信順のぶゆきの姉もと姫に伺候し、同年八月からはまた信順の室欽姫附かねひめづきを兼ねた。八月十五日に隠居料三人扶持を給せられることになったのは、これらのためであろう。中一年置いて四年四月朔に、隠居料二人扶持を増して、五人扶持にせられた。

　允成は天保八年十月二十六日に、七十四歳で歿した。寧親は四年前の天保四年六月十四日に、六十九歳で卒した。允成の妻縫ぬいは、文政七年七月朔に剃髪して寿松じゅしょうといい、十二年六月十四日に五十五歳で亡くなった。夫に先さきだつこと八年である。




その十二




　抽斎は文化二年十一月八日に、神田弁慶橋に生れたと保たもつさんがいう。これは母五百いおの話を記憶しているのであろう。父允成ただしげは四十二歳、母縫ぬいは三十一歳の時である。その生れた家はどの辺であるか。弁慶橋というのは橋の名ではなくて町名である。当時の江戸分間大絵図えどぶんけんおおえずというものを閲けみするに、和泉橋いずみばしと新橋あたらしばしとの間の柳原通やなぎはらどおりの少し南に寄って、西から東へ、お玉たまが池いけ、松枝町まつえだちょう、弁慶橋、元柳原町もとやなぎはらちょう、佐久間町さくまちょう、四間町しけんちょう、大和町やまとちょう、豊島町としまちょうという順序に、町名が注してある。そして和泉橋を南へ渡って、少し東へ偏かたよって行く通が、東側は弁慶橋、西側は松枝町になっている。この通の東隣ひがしどなりの筋は、東側が元柳原町、西側が弁慶橋になっている。わたくしが富士川游ふじかわゆうさんに借りた津軽家の医官の宿直日記によるに、允成ただしげは天明六年八月十九日に豊島町通どおり横町よこちょう鎌倉かまくら横町家主いえぬし伊右衛門店いえもんたなを借りた。この鎌倉横町というのは、前いった図を見るに、元柳原町と佐久間町との間で、北きたの方かた河岸かしに寄った所にある。允成がこの店たなを借りたのは、その年正月二十二日に従来住んでいた家が焼けたので、暫しばらく多紀桂山たきけいざんの許もとに寄宿していて、八月に至って移転したのである。その従来住んでいた家も、余り隔たっていぬ和泉橋附近であったことは、日記の文から推することが出来る。次に文政八年三月晦みそかに、抽斎の元柳原六丁目の家が過半類焼したということが、日記に見えている。元柳原町は弁慶橋と同じ筋で、ただ東西両側りょうそくが名を異にしているに過ぎない。想おもうに渋江氏うじは久しく和泉橋附近に住んでいて、天明に借りた鎌倉横町から、文政八年に至るまでの間に元柳原町に移ったのであろう。この元柳原町六丁目の家は、拍斎の生れた弁慶橋の家と同じであるかも知れぬが、あるいは抽斎の生れた文化二年に西側の弁慶橋にいて、その後文政八年に至るまでの間に、向側むかいがわの元柳原町に移ったものと考えられぬでもない。

　抽斎は小字おさななを恒吉つねきちといった。故越中守信寧のぶやすの夫人真寿院しんじゅいんがこの子を愛して、当歳の時から五歳になった頃まで、殆ほとんど日ごとに召し寄せて、傍そばで嬉戯きぎするのを見て楽たのしんだそうである。美丈夫允成に肖にた可憐児かれんじであったものと想われる。

　志摩しまの稲垣氏の家世かせいは今詳つまびらかにすることが出来ない。しかし抽斎の祖父清蔵も恐らくは相貌そうぼうの立派な人で、それが父允成を経由して抽斎に遺伝したものであろう。この身的遺伝と並行して、心的遺伝が存じていなくてはならない。わたくしはここに清蔵が主を諫めて去った人だという事実に注目する。次に後のち允成になった神童専之助を出いだす清蔵の家庭が、尋常の家庭でないという推測を顧慮する。彼は意志の方面、此これは智能ちのうの方面で、この両方面における遺伝的系統を繹たずぬるに、抽斎の前途は有望であったといっても好よかろう。

　さてその抽斎が生れて来た境界きょうがいはどうであるか。允成の庭にわの訓おしえが信頼するに足るものであったことは、言を須またぬであろう。オロスコピイは人の生れた時の星象せいしょうを観測する。わたくしは当時の社会にどういう人物がいたかと問うて、ここに学問芸術界の列宿れっしゅくを数えて見たい。しかし観察が徒いたずらに汎ひろきに失せぬために、わたくしは他年抽斎が直接に交通すべき人物に限って観察することとしたい。即ち抽斎の師となり、また年上の友となる人物である。抽斎から見ての大己たいこである。

　抽斎の経学の師には、先ず市野迷庵いちのめいあんがある。次は狩谷棭斎かりやえきさいである。医学の師には伊沢蘭軒いさわらんけんがある。次は抽斎が特に痘科を学んだ池田京水いけだけいすいである。それから抽斎が交まじわった年長者は随分多い。儒者または国学者には安積艮斎あさかごんさい、小島成斎こじませいさい、岡本况斎おかもときょうさい、海保漁村かいほぎょそん、医家には多紀たきの本末ほんばつ両家、就中なかんずく茝庭さいてい、伊沢蘭軒の長子榛軒しんけんがいる。それから芸術家及および芸術批評家に谷文晁たにぶんちょう、長島五郎作ながしまごろさく、石塚重兵衛いしづかじゅうべえがいる。これらの人は皆社会の諸方面にいて、抽斎の世に出いづるを待ち受けていたようなものである。




その十三




　他年抽斎の師たり、年長の友たるべき人々の中うちには、現に普あまねく世に知れわたっているものが少くない。それゆえわたくしはここに一々その伝記を挿さしはさもうとは思わない。ただ抽斎の誕生を語るに当って、これをしてその天職を尽さしむるに与あずかって力ある長者のルヴュウをして見たいというに過ぎない。

　市野迷庵、名を光彦こうげん、字を俊卿しゅんけいまた子邦しほうといい、初め篔窓うんそう、後迷庵と号した。その他酔堂すいどう、不忍池漁ふにんちぎょ等の別号がある。抽斎の父允成が酔堂説すいどうのせつを作ったのが、『容安室文稿ようあんしつぶんこう』に出ている。通称は三右衛門さんえもんである。六世せいの祖重光ちょうこうが伊勢国白子しろこから江戸に出て、神田佐久間町に質店しちみせを開き、屋号を三河屋みかわやといった。当時の店は弁慶橋であった。迷庵の父光紀こうきが、香月氏かづきうじを娶めとって迷庵を生せたのは明和二年二月十日であるから、抽斎の生れた時、迷庵はもう四十一歳になっていた。

　迷庵は考証学者である。即ち経籍の古版本こはんぼん、古抄本を捜さぐり討もとめて、そのテクストを閲けみし、比較考勘する学派、クリチックをする学派である。この学は源を水戸みとの吉田篁墩よしだこうとんに発し、棭斎がその後のちを承うけて発展させた。篁墩は抽斎の生れる七年前に歿している。迷庵が棭斎らと共に研究した果実が、後に至って成熟して抽斎らの『訪古志ほうこし』となったのである。この人が晩年に『老子ろうし』を好んだので、抽斎も同嗜どうしの人となった。

　狩谷棭斎、名は望之ぼうし、字あざなは卿雲けいうん、棭斎はその号である。通称を三右衛門さんえもんという。家は湯島ゆしまにあった。今の一丁目である。棭斎の家は津軽の用達ようたしで、津軽屋と称し、棭斎は津軽家の禄千石を食はみ、目見諸士めみえしょしの末席ばっせきに列せられていた。先祖は参河国みかわのくに苅屋かりやの人で、江戸に移ってから狩谷氏を称した。しかし棭斎は狩谷保古ほうこの代にこの家に養子に来たもので、実父は高橋高敏たかはしこうびん、母は佐藤氏である。安永四年の生うまれで、抽斎の母縫ぬいと同年であったらしい。果してそうなら、抽斎の生れた時は三十一歳で、迷庵よりは十とお少わかかったのだろう。抽斎の棭斎に師事したのは二十余歳の時だというから、恐らくは迷庵を喪うしなって棭斎に適ゆいたのであろう。迷庵の六十二歳で亡くなった文政九年八月十四日は、抽斎が二十二歳、棭斎が五十二歳になっていた年である。迷庵も棭斎も古書を集めたが、棭斎は古銭をも集めた。漢代かんだいの五物ごぶつを蔵して六漢道人ろっかんどうじんと号したので、人が一物いちぶつ足らぬではないかと詰なじった時、今一つは漢学だと答えたという話がある。抽斎も古書や「古武鑑」を蔵していたばかりでなく、やはり古銭癖こせんへきがあったそうである。

　迷庵と棭斎とは、年歯ねんしを以もって論ずれば、彼が兄、此これが弟であるが、考証学の学統から見ると、棭斎が先で、迷庵が後のちである。そしてこの二人の通称がどちらも三右衛門であった。世にこれを文政の六右衛門と称する。抽斎は六右衛門のどちらにも師事したわけである。

　六右衛門の称は頗すこぶる妙である。然しかるに世の人は更に一人ひとりの三右衛門を加えて、三三右衛門などともいう。この今一人の三右衛門は喜多氏きたうじ、名は慎言しんげん、字は有和ゆうわ、梅園ばいえんまた静廬せいろと号し、居おる所を四当書屋しとうしょおくと名づけた。その氏の喜多を修して北ほく慎言とも署した。新橋しんばし金春こんぱる屋敷に住んだ屋根葺ふきで、屋根屋三右衛門が通称である。本もとは芝しばの料理店鈴木すずきの倅せがれ定次郎さだじろうで、屋根屋へは養子に来た。少わかい時狂歌を作って網破損針金あみのはそんはりがねといっていたのが、後博渉はくしょうを以て聞えた。嘉永元年三月二十五日に、八十三歳で亡くなったというから、抽斎の生れた時には、その師となるべき迷庵と同じく四十一歳になっていたはずである。この三右衛門が殆ど毎日往来した小山田与清おやまだともきよの『擁書楼ようしょろう日記』を見れば、文化十二年に五十一歳だとしてあるから、この推算は誤っていないつもりである。しかしこの人を迷庵棭斎と併あわせ論ずるのは、少しく西人せいじんのいわゆる髪を握つかんで引き寄せた趣がある。屋根屋三右衛門と抽斎との間には、交際がなかったらしい。




その十四




　後に抽斎に医学を授ける人は伊沢蘭軒である。名は信恬しんてん、通称は辞安じあんという。伊沢氏うじの宗家そうかは筑前国ちくぜんのくに福岡ふくおかの城主黒田家くろだけの臣であるが、蘭軒はその分家で、備後国びんごのくに福山の城主阿部伊勢守あべいせのかみ正倫まさともの臣である。文政十二年三月十七日に歿して、享年五十三であったというから、抽斎の生れた時二十九歳で、本郷ほんごう真砂町まさごちょうに住んでいた。阿部家は既に備中守びっちゅうのかみ正精まさきよの世になっていた。蘭軒が本郷丸山の阿部家の中屋敷に移ったのは後の事である。

　阿部家は尋ついで文政九年八月に代替だいがわりとなって、伊予守正寧まさやすが封ほうを襲ついだから、蘭軒は正寧の世になった後のち、足掛あしかけ四年阿部家の館やかたに出入いでいりした。その頃抽斎の四人目の妻五百いおの姉が、正寧の室しつ鍋島氏なべしまうじの女小姓を勤めて金吾きんごと呼ばれていた。この金吾の話に、蘭軒は蹇あしなえであったので、館内かんないで輦れんに乗ることを許されていた。さて輦から降りて、匍匐ほふくして君側くんそくに進むと、阿部家の奥女中が目を見合せて笑った。或日あるひ正寧が偶たまたまこの事を聞き知って、「辞安は足はなくても、腹が二人前ににんまえあるぞ」といって、女中を戒めさせたということである。

　次は抽斎の痘科とうかの師となるべき人である。池田氏、名は奫いん、字あざなは河澄かちょう、通称は瑞英ずいえい、京水けいすいと号した。

　原来がんらい疱瘡ほうそうを治療する法は、久しく我国には行われずにいた。病が少しく重くなると、尋常の医家は手を束つかねて傍看ぼうかんした。そこへ承応じょうおう二年に戴曼公たいまんこうが支那から渡って来て、不治の病を治ちし始めた。龔廷賢きょうていけんを宗そうとする治法を施したのである。曼公、名は笠りつ、杭州こうしゅう仁和県じんわけんの人で、曼公とはその字あざなである。明みんの万暦ばんれき二十四年の生うまれであるから、長崎に来た時は五十八歳であった。曼公が周防国すおうのくに岩国いわくにに足を留めていた時、池田嵩山すうざんというものが治痘の法を受けた。嵩山は吉川きっかわ家の医官で、名を正直せいちょくという。先祖せんそは蒲冠者かばのかんじゃ範頼のりよりから出て、世よ々よ出雲いずもにおり、生田いくた氏を称した。正直の数世すせいの祖信重しんちょうが出雲から岩国に遷うつって、始はじめて池田氏に更あらためたのである。正直の子が信之しんし、信之の養子が正明せいめいで、皆曼公の遺法を伝えていた。

　然るに寛保二年に正明が病んでまさに歿せんとする時、その子独美どくびは僅わずかに九歳であった。正明は法を弟槙本坊詮応まきもとぼうせんおうに伝えて置いて瞑めいした。そのうち独美は人と成って、詮応に学んで父祖の法を得た。宝暦十二年独美は母を奉じて安芸国あきのくに厳島いつくしまに遷った。厳島に疱瘡が盛さかんに流行したからである。安永二年に母が亡くなって、六年に独美は大阪に往ゆき、西堀江にしほりえ隆平橋りゅうへいばしの畔ほとりに住んだ。この時独美は四十四歳であった。

　独美は寛政四年に京都に出て、東洞院ひがしのとういんに住んだ。この時五十九歳であった。八年に徳川家斉いえなりに辟めされて、九年に江戸に入いり、駿河台するがだいに住んだ。この年三月独美は躋寿館せいじゅかんで痘科を講ずることになって、二百俵を給せられた。六十四歳の時の事である。躋寿館には独美のために始て痘科の講座が置かれたのである。

　抽斎の生れた文化二年には、独美がまだ生存して、駿河台に住んでいたはずである。年は七十二歳であった。独美は文化十三年九月六日に八十三歳で歿した。遺骸いがいは向島むこうじま小梅村こうめむらの嶺松寺れいしょうじに葬られた。

　独美、字は善卿ぜんけい、通称は瑞仙ずいせん、錦橋きんきょうまた蟾翁せんおうと号した。その蟾翁と号したには面白い話がある。独美は或時大きい蝦蟇がまを夢に見た。それから『抱朴子ほうぼくし』を読んで、その夢を祥瑞しょうずいだと思って、蝦蟇の画えをかき、蝦蟇の彫刻をして人に贈った。これが蟾翁の号の由来である。




その十五




　池田独美には前後三人の妻があった。安永八年に歿した妙仙みょうせん、寛政二年に歿した寿慶じゅけい、それから嘉永元年まで生存していた芳松院ほうしょういん緑峰りょくほうである。緑峰は菱谷氏ひしたにうじ、佐井さい氏に養われて独美に嫁したのが、独美の京都にいた時の事である。三人とも子はなかったらしい。

　独美が厳島から大阪に遷うつった頃妾しょうがあって、一男二女を生んだ。男だんは名を善直ぜんちょくといったが、多病で業を継ぐことが出来なかったそうである。二女は長ちょうを智秀ちしゅうと諡おくりなした。寛政二年に歿している。次は知瑞ちずいと諡した。寛政九年に夭折している。この外に今一人独美の子があって、鹿児島に住んで、その子孫が現存しているらしいが、この家の事はまだこれを審つまびらかにすることが出来ない。

　独美の家は門人の一人が養子になって嗣ついで、二世瑞仙と称した。これは上野国こうずけのくに桐生きりゅうの人村岡善左衛門むらおかぜんざえもん常信じょうしんの二男である。名は晋しん、字あざなは柔行じゅうこう、また直卿ちょくけい、霧渓むけいと号した。躋寿館せいじゅかんの講座をもこの人が継承した。

　初め独美は曼公まんこうの遺法を尊重する余あまりに、これを一子相伝に止とどめ、他人に授くることを拒んだ。然るに大阪にいた時、人が諫いさめていうには、一人いちにんの能よく救う所には限かぎりがある、良法があるのにこれを秘して伝えぬのは不仁であるといった。そこで独美は始て誓紙に血判をさせて弟子を取った。それから門人が次第に殖ふえて、歿するまでには五百人を踰こえた。二世瑞仙はその中から簡抜せられて螟蛉子めいれいしとなったのである。

　独美の初代瑞仙は素もと源家げんけの名閥だとはいうが、周防すおうの岩国から起って幕臣になり、駿河台の池田氏の宗家となった。それに業を継ぐべき子がなかったので、門下の俊才が入いって後のちを襲った。遽にわかに見れば、なんの怪あやしむべき所もない。

　しかしここに問題の人物がある。それは抽斎の痘科の師となるべき池田京水けいすいである。

　京水は独美の子であったか、甥おいであったか不明である。向島嶺松寺に立っていた墓に刻してあった誌銘には子としてあったらしい。然るに二世瑞仙晋しんの子直温ちょくおんの撰んだ過去帖かこちょうには、独美の弟玄俊げんしゅんの子だとしてある。子にもせよ甥にもせよ、独美の血族たる京水は宗家を嗣つぐことが出来ないで、自立して町医まちいになり、下谷したや徒士町かちまちに門戸もんこを張った。当時江戸には駿河台の官医二世瑞仙と、徒士町の町医京水とが両立していたのである。

　種痘の術が普及して以来、世の人は疱瘡を恐るることを忘れている。しかし昔は人のこの病を恐るること、癆ろうを恐れ、癌がんを恐れ、癩らいを恐るるよりも甚だしく、その流行の盛さかんなるに当っては、社会は一種のパニックに襲われた。池田氏の治法が徳川政府からも全国の人民からも歓迎せられたのは当然の事である。そこで抽斎も、一般医学を蘭軒に受けた後のち、特に痘科を京水に学ぶことになった。丁度近時の医が細菌学や原虫学や生物化学を特修すると同じ事である。

　池田氏の曼公に受けた治痘法はどんなものであったか。従来痘は胎毒だとか、穢血えけつだとか、後天こうてんの食毒しどくだとかいって、諸家は各おのおのその見る所に従って、諸証を攻むるに一様の方を以てしたのに、池田氏は痘を一種の異毒異気だとして、いわゆる八証四節三項を分ち、偏僻へんぺきの治法を斥しりぞけた。即ち対症療法の完全ならんことを期したのである。




その十六




　わたくしは抽斎の師となるべき人物を数えて京水けいすいに及ぶに当って、ここに京水の身上しんしょうに関する疑うたがいを記しるして、世の人の教おしえを受けたい。

　わたくしは今これを筆に上のぼするに至るまでには、文書を捜り寺院を訪とい、また幾多の先輩知友を煩わずらわして解決を求めた。しかしそれは概おおむね皆徒事いたずらごとであった。就中なかんずく憾うらみとすべきは京水の墓の失踪しっそうした事である。

　最初にわたくしに京水の墓の事を語ったのは保たもつさんである。保さんは幼い時京水の墓に詣もうでたことがある。しかし寺の名は記憶していない。ただ向島であったというだけである。そのうちわたくしは富士川游ゆうさんに種々の事を問いに遣やった。富士川さんがこれに答えた中に、京水の墓は常泉寺の傍かたわらにあるという事があった。

　わたくしは幼い時向島むこうじま小梅村に住んでいた。初はじめの家は今須崎町すさきちょうになり、後のちの家は今小梅町になっている。その後のちの家から土手へ往ゆくには、いつも常泉寺の裏から水戸邸みとやしきの北のはずれに出た。常泉寺はなじみのある寺である。

　わたくしは常泉寺に往った。今は新小梅町の内になっている。枕橋まくらばしを北へ渡って、徳川家の邸の南側を行くと、同じ側に常泉寺の大きい門がある。わたくしは本堂の周囲にある墓をも、境内の末寺まつじの庭にある墓をも一つ一つ検した。日蓮宗にちれんしゅうの事だから、江戸の市人いちびとの墓が多い。知名の学者では、朝川善庵あさかわぜんあんの一家いっけの墓が、本堂の西にあるだけである。本堂の東南にある末寺に、池田氏の墓が一基あったが、これは例の市人らしく、しかも無縁同様のものと見えた。

　そこで寺僧に請うて過去帖を見たが、帖は近頃作ったもので、いろは順に檀家だんかの氏うじが列記してある。いの部には池田氏がない。末寺の墓地にある池田氏の墓は果して無縁であった。

　わたくしは空むなしく還かえって、先ず郷人きょうじん宮崎幸麿みやさきさきまろさんを介して、東京とうけいの墓の事に精くわしい武田信賢たけだしんけんさんに問うてもらったが、武田さんは知らなかった。

　そのうちわたくしは『事実文編』四十五に霧渓むけいの撰んだ池田氏し行状のあるのを見出した。これは養父初代瑞仙の行状で、その墓が向島嶺松寺にあることを記しるしてある。素もと嶺松寺には戴曼公たいまんこうの表石ひょうせきがあって、瑞仙はその側かたわらに葬られたというのである。向島にいたわたくしも嶺松寺という寺は知らなかった。しかし既に初代瑞仙が嶺松寺に葬られたなら、京水もあるいはそこに葬られたのではあるまいかと推量した。

　わたくしは再び向島へ往った。そして新小梅町、小梅町、須崎町の間を徘徊はいかいして捜索したが、嶺松寺という寺はない。わたくしは絶望して踵くびすを旋めぐらしたが、道のついでなので、須崎町弘福寺こうふくじにある先考の墓に詣でた。さて住職奥田墨汁おくだぼくじゅう師を訪とぶらって久闊きゅうかつを叙じょした。対談の間に、わたくしが嶺松寺と池田氏の墓との事を語ると、墨汁師は意外にも両ふたつながらこれを知っていた。

　墨汁師はいった。嶺松寺は常泉寺の近傍にあった。その畛域しんいき内に池田氏の墓が数基並んで立っていたことを記憶している。墓には多く誌銘が刻してあった。然るに近い頃に嶺松寺は廃寺になったというのである。わたくしはこれを聞いて、先ず池田氏の墓を目撃した人を二人ふたりまで獲えたのを喜んだ。即ち保さんと墨汁師とである。

「廃寺になるときは、墓はどうなるものですか」と、わたくしは問うた。

「墓は檀家がそれぞれ引き取って、外の寺へ持って行きます。」

「檀家がなかったらどうなりますか。」

「無縁の墓は共同墓地へ遷うつす例になっています。」

「すると池田家の墓は共同墓地へ遣られたかも知れませんな。池田家の後のちは今どうなっているかわかりませんか。」こういってわたくしは憮然ぶぜんとした。




その十七




　わたくしは墨汁師にいった。池田瑞仙の一族は当年の名医である。その墓の行方ゆくえは探討したいものである。それに戴曼公たいまんこうの表石というものも、もし存していたら、名蹟の一に算すべきものであろう。嶺松寺にあった無縁の墓は、どこの共同墓地へ遷うつされたか知らぬが、もしそれがわかったなら、尋ねに往ゆきたいものであるといった。

　墨汁師も首肯していった。戴氏独立どくりゅうの表石の事は始はじめて聞いた。池田氏の上のみではない。自分も黄檗おうばくの衣鉢いはつを伝えた身であって見れば、独立の遺蹟の存滅を意に介せずにはいられない。想うに独立は寛文中九州から師隠元いんげんを黄檗山に省せいしに上のぼる途中で寂じゃくしたらしいから、江戸には墓はなかっただろう。嶺松寺の表石とはどんな物であったか知らぬが、あるいは牙髪塔がはつとうの類たぐいででもあったか。それはともかくも、その石の行方も知りたい。心当りの向々むきむきへ問い合せて見ようといった。

　わたくしの再度の向島探討は大正四年の暮であったので、そのうちに五年の初はじめになった。墨汁師の新年の書信に問合せの結果が記しるしてあったが、それは頗すこぶる覚束おぼつかない口吻こうふんであった。嶺松寺の廃せられた時、その事に与あずかった寺々に問うたが、池田氏の墓には檀家がなかったらしい。当時無縁の墓を遷した所は、染井そめい共同墓地であった。独立の表石というものは誰たれも知らないというのである。

　これでは捜索の前途には、殆ど毫すこしの光明をも認めることが出来ない。しかしわたくしは念晴ねんばらしのために、染井へ尋ねに往いった。そして墓地の世話をしているという家を訪うた。

　墓にまいる人に樒しきみや綫香せんこうを売り、また足を休めさせて茶をも飲ませる家で、三十ばかりの怜悧かしこそうなお上かみさんがいた。わたくしはこの女の口から絶望の答を聞いた。共同墓地と名にはいうが、その地面には井然せいぜんたる区画があって、毎区に所有主がある。それが墓の檀家である。そして現在の檀家の中うちには池田という家はない。池田という檀家がないから、池田という人の墓のありようがないというのである。

「それでも新聞に、行倒ゆきだおれがあったのを共同墓地に埋めたということがあるではありませんか。そうして見れば檀家のない仏の往いく所があるはずです。わたくしの尋ねるのは、行倒れではないが、前に埋めてあった寺が取払とりはらいになって、こっちへ持って来られた仏です。そういう時、石塔があれば石塔も運んで来るでしょう。それをわたくしは尋ねるのです。」こういってわたくしは女の毎区有主説に反駁はんばくを試みた。

「ええ、それは行倒れを埋める所も一カ所ございます。ですけれど行倒れに石塔を建てて遣やる人はございません。それにお寺から石塔を運んで来たということは、聞いたこともございません。つまりそんな所には石塔なんぞは一つもないのでございます。」

「でもわたくしは切角せっかく尋ねに来たものですから、そこへ往って見ましょう。」

「およしなさいまし。石塔のないことはわたくしがお受合うけあい申しますから。」こういって女は笑った。

　わたくしもげにもと思ったので、墓地には足を容いれずに引き返した。

　女の言ことには疑うべき余地はない。しかしわたくしは責任ある人の口から、同じ事をでも、今一度聞きたいような気がした。そこで帰途に町役場に立ち寄って問うた。町役場の人は、墓地の事は扱わぬから、本郷区役所へ往けといった。

　町役場を出た時、もう冬の日が暮れ掛かっていた。そこでわたくしは思い直した。廃寺になった嶺松寺から染井共同墓地へ墓石の来なかったことは明白である。それを区役所に問うのは余りに痴おろかであろう。むしろ行政上無縁の墓の取締とりしまりがあるか、もしあるなら、どう取り締まることになっているかということを問うに若しくはない。その上今から区役所に往った所で、当直の人に墓地の事を問うのは甲斐かいのない事であろう。わたくしはこう考えて家に還かえった。




その十八




　わたくしは人に問うて、墓地を管轄するのが東京府庁で、墓所の移転を監視するのが警視庁だということを知った。そこで友人に託して、府庁では嶺松寺の廃絶に関してどれだけの事が知り得られるか、また警視庁は墓所の移転をどの位の程度に監視することになっているかということを問うてもらった。

　府庁には明治十八年に作られた墓地の台帳ともいうべきものがある。しかし一応それを検した所では、嶺松寺という寺は載せてないらしかった。その廃絶に関しては、何事をも知ることが出来ぬのである。警視庁は廃寺等のために墓碣ぼけつを搬出するときには警官を立ち会わせる。しかしそれは有縁うえんのものに限るので、無縁のものはどこの共同墓地に改葬したということを届け出いでさせるに止とどまるそうである。

　そうして見れば、嶺松寺の廃せられた時、境内の無縁の墓が染井共同墓地に遷うつされたというのは、遷したという一紙の届書とどけしょが官庁に呈せられたに過ぎぬかも知れない。所詮しょせん今になって戴曼公たいまんこうの表石や池田氏の墓碣の踪迹そうせきを発見することは出来ぬであろう。わたくしは念を捜索に絶つより外あるまい。

　とかくするうちに、わたくしが池田京水けいすいの墓を捜し求めているということ、池田氏の墓のあった嶺松寺が廃絶したということなどが『東京朝日新聞』の雑報に出た。これはわたくしが先輩知友に書を寄せて問うたのを聞き知ったものであろう。雑報の掲げられた日の夕方、無名の人がわたくしに電話を掛けていった。自分はかつて府庁にいたものである。その頃無税地反別帳たんべつちょうという帳簿があった。もしそれがなお存しているなら、嶺松寺の事が載せてあるかも知れないというのである。わたくしは無名の人の言ことに従って、人に託して府庁に質ただしてもらったが、そういう帳簿はないそうであった。

　この事件に関してわたくしの往訪した人、書を寄せて教を乞こうた人は頗すこぶる多い。初はじめにはわたくしは墓誌を読まんがために、墓の所在を問うたが、後にはせめて京水の歿した年齢だけなりとも知ろうとした。わたくしは抽斎の生れた年に、市野迷庵いちのめいあんが何歳、狩谷棭斎かりやえきさいが何歳、伊沢蘭軒いさわらんけんが何歳ということを推算したと同じく、京水の年齢をも推算して見たく、もしまた数字を以て示すことが出来ぬなら、少くもアプロクシマチイフにそれを忖度そんたくして見たかったのである。

　諸家の中うちでも、戸川残花とがわざんかさんはわたくしのために武田信賢たけだしんけんさんに問うたり、南葵なんき文庫所蔵の書籍を検したりしてくれ、呉秀三くれしゅうぞうさんは医史の資料について捜索してくれ、大槻文彦おおつきふみひこさんは如電にょでんさんに問うてくれ、如電さんは向島へまで墓を探りに往ってくれた。如電さんの事は墨汁師の書状によって知ったが、恐らくは郷土史の嗜好しこうあるがために、踏査の労をさえ厭いとわなかったのであろう。ただ憾うらむらくもわたくしは徒いたずらにこれらの諸家を煩わしたに過ぎなかった。

　これに反してわたくしが多少積極的に得る所のあったのは、富士川游さんと墨汁師とのお蔭かげである。わたくしは数度書状の往復をした末に、或日富士川さんの家を訪とうた。そしてこういうことを聞いた。富士川さんは昔年せきねん日本医学史の資料を得ようとして、池田氏の墓に詣もうでた。医学史の記載中脚註に墓誌と書してあるのは、当時墓について親しく抄記したものだというのである。惜おしむらくは富士川さんは墓誌銘の全文を写して置かなかった。また嶺松寺という寺号をも忘れていた。それゆえわたくしに答えた書に常泉寺の傍かたわらと記しるしたのである。是ここにおいてかつて親しく嶺松寺中ちゅうの碑碣ひけつを睹みた人が三人になった。保さんと游さんと墨汁師とである。そして游さんは湮滅いんめつの期に薄せまっていた墓誌銘の幾句を、図らずも救抜してくれたのである。




その十九




　弘福寺こうふくじの現住墨汁師は大正五年に入いってからも、捜索の手を停とどめずにいた。そしてとうとう下目黒しもめぐろ村海福寺かいふくじ所蔵の池田氏過去帖かこちょうというものを借り出して、わたくしに見せてくれた。帖は表紙を除いて十五枚のものである。表紙には生田氏いくたうじ中興池田氏過去帖慶応紀元季秋の十七字が四行に書してある。跋文ばつぶんを読むに、この書は二世瑞仙晋ずいせんしんの子直温ちょくおん、字あざなは子徳しとくが、慶応元年九月六日に、初代瑞仙独美の五十年忌辰きしんに丁あたって、新あらたに歴代の位牌いはいを作り、併あわせてこれを纂記さんきして、嶺松寺に納めたもので、直温の自筆である。

　この書には池田氏の一族百八人の男女を列記してあるが、その墓所はあるいは注してあり、あるいは注してない。分明ぶんみょうに嶺松寺に葬る、または嶺寺に葬ると注してあるのは初代瑞仙、その妻佐井氏さいうじ、二代瑞仙、その二男洪之助こうのすけ、二代瑞仙の兄信一しんいちの五人に過ぎない。しかし既に京水けいすいの墓が同じ寺にあったとすると、徒士町かちまちの池田氏の人々の墓もこの寺にあっただろう。要するに嶺松寺にあったという確証のある墓は、この書に注してある駿河台するがだいの池田氏の墓五基と、京水の墓とで、合計六基である。

　この書の記きする所は、わたくしのために創聞そうぶんに属するものが頗すこぶる多い。就中なかんずく異いとすべきは、独美に玄俊げんしゅんという弟があって、それが宇野氏を娶めとって、二人の間に出来た子が京水だという一事いちじである。この書に拠よれば、独美は一旦いったん姪てつ京水を養って子として置きながら、それに家を嗣つがせず、更に門人村岡晋むらおかしんを養って子とし、それに業を継がせたことになる。

　然るに富士川さんの抄した墓誌には、京水は独美の子で廃せられたと書してあったらしい。しかもその廃せられた所以ゆえんを書して放縦不覊ふきにして人に容いれられず、遂ついに多病を以て廃せらるといってあったらしい。

　両説は必ずしも矛盾してはいない。独美は弟玄俊の子京水を養って子とした。京水が放蕩ほうとうであった。そこで京水を離縁して門人晋を養子に入れたとすれば、その説通ぜずというでもない。

　しかし京水が後のち能よく自ら樹立して、その文章事業が晋に比して毫ごうも遜色そんしょくのないのを見るに、この人の凡庸でなかったことは、推測するに難かたくない。著述の考うべきものにも、『痘科挙要とうかきょよう』二巻、『痘科鍵会通けんかいつう』一巻、『痘科鍵私衡けんしこう』五巻、抽斎をして筆授せしめた『護痘要法ごとうようほう』一巻がある。養父独美が視みること尋常蕩子とうしの如くにして、これを逐おうことを惜おしまなかったのは、恩少きに過ぐというものではあるまいか。

　かつわたくしは京水の墓誌が何人なにひとの撰文せんぶんに係るかを知らない。しかし京水が果して独美の姪てつであったなら、縦たとい独美が一時養って子となしたにもせよ、直ただちに瑞仙の子なりと書したのはいかがのものであろうか。富士川さんの如きも、『日本医学史』に、墓誌に拠って瑞仙の子なりと書しているのである。また放縦だとか廃嗣だとかいうことも、此かくの如くに書したのが、墓誌として体たいを得たものであろうか。わたくしは大いにこれを疑うのである。そして墓誌の全文を見ることを得ず、その撰者を審つまびらかにすることを得ざるのを憾うらみとする。

　わたくしは独ひとり撰者不詳の京水墓誌を疑うのみではない。また二世瑞仙晋の撰んだ池田氏し行状をも疑わざることを得ない。文は載せて『事実文編』四十五にある。

　行状に拠るに、初代瑞仙独美は享保二十年乙卯いつぼう五月二十二日に生れ、文化十三年丙子へいし九月六日に歿した。然るに安永六年丁酉ていゆうに四十、寛政四年壬子じんしに五十五、同九年丁巳ていしに六十四、歿年に八十三と書してある。これは生年から順算すれば、四十三、五十八、六十三、八十二でなくてはならない。齢よわいを記きするごとに、殆ほとんど必ず差たがっているのは何故なにゆえであろうか。因ちなみにいうが過去帖にもまた齢八十三としてある。そこでわたくしはこの八十三より逆算することにした。




その二十




　晋しんの撰んだ池田氏行状には、初代瑞仙の庶子善直ぜんちょくというものを挙げて、「多病不能継業やまいおおくぎょうをつぐあたわず」と書してある。その前に初代瑞仙が病中晋に告げた語を記して、八十四言げんの多きに及んである。瑞仙は痘を治ちすることの難きを説いて、「数百之弟子でし、無能熟得之者よくじゅくとくせるものなし」といい、晋を賞して、「而汝能継我業しこうしてなんじよくわがぎょうをつぐ」といっている。

　わたくしはいまだ過去帖を獲ざる前にこれを読んで、善直は京水の初はじめの名であろうと思った。京水の墓誌に多病を以て嗣しを廃せらるというように書してあったというのと、符節は合あわするようだからである。過去帖に従えば、庶子善直と姪てつ京水とは別人でなくてはならない。しかし善直と京水とが同人ではあるまいか、京水が玄俊の子でなくて、初代瑞仙の子ではあるまいかという疑うたがいが、今に迄いたるまでいまだ全くわたくしの懐かいを去らない。特に彼かの過去帖に遠近の親戚しんせき百八人が挙げてあるのに、初代瑞仙のただ一人の実子善直というものが痕跡こんせきをだに留とどめずに消滅しているという一事は、この疑を助長する媒なかだちとなるのである。

　そしてわたくしは撰者不詳の墓誌の残欠に、京水が刺そしってあるのを見ては、忌憚きたんなきの甚だしきだと感じ、晋が養父の賞美の語を記きして、一の抑損の句をも著つけぬのを見ては、簡傲かんごうもまた甚だしいと感ずることを禁じ得ない。わたくしには初代瑞仙独美、二世瑞仙晋、京水の三人の間に或るドラアムが蔵せられているように思われてならない。わたくしの世の人に教を乞いたいというのはこれである。

　わたくしは抽斎の誕生を語るに当って、後のちにその師となるべき人々を数えた。それは抽斎の生れた時、四十一歳であった迷庵、三十一歳であった棭斎えきさい、二十九歳であった蘭軒の三人と、京水とであって、独り京水は過去帖を獲るまでその齢よわいを算することが出来なかった。なぜというに、京水の歿年が天保七年だということは、保さんが知っていたが、年歯ねんしに至っては全く所見がなかったからである。

　過去帖に拠れば京水の父玄俊は名を某、字あざなを信卿しんけいといって寛政九年八月二日に、六十歳で歿し、母宇野氏は天明六年に三十六歳で歿した。そして京水は天保七年十一月十四日に、五十一歳で歿したのである。法諡ほうしして宗経軒そうけいけん京水瑞英居士ずいえいこじという。

　これに由って観みれば、京水は天明六年の生うまれで、抽斎の生れた文化二年には二十歳になっていた。抽斎の四人の師の中うちでは最年少者であった。

　後に抽斎と交まじわる人々の中、抽斎に先さきだって生れた学者は、安積艮斎あさかごんさい、小島成斎、岡本况斎きょうさい、海保漁村である。

　安積艮斎は抽斎との交まじわりが深くなかったらしいが、抽斎をして西学せいがくを忌む念を翻ひるがえさしめたのはこの人の力である。艮斎、名は重信しげのぶ、修して信しんという。通称は祐助ゆうすけである。奥州郡山こおりやまの八幡宮はちまんぐうの祠官しかん安藤筑前あんどうちくぜん親重ちかしげの子で、寛政二年に生れたらしい。十六歳の時、近村の里正りせい今泉氏いまいずみうじの壻になって、妻に嫌われ、翌年江戸に奔はしった。しかし誰たれにたよろうというあてもないので、うろうろしているのを、日蓮宗の僧日明にちみょうが見附けて、本所ほんじょ番場町ばんばちょうの妙源寺みょうげんじへ連れて帰って、数月すうげつ間留とめて置いた。そして世話をして佐藤一斎さとういっさいの家の学僕にした。妙源寺は今艮斎の墓碑の立っている寺である。それから二十一歳にして林述斎はやしじゅっさいの門に入いった。駿河台に住んで塾を開いたのは二十四歳の時である。そうして見ると、抽斎の生れた文化二年は艮斎が江戸に入る前年で、十六歳であった。これは艮斎が万延まんえん元年十一月二十二日に、七十一歳で歿したものとして推算したのである。

　小島成斎名は知足ちそく、字あざなは子節しせつ、初め静斎と号した。通称は五一である。棭斎の門下で善書を以て聞えた。海保漁村の墓表に文久ぶんきゅう二年十月十八日に、六十七歳で歿したとしてあるから、抽斎の生れた文化二年には甫はじめて十歳である。父親蔵しんぞうが福山侯阿部あべ備中守正精まさきよに仕えていたので、成斎も江戸の藩邸に住んでいた。




その二十一




　岡本况斎、名は保孝ほうこう、通称は初め勘右衛門かんえもん、後縫殿助ぬいのすけであった。拙誠堂せつせいどうの別号がある。幕府の儒員に列せられた。『荀子じゅんし』、『韓非子かんぴし』、『淮南子えなんじ』等の考証を作り、旁かたわら国典にも通じていた。明治十一年四月までながらえて、八十二歳で歿した。寛政九年の生うまれで、抽斎の生れた文化二年には僅わずかに九歳になっていたはずである。

　海保漁村、名は元備げんび、字あざなは純卿じゅんけい、また名は紀之きし、字は春農しゅんのうともいった。通称は章之助しょうのすけ、伝経廬でんけいろの別号がある。寛政十年に上総国かずさのくに武射郡むさごおり北清水村きたしみずむらに生れた。老年に及んで経けいを躋寿館せいじゅかんに講ずることになった。慶応二年九月十八日に、六十九歳で歿した人である。抽斎の生れた文化二年には八歳だから、郷里にあって、父恭斎きょうさいに句読くとうを授けられていたのである。

　即ち学者の先輩は艮斎が十六、成斎が十とお、况斎が九つ、漁村が八つになった時、抽斎は生れたことになる。

　次に医者の年長者には先ず多紀たきの本家、末家ばつけを数える。本家では桂山けいざん、名は元簡かん、字は廉夫れんふが、抽斎の生れた文化二年には五十一歳、その子柳沜りゅうはん、名は胤いん、字は奕禧えききが十七歳、末家では茝庭さいてい、名は元堅げんけん、字は亦柔えきじゅうが十一歳になっていた。桂山は文化七年十二月二日に五十六歳で歿し、柳沜は文政十年六月三日に三十九歳で歿し、茝庭は安政四年二月十四日に六十三歳で歿したのである。

　この中うち抽斎の最も親しくなったのは茝庭である。それから師伊沢蘭軒の長男榛軒しんけんもほぼ同じ親しさの友となった。榛軒、通称は長安ちょうあん、後一安いちあんと改めた。文化元年に生れて、抽斎にはただ一つの年上である。榛軒は嘉永五年十一月十七日に、四十九歳で歿した。

　年上の友となるべき医者は、抽斎の生れた時十一歳であった茝庭と、二歳であった榛軒とであったといっても好いい。

　次は芸術家及および芸術批評家である。芸術家としてここに挙ぐべきものは谷文晁たにぶんちょう一人いちにんに過ぎない。文晁、本もと文朝に作る、通称は文五郎ぶんごろう、薙髪ちはつして文阿弥ぶんあみといった。写山楼しゃざんろう、画学斎ががくさい、その他の号は人の皆知る所である。初め狩野かのう派の加藤文麗かとうぶんれいを師とし、後北山寒巌きたやまかんがんに従学して別に機軸を出いだした。天保十一年十二月十四日に、七十八歳で歿したのだから、抽斎の生れた文化二年には四十三歳になっていた。二人ににん年歯ねんしの懸隔は、概おおむね迷庵におけると同じく、抽斎は画がをも少しく学んだから、この人は抽斎の師の中うちに列する方が妥当であったかも知れない。

　わたくしはここに真志屋五郎作ましやごろさくと石塚重兵衛いしづかじゅうべえとを数えんがために、芸術批評家の目もくを立てた。二人は皆劇通であったから、此かくの如くに名づけたのである。あるいはおもうに、批評家といわんよりは、むしろアマトヨオルというべきであったかも知れない。

　抽斎が後のち劇を愛するに至ったのは、当時の人の眼まなこより観みれば、一の癖好へきこうであった。どうらくであった。啻ただに当時において然しかるのみではない。是かくの如くに物を観る眼まなこは、今もなお教育家等の間に、前代の遺物として伝えられている。わたくしはかつて歴史の教科書に、近松ちかまつ、竹田たけだの脚本、馬琴ばきん、京伝きょうでんの小説が出て、風俗の頽敗たいはいを致したと書いてあるのを見た。

　しかし詩の変体としてこれを視みれば、脚本、小説の価値も認めずには置かれず、脚本に縁よって演じ出いだす劇も、高級芸術として尊重しなくてはならなくなる。わたくしが抽斎の心胸を開発して、劇の趣味を解するに至らしめた人々に敬意を表して、これを学者、医者、画家の次に数えるのは、好む所に阿おもねるのではない。




その二十二




　真志屋五郎作は神田新石町しんこくちょうの菓子商であった。水戸家みとけの賄方まかないかたを勤めた家で、或ある時代から故ゆえあって世禄せいろく三百俵を給せられていた。巷説こうせつには水戸侯と血縁があるなどといったそうであるが、どうしてそんな説が流布るふせられたものか、今考えることが出来ない。わたくしはただ風采ふうさいが好よかったということを知っているのみである。保さんの母五百いおの話に、五郎作は苦味走にがみばしった好よい男であったということであった。菓子商、用達ようたしの外、この人は幕府の連歌師れんがしの執筆をも勤めていた。

　五郎作は実家が江間氏えまうじで、一時長島ながしま氏を冒おかし、真志屋の西村氏を襲つぐに至った。名は秋邦しゅうほう、字あざなは得入とくにゅう、空華くうげ、月所げっしょ、如是縁庵にょぜえんあん等と号した。平生へいぜい用いた華押かおうは邦の字であった。剃髪ていはつして五郎作新発智東陽院寿阿弥陀仏曇奝しんぼっちとうよういんじゅあみだぶつどんちょうと称した。曇奝とは好劇家たる五郎作が、音おんの似通にかよった劇場の緞帳どんちょうと、入宋にゅうそう僧奝然ちょうねんの名などとを配合して作った戯号げごうではなかろうか。

　五郎作は劇神仙げきしんせんの号を宝田寿来たからだじゅらいに承うけて、後にこれを抽斎に伝えた人だそうである。

　宝田寿来、通称は金之助きんのすけ、一に閑雅かんがと号した。『作者店たなおろし』という書に、宝田とはもと神田より出いでたる名と書いてあるのを見れば、真まことの氏うじではなかったであろう。浄瑠璃じょうるり『関せきの扉と』はこの人の作だそうである。寛政六年八月に、五十七歳で歿した。五郎作が二十六歳の時で、抽斎の生れる十一年前である。これが初代劇神仙である。

　五郎作は歿年から推算するに、明和六年の生うまれで、抽斎の生れた文化二年には三十七歳になっていた。抽斎から見ての長幼の関係は、師迷庵や文晁におけると大差はない。嘉永元年八月二十九日に、八十歳で歿したのだから、抽斎がこの二世劇神仙の後のちを襲ついで三世劇神仙となったのは、四十四歳の時である。初め五郎作は抽斎の父允成ただしげと親しく交まじわっていたが、允成は五郎作に先さきだつこと十一年にして歿した。

　五郎作は独り劇を看みることを好んだばかりではなく、舞台のために製作をしたこともある。四世彦三郎ひこさぶろうを贔屓ひいきにして、所作事しょさごとを書いて遣ったと、自分でいっている。レシタションが上手じょうずであったことは、同情のない喜多村筠庭きたむらいんていが、台帳を読むのが寿阿弥の唯一の長技だといったのを見ても察せられる。

　五郎作は奇行はあったが、生得しょうとく酒を嗜たしまず、常に養性ようじょうに意を用いていた。文政十年七月の末すえに、姪おいの家の板の間まから墜おちて怪我けがをして、当時流行した接骨家元大坂町もとおおさかちょうの名倉弥次兵衛なぐらやじべえに診察してもらうと、名倉がこういったそうである。お前さんは下戸げこで、戒行かいぎょうが堅固で、気が強い、それでこれほどの怪我をしたのに、目を廻まわさずに済んだ。この三つが一つ闕かけていたら、目を廻しただろう。目を廻したのだと、療治に二百日余あまり掛かるが、これは百五、六十日でなおるだろうといったそうである。戒行とは剃髪ていはつした後のちだからいったものと見える。怪我は両臂りょうひじを傷めたので骨には障さわらなかったが痛いたみが久しく息やまなかった。五郎作は十二月の末まで名倉へ通ったが、臂の痹しびれだけは跡に貽のこった。五十九歳の時の事である。

　五郎作は文章を善くした。繊細の事を叙するに簡浄の筆を以てした。技倆ぎりょうの上から言えば、必ずしも馬琴、京伝に譲らなかった。ただ小説を書かなかったので、世の人に知られぬのである。これはわたくし自身の判断である。わたくしは大正四年の十二月に、五郎作の長文の手紙が売うりに出たと聞いて、大晦日おおみそかに築地つきじの弘文堂へ買いに往った。手紙は罫紙けいし十二枚に細字さいじで書いたものである。文政十一年二月十九日に書いたということが、記事に拠って明あきらかに考えられる。ここに書いた五郎作の性行も、半なかばは材料をこの簡牘かんどくに取ったものである。宛名あてなの苾堂ひつどうは桑原氏くわばらうじ、名は正瑞せいずい、字あざなは公圭こうけい、通称を古作こさくといった。駿河国島田駅の素封家で、詩及および書を善くした。玄孫喜代平きよへいさんは島田駅の北半里ばかりの伝心寺でんしんじに住んでいる。五郎作の能文はこの手紙一つに徴して知ることが出来るのである。




その二十三




　わたくしの獲えた五郎作の手紙の中に、整骨家名倉弥次兵衛の流行を詠んだ狂歌がある。臂ひじを傷めた時、親しく治療を受けて詠んだのである。「研とぎ上ぐる刃物ならねどうちし身の名倉のいしにかゝらぬぞなき。」わたくしは余り狂歌を喜ばぬから、解事者を以て自らおるわけではないが、これを蜀山しょくさんらの作に比するに、遜色そんしょくあるを見ない。筠庭いんていは五郎作に文筆の才がないと思ったらしく、歌など少しは詠みしかど、文を書くには漢文を読むようなる仮名書して終れりといっているが、此かくの如きは決して公論ではない。筠庭は素もと漫罵まんばの癖へきがある。五郎作と同年に歿した喜多静廬きたせいろを評して、性質風流なく、祭礼などの繁華なるを見ることを好めりといっている。風流をどんな事と心得ていたか。わたくしは強いて静廬を回護するに意があるのではないが、これを読んで、トルストイの芸術論に詩的という語の悪あく解釈を挙げて、口を極めて嘲罵ちょうばしているのを想い起した。わたくしの敬愛する所の抽斎は、角兵衛獅子かくべえじしを観みることを好んで、奈何いかなる用事をも擱さしおいて玄関へ見に出たそうである。これが風流である。詩的である。

　五郎作は少わかい時、山本北山やまもとほくざんの奚疑塾けいぎじゅくにいた。大窪天民おおくぼてんみんは同窓であったので後のちに迨いたるまで親しく交った。上戸じょうごの天民は小さい徳利を蔵かくして持っていて酒を飲んだ。北山が塾を見廻ってそれを見附けて、徳利でも小さいのを愛すると、その人物が小さくおもわれるといった。天民がこれを聞いて大樽おおだるを塾に持って来たことがあるそうである。下戸げこの五郎作は定めて傍はたから見て笑っていたことであろう。

　五郎作はまた博渉家はくしょうかの山崎美成やまざきよししげや、画家の喜多可庵きたかあんと往来していた。中にも抽斎より僅わずかに四つ上の山崎は、五郎作を先輩として、疑うたがいを質ただすことにしていた。五郎作も珍奇の物は山崎の許もとへ持って往って見せた。

　文政六年四月二十九日の事である。まだ下谷したや長者町ちょうじゃまちで薬を売っていた山崎の家へ、五郎作はわざわざ八百屋やおやお七しちのふくさというものを見せに往った。ふくさは数代前まえに真志屋ましやへ嫁入した島しまという女の遺物である。島の里方さとかたを河内屋半兵衛かわちやはんべえといって、真志屋と同じく水戸家の賄方まかないかたを勤め、三人扶持を給せられていた。お七の父八百屋市左衛門いちざえもんはこの河内屋の地借じかりであった。島が屋敷奉公に出る時、穉おさななじみのお七が七寸四方ばかりの緋縮緬ひぢりめんのふくさに、紅絹裏もみうらを附けて縫ってくれた。間もなく本郷森川宿もりかわじゅくのお七の家は天和てんな二年十二月二十八日の火事に類焼した。お七は避難の間に情人じょうにんと相識そうしきになって、翌年の春家に帰った後のち、再び情人と相見ようとして放火したのだそうである。お七は天和三年三月二十九日に、十六歳で刑せられた。島は記念かたみのふくさを愛蔵して、真志屋へ持って来た。そして祐天上人ゆうてんしょうにんから受けた名号みょうごうをそれに裹つつんでいた。五郎作は新あらたにふくさの由来を白絹に書いて縫い附けさせたので、山崎に持って来て見せたのである。

　五郎作と相似て、抽斎より長ずること僅に六歳であった好劇家は、石塚重兵衛である。寛政十一年の生うまれで、抽斎の生れた文化二年には七歳になっていた。歿したのは文久元年十二月十五日で、年を享うくること六十三であった。




その二十四




　石塚重兵衛の祖先は相模国さがみのくに鎌倉の人である。天明中に重兵衛の曾祖父が江戸へ来て、下谷したや豊住町とよずみちょうに住んだ。世よよ粉商こなしょうをしているので、芥子屋からしやと人に呼ばれた。真まことの屋号は鎌倉屋である。

　重兵衛も自ら庭に降り立って、芥子の臼うすを踏むことがあった。そこで豊住町の芥子屋という意こころで、自ら豊芥子ほうかいしと署した。そしてこれを以て世に行われた。その豊亭ほうていと号するのも、豊住町に取ったのである。別に集古堂しゅうこどうという号がある。

　重兵衛に女むすめが二人あって、長女に壻を迎えたが、壻は放蕩ほうとうをして離別せられた。しかし後に浅草あさくさ諏訪町すわちょうの西側の角に移ってから、またその壻を呼び返していたそうである。

　重兵衛は文久元年に京都へ往ゆこうとして出たが、途中で病んで、十二月十五日に歿した。年は六十三であった。抽斎の生れた文化二年には、重兵衛は七歳の童わらべであったはずである。

　重兵衛の子孫はどうなったかわからない。数年前に大槻如電おおつきにょでんさんが浅草北清島町きたきよじまちょう報恩寺内専念寺にある重兵衛の墓に詣もうでて、忌日きにちに墓に来るものは河竹新七かわたけしんしち一人だということを寺僧に聞いた。河竹にその縁故を問うたら、自分が黙阿弥もくあみの門人になったのは、豊芥子の紹介によったからだと答えたそうである。

　以上抽斎の友で年長者であったものを数えると、学者に抽斎の生れた年に十六歳であった安積艮斎あさかごんさい、十歳であった小島成斎、九歳であった岡本况斎、八歳であった海保漁村がある。医者に当時十一歳であった多紀茝庭たきさいてい、二歳であった伊沢榛軒しんけんがある。その他画家文晁は四十三歳、劇通寿阿弥は三十七歳、豊芥子は七歳であった。

　抽斎が始はじめて市野迷庵の門に入いったのは文化六年で、師は四十五歳、弟子ていしは五歳であった。次いで文化十一年に医学を修めんがために、伊沢蘭軒に師事した。師が三十八歳、弟子が十歳の時である。父允成ただしげは経芸けいげい文章を教えることにも、家業の医学を授けることにも、頗すこぶる早く意を用いたのである。想うに後のちに師とすべき狩谷棭斎かりやえきさいとは、家庭でも会い、師迷庵の許もとでも会って、幼い時から親しくなっていたであろう。また後に莫逆ばくぎゃくの友となった小島成斎も、夙はやく市野の家で抽斎と同門の好よしみを結んだことであろう。抽斎がいつ池田京水けいすいの門を敲たたいたかということは今考えることが出来ぬが、恐らくはこれより後のちの事であろう。

　文化十一年十二月二十八日、抽斎は始て藩主津軽寧親やすちかに謁した。寧親は五十歳、抽斎の父允成は五十一歳、抽斎自己は十歳の時である。想うに謁見の場所は本所ほんじょ二ふたつ目めの上屋敷であっただろう。謁見即ち目見めみえは抽斎が弘前の士人として受けた礼遇の始はじめで、これから月並つきなみ出仕しゅっしを命ぜられるまでには七年立ち、番入ばんいりを命ぜられ、家督相続をするまでには八年立っている。

　抽斎が迷庵門人となってから八年目、文化十四年に記念すべき事があった。それは抽斎と森枳園もりきえんとが交まじわりを訂した事である。枳園は後年これを弟子入でしいりと称していた。文化四年十一月生うまれの枳園は十一歳になっていたから、十三歳の抽斎が十一歳の枳園を弟子に取ったことになる。

　森枳園、名は立之りっし、字は立夫りつふ、初め伊織いおり、中ごろ養真ようしん、後養竹ようちくと称した。維新後には立之を以て行われていた。父名は恭忠きょうちゅう、通称は同じく養竹であった。恭忠は備後国福山の城主阿部あべ伊勢守正倫まさとも、同おなじく備中守正精まさきよの二代に仕えた。その男だん枳園を挙げたのは、北八町堀きたはっちょうぼり竹島町たけしまちょうに住んでいた時である。後のち『経籍訪古志』に連署すべき二人ににんは、ここに始て手を握ったのである。因ちなみにいうが、枳園は単独に弟子入をしたのではなくて、同じく十一歳であった、弘前の医官小野道瑛おのどうえいの子道秀どうしゅうも袂たもとを聯つらねて入門した。




その二十五




　抽斎の家督相続は文政五年八月朔さくを以て沙汰さたせられた。これより先さき四年十月朔に、抽斎は月並つきなみ出仕しゅっし仰附おおせつけられ、五年二月二十八日に、御番ごばん見習みならい、表医者おもていしゃ仰附けられ、即日見習の席に着き、三月朔に本番に入いった。家督相続の年には、抽斎が十八歳で、隠居した父允成ただしげが五十九歳であった。抽斎は相続後直ただちに一粒金丹いちりゅうきんたん製法の伝授を受けた。これは八月十五日の日附ひづけを以てせられた。

　抽斎の相続したと同じ年同じ月の二十九日に、相馬大作そうまだいさくが江戸小塚原こづかはらで刑せられた。わたくしはこの偶然の符合のために、ここに相馬大作の事を説こうとするのではない。しかし事のついでに言って置きたい事がある。大作は津軽家の祖先が南部家の臣であったと思っていた。そこで文化二年以来津軽家の漸ようやく栄え行くのに平たいらかならず、寧親やすちかの入国の時、途みちに要撃しようとして、出羽国秋田領白沢宿しらさわじゅくまで出向いた。然しかるに寧親はこれを知って道を変えて帰った。大作は事露あらわれて捕とらえられたということである。

　津軽家の祖先が南部家の被官であったということは、内藤恥叟ないとうちそうも『徳川十五代史』に書いている。しかし郷土史に精くわしい外崎覚とのさきかくさんは、かつて内藤に書を寄せて、この説の誤あやまりを匡ただそうとした。

　初め津軽家と南部家とは対等の家柄であった。然るに津軽家は秀信ひでのぶの世に勢いきおいを失って、南部家の後見うしろみを受けることになり、後元信もとのぶ、光信みつのぶ父子は人質として南部家に往っていたことさえある。しかし津軽家が南部家に仕えたことはいまだかつて聞かない。光信は彼かの渋江辰盛しんせいを召し抱えた信政のぶまさの六世の祖である。津軽家の隆興は南部家に怨うらみを結ぶはずがない。この雪冤せつえんの文を作った外崎さんが、わたくしの渋江氏の子孫を捜し出す媒なかだちをしたのだから、わたくしはただこれだけの事をここに記しるして置く。

　家督相続の翌年、文政六年十二月二十三日に、抽斎は十九歳で、始はじめて妻を娶めとった。妻は下総国しもうさのくに佐倉の城主堀田ほった相模守正愛まさちか家来大目附おおめつけ百石岩田十大夫いわたじゅうたゆう女むすめ百合ゆりとして願済ねがいずみになったが、実は下野しもつけ国安蘇郡あそごおり佐野さのの浪人尾島忠助おじまちゅうすけ女むすめ定さだである。この人は抽斎の父允成が、子婦よめには貧家に成長して辛酸を嘗なめた女を迎えたいといって選んだものだそうである。夫婦の齢よわいは抽斎が十九歳、定が十七歳であった。

　この年に森枳園きえんは、これまで抽斎の弟子、即ち伊沢蘭軒の孫弟子であったのに、去って直ちに蘭軒に従学することになった。当時西語にいわゆるシニックで奇癖が多く、朝夕ちょうせき好んで俳優の身振みぶり声色こわいろを使う枳園の同窓に、今一人塩田楊庵しおだようあんという奇人があった。素もと越後新潟の人で、抽斎と伊沢蘭軒との世話で、宗そう対馬守つしまのかみ義質よしかたの臣塩田氏の女壻じょせいとなった。塩田は散歩するに友を誘いざなわぬので、友が密ひそかに跡に附いて行って見ると、竹の杖つえを指の腹に立てて、本郷追分おいわけの辺へんを徘徊はいかいしていたそうである。伊沢の門下で枳園楊庵の二人は一双の奇癖家として遇せられていた。声色遣つかいも軽業師かるわざしも、共に十七歳の諸生であった。

　抽斎の母縫ぬいは、子婦よめを迎えてから半年立って、文政七年七月朔に剃髪して寿松じゅしょうと称した。

　翌文政八年三月晦みそかには、当時抽斎の住んでいた元柳原町六丁目の家が半焼はんやけになった。この年津軽家には代替だいがわりがあった。寧親が致仕して、大隅守おおすみのかみ信順のぶゆきが封を襲ついだのである。時に信順は二十六歳、即ち抽斎より長ずること五歳であった。

　次の文政九年は抽斎が種々の事に遭逢そうほうした年である。先ず六月二十八日に姉須磨すまが二十五歳で亡くなった。それから八月十四日に、師市野迷庵が六十二歳で歿した。最後に十二月五日に、嫡子恒善つねよしが生れた。

　須磨は前にいった通とおり、飯田良清よしきよというものの妻さいになっていたが、この良清は抽斎の父允成の実父稲垣清蔵いながきせいぞうの孫である。清蔵の子が大矢清兵衛おおやせいべえ、清兵衛の子が飯田良清である。須磨の夫が飯田氏を冒したのは、幕府の家人株けにんかぶを買ったのであるから、夫の父が大矢氏を冒したのも、恐らくは株として買ったのであろう。

　迷庵の死は抽斎をして狩谷棭斎に師事せしむる動機をなしたらしいから、抽斎が棭斎の門に入いったのも、この頃の事であっただろう。迷庵の跡は子光寿こうじゅが襲ついだ。




その二十六




　文政十二年もまた抽斎のために事多き年であった。三月十七日には師伊沢蘭軒が五十三歳で歿した。二十八日には抽斎が近習医者介きんじゅいしゃすけを仰附けられた。六月十四日には母寿松が五十五歳で亡くなった。十一月十一日には妻つま定が離別せられた。十二月十五日には二人目ににんめの妻同藩留守居役百石比良野文蔵ひらのぶんぞうの女むすめ威能いのが二十四歳で来きたり嫁した。抽斎はこの年二十五歳であった。

　わたくしはここに抽斎の師伊沢氏の事、それから前後の配偶定と威能との事を附け加えたい。亡くなった母については別に言うべき事がない。

　抽斎と伊沢氏との交まじわりは、蘭軒の歿した後のちも、少しも衰えなかった。蘭軒の嫡子榛軒しんけんが抽斎の親しい友で、抽斎より長ずること一歳であったことは前に言った。榛軒の弟柏軒はくけん、通称磐安ばんあんは文化七年に生れた。怙こを喪うしなった時、兄は二十六歳、弟は二十歳であった。抽斎は柏軒を愛して、己おのれの弟の如くに待遇した。柏軒は狩谷棭斎の女むすめ俊たかを娶めとった。その次男が磐いわお、三男が今の歯科医信平しんぺいさんである。

　抽斎の最初の妻定が離別せられたのは何故なにゆえか詳つまびらかにすることが出来ない。しかし渋江の家で、貧家の女むすめなら、こういう性質を具えているだろうと予期していた性質を、定は不幸にして具えていなかったかも知れない。

　定に代って渋江の家に来た抽斎の二人目の妻威能は、世よよ要職におる比良野氏の当主文蔵を父に持っていた。貧家の女じょに懲りて迎えた子婦よめであろう。そしてこの子婦は短命ではあったが、夫の家では人々に悦よろこばれていたらしい。何故そういうかというに、後のち威能が亡くなり、次の三人目の妻がまた亡くなって、四人目の妻が商家から迎えられる時、威能の父文蔵は喜んで仮親になったからである。渋江氏と比良野氏との交誼こうぎが、後に至るまで此かくの如くに久しく渝かわらずにいたのを見ても、婦壻よめむこの間にヂソナンスのなかったことが思い遣られる。

　比良野氏は武士気質かたぎの家であった。文蔵の父、威能の祖父であった助太郎すけたろう貞彦さだひこは文事と武備とを併あわせ有した豪傑の士である。外浜がいひんまた嶺雪れいせつと号し、安永五年に江戸藩邸の教授に挙げられた。画えを善くして、「外浜画巻そとがはまがかん」及「善知鳥うとう画軸」がある。剣術は群を抜いていた。壮年の頃村正むらまさ作の刀とうを佩おびて、本所割下水わりげすいから大川端おおかわばた辺あたりまでの間を彷徨ほうこうして辻斬つじぎりをした。千人斬ろうと思い立ったのだそうである。抽斎はこの事を聞くに及んで、歎息して已やまなかった。そして自分は医薬を以て千人を救おうという願がんを発おこした。

　天保二年、抽斎が二十七歳の時、八月六日に長女純いとが生れ、十月二日に妻威能が歿した。年は二十六で、帰とついでから僅に三年目である。十二月四日に、備後国福山の城主阿部伊予守正寧まさやすの医官岡西栄玄おかにしえいげんの女じょ徳が抽斎に嫁した。この年八月十五日に、抽斎の父允成は隠居料三人扶持を賜わった。これは従来寧親やすちか信順のぶゆき二公にかわるがわる勤仕していたのに、六月からは兼かねて岩城隆喜いわきたかひろの室しつ、信順の姉もと姫に、また八月からは信順の室欽姫かねひめに伺候することになったからであろう。

　この時抽斎の家族は父允成、妻岡西氏徳、尾島おじま氏出しゅつの嫡子恒善つねよし、比良野氏出しゅつの長女純の四人となっていた。抽斎が三人目の妻徳を娶めとるに至ったのは、徳の兄岡西玄亭げんていが抽斎と同じく蘭軒の門下におって、共に文字もんじの交まじわりを訂していたからである。

　天保四年四月六日に、抽斎は藩主信順に随したがって江戸を発し、始めて弘前に往った。江戸に還かえったのは、翌五年十一月十五日である。この留守に前藩主寧親は六十九歳で卒した。抽斎の父允成が四月朔さくに二人ににん扶持の加増を受けて、隠居料五人扶持にせられたのは、特に寧親に侍せしめられたためであろう。これは抽斎が二十九歳から三十歳に至る間の事である。

　抽斎の友森枳園きえんが佐々木氏勝かつを娶って、始めて家庭を作ったのも天保四年で、抽斎が弘前に往った時である。これより先枳園は文政四年に怙こを喪って、十五歳で形式的の家督相続をなした。蘭軒に従学する前二年の事である。




その二十七




　天保六年閏うるう七月四日に、抽斎は師狩谷棭斎かりやえきさいを喪なった。六十一歳で亡くなったのである。十一月五日に、次男優善やすよしが生れた。後に名を優ゆたかと改めた人である。この年抽斎は三十一歳になった。

　棭斎の後のちは懐之かいし、字あざなは少卿しょうけい、通称は三平さんぺいが嗣ついだ。抽斎の家族は父允成、妻徳、嫡男恒善つねよし、長女純いと、次男優善の五人になった。

　同じ年に森枳園きえんの家でも嫡子養真ようしんが生れた。

　天保七年三月二十一日に、抽斎は近習詰きんじゅづめに進んだ。これまでは近習格であったのである。十一月十四日に、師池田京水けいすいが五十一歳で歿した。この年抽斎は三十二歳になった。

　京水には二人の男子なんしがあった。長を瑞長ずいちょうといって、これが家業を襲ついだ。次を全安ぜんあんといって、伊沢家の女壻になった。榛軒の女むすめかえに配せられたのである。後に全安は自立して本郷弓町ゆみちょうに住んだ。

　天保八年正月十五日に、抽斎の長子恒善が始て藩主信順のぶゆきに謁した。年甫はじめて十二である。七月十二日に、抽斎は信順に随って弘前に往った。十月二十六日に、父允成が七十四歳で歿した。この年抽斎は三十三歳になった。

　初め抽斎は酒を飲まなかった。然るにこの年藩主がいわゆる詰越つめこしをすることになった。例に依よって翌年江戸に帰らずに、二冬ふたふゆを弘前で過すことになったのである。そこで冬になる前に、種々の防寒法を工夫して、豕ぶたの子を取り寄せて飼養しなどした。そのうち冬が来て、江戸で父の病むのを聞いても、帰省することが出来ぬので、抽斎は酒を飲んで悶もんを遣やった。抽斎が酒を飲み、獣肉を噉くらうようになったのはこの時が始である。

　しかし抽斎は生涯煙草タバコだけは喫のまずにしまった。允成の直系卑属は、今の保さんなどに至るまで、一人も煙草を喫まぬのだそうである。但し抽斎の次男優善は破格であった。

　抽斎のまだ江戸を発せぬ前の事である。徒士町かちまちの池田の家で、当主瑞長ずいちょうが父京水の例に倣ならって、春の初はじめに発会式ほっかいしきということをした。京水は毎年まいねんこれを催して、門人を集つどえたのであった。然るに今年ことし抽斎が往って見ると、名は発会式と称しながら、趣は全く前日に異ことなっていて、京水時代の静粛は痕あとだに留とどめなかった。芸者が来て酌しゃくをしている。森枳園が声色を使っている。抽斎は暫しばらく黙して一座の光景を視みていたが、遂に容かたちを改めて主客の非礼を責めた。瑞長は大いに羞はじて、すぐに芸者に暇いとまを遣ったそうである。

　引き続いて二月に、森枳園の家に奇怪な事件が生じた。枳園は阿部家を逐おわれて、祖母、母、妻勝かつ、生れて三歳の倅せがれ養真の四人を伴って夜逃よにげをしたのである。後に枳園の自ら選んだ寿蔵碑じゅぞうひには「有故失禄」と書してあるが、その故は何かというと、実に悲惨でもあり、また滑稽こっけいでもあった。

　枳園は好劇家であった。単に好劇というだけなら、抽斎も同じ事である。しかし抽斎は俳優の技ぎを、観棚かんぽうから望み見て楽たのしむに過ぎない。枳園は自らその科白かはくを学んだ。科白を学んで足らず、遂に舞台に登って梆子つけを撃った。後にはいわゆる相中あいちゅうの間あいだに混じて、並大名ならびだいみょうなどに扮ふんし、また注進などの役をも勤めた。

　或日阿部家の女中が宿に下さがって芝居を看みに往ゆくと、ふと登場している俳優の一人が養竹ようちくさんに似ているのに気が附いた。そう思って、と見みこう見するうちに、女中はそれが養竹さんに相違ないと極きめた。そして邸やしきに帰ってから、これを傍輩ほうばいに語った。固もとより一の可笑おかしい事として語ったので、初より枳園に危害を及ぼそうとは思わなかったのである。

　さてこの奇談が阿部邸の奥表おくおもてに伝播でんぱして見ると、上役うわやくはこれを棄すて置かれぬ事と認めた。そこでいよいよ君侯に稟もうして禄を褫うばうということになってしまった。




その二十八




　枳園きえんは俳優に伍ごして登場した罪によって、阿部家の禄を失って、永ながの暇いとまになった。後に抽斎の四人目の妻となるべき山内氏五百いおの姉は、阿部家の奥に仕えて、名を金吾きんごと呼ばれ、枳園をも識しっていたが、事件の起おこる三、四年前ぜんに暇を取ったので、当時の阿部家における細かい事情を知らなかった。

　永の暇になるまでには、相応に評議もあったことであろう。友人の中には、枳園を救おうとした人もあったことであろう。しかし枳園は平生細節さいせつに拘かかわらぬ人なので、諸方面に対して、世にいう不義理が重なっていた。中にも一、二件の筆紙に上のぼすべからざるものもある。救おうとした人も、これらの障礙しょうがいのために、その志を遂げることが出来なかったらしい。

　枳園は江戸で暫しばらく浪人生活をしていたが、とうとう負債のために、家族を引き連れて夜逃よにげをした。恐らくはこの最後の策に出いづることをば、抽斎にも打明けなかっただろう。それは面目めんぼくがなかったからである。絜矩けっくの道を紳しんに書していた抽斎をさえ、度々忍びがたき目に逢あわせていたからである。

　枳園は相模国をさして逃げた。これは当時三十一歳であった枳園には、もう幾人いくたりかの門人があって、その中うちに相模の人がいたのをたよって逃げたのである。この落魄らくたく中の精くわしい経歴は、わたくしにはわからない。『桂川けいせん詩集』、『遊相医話ゆうそういわ』などという、当時の著述を見たらわかるかも知れぬが、わたくしはまだ見るに及ばない。寿蔵碑じゅぞうひには、浦賀うらが、大磯おおいそ、大山おおやま、日向ひなた、津久井つくい県の地名が挙げてある。大山は今の大山町まち、日向は今の高部屋たかべや村で、どちらも大磯と同じ中郡なかごおりである。津久井県は今の津久井郡で相模川がこれを貫流している。桂川かつらがわはこの川の上流である。

　後に枳園の語った所によると、江戸を立つ時、懐中には僅に八百文の銭があったのだそうである。この銭は箱根の湯本ゆもとに着くと、もう遣つかい尽していた。そこで枳園はとりあえず按摩あんまをした。上下かみしも十六文の糈銭しょせんを獲うるも、なお已やむにまさったのである。啻ただに按摩のみではない。枳園は手当り次第になんでもした。「無論内外二科ないがいにかをろんずるなく、或為収生あるいはしゅうせいをなし、或為整骨あるいはせいこつをなし、至于牛馬雞狗之疾ぎゅうばけいくのしつにいたるまで、来乞治者きたりてちをこうものに、莫不施術せじゅつせざるはなし」と、自記の文にいってある。収生しゅうせいはとりあげである。整骨は骨つぎである。獣医の縄張内なわばりないにも立ち入った。医者の歯を治療するのをだに拒もうとする今の人には、想像することも出来ぬ事である。

　老いたる祖母は浦賀で困厄こんやくの間に歿した。それでも跡に母と妻と子とがある。自己を併あわせて四人の口を、此かくの如き手段で糊のりしなくてはならなかった。しかし枳園の性格から推せば、この間に処して意気沮喪そそうすることもなく、なお幾分のボンヌ・ユミヨオルを保有していたであろう。

　枳園はようよう大磯に落ち着いた。門人が名主なぬしをしていて、枳園を江戸の大先生として吹聴ふいちょうし、ここに開業の運はこびに至ったのである。幾ばくもなくして病家の数かずが殖ふえた。金帛きんはくを以て謝することの出来ぬものも、米穀菜蔬さいそを輸おくって庖厨ほうちゅうを賑にぎわした。後には遠方から轎かごを以て迎えられることもある。馬を以て請しょうぜられることもある。枳園は大磯を根拠地として、中なか、三浦みうら両郡の間を往来し、ここに足掛十二年の月日を過すこととなった。

　抽斎は天保九年の春を弘前に迎えた。例の宿直日記に、正月十三日忌明きあきと書してある。父の喪が果てたのである。続いて第二の冬をも弘前で過して、翌天保十年に、抽斎は藩主信順のぶゆきに随したがって江戸に帰った。三十五歳になった年である。

　この年五月十五日に、津軽家に代替だいがわりがあった。信順は四十歳で致仕して柳島の下屋敷に遷うつり、同じ齢よわいの順承ゆきつぐが小津軽こつがるから入いって封を襲ついだ。信順は頗すこぶる華美を好み、動ややもすれば夜宴を催しなどして、財政の窮迫を馴致じゅんちし、遂に引退したのだそうである。

　抽斎はこれから隠居信順附づきにせられて、平日は柳島の館やかたに勤仕し、ただ折々上屋敷に伺候した。




その二十九




　天保十一年は十二月十四日に谷文晁の歿した年である。文晁は抽斎が師友を以て遇していた年長者で、抽斎は平素画えを鑑賞することについては、なにくれとなく教おしえを乞い、また古器物こきぶつや本艸ほんぞうの参考に供すべき動植物を図ずするために、筆の使方つかいかた、顔料がんりょうの解方ときかたなどを指図してもらった。それが前年に七十七の賀宴を両国りょうごくの万八楼まんはちろうで催したのを名残なごりにして、今年亡人なきひとの数に入いったのである。跡は文化九年生うまれで二十九歳になる文二ぶんじが嗣ついだ。文二の外に六人の子を生んだ文晁の後妻阿佐あさは、もう五年前に夫に先さきだって死んでいたのである。この年抽斎は三十六歳であった。

　天保十二年には、岡西氏徳とくが二女じじょ好よしを生んだが、好は早世した。閏じゅん正月二十六日に生れ、二月三日に死んだのである。翌十三年には、三男八三郎はちさぶろうが生れたが、これも夭折ようせつした。八月三日に生れ、十一月九日に死んだのである。抽斎が三十七歳から三十八歳になるまでの事である。わたくしは抽斎の事を叙する初はじめにおいて、天保十二年の暮の作と認むべき抽斎の述志の詩を挙げて、当時の渋江氏の家族を数えたが、倐たちまち来り倐ち去った女むすめ好の名は見あらわすことが出来なかった。

　天保十四年六月十五日に、抽斎は近習に進められた。三十九歳の時である。

　この年に躋寿館せいじゅかんで書を講じて、陪臣町医まちいに来聴せしむる例が開かれた。それが十月で、翌十一月に始て新あらたに講師が任用せられた。初はじめ館には都講とこう、教授があって、生徒に授業していたに過ぎない。一時多紀藍渓たきらんけい時代に百日課ひゃくにちかの制を布しいて、医学も経学けいがくも科を分って、百日を限って講じたことがある。今いうクルズスである。しかしそれも生徒に聴きかせたのである。百日課は四年間で罷やんだ。講師を置いて、陪臣町医の来聴を許すことになったのは、この時が始である。五カ月の後、幕府が抽斎を起たたしむることとなったのは、この制度あるがためである。

　弘化元年は抽斎のために、一大転機を齎もたらした。社会においては幕府の直参じきさんになり、家庭においては岡西氏徳のみまかった跡へ、始て才色兼ね備わった妻が迎えられたのである。

　この一年間の出来事を順次に数えると、先ず二月二十一日に妻徳が亡くなった。三月十二日に老中ろうじゅう土井どい大炊頭おおいのかみ利位としつらを以て、抽斎に躋寿館講師を命ぜられた。四月二十九日に定期登城とじょうを命ぜられた。年始、八朔はっさく、五節句、月並つきなみの礼に江戸城に往ゆくことになったのである。十一月六日に神田紺屋町こんやちょう鉄物問屋かなものどいや山内忠兵衛妹五百いおが来り嫁した。表向おもてむきは弘前藩目附役百石比良野助太郎妹翳かざしとして届けられた。十二月十日に幕府から白銀はくぎん五枚を賜わった。これは以下恒例になっているから必ずしも書かない。同月二十六日に長女純いとが幕臣馬場玄玖ばばげんきゅうに嫁した。時に年十六である。

　抽斎の岡西氏徳を娶めとったのは、その兄玄亭が相貌そうぼうも才学も人に優れているのを見て、この人の妹ならと思ったからである。然るに伉儷こうれいをなしてから見ると、才貌共に予期したようではなかった。それだけならばまだ好よかったが、徳は兄には似ないで、かえって父栄玄の褊狭へんきょうな気質を受け継いでいた。そしてこれが抽斎にアンチパチイを起させた。

　最初の妻定さだは貧家の女むすめの具えていそうな美徳を具えていなかったらしく、抽斎の父允成ただしげが或時、己おれの考が悪かったといって歎息したこともあるそうだが、抽斎はそれほど厭いやとは思わなかった。二人ににん目の妻威能いのは怜悧れいりで、人を使う才があった。とにかく抽斎に始てアンチパチイを起させたのは、三人目の徳であった。




その三十




　克己を忘れたことのない抽斎は、徳を叱しかり懲らすことはなかった。それのみではない。あらわに不快の色を見せもしなかった。しかし結婚してから一年半ばかりの間、これに親近せずにいた。そして弘前へ立った。初度の旅行の時の事である。

　さて抽斎が弘前にいる間、江戸の便たよりがあるごとに、必ず長文の手紙が徳から来た。留守中の出来事を、殆ほとんど日記のように悉くわしく書いたのである。抽斎は初め数行すうこうを読んで、直ただちにこの書信が徳の自力によって成ったものでないことを知った。文章の背面に父允成の気質が歴々として見えていたからである。

　允成は抽斎の徳に親したしまぬのを見て、前途のために危あやぶんでいたので、抽斎が旅に立つと、すぐに徳に日課を授けはじめた。手本を与えて手習てならいをさせる。日記を附けさせる。そしてそれに本もとづいて文案を作って、徳に筆を把とらせ、家内かないの事は細大となく夫に報ぜさせることにしたのである。

　抽斎は江戸の手紙を得るごとに泣いた。妻のために泣いたのではない。父のために泣いたのである。

　二年近い旅から帰って、抽斎は勉つとめて徳に親んで、父の心を安やすんぜようとした。それから二年立って優善やすよしが生れた。

　尋ついで抽斎は再び弘前へ往って、足掛三年淹留えんりゅうした。留守に父の亡くなった旅である。それから江戸に帰って、中一年置いて好よしが生れ、その翌年また八三郎が生れた。徳は八三郎を生んで一年半立って亡くなった。

　そして徳の亡くなった跡へ山内氏五百いおが来ることになった。抽斎の身分は徳が往ゆき、五百が来きたる間に変って、幕府の直参じきさんになった。交際は広くなる。費用は多くなる。五百は卒にわかにその中うちに身を投じて、難局に当らなくてはならなかった。五百があたかも好よしその適材であったのは、抽斎の幸さいわいである。

　五百の父山内忠兵衛は名を豊覚ほうかくといった。神田紺屋町に鉄物問屋かなものどいやを出して、屋号を日野屋といい、商標には井桁いげたの中に喜の字を用いた。忠兵衛は詩文書画を善くして、多く文人墨客ぼっかくに交まじわり、財を捐すててこれが保護者となった。

　忠兵衛に三人の子があった。長男栄次郎、長女安やす、二女五百である。忠兵衛は允成の友で、嫡子栄次郎の教育をば、久しく抽斎に託していた。文政七、八年の頃、允成が日野屋をおとずれて、芝居の話をすると、九つか十であった五百と、一つ年上の安とが面白がって傍聴していたそうである。安は即ち後に阿部家に仕えた金吾きんごである。

　五百は文化十三年に生れた。兄栄次郎が五歳、姉安が二歳になっていた時である。忠兵衛は三人の子の次第に長ずるに至って、嫡子には士人たるに足る教育を施し、二人の女むすめにも尋常女子の学ぶことになっている読み書き諸芸の外、武芸をしこんで、まだ小さい時から武家奉公に出した。中にも五百には、経学けいがくなどをさえ、殆ど男子に授けると同じように授けたのである。

　忠兵衛が此かくの如くに子を育てたには来歴がある。忠兵衛の祖先は山内但馬守たじまのかみ盛豊もりとよの子、対馬守つしまのかみ一豊かずとよの弟から出たのだそうで、江戸の商人になってからも、三葉柏みつばがしわの紋を附け、名のりに豊とよの字を用いることになっている。今わたくしの手近てぢかにある系図には、一豊の弟は織田信長おだのぶながに仕えた修理亮しゅりのすけ康豊やすとよと、武田信玄たけだしんげんに仕えた法眼ほうげん日泰にったいとの二人しか載せてない。忠兵衛の家は、この二人の内いずれかの裔すえであるか、それとも外に一豊の弟があったか、ここに遽にわかに定さだめることが出来ない。




その三十一




　五百いおは十一、二歳の時、本丸に奉公したそうである。年代を推せば、文政九年か十年かでなくてはならない。徳川家斉とくがわいえなりが五十四、五歳になった時である。御台所みだいどころは近衛経煕このえけいきの養女茂姫しげひめである。

　五百は姉小路あねこうじという奥女中の部屋子へやこであったという。姉小路というからには、上臈じょうろうであっただろう。然しからば長局ながつぼねの南一の側かわに、五百はいたはずである。五百らが夕方ゆうかたになると、長い廊下を通って締めに往ゆかなくてはならぬ窓があった。その廊下には鬼が出るという噂うわさがあった。鬼とはどんな物で、それが出て何をするかというに、誰たれも好よくは見ぬが、男の衣きものを着ていて、額に角つのが生はえている。それが礫つぶてを投げ掛けたり、灰を蒔まき掛けたりするというのである。そこでどの部屋子も窓を締めに往くことを嫌って、互たがいに譲り合った。五百は穉おさなくても胆力があり、武芸の稽古けいこをもしたことがあるので、自ら望んで窓を締めに往いった。

　暗い廊下を進んで行くと、果してちょろちょろと走り出たものがある。おやと思う間もなく、五百は片頬かたほに灰を被かぶった。五百には咄嗟とっさの間あいだに、その物の姿が好くは見えなかったが、どうも少年の悪作劇いたずららしく感ぜられたので、五百は飛び附いて掴つかまえた。

「許せ〳〵」と鬼は叫んで身をもがいた。五百はすこしも手を弛ゆるめなかった。そのうちに外の女子おなごたちが馳はせ附けた。

　鬼は降伏して被っていた鬼面おにめんを脱いだ。銀之助ぎんのすけ様と称となえていた若者で、穉くて美作国みまさかのくに西北条郡にしほうじょうごおり津山つやまの城主松平家まつだいらけへ壻入むこいりした人であったそうである。

　津山の城主松平越後守斉孝なりたかの次女徒かちの方かたの許もとへ壻入したのは、家斉の三十四人目の子で、十四男参河守みかわのかみ斉民なりたみである。

　斉民は小字おさななを銀之助という。文化十一年七月二十九日に生れた。母はお八重やえの方かたである。十四年七月二十二日に、御台所みだいどころの養子にせられ、九月十八日に津山の松平家に壻入し、十二月三日に松平邸に往いった。四歳の壻君むこぎみである。文政二年正月二十八日には新居落成してそれに移った。七年三月二十八日には十一歳で元服して、従じゅ四位上じょう侍従参河守斉民となった。九年十二月には十三歳で少将にせられた。人と成って後確堂公かくどうこうと呼ばれたのはこの人で、成島柳北なるしまりゅうほくの碑の篆額てんがくはその筆ふでである。そうして見ると、この人が鬼になって五百に捉とらえられたのは、従四位上侍従になってから後のちで、ただ少将であったか、なかったかが疑問である。津山邸に館やかたはあっても、本丸に寝泊ねとまりして、小字おさななの銀之助を呼ばれていたものと見える。年は五百より二つ上である。

　五百の本丸を下さがったのは何時いつだかわからぬが、十五歳の時にはもう藤堂家とうどうけに奉公していた。五百が十五歳になったのは、天保元年である。もし十四歳で本丸を下ったとすると、文政十二年に下ったことになる。

　五百は藤堂家に奉公するまでには、二十幾家という大名の屋敷を目見めみえをして廻まわったそうである。その頃も女中の目見は、君きみ臣しんを択えらばず、臣君を択ぶというようになっていたと見えて、五百が此かくの如くに諸家の奥へ覗のぞきに往ったのは、到処いたるところで斥しりぞけられたのではなく、自分が仕うることを肯がえんぜなかったのだそうである。

　しかし二十余家を経廻へめぐるうちに、ただ一カ所だけ、五百が仕えようと思った家があった。それが偶然にも土佐国高知の城主松平土佐守豊資とよすけの家であった。即ち五百と祖先を同じうする山内家である。

　五百が鍛冶橋内かじばしうちの上屋敷へ連れられて行くと、外の家と同じような考試に逢った。それは手跡、和歌、音曲おんぎょくの嗜たしなみを験ためされるのである。試官は老女である。先ず硯箱すずりばこと色紙とを持ち出して、老女が「これに一つお染そめを」という。五百は自作の歌を書いたので、同時に和歌の吟味も済んだ。それから常磐津ときわずを一曲語らせられた。これらの事は他家と何の殊ことなることもなかったが、女中が悉ことごとく綿服めんぷくであったのが、五百の目に留まった。二十四万二千石の大名の奥の質素なのを、五百は喜んだ。そしてすぐにこの家に奉公したいと決心した。奥方は松平上総介かずさのすけ斉政なりまさの女むすめである。

　この時老女がふと五百いおの衣類に三葉柏みつばがしわの紋の附いているのを見附けた。




その三十二




　山内家の老女は五百に、どうして御当家の紋と同じ紋を、衣類に附けているかと問うた。

　五百は自分の家が山内氏で、昔から三葉柏みつばがしわの紋を附けていると答えた。

　老女は暫しばらく案じてからいった。御用に立ちそうな人と思われるから、お召抱めしかかえになるように申し立てようと思う。しかしその紋は当分御遠慮申すが好かろう。由緒ゆいしょのあることであろうから、追ってお許ゆるしを願うことも出来ようといった。

　五百は家に帰って、父に当分紋を隠して奉公することの可否を相談した。しかし父忠兵衛は即座に反対した。姓名だの紋章だのは、先祖せんそから承うけて子孫に伝える大切なものである。濫みだりに匿かくしたり更あらためたりすべきものではない。そんな事をしなくては出来ぬ奉公なら、せぬが好よいといったのである。

　五百が山内家をことわって、次に目見めみえに往ったのが、向柳原むこうやなぎはらの藤堂家の上屋敷であった。例の考試は首尾好く済んだ。別格を以て重く用いても好いといって、懇望せられたので、諸家を廻まわり草臥くたびれた五百は、この家に仕えることに極きめた。

　五百はすぐに中臈ちゅうろうにせられて、殿様附づきと定さだまり、同時に奥方祐筆ゆうひつを兼ねた。殿様は伊勢国安濃郡あのごおり津の城主、三十二万三千九百五十石の藤堂和泉守いずみのかみ高猷たかゆきである。官位は従じゅ四位侍従になっていた。奥方は藤堂主殿頭とものかみ高崧たかたけの女むすめである。

　この時五百はまだ十五歳であったから、尋常ならば女小姓おんなこしょうに取らるべきであった。それが一躍して中臈を贏かち得たのは破格である。女小姓は茶、烟草タバコ、手水ちょうずなどの用を弁ずるもので、今いう小間使こまづかいである。中臈は奥方附であると、奥方の身辺に奉仕して、種々の用事を弁ずるものである。幕府の慣例ではそれが転じて将軍附となると、妾しょうになったと見ても好いい。しかし大名の家では奥方に仕えずに殿様に仕えるというに過ぎない。祐筆は日記を附けたり、手紙を書いたりする役である。

　五百は呼名は挿頭かざしと附けられた。後に抽斎に嫁することに極まって、比良野氏の娘分にせられた時、翳かざしの名を以て届けられたのは、これを襲用したのである。さて暫く勤めているうちに、武芸の嗜たしなみのあることを人に知られて、男之助おとこのすけという綽名あだなが附いた。

　藤堂家でも他家と同じように、中臈は三室さんしつ位に分たれた部屋に住んで、女二人ににんを使った。食事は自弁であった。それに他家では年給三十両内外であるのに、藤堂家では九両であった。当時の武家奉公をする女は、多く俸銭を得ようと思っていたのではない。今の女が女学校に往ゆくように、修行をしに往くのである。風儀の好さそうな家を択んで仕えようとした五百いおなぞには、給料の多寡は初はじめより問う所でなかった。

　修行は金を使ってする業わざで、金を取る道は修行ではない。五百なぞも屋敷住いをして、役人に物を献じ、傍輩ほうばいに饗応きょうおうし、衣服調度を調ととのえ、下女げじょを使って暮すには、父忠兵衛は年としに四百両を費したそうである。給料は三十両貰もらっても九両貰っても、格別の利害を感ぜなかったはずである。

　五百は藤堂家で信任せられた。勤仕いまだ一年に満たぬのに、天保二年の元日には中臈頭がしらに進められた。中臈頭はただ一人しか置かれぬ役で、通例二十四、五歳の女が勤める。それを五百は十六歳で勤めることになった。




その三十三




　五百いおは藤堂家に十年間奉公した。そして天保十年に二十四歳で、父忠兵衛の病気のために暇いとまを取った。後に夫となるべき抽斎は五百が本丸にいた間、尾島氏定さだを妻とし、藤堂家にいた間、比良野氏威能いの、岡西氏徳とくを相踵あいついで妻としていたのである。

　五百の藤堂家を辞した年は、父忠兵衛の歿した年である。しかし奉公を罷やめた頃は、忠兵衛はまだ女むすめを呼び寄せるほどの病気をしてはいなかった。暇いとまを取ったのは、忠兵衛が女を旅に出すことを好まなかったためである。この年に藤堂高猷たかゆき夫妻は伊勢参宮をすることになっていて、五百は供の中うちに加えられていた。忠兵衛は高猷の江戸を立つに先さきだって、五百を家に還かえらしめたのである。

　五百の帰った紺屋町の家には、父忠兵衛の外、当時五十歳の忠兵衛妾しょう牧まき、二十八歳の兄栄次郎がいた。二十五歳の姉安やすは四年前に阿部家を辞して、横山町よこやまちょうの塗物問屋ぬりものどいや長尾宗右衛門ながおそうえもんに嫁していた。宗右衛門は安がためには、ただ一つ年上の夫であった。

　忠兵衛の子がまだ皆幼いとけなく、栄次郎六歳、安三歳、五百いお二歳の時、麹町こうじまちの紙問屋山一やまいちの女で松平摂津守せっつのかみ義建ぎけんの屋敷に奉公したことのある忠兵衛の妻は亡くなったので、跡には享和三年に十四歳で日野屋へ奉公に来た牧が、妾になっていたのである。

　忠兵衛は晩年に、気が弱くなっていた。牧は人の上かみに立って指図をするような女ではなかった。然るに五百が藤堂家から帰った時、日野屋では困難な問題が生じて全家ぜんかが頭こうべを悩ませていた。それは五百の兄栄次郎の身の上である。

　栄次郎は初め抽斎に学んでいたが、尋ついで昌平黌しょうへいこうに通うことになった。安の夫になった宗右衛門は、同じ学校の諸生仲間で、しかもこの二人ふたりだけが許多あまたの士人の間に介はさまっていた商家の子であった。譬たとえていって見れば、今の人が華族でなくて学習院に入いっているようなものである。

　五百いおが藤堂家に仕えていた間に、栄次郎は学校生活に平たいらかならずして、吉原通よしわらがよいをしはじめた。相方あいかたは山口巴やまぐちともえの司つかさという女であった。五百が屋敷から下さがる二年前に、栄次郎は深入ふかいりをして、とうとう司の身受みうけをするということになったことがある。忠兵衛はこれを聞き知って、勘当しようとした。しかし救解きゅうかいのために五百が屋敷から来たので、沙汰罷さたやみになった。

　然るに五百が藤堂家を辞して帰った時、この問題が再燃していた。

　栄次郎は妹の力に憑よって勘当を免れ、暫く謹慎して大門を潜くぐらずにいた。その隙ひまに司を田舎大尽いなかだいじんが受け出した。栄次郎は鬱症うつしょうになった。忠兵衛は心弱くも、人に栄次郎を吉原へ連れて往ゆかせた。この時司の禿かぶろであった娘が、浜照はまてるという名で、来月突出つきだしになることになっていた。栄次郎は浜照の客になって、前よりも盛さかんな遊あそびをしはじめた。忠兵衛はまた勘当すると言い出したが、これと同時に病気になった。栄次郎もさすがに驚いて、暫く吉原へ往かずにいた。これが五百の帰った時の現状である。

　この時に当って、まさに覆くつがえらんとする日野屋の世帯せたいを支持して行こうというものが、新あらたに屋敷奉公を棄すてて帰った五百の外になかったことは、想像するに難くはあるまい。姉安は柔和に過ぎて決断なく、その夫宗右衛門は早世した兄の家業を襲ついでから、酒を飲んで遊んでいて、自分の産を治ちすることをさえ忘れていたのである。




その三十四




　五百いおは父忠兵衛をいたわり慰め、兄栄次郎を諌いさめ励まして、風浪に弄もてあそばれている日野屋という船の柁かじを取った。そして忠兵衛の異母兄で十人衆を勤めた大孫おおまご某ぼうを証人に立てて、兄をして廃嫡を免れしめた。

　忠兵衛は十二月七日に歿した。日野屋の財産は一旦いったん忠兵衛の意志に依よって五百の名に書き更かえられたが、五百は直ちにこれを兄に返した。

　五百は男子と同じような教育を受けていた。藤堂家で武芸のために男之助と呼ばれた反面には、世間で文学のために新少納言しんしょうなごんと呼ばれたという一面がある。同じ頃狩谷棭斎かりやえきさいの女むすめ俊たかに少納言の称があったので、五百はこれに対むかえてかく呼ばれたのである。

　五百の師として事つかえた人には、経学に佐藤一斎、筆札ひっさつに生方鼎斎うぶかたていさい、絵画に谷文晁、和歌に前田夏蔭まえだなつかげがあるそうである。十一、二歳の時夙はやく奉公に出たのであるから、教を受けるには、宿に下る度ごとに講釈を聴きくとか、手本を貰って習って清書を見せに往くとか、兼題の歌を詠んで直してもらうとかいう稽古けいこの為方しかたであっただろう。

　師匠の中うちで最も老年であったのは文晁、次は一斎、次は夏蔭、最も少壮であったのが鼎斎である。年齢を推算するに、五百の生れた文化十三年には、文晁が五十四、一斎が四十五、夏蔭が二十四、鼎斎が十八になっていた。

　文晁は前にいったとおり、天保十一年に七十八で歿した。五百が二十五の時である。一斎は安政六年九月二十四日に八十八で歿した。五百が四十四の時である。夏蔭は元治げんじ元年八月二十六日に七十二で歿した。五百が四十九の時である。鼎斎は安政三年正月七日に五十八で歿した。五百が四十一の時である。鼎斎は画家福田半香ふくだはんこうの村松町むらまつちょうの家へ年始の礼に往って酒に酔えい、水戸の剣客某と口論をし出して、其の門人に斬られたのである。

　五百は鼎斎を師とした外に、近衛予楽院このえよらくいんと橘千蔭たちばなのちかげとの筆跡を臨模りんもしたことがあるそうである。予楽院家煕いえひろは元文げんぶん元年に薨こうじた。五百の生れる前八十年である。芳宜園千蔭はぎぞのちかげは身分が町奉行与力よりきで、加藤又左衛門またざえもんと称し、文化五年に歿した。五百の生れる前八年である。

　五百は藤堂家を下ってから五年目に渋江氏に嫁した。穉おさない時から親しい人を夫にするのではあるが、五百の身に取っては、自分が抽斎に嫁し得るというポッシビリテエの生じたのは、二月に岡西氏徳とくが亡くなってから後のちの事である。常に往来していた渋江の家であるから、五百は徳の亡くなった二月から、自分の嫁して来る十一月までの間にも、抽斎を訪とうたことがある。未婚男女の交際とか自由結婚とかいう問題は、当時の人は夢にだに知らなかった。立派な教育のある二人ふたりが、男は四十歳、女は二十九歳で、多く年を閲けみした友人関係を棄てて、遽にわかに夫婦関係に入いったのである。当時においては、醒覚せいかくせる二人ににんの間に、此かくの如く婚約が整ったということは、絶たえてなくして僅わずかにあるものといって好かろう。

　わたくしは鰥夫おとこやもめになった抽斎の許もとへ、五百の訪とぶらい来た時の緊張したシチュアションを想像する。そして保たもつさんの語った豊芥子ほうかいしの逸事を憶おもい起して可笑おかしく思う。五百の渋江へ嫁入する前であった。或日五百が来て抽斎と話をしていると、そこへ豊芥子が竹の皮包かわつつみを持って来合せた。そして包を開いて抽斎に鮓すしを薦すすめ、自分も食い、五百に是非食えといった。後に五百は、あの時ほど困ったことはないといったそうである。




その三十五




　五百いおは抽斎に嫁するに当って、比良野文蔵の養女になった。文蔵の子で目附役めつけやくになっていた貞固さだかたは文化九年生うまれで、五百の兄栄次郎と同年であったから、五百はその妹になったのである。然るに貞固は姉威能いのの跡に直る五百だからというので、五百を姉と呼ぶことにした。貞固の通称は祖父と同じ助太郎である。

　文蔵は仮親かりおやになるからは、真まことの親と余り違わぬ情誼じょうぎがありたいといって、渋江氏へ往く三カ月ばかり前に、五百を我家わがいえに引き取った。そして自分の身辺におらせて、煙草を填つめさせ、茶を立てさせ、酒の酌をさせなどした。

　助太郎は武張ぶばった男で、髪を糸鬢いとびんに結い、黒紬くろつむぎの紋附を着ていた。そしてもう藍原氏あいばらうじかなという嫁があった。初め助太郎とかなとは、まだかなが藍原右衛門うえもんの女むすめであった時、穴隙けつげきを鑽きって相見あいまみえたために、二人は親々おやおやの勘当を受けて、裏店うらだなの世帯を持った。しかしどちらも可哀かわいい子であったので、間もなくわびが愜かなって助太郎は表立ってかなを妻に迎えたのである。

　五百が抽斎に帰とついだ時の支度は立派であった。日野屋の資産は兄栄次郎の遊蕩ゆうとうによって傾かたぶき掛かってはいたが、先代忠兵衛が五百に武家奉公をさせるために為向しむけて置いた首飾しゅしょく、衣服、調度だけでも、人の目を驚かすに足るものがあった。今の世の人も奉公上りには支度があるという。しかしそれは賜物たまわりものをいうのである。当時の女子おなごはこれに反して、主おもに親の為向けた物を持っていたのである。五年の後に夫が将軍に謁した時、五百はこの支度の一部を沽うって、夫の急を救うことを得た。またこれに先さきだつこと一年に、森枳園きえんが江戸に帰った時も、五百はこの支度の他の一部を贈って、枳園の妻をして面目を保たしめた。枳園の妻は後々のちのちまでも、衣服を欲するごとに五百に請うので、お勝かつさんはわたしの支度を無尽蔵だと思っているらしいといって、五百が歎息したことがある。

　五百の来り嫁した時、抽斎の家族は主人夫婦、長男恒善つねよし、長女純いと、次男優善やすよしの五人であったが、間もなく純は出いでて馬場氏の婦ふとなった。

　弘化二年から嘉水元年までの間、抽斎が四十一歳から四十四歳までの間には、渋江氏の家庭に特筆すべき事が少すくなかった。五百の生んだ子には、弘化二年十一月二十六日生うまれの三女棠とう、同三年十月十九日生れの四男幻香げんこう、同四年十月八日生れの四女陸くががある。四男は死んで生れたので、幻香水子げんこうすいしはその法諡ほうしである。陸は今の杵屋勝久きねやかつひささんである。嘉永元年十二月二十八日には、長男恒善つねよしが二十三歳で月並つきなみ出仕を命ぜられた。

　五百いおの里方さとかたでは、先代忠兵衛が歿してから三年ほど、栄次郎の忠兵衛は謹慎していたが、天保十三年に三十一歳になった頃から、また吉原へ通いはじめた。相方あいかたは前の浜照はまてるであった。そして忠兵衛は遂に浜照を落籍させて妻さいにした。尋ついで弘化三年十一月二十二日に至って、忠兵衛は隠居して、日野屋の家督を僅わずかに二歳になった抽斎の三女棠とうに相続させ、自分は金座きんざの役人の株を買って、広瀬栄次郎と名告なのった。

　五百の姉安を娶めとった長尾宗右衛門は、兄の歿した跡を襲ついでから、終日手杯てさかずきを釈おかず、塗物問屋ぬりものどいやの帳場は番頭に任せて顧みなかった。それを温和に過ぐる性質の安は諌いさめようともしないので、五百は姉を訪うてこの様子を見る度にもどかしく思ったが為方しかたがなかった。そういう時宗右衛門は五百を相手にして、『資治通鑑しじつがん』の中の人物を評しなどして、容易に帰ることを許さない。五百が強いて帰ろうとすると、宗右衛門は安の生んだお敬けいお銓せんの二人の女むすめに、おばさんを留めいという。二人の女は泣いて留める。これはおばの帰った跡で家が寂しくなるのと、父が不機嫌になるのとを憂えて泣くのである。そこで五百はとうとう帰る機会を失うのである。五百がこの有様を夫に話すと、抽斎は栄次郎の同窓で、妻の姉壻たる宗右衛門の身の上を気遣きづかって、わざわざ横山町へ諭さとしに往った。宗右衛門は大いに慙はじて、やや産業に意を用いるようになった。




その三十六




　森枳園きえんは大磯で医業が流行するようになって、生活に余裕も出来たので、時々江戸へ出た。そしてその度ごとに一週間位は渋江の家に舎やどることになっていた。枳園の形装ぎょうそうは決してかつて夜逃よにげをした土地へ、忍びやかに立ち入る人とは見えなかった。保たもつさんの記憶している五百いおの話によるに、枳園はお召縮緬めしちりめんの衣きものを着て、海老鞘えびざやの脇指わきざしを差し、歩くに褄つまを取って、剥身絞むきみしぼりの褌ふんどしを見せていた。もし人がその七代目団十郎だんじゅうろうを贔屓ひいきにするのを知っていて、成田屋なりたやと声を掛けると、枳園は立ち止まって見えをしたそうである。そして当時の枳園はもう四十男であった。尤もっともお召縮緬を着たのは、強あながち奢侈しゃしと見るべきではあるまい。一反たん二分ぶ一朱か二分二朱であったというから、着ようと思えば着られたのであろうと、保さんがいう。

　枳園の来て舎やどる頃に、抽斎の許もとにろくという女中がいた。ろくは五百が藤堂家にいた時から使ったもので、抽斎に嫁するに及んで、それを連れて来たのである。枳園は来り舎るごとに、この女を追い廻していたが、とうとう或日逃げる女を捉えようとして大行燈おおあんどうを覆し、畳を油だらけにした。五百は戯たわむれに絶交の詩を作って枳園に贈った。当時ろくを揶揄からかうものは枳園のみでなく、豊芥子ほうかいしも訪ねて来るごとにこれに戯れた。しかしろくは間もなく渋江氏の世話で人に嫁した。

　枳園はまた当時纔わずかに二十歳を踰こえた抽斎の長男恒善つねよしの、いわゆるおとなし過ぎるのを見て、度々たびたび吉原へ連れて往ゆこうとした。しかし恒善は聴きかなかった。枳園は意を五百に明かし、母の黙許というを以て恒善を動うごかそうとした。しかし五百は夫が吉原に往くことを罪悪としているのを知っていて、恒善を放ち遣やることが出来ない。そこで五百は幾たびか枳園と論争したそうである。

　枳園が此かくの如くにしてしばしば江戸に出たのは、遊びに出たのではなかった。故主こしゅうの許もとに帰参しようとも思い、また才学を負うた人であるから、首尾好よくは幕府の直参じきさんにでもなろうと思って、機会を窺うかがっていたのである。そして渋江の家はその策源地であった。

　卒にわかに見れば、枳園が阿部家の古巣に帰るのは易やすく、新に幕府に登庸せられるのは難いようである。しかし実況にはこれに反するものがあった。枳園は既に学術を以て名を世間に馳はせていた。就中なかんずく本草ほんぞうに精くわしいということは人が皆認めていた。阿部伊勢守正弘はこれを知らぬではない。しかしその才学のある枳園の軽佻けいちょうを忌む心が頗すこぶる牢かたかった。多紀一家たきいっけ殊に茝庭さいていはややこれと趣を殊にしていて、ほぼこの人の短を護ごして、その長を用いようとする抽斎の意に賛同していた。

　枳園を帰参させようとして、最も尽力したのは伊沢榛軒しんけん、柏軒の兄弟であるが、抽斎もまた福山の公用人服部九十郎はっとりくじゅうろう、勘定奉行小此木伴七おこのぎはんしち、大田おおた、宇川うがわ等に内談し、また小島成斎等をして説かしむること数度であった。しかしいつも藩主の反感に阻さまたげられて事が行われなかった。そこで伊沢兄弟と抽斎とは先ず茝庭の同情に愬うったえて幕府の用を勤めさせ、それを規模にして阿部家を説き動うごかそうと決心した。そして終ついにこの手段を以て成功した。

　この期間の末すえの一年、嘉永元年に至って枳園は躋寿館せいじゅかんの一事業たる『千金方せんきんほう』校刻こうこくを手伝うべき内命を贏かち得た。そして五月には阿部正弘が枳園の帰藩を許した。




その三十七




　阿部家への帰参が愜かなって、枳園が家族を纏まとめて江戸へ来ることになったので、抽斎はお玉が池の住宅の近所に貸家かしいえのあったのを借りて、敷金を出し家賃を払い、応急の器什きじゅうを買い集めてこれを迎えた。枳園だけは病家へ往ゆかなくてはならぬ職業なので、衣類も一通ひととおり持っていたが、家族は身に着けたものしか持っていなかった。枳園の妻勝かつの事を、五百いおがあれでは素裸すはだかといっても好いいといった位である。五百は髪飾から足袋たび下駄げたまで、一切揃そろえて贈った。それでも当分のうちは、何かないものがあると、蔵から物を出すように、勝は五百の所へ貰もらいに来た。或日これで白縮緬の湯具ゆぐを六本遣やることになると、五百がいったことがある。五百がどの位親切に世話をしたか、勝がどの位恬然てんぜんとして世話をさせたかということが、これによって想像することが出来る。また枳園に幾多の悪あく性癖があるにかかわらず、抽斎がどの位、その才学を尊重していたかということも、これによって想像することが出来る。

　枳園が医書彫刻取扱手伝てつだいという名義を以て、躋寿館に召し出されたのは、嘉永元年十月十六日である。

　当時躋寿館で校刻に従事していたのは、『備急びきゅう千金要方』三十巻三十二冊の宋槧本そうざんぼんであった。これより先さき多紀氏は同じ孫思邈そんしばくの『千金翼方よくほう』三十巻十二冊を校刻した。これは元げんの成宗せいそうの大徳だいとく十一年梅渓ばいけい書院の刊本を以て底本としたものである。尋ついで手に入いったのが『千金要方』の宋版である。これは毎巻金沢文庫かなざわぶんこの印があって、北条顕時ほうじょうあきときの旧蔵本である。米沢よねざわの城主上杉うえすぎ弾正大弼だんじょうのだいひつ斉憲なりのりがこれを幕府に献じた。細こまかに検すれば南宋『乾道淳煕けんどうじゅんき』中の補刻数葉が交っているが、大体は北宋の旧面目きゅうめんぼくを存している。多紀氏はこれをも私費を以て刻せようとした。然るに幕府はこれを聞いて、官刻を命ずることになった。そこで影写校勘の任に当らしむるために、三人の手伝が出来た。阿部伊勢守正弘の家来伊沢磐安いさわばんあん、黒田くろだ豊前守ぶぜんのかみ直静なおちかの家来堀川舟庵ほりかわしゅうあん、それから多紀楽真院らくしんいん門人森養竹もりようちくである。磐安は即ち柏軒で、舟庵は『経籍訪古志』の跋ばつに見えている堀川済せいである。舟庵の主しゅ黒田直静は上総国久留利くるりの城主で、上屋敷は下谷広小路したやひろこうじにあった。

　任命は若年寄わかどしより大岡主膳正しゅぜんのかみ忠固ただかたの差図を以て、館主多紀安良あんりょうが申し渡し、世話役小島春庵しゅんあん、世話役手伝勝本理庵りあん、熊谷くまがい弁庵べんあんが列座した。安良は即ち暁湖ぎょうこである。

　何故なにゆえに枳園が茝庭さいていの門人として召し出されたかは知らぬが、阿部家への帰参は当時内約のみであって、まだ表向おもてむきになっていなかったのでもあろうか。枳園は四十二歳になっていた。

　この年八月二十九日に、真志屋ましや五郎作ごろさくが八十歳で歿した。抽斎はこの時三世劇神仙げきしんせんになったわけである。

　嘉永二年三月七日に、抽斎は召されて登城とじょうした。躑躅つつじの間まにおいて、老中ろうじゅう牧野備前守忠雅ただまさの口達こうたつがあった。年来学業出精に付つき、ついでの節目見めみえ仰附けらるというのである。この月十五日に謁見は済んだ。始て「武鑑」に載せられる身分になったのである。

　わたくしの蔵している嘉永二年の「武鑑」には、目見医師の部に渋江道純の名が載せてあって、屋敷の所が彫刻せずにある。三年の「武鑑」にはそこに紺屋町一丁目と刻してある。これはお玉が池の家が手狭てぜまなために、五百の里方山内の家を渋江邸として届け出いでたものである。




その三十八




　抽斎の将軍家慶いえよしに謁見したのは、世の異数となす所であった。素もとより躋寿館に勤仕する医者には、当時奥医師になっていた建部たけべ内匠頭たくみのかみ政醇まさあつ家来辻元崧庵つじもとしゅうあんの如く目見めみえの栄に浴する前例はあったが、抽斎に先さきだって伊沢榛軒しんけんが目見をした時には、藩主阿部正弘が老中ろうじゅうになっているので、薦達せんたつの早きを致したのだとさえ言われた。抽斎と同日に目見をした人には、五年前ぜんに共に講師に任ぜられた町医坂上玄丈さかがみげんじょうがあった。しかし抽斎は玄丈よりも広く世に知られていたので、人がその殊遇しゅぐうを美ほめて三年前に目見をした松浦まつうら壱岐守いきのかみ慮はかるの臣朝川善庵あさかわぜんあんと並称した。善庵は抽斎の謁見に先さきだつこと一月いちげつ、嘉永二年二月七日に、六十九歳で歿したが、抽斎とも親しく交まじわって、渋江の家の発会ほっかいには必ず来る老人株の一人であった。善庵、名は鼎てい、字は五鼎、実は江戸の儒家片山兼山かたやまけんざんの子である。兼山の歿した後のち、妻つま原氏うじが江戸の町医朝川黙翁もくおうに再嫁した。善庵の姉寿美すみと兄道昌どうしょうとは当時の連子つれこで、善庵はまだ母の胎内にいた。黙翁は老いて病やむに至って、福山氏に嫁した寿美を以て、善庵に実じつを告げさせ、本姓に復することを勧めた。しかし善庵は黙翁の撫育ぶいくの恩に感じて肯うけがわず、黙翁もまた強いて言わなかった。善庵は次男格かくをして片山氏を嗣つがしめたが、格は早世した。長男正準せいじゅんは出いでて相田あいだ氏を冒おかしたので、善庵の跡は次女の壻横山氏麎しんが襲ついだ。

　弘前藩では必ずしも士人を幕府に出すことを喜ばなかった。抽斎が目見をした時も、同僚にして来り賀するものは一人いちにんもなかった。しかし当時世間一般には目見以上ということが、頗すこぶる重きをなしていたのである。伊沢榛軒は少しく抽斎に先んじて目見をしたが、阿部家のこれに対する処置には榛軒自己をして喫驚きっきょうせしむるものがあった。榛軒は目見の日に本郷丸山の中屋敷から登城した。さて目見を畢おわって帰って、常の如く通用門を入いらんとすると、門番が忽たちまち本門の側かたわらに下座した。榛軒は誰たれを迎えるのかと疑って、四辺しへんを顧かえりみたが、別に人影は見えなかった。そこで始て自分に礼を行うのだと知った。次いで常の如く中の口から進もうとすると、玄関の左右に詰衆つめしゅうが平伏しているのに気が附いた。榛軒はまた驚いた。間もなく阿部家では、榛軒を大目附格に進ましめた。

　目見は此かくの如く世の人に重視せられる習ならいであったから、この栄を荷になうものは多くの費用を弁ぜなくてはならなかった。津軽家では一カ年間に返済すべしという条件を附して、金三両を貸したが、抽斎は主家の好意を喜びつつも、殆ほとんどこれを何の費ついえに充あてようかと思い惑った。

　目見をしたものは、先ず盛宴を開くのが例になっていた。そしてこれに招くべき賓客ひんかくの数すうもほぼ定まっていた。然るに抽斎の居宅には多く客かくを延ひくべき広間がないので、新築しなくてはならなかった。五百いおの兄忠兵衛が来て、三十両の見積みつもりを以て建築に着手した。抽斎は銭穀せんこくの事に疎うといことを自知していたので、商人たる忠兵衛の言うがままに、これに経営を一任した。しかし忠兵衛は大家たいけの若檀那わかだんな上あがりで、金を擲なげうつことにこそ長じていたが、靳おしんでこれを使うことを解せなかった。工事いまだ半なかばならざるに、費す所は既に百数十両に及んだ。

　平生へいぜい金銭に無頓着むとんじゃくであった抽斎も、これには頗る当惑して、鋸のこぎりの音槌つちの響のする中で、顔色がんしょくは次第に蒼あおくなるばかりであった。五百は初はじめから兄の指図を危あやぶみつつ見ていたが、この時夫に向っていった。

「わたくしがこう申すと、ひどく出過ぎた口をきくようではございますが、御ご一代に幾度いくたびというおめでたい事のある中で、金銭の事位で御心配なさるのを、黙って見ていることは出来ませぬ。どうぞ費用の事はわたくしにお任せなすって下さいまし。」

　抽斎は目を睜みはった。「お前そんな事を言うが、何百両という金は容易に調達ちょうだつせられるものではない。お前は何か当あてがあってそういうのか。」

　五百はにっこり笑った。「はい。幾らわたくしが痴おろかでも、当なしには申しませぬ。」




その三十九




　五百いおは女中に書状を持たせて、ほど近い質屋へ遣やった。即ち市野迷庵の跡の家である。彼かの今に至るまで石に彫えられずにある松崎慊堂こうどうの文にいう如く、迷庵は柳原の店で亡くなった。その跡を襲ついだのは松太郎光寿こうじゅで、それが三右衛門さんえもんの称をも継承した。迷庵の弟光忠こうちゅうは別に外神田そとかんだに店を出した。これより後のち内神田の市野屋と、外神田の市野屋とが対立していて、彼は世よよ三右衛門を称し、此これは世よよ市三郎を称した。五百が書状を遣った市野屋は当時弁慶橋にあって、早くも光寿の子光徳こうとくの代になっていた。光寿は迷庵の歿後僅わずかに五年にして、天保三年に光徳を家督させた。光徳は小字おさななを徳治郎とくじろうといったが、この時更あらためて三右衛門を名告なのった。外神田の店はこの頃まだ迷庵の姪てつ光長こうちょうの代であった。

　ほどなく光徳の店の手代てだいが来た。五百いおは箪笥たんす長持ながもちから二百数十枚の衣類寝具を出して見せて、金を借らんことを求めた。手代は一枚一両の平均を以て貸そうといった。しかし五百は抗争した末に、遂に三百両を借かることが出来た。

　三百両は建築の費ついえを弁ずるには余あまりある金であった。しかし目見めみえに伴う飲醼贈遺いんえんぞうい一切の費は莫大ばくだいであったので、五百は終ついに豊芥子ほうかいしに託して、主おもなる首飾しゅしょく類を売ってこれに充あてた。その状当まさに行うべき所を行う如くであったので、抽斎はとかくの意見をその間に挟さしはさむことを得なかった。しかし中心には深くこれを徳とした。

　抽斎の目見をした年の閏うるう四月十五日に、長男恒善つねよしは二十四歳で始て勤仕した。八月二十八日に五女癸巳きしが生れた。当時の家族は主人四十五歳、妻さい五百いお三十四歳、長男恒善二十四歳、次男優善やすよし十五歳、四女陸くが三歳、五女癸巳一歳の六人であった。長女純いとは馬場氏に嫁し、三女棠とうは山内氏を襲つぎ、次女よし、三男八三郎、四男幻香げんこうは亡くなっていたのである。

　嘉永三年には、抽斎が三月十一日に幕府から十五人扶持を受くることとなった。藩禄等は凡すべて旧に依よるのである。八月晦かいに、馬場氏に嫁していた純が二十歳で歿した。この年抽斎は四十六歳になった。

　五百の仮親比良野文蔵の歿したのも、同じ年の四月二十四日である。次いで嗣子貞固さだかたが目附から留守居に進んだ。津軽家の当時の職制より見れば、いわゆる独礼どくれいの班はんに加わったのである。独礼とは式日しきじつに藩主に謁するに当って、単独に進むものをいう。これより下しもは二人立ににんだち、三人立等となり、遂に馬廻うままわり以下の一統礼に至るのである。

　当時江戸に集っていた列藩の留守居は、宛然えんぜんたるコオル・ヂプロマチックを形かたちづくっていて、その生活は頗すこぶる特色のあるものであった。そして貞固の如きは、その光明面を体現していた人物といっても好かろう。

　衣類を黒紋附もんつきに限っていた糸鬢奴いとびんやっこの貞固は、素もとより読書の人ではなかった。しかし書巻を尊崇そんそうして、提挈ていけつをその中うちに求めていたことを思えば、留守居中稀有けうの人物であったのを知ることが出来る。貞固は留守居に任ぜられた日に、家に帰るとすぐに、折簡せっかんして抽斎を請しょうじた。そして容かたちを改めていった。

「わたくしは今日こんにち父の跡を襲いで、留守居役を仰付おおせつけられました。今までとは違った心掛こころがけがなくてはならぬ役目と存ぜられます。実はそれに用立ようだつお講釈が承わりたさに、御足労を願いました。あの四方に使つかいして君命を辱はずかしめずということがございましたね。あれを一つお講じ下さいますまいか。」

「先ず何よりもおよろこびを言わんではなるまい。さて講釈の事だが、これはまた至極のお思附おもいつきだ。委細承知しました」と抽斎は快こころよく諾した。




その四十




　抽斎は有合せの道春点どうしゅんてんの『論語』を取り出させて、巻まきの七を開いた。そして「子貢問曰しこうといていわく、何如斯可謂之土矣いかなるをかこれこれをしというべき」という所から講じ始めた。固もとより朱註をば顧みない。都すべて古義に従って縦説横説した。抽斎は師迷庵の校刻した六朝本りくちょうぼんの如きは、何時なんどきでも毎葉まいよう毎行まいこうの文字の配置に至るまで、空くうに憑よって思い浮べることが出来たのである。

　貞固さだかたは謹んで聴きいていた。そして抽斎が「子曰しのたまわく、噫斗筲之人ああとしょうのひと、何足算也なんぞかぞうるにたらん」に説き到いたったとき、貞固の目はかがやいた。

　講じ畢おわった後のち、貞固は暫しばらく瞑目めいもく沈思していたが、徐しずかに起たって仏壇の前に往って、祖先の位牌の前にぬかずいた。そしてはっきりした声でいった。「わたくしは今日こんにちから一命を賭として職務のために尽します。」貞固の目には涙が湛たたえられていた。

　抽斎はこの日に比良野の家から帰って、五百いおに「比良野は実に立派な侍さむらいだ」といったそうである。その声は震ふるいを帯びていたと、後に五百が話した。

　留守居になってからの貞固は、毎朝まいちょう日の出いずると共に起きた。そして先ず厩うまやを見廻った。そこには愛馬浜風はまかぜが繋つないであった。友達がなぜそんなに馬を気に掛けるかというと、馬は生死しょうしを共にするものだからと、貞固は答えた。厩から帰ると、盥嗽かんそうして仏壇の前に坐した。そして木魚もくぎょを敲たたいて誦経じゅきょうした。この間は家人を戒めて何の用事をも取り次がしめなかった。来客もそのまま待たせられることになっていた。誦経が畢おわって、髪を結わせた。それから朝餉あさげの饌ぜんに向った。饌には必ず酒を設けさせた。朝といえども省かない。殽さかなには選嫌えりぎらいをしなかったが、のだ平へいの蒲鉾かまぼこを嗜たしんで、闕かかさずに出させた。これは贅沢品ぜいたくひんで、鰻うなぎの丼どんぶりが二百文、天麩羅蕎麦てんぷらそばが三十二文、盛掛もりかけが十六文するとき、一板ひといた二分二朱であった。

　朝餉あさげの畢おわる比ころには、藩邸で巳みの刻の大鼓たいこが鳴る。名高い津軽屋敷の櫓やぐら大鼓である。かつて江戸町奉行がこれを撃つことを禁ぜようとしたが、津軽家が聴きかずに、とうとう上屋敷を隅田川すみだがわの東に徙うつされたのだと、巷説こうせつに言い伝えられている。津軽家の上屋敷が神田小川町おがわまちから本所に徙されたのは、元禄元年で、信政の時代である。貞固は巳の刻の大鼓を聞くと、津軽家の留守居役所に出勤して事務を処理する。次いで登城して諸家しょけの留守居に会う。従者は自ら豢やしなっている若党草履取ぞうりとりの外に、主家しゅうけから附けられるのである。

　留守居には集会日というものがある。その日には城から会場へ往ゆく。八百善やおぜん、平清ひらせい、川長かわちょう、青柳あおやぎ等の料理屋である。また吉原に会することもある。集会には煩瑣はんさな作法があった。これを礼儀といわんは美に過ぎよう。譬たとえば筵席えんせきの觴政しょうせいの如く、また西洋学生団のコンマンの如しともいうべきであろうか。しかし集会に列するものは、これがために命の取遣とりやりをもしなくてはならなかった。就中なかんずく厳しく守られていたのは新参しんざん故参こさんの序次で、故参は新参のために座より起つことなく、新参は必ず故参の前に進んで挨拶あいさつしなくてはならなかった。

　津軽家では留守居の年俸を三百石とし、別に一カ月の交際費十八両を給した。比良野は百石取ゆえ、これに二百石を補足せられたのである。五百いおの覚書おぼえがきに拠よるに、三百石十人扶持の渋江の月割が五両一分、二百石八人扶持の矢島の月割が三両三分であった。矢島とは後に抽斎の二子優善やすよしが養子に往った家の名である。これに由よって観みれば、貞固の月収は五両一分に十八両を加えた二十三両一分と見て大いなる差違はなかろう。然るに貞固は少くも月に交際費百両を要した。しかもそれは平常の費ついえである。吉原に火災があると、貞固は妓楼ぎろう佐野槌さのづちへ、百両に熨斗のしを附けて持たせて遣らなくてはならなかった。また相方黛まゆずみのむしんをも、折々は聴いて遣らなくてはならなかった。或る年の暮に、貞固が五百に私語したことがある。「姉ねえさん、察して下さい。正月が来るのに、わたしは実は褌ふんどし一本買う銭もない。」




その四十一




　均ひとしくこれ津軽家の藩士で、柳島附の目附から、少しく貞固さだかたに遅れて留守居に転じたものがある。平井氏ひらいうじ、名は俊章しゅんしょう、字あざなは伯民はくみん、小字おさななは清太郎せいたろう、通称は修理しゅりで、東堂とうどうと号した。文化十一年生うまれで貞固よりは二つの年下である。平井の家は世禄せいろく二百石八人扶持なので、留守居になってから百石の補足を受けた。

　貞固は好丈夫こうじょうふで威貌いぼうがあった。東堂もまた風丰ふうぼう人に優れて、しかも温容親したしむべきものがあった。そこで世の人は津軽家の留守居は双璧そうへきだと称したそうである。

　当時の留守居役所には、この二人ふたりの下に留守居下役したやく杉浦多吉すぎうらたきち、留守居物書ものかき藤田徳太郎ふじたとくたろうなどがいた。杉浦は後喜左衛門きざえもんといった人で、事務に諳錬あんれんした六十余の老人であった。藤田は維新後に潜ひそむと称した人で、当時まだ青年であった。

　或日東堂が役所で公用の書状を発せようとして、藤田に稿を属しょくせしめた。藤田は案を具ぐして呈した。

「藤田。まずい文章だな。それにこの書様かきざまはどうだ。もう一遍書き直して見い。」東堂の顔は頗すこぶる不機嫌に見えた。

　原来がんらい平井氏は善書ぜんしょの家である。祖父峩斎がさいはかつて筆札ひっさつを高頤斎こういさいに受けて、その書が一時に行われたこともある。峩斎、通称は仙右衛門せんえもん、その子を仙蔵せんぞうという。後のち父の称を襲つぐ。この仙蔵の子が東堂である。東堂も沢田東里さわだとうりの門人で書名があり、かつ詩文の才をさえ有していた。それに藤田は文においても書においても、専門の素養がない。稿を更あらためて再び呈したが、それが東堂を満足せしめるはずがない。

「どうもまずいな。こんな物しか出来ないのかい。一体これでは御用が勤まらないといっても好いい。」こういって案を藤田に還かえした。

　藤田は股栗こりつした。一身の恥辱、家族の悲歎が、頭こうべを低たれている青年の想像に浮かんで、目には涙が涌わいて来た。

　この時貞固が役所に来た。そして東堂に問うて事の顛末てんまつを知った。

　貞固は藤田の手に持っている案を取って読んだ。

「うん。一通ひととおりわからぬこともないが、これでは平井の気には入るまい。足下そっかは気が利きかないのだ。」

　こういって置いて、貞固は殆ほとんど同じような文句を巻紙まきがみに書いた。そしてそれを東堂の手にわたした。

「どうだ。これで好いいかな。」

　東堂は毫ごうも敬服しなかった。しかし故参の文案に批評を加えることは出来ないので、色を和やわらげていった。

「いや、結構です。どうもお手を煩わして済みません。」

　貞固は案を東堂の手から取って、藤田にわたしていった。

「さあ。これを清書しなさい。文案はこれからはこんな工合に遣やるが好い。」

　藤田は「はい」といって案を受けて退いたが、心中には貞固に対して再造の恩を感じたそうである。想おもうに東堂は外ほか柔にして内うち険、貞固は外ほか猛にして内うち寛であったと見える。

　わたくしは前に貞固が要職の体面たいめんをいたわるがために窮乏して、古褌ふるふんどしを着けて年を迎えたことを記しるした。この窮乏は東堂といえどもこれを免るることを得なかったらしい。ここに中井敬所なかいけいしょが大槻如電おおつきにょでんさんに語ったという一の事実があって、これが証に充みつるに足るのである。

　この事は前さきの日わたくしが池田京水けいすいの墓と年齢とを文彦さんに問いに遣やった時、如電さんがかつて手記して置いたものを抄写して、文彦さんに送り、文彦さんがそれをわたくしに示した。わたくしは池田氏の事を問うたのに、何故なにゆえに如電さんは平井氏の事を以て答えたか。それには理由がある。平井東堂の置いた質しちが流れて、それを買ったのが、池田京水の子瑞長ずいちょうであったからである。




その四十二




　東堂が質に入れたのは、銅仏一躯いっくと六方印ろくほういん一顆いっかとであった。銅仏は印度インドで鋳造した薬師如来やくしにょらいで、戴曼公たいまんこうの遺品である。六方印は六面に彫刻した遊印ゆういんである。

　質流しちながれになった時、この仏像を池田瑞長が買った。然しかるに東堂は後のち金が出来たので、瑞長に交渉して、価あたいを倍して購あがない戻そうとした。瑞長は応ぜなかった。それは平井氏も、池田氏も、戴曼公の遺品を愛惜あいじゃくする縁故があるからである。

　戴曼公は書法を高天漪こうてんいに授けた。天漪、名は玄岱げんたい、初はじめの名は立泰りゅうたい、字あざなは子新ししん、一の字あざなは斗胆とたん、通称は深見新左衛門ふかみしんざえもんで、帰化明人みんひとの裔えいである。祖父高寿覚こうじゅかくは長崎に来て終った。父大誦たいしょうは訳官になって深見氏を称した。深見は渤海ぼっかいである。高氏は渤海より出いでたからこの氏を称したのである。天漪は書を以て鳴ったもので、浅草寺せんそうじの施無畏せむいの匾額へんがくの如きは、人の皆知る所である。享保七年八月八日に、七十四歳で歿した。その曼公に書を学んだのは、十余歳の時であっただろう。天漪の子が頤斎いさいである。頤斎の弟子ていしが峩斎がさいである。峩斎の孫が東堂である。これが平井氏の戴師持念仏に恋々たる所以ゆえんである。

　戴曼公はまた痘科を池田嵩山すうざんに授けた。嵩山の曾孫が錦橋きんきょう、錦橋の姪てつが京水、京水の子が瑞長である。これが池田氏の偶たまたま獲た曼公の遺品を愛重あいちょうして措おかなかった所以である。

　この薬師如来は明治の代よとなってから守田宝丹もりたほうたんが護持していたそうである。また六方印は中井敬所の有に帰していたそうである。

　貞固と東堂とは、共に留守居の物頭ものがしらを兼ねていた。物頭は詳しくは初手しょて足軽頭あしがるがしらといって、藩の諸兵の首領である。留守居も物頭も独礼どくれいの格式である。平時は中下なかしも屋敷附近に火災の起おこるごとに、火事装束しょうぞくを着けて馬に騎のり、足軽数十人を随したがえて臨検した。貞固はその帰途には、殆ど必ず渋江の家に立ち寄った。実に威風堂々たるものであったそうである。

　貞固も東堂も、当時諸藩の留守居中有数の人物であったらしい。帆足万里ほあしばんりはかつて留守居を罵ののしって、国財を靡びし私腹を肥やすものとした。この職におるものは、あるいは多く私財を蓄えたかも知れない。しかし保たもつさんは少時帆足の文を読むごとに心平たいらかなることを得なかったという。それは貞固の人ひとと為なりを愛していたからである。

　嘉永四年には、二月四日に抽斎の三女で山内氏を冒していた棠子とうこが、痘を病んで死んだ。尋ついで十五日に、五女癸巳きしが感染して死んだ。彼は七歳、此これは三歳である。重症で曼公の遺法も功を奏せなかったと見える。三月二十八日に、長子恒善つねよしが二十六歳で、柳島に隠居していた信順のぶゆきの近習きんじゅにせられた。六月十二日に、二子優善やすよしが十七歳で、二百石八人扶持の矢島玄碩やじまげんせきの末期養子まつごようしになった。この年渋江氏は本所台所町だいどころちょうに移って、神田の家を別邸とした。抽斎が四十七歳、五百が三十六歳の時である。

　優善は渋江一族の例を破って、少わこうして烟草タバコを喫のみ、好んで紛華奢靡ふんかしゃびの地に足を容いれ、とかく市井のいきな事、しゃれた事に傾かたぶきやすく、当時早く既に前途のために憂うべきものがあった。

　本所で渋江氏のいた台所町は今の小泉町こいずみちょうで、屋敷は当時の切絵図きりえずに載せてある。




その四十三




　嘉永五年には四月二十九日に、抽斎の長子恒善が二十七歳で、二の丸火の番六十俵田口儀三郎たぐちぎさぶろうの養女糸いとを娶めとった。五月十八日に、恒善に勤料つとめりょう三人扶持を給せられた。抽斎が四十八歳、五百が三十七歳の時である。

　伊沢氏ではこの年十一月十七日に、榛軒が四十九歳で歿した。榛軒は抽斎より一つの年上で、二人の交まじわりは頗すこぶる親しかった。楷書かいしょに片仮名を交まぜた榛軒の尺牘せきどくには、宛名あてなが抽斎賢弟としてあった。しかし抽斎は小島成斎におけるが如く心を傾けてはいなかったらしい。

　榛軒は本郷丸山の阿部家の中屋敷に住んでいた。父蘭軒の時からの居宅で、頗る広大な構かまえであった。庭には吉野桜よしのざくら八株しゅを栽うえ、花の頃には親戚しんせき知友を招いてこれを賞した。その日には榛軒の妻さい飯田氏しほと女むすめかえとが許多あまたの女子おなごを役えきして、客に田楽でんがく豆腐などを供せしめた。パアル・アンチシパションに園遊会を催したのである。歳としの初はじめの発会式ほっかいしきも、他家に較くらぶれば華やかであった。しほの母は素もと京都諏訪すわ神社の禰宜ねぎ飯田氏の女じょで、典薬頭てんやくのかみ某の家に仕えているうちに、その嗣子と私わたくししてしほを生んだ。しほは落魄らくたくして江戸に来て、木挽町こびきちょうの芸者になり、些ちとの財を得て業を罷やめ、新堀しんぼりに住んでいたそうである。榛軒が娶ったのはこの時の事である。しほは識しらぬ父の記念かたみの印籠いんろう一つを、母から承うけ伝えて持っていた。榛軒がしほに生ませた女むすめかえは、一時池田京水の次男全安ぜんあんを迎えて夫としていたが、全安が広く内科を究めずに、痘科と唖あ科とに偏するというを以て、榛軒が全安を京水の許もとに還したそうである。

　榛軒は辺幅へんぷくを脩おさめなかった。渋江の家を訪とうに、踊りつつ玄関から入いって、居間の戸の外から声を掛けた。自ら鰻うなぎを誂あつらえて置いて来て、粥かゆを所望しょもうすることもあった。そして抽斎に、「どうぞ己おれに構ってくれるな、己には御新造ごしんぞうが合口あいくちだ」といって、書斎に退かしめ、五百と語りつつ飲食のみくいするを例としたそうである。

　榛軒が歿してから一月いちげつの後のち、十二月十六日に弟柏軒が躋寿館せいじゅかんの講師にせられた。森枳園きえんらと共に『千金方』校刻の命を受けてから四年の後で、柏軒は四十三歳になっていた。

　この年に五百の姉壻長尾宗右衛門が商業の革新を謀はかって、横山町よこやまちょうの家を漆器店しっきみせのみとし、別に本町ほんちょう二丁目に居宅を置くことにした。この計画のために、抽斎は二階の四室を明けて、宗右衛門夫妻、敬けい、銓せんの二女、女中一人いちにん、丁稚でっち一人を棲すまわせた。

　嘉永六年正月十九日に、抽斎の六女水木みきが生れた。家族は主人夫婦、恒善夫婦、陸くが、水木の六人で、優善やすよしは矢島氏の主人になっていた。抽斎四十九歳、五百いお三十八歳の時である。

　この年二月二十六日に、堀川舟庵しゅうあんが躋寿館の講師にせられて、『千金方』校刻の事に任じた三人の中うち森枳園が一人残された。

　安政元年はやや事多き年であった。二月十四日に五男専六せんろくが生れた。後に脩おさむと名告なのった人である。三月十日に長子恒善が病んで歿した。抽斎は子婦しふ糸の父田口儀三郎の窮を憫あわれんで、百両余の金を餽おくり、糸をば有馬宗智ありまそうちというものに再嫁せしめた。十二月二十六日に、抽斎は躋寿館の講師たる故を以て、年としに五人扶持を給せられることになった。今の勤務加俸の如きものである。二十九日に更に躋寿館医書彫刻手伝てつだいを仰附けられた。今度校刻すべき書は、円融えんゆう天皇の天元てんげん五年に、丹波康頼たんばやすよりが撰んだという『医心方いしんほう』である。

　保さんの所蔵の「抽斎手記」に、『医心方』の出現という語がある。昔から厳おごそかに秘せられていた書が、忽たちまち目前に出て来た状さまが、この語で好く表あらわされている。「秘玉突然開櫝出ひぎょくとつぜんはこをひらきていづ。瑩光明徹点瑕無えいこうめいてつてんかなし。金龍山畔波濤起きんりょうさんはんはとうおこり。龍口初探是此珠りょうこうはじめてさぐりしはこれこのたま。」これは抽斎の亡妻の兄岡西玄亭が、当時喜よろこびを記した詩である。龍口りょうこうといったのは、『医心方』が若年寄わかどしより遠藤但馬守胤統たねのりの手から躋寿館に交付せられたからであろう。遠藤の上屋敷は辰口たつのくちの北角きたかどであった。




その四十四




　日本の古医書は『続群書類従ぞくぐんしょるいじゅう』に収めてある和気広世わけひろよの『薬経太素やくけいたいそ』、丹波康頼たんばのやすよりの『康頼本草やすよりほんぞう』、釈蓮基しゃくれんきの『長生ちょうせい療養方』、次に多紀家で校刻した深根輔仁ふかねすけひとの『本草和名ほんぞうわみょう』、丹波雅忠まさただの『医略抄』、宝永中に印行いんこうせられた具平親王ともひらしんのうの『弘決外典抄ぐけつげてんしょう』の数種を存するに過ぎない。具平親王の書は本もと字類に属して、此ここに算すべきではないが、医事に関する記載が多いから列記した。これに反して、彼かの出雲広貞いずもひろさだらの上たてまつった『大同類聚方だいどうるいじゅほう』の如きは、散佚さんいつして世に伝わらない。

　それゆえ天元五年に成って、永観えいかん二年に上たてまつられた『医心方』が、殆ほとんど九百年の後の世に出いでたのを見て、学者が血を涌わき立たせたのも怪あやしむに足らない。

『医心方』は禁闕きんけつの秘本であった。それを正親町おおぎまち天皇が出いだして典薬頭てんやくのかみ半井なからい通仙院つうせんいん瑞策ずいさくに賜わった。それからは世よよ半井氏が護持していた。徳川幕府では、寛政の初はじめに、仁和寺にんなじ文庫本を謄写せしめて、これを躋寿館に蔵せしめたが、この本は脱簡が極きわめて多かった。そこで半井氏の本を獲ようとしてしばしば命を伝えたらしい。然るに当時半井大和守成美やまとのかみせいびは献ずることを肯がえんぜず、その子修理大夫しゅりのだいぶ清雅せいがもまた献ぜず、遂ついに清雅の子出雲守広明ひろあきに至った。

　半井氏が初め何なにの辞ことばを以て命を拒んだかは、これを詳つまびらかにすることが出来ない。しかし後には天明八年の火事に、京都において焼失したといった。天明八年の火事とは、正月晦みそかに洛東団栗辻らくとうどんぐりつじから起って、全都を灰燼かいじんに化せしめたものをいうのである。幕府はこの答に満足せずに、似寄によりの品でも好よいから出せと誅求ちゅうきゅうした。恐おそらくは情を知って強要したのであろう。

　半井広明はやむことをえず、こういう口上こうじょうを以て『医心方』を出した。外題げだいは同じであるが、筆者区々まちまちになっていて、誤脱多く、甚はなはだ疑わしき麤巻そかんである。とても御用には立つまいが、所望に任せて内覧に供するというのである。書籍は広明の手から六郷ろくごう筑前守政殷まさただの手にわたって、政殷はこれを老中阿部伊勢守正弘の役宅に持って往った。正弘は公用人こうようにん渡辺三太平わたなべさんたへいを以てこれを幕府に呈した。十月十三日の事である。

　越えて十月十五日に、『医心方』は若年寄遠藤但馬守胤統たねのりを以て躋寿館に交付せられた。この書が御用に立つものならば、書写彫刻を命ぜられるであろう。もし彫刻を命ぜられることになったら、費用は金蔵かねぐらから渡されるであろう。書籍は篤とくと取調べ、かつ刻本売下うりさげ代金を以て費用を返納すべき積年賦せきねんぷをも取調べるようにということであった。

　半井なからい広明の呈した本は三十巻三十一冊で、巻けんの二十五に上下がある。細こまかに検するに期待に負そむかぬ善本であった。素もと『医心方』は巣元方そうげんぼうの『病源候論びょうげんこうろん』を経けいとし、隋唐ずいとうの方書百余家を緯いとして作ったもので、その引用する所にして、支那において佚亡いつぼうしたものが少くない。躋寿館の人々が驚き喜んだのもことわりである。

　幕府は館員の進言に従って、直ちに校刻を命じた。そしてこれと同時に、総裁二人ににん、校正十三人、監理四人、写生十六人が任命せられた。総裁は多紀楽真院法印、多紀安良あんりょう法眼ほうげんである。楽真院は茝庭さいてい、安良は暁湖ぎょうこで、並ならびに二百俵の奥医師であるが、彼は法印、此これは法眼になっていて、当時矢やの倉くらの分家が向柳原むこうやなぎはらの宗家の右におったのである。校正十三人の中には伊沢柏軒、森枳園、堀川舟庵と抽斎とが加わっていた。

　躋寿館では『医心方』影写程式えいしゃていしきというものが出来た。写生は毎朝辰刻まいちょうたつのこくに登館して、一人一日いちにんいちじつ三頁けつを影模する。三頁を模し畢おわれば、任意に退出することを許す。三頁を模すること能あたわざるものは、二頁を模し畢って退出しても好い。六頁を模したるものは翌日休むことを許す。影写は十一月朔さくに起って、二十日に終る。日に二頁を模するものは晦みそかに至る。この間は三八の休課を停止する。これが程式の大要である。




その四十五




　半井なからい本の『医心方』を校刻するに当って、仁和寺本を写した躋寿館の旧蔵本が参考せられたことは、問うことを須またぬであろう。然るに別に一の善本があった。それは京都加茂かもの医家岡本由顕ゆうけんの家から出た『医心方』巻けんの二十二である。

　正親町おおぎまち天皇の時、従じゅ五位上じょう岡本保晃ほうこうというものがあった。保晃は半井瑞策に『医心方』一巻を借りて写した。そして何故なにゆえか原本を半井氏に返すに及ばずして歿した。保晃は由顕の曾祖父である。

　由顕の言う所はこうである。『医心方』は徳川家光いえみつが半井瑞策に授けた書である。保晃は江戸において瑞策に師事した。瑞策の女むすめが産後に病んで死に瀕ひんした。保晃が薬を投じて救った。瑞策がこれに報いんがために、『医心方』一巻を贈ったというのである。

『医心方』を瑞策に授けたのは、家光ではない。瑞策は京都にいた人で、江戸に下ったことはあるまい。瑞策が報恩のために物を贈ろうとしたにしても、よもや帝室から賜った『医心方』三十巻の中うちから、一巻を割さいて贈りはしなかっただろう。凡おおよそこれらの事は、前人が皆かつてこれを論弁している。

　既にして岡本氏の家衰えて、畑成文はたせいぶんに託してこの巻まきを沽うろうとした。成文は錦小路にしきこうじ中務権少輔なかつかさごんしょうゆう頼易よりおさに勧めて元本を買わしめ、副本はこれを己おのれが家に留とどめた。錦小路は京都における丹波氏の裔えいである。

　岡本氏の『医心方』一巻は、此かくの如くにして伝わっていた。そして校刻の時に至って対照の用に供せられたようである。

　この年正月二十五日に、森枳園が躋寿館講師に任ぜられて、二月二日から登館した。『医心方』校刻の事の起ったのは、枳園が教職に就ついてから十カ月の後のちである。

　抽斎の家族はこの年主人五十歳、五百いお三十九歳、陸くが八歳、水木みき二歳、専六生れて一歳の五人であった。矢島氏を冒した優善やすよしは二十歳になっていた。二年前ぜんから寄寓きぐうしていた長尾氏の家族は、本町二丁目の新宅に移った。

　安政二年が来た。抽斎の家の記録は先ず小さき、徒あだなる喜よろこびを誌しるさなくてはならなかった。それは三月十九日に、六男翠暫すいざんが生れたことである。後十一歳にして夭札ようさつした子である。この年は人の皆知る地震の年である。しかし当時抽斎を揺り撼うごかして起たたしめたものは、独ひとり地震のみではなかった。

　学問はこれを身に体し、これを事に措おいて、始はじめて用をなすものである。否しからざるものは死学問である。これは世間普通の見解である。しかし学芸を研鑽けんさんして造詣ぞうけいの深きを致さんとするものは、必ずしも直ちにこれを身に体せようとはしない。必ずしも径ただちにこれを事に措こうとはしない。その矻々こつこつとして年としを閲けみする間には、心頭姑しばらく用と無用とを度外に置いている。大いなる功績は此かくの如くにして始て贏かち得らるるものである。

　この用無用を問わざる期間は、啻ただに年としを閲するのみではない。あるいは生を終るに至るかも知れない。あるいは世を累かさぬるに至るかも知れない。そしてこの期間においては、学問の生活と時務の要求とが截然せつぜんとして二をなしている。もし時務の要求が漸ようやく増長し来きたって、強いて学者の身に薄せまったなら、学者がその学問生活を抛なげうって起たつこともあろう。しかしその背面には学問のための損失がある。研鑽はここに停止してしまうからである。

　わたくしは安政二年に抽斎が喙かいを時事に容いるるに至ったのを見て、是かくの如き観をなすのである。




その四十六




　米艦が浦賀うらがに入いったのは、二年前ぜんの嘉永六年六月三日である。翌安政元年には正月に艦ふねが再び浦賀に来て、六月に下田しもだを去るまで、江戸の騒擾そうじょうは名状すべからざるものがあった。幕府は五月九日を以て、万石以下の士に甲冑かっちゅうの準備を令した。動員の備そなえのない軍隊の腑甲斐ふがいなさが覗うかがわれる。新将軍家定いえさだの下もとにあって、この難局に当ったのは、柏軒、枳園らの主侯阿部正弘である。

　今年こんねんに入いってから、幕府は講武所を設立することを令した。次いで京都から、寺院の梵鐘ぼんしょうを以て大砲小銃を鋳造すべしという詔みことのりが発せられた。多年古書を校勘して寝食を忘れていた抽斎も、ここに至って寖やや風潮の化誘かゆうする所となった。それには当時産蓐さんじょくにいた女丈夫じょじょうふ五百いおの啓沃けいよくも与あずかって力があったであろう。抽斎は遂に進んで津軽士人のために画策するに至った。

　津軽順承ゆきつぐは一の進言に接した。これを上たてまつったものは用人ようにん加藤清兵衛せいべえ、側用人そばようにん兼松伴大夫かねまつはんたゆう、目附兼松三郎である。幕府は甲冑を準備することを令した。然るに藩の士人の能よくこれを遵行じゅんこうするものは少い。概おおむね皆衣食だに給せざるを以て、これに及ぶに遑いとまあらざるのである。宜よろしく現に甲冑を有せざるものには、金十八両を貸与してこれが貲しに充みてしめ、年賦に依って還納せしむべきである。かつ今より後毎年一度甲冑改あらためを行い、手入ていれを怠らしめざるようにせられたいというのである。順承はこれを可とした。

　この進言が抽斎の意より出いで、兼松三郎がこれを承うけて案を具し、両用人の賛同を得て呈せられたということは、闔藩こうはん皆これを知っていた。三郎は石居せききょと号した。その隆準りゅうじゅんなるを以ての故に、抽斎は天狗てんぐと呼んでいた。佐藤一斎、古賀侗庵こがとうあんの門人で、学殖儕輩せいはいを超こえ、かつて昌平黌しょうへいこうの舎長となったこともある。当時弘前吏胥りしょ中の識者として聞えていた。

　抽斎は天下多事の日に際会して、言こと偶たまたま政事に及び、武備に及んだが、此かくの如きは固もとよりその本色ほんしょくではなかった。抽斎の旦暮たんぼ力を用いる所は、古書を講窮し、古義を闡明せんめいするにあった。彼は弘前藩士たる抽斎が、外来の事物に応じて動作した一時のレアクションである。此これは学者たる抽斎が、終生従事していた不朽の労作である。

　抽斎の校勘の業はこの頃着々進陟しんちょくしていたらしい。森枳園が明治十八年に書いた『経籍訪古志』の跋ばつに、緑汀会りょくていかいの事を記しるして、三十年前だといってある。緑汀とは多紀茝庭たきさいていが本所緑町の別荘である。茝庭は毎月まいげつ一、二次、抽斎、枳園、柏軒、舟庵、海保漁村らを此ここに集つどえた。諸子は環坐して古本こほんを披閲し、これが論定をなした。会の後のちには宴を開いた。さて二州橋上酔にしゅうきょうじょうえいに乗じて月を踏み、詩を詠じて帰ったというのである。同じ書に、茝庭がこの年安政二年より一年の後に書いた跋があって、諸子裒録ほうろく惟これ勤め、各部頓とみに成るといってあるのを見れば、論定に継ぐに編述を以てしたのも、また当時の事であったと見える。

　わたくしはこの年の地震の事を語るに先さきだって、台所町の渋江の家に座敷牢ざしきろうがあったということに説き及ぼすのを悲かなしむ。これは二階の一室いっしつを繞めぐらすに四目格子よつめごうしを以てしたもので、地震の日には工事既に竣おわって、その中はなお空虚であった。もし人がその中にいたならば、渋江の家は死者を出いださざることを得なかったであろう。

　座敷牢は抽斎が忍びがたきを忍んで、次男優善やすよしがために設けたものであった。




その四十七




　抽斎が岡西氏徳とくに生うませた三人の子の中うち、ただ一人ひとり生き残った次男優善は、少時しょうじ放恣ほうし佚楽いつらくのために、頗すこぶる渋江一家いっかを困くるしめたものである。優善には塩田良三しおだりょうさんという遊蕩ゆうとう夥伴なかまがあった。良三はかの蘭軒門下で、指の腹に杖つえを立てて歩いたという楊庵ようあんが、家附いえつきの女むすめに生せた嫡子である。

　わたくしは前に優善が父兄と嗜たしみを異にして、煙草を喫のんだということを言った。しかし酒はこの人の好む所でなかった。優善も良三も、共に涓滴けんてきの量なくして、あらゆる遊戯に耽ふけったのである。

　抽斎が座敷牢を造った時、天保六年生うまれの優善は二十一歳になっていた。そしてその密友たる良三は天保八年生で、十八歳になっていた。二人は影の形に従う如く、須臾しゅゆも相離るることがなかった。

　或時優善は松川飛蝶まつかわひちょうと名告なのって、寄席よせに看板を懸けたことがある。良三は松川酔蝶すいちょうと名告って、共に高座に登った。鳴物入なりものいりで俳優の身振みぶり声色こわいろを使ったのである。しかも優善はいわゆる心打しんうちで、良三はその前席を勤めたそうである。また夏になると、二人は舟を藉かりて墨田川すみだがわを上下じょうかして、影芝居かげしばいを興行した。一人は津軽家の医官矢島氏の当主、一人は宗家の医官塩田氏の若檀那わかだんなである。中にも良三の父は神田松枝町まつえだちょうに開業して、市人に頓才とんさいのある、見立みたての上手な医者と称せられ、その肥胖ひはんのために瞽者こしゃと看錯みあやまらるる面おもてをば汎ひろく識しられて、家は富み栄えていた。それでいて二人共に、高座こうざに顔を曬さらすことを憚はばからなかったのである。

　二人は酒量なきにかかわらず、町々の料理屋に出入いでいりし、またしばしば吉原に遊んだ。そして借財が出来ると、親戚しんせき故旧をして償つぐのわしめ、度重たびかさなって償う道が塞ふさがると、跡を晦くらましてしまう。抽斎が優善のために座敷牢を作らせたのは、そういう失踪しっそうの間の事で、その早晩還かえり来きたるを候うかがってこの中うちに投ぜようとしたのである。

　十月二日は地震の日である。空は陰くもって雨が降ったり歇やんだりしていた。抽斎はこの日観劇に往った。周茂叔連しゅうもしゅくれんにも逐次に人の交迭こうてつがあって、豊芥子ほうかいしや抽斎が今は最年長者として推されていたことであろう。抽斎は早く帰って、晩酌をして寝た。地震は亥いの刻に起った。今の午後十時である。二つの強い衝突を以て始まって、震動が漸ようやく勢いきおいを増した。寝間ねまにどてらを著きて臥ふしていた抽斎は、撥はね起きて枕元まくらもとの両刀を把とった。そして表座敷へ出ようとした。

　寝間と表座敷との途中に講義室があって、壁に沿うて本箱が堆うずたかく積み上げてあった。抽斎がそこへ来掛かると、本箱が崩れ墜おちた。抽斎はその間に介はさまって動くことが出来なくなった。

　五百いおは起きて夫の後うしろに続こうとしたが、これはまだ講義室に足を投ぜぬうちに倒れた。

　暫くして若党仲間ちゅうげんが来て、夫妻を扶たすけ出した。抽斎は衣服の腰から下が裂け破れたが、手は両刀を放たなかった。

　抽斎は衣服を取り繕う暇ひまもなく、馳はせて隠居信順のぶゆきを柳島の下屋敷に慰問し、次いで本所二つ目の上屋敷に往った。信順は柳島の第宅ていたくが破損したので、後に浜町はまちょうの中屋敷に移った。当主順承ゆきつぐは弘前にいて、上屋敷には家族のみが残っていたのである。

　抽斎は留守居比良野貞固さだかたに会って、救恤きゅうじゅつの事を議した。貞固は君侯在国の故を以て、旨むねを承うくるに遑いとまあらず、直ちに廩米りんまい二万五千俵を発して、本所の窮民を賑にぎわすことを令した。勘定奉行平川半治ひらかわはんじはこの議に与あずからなかった。平川は後に藩士が悉ことごとく津軽に遷うつるに及んで、独り永ながの暇いとまを願って、深川ふかがわに米店こめみせを開いた人である。




その四十八




　抽斎が本所二つ目の津軽家上屋敷から、台所町に引き返して見ると、住宅は悉く傾かたぶき倒れていた。二階の座敷牢は粉韲ふんせいせられて迹あとだに留とどめなかった。対門たいもんの小姓組番頭ばんがしら土屋つちや佐渡守邦直くになおの屋敷は火を失していた。

　地震はその夜よ歇やんでは起り、起っては歇やんだ。町筋ごとに損害の程度は相殊あいことなっていたが、江戸の全市に家屋土蔵の無瑕むきずなものは少かった。上野の大仏は首が砕け、谷中やなか天王寺てんのうじの塔は九輪くりんが落ち、浅草寺の塔は九輪が傾かたぶいた。数十カ所から起った火は、三日の朝辰の刻に至って始て消された。公おおやけに届けられた変死者が四千三百人であった。

　三日以後にも昼夜数度の震動があるので、第宅ていたくのあるものは庭に小屋掛こやがけをして住み、市民にも露宿するものが多かった。将軍家定は二日の夜よる吹上ふきあげの庭にある滝見茶屋たきみぢゃやに避難したが、本丸の破損が少かったので翌朝帰った。

　幕府の設けた救小屋すくいごやは、幸橋さいわいばし外に一カ所、上野に二カ所、浅草に一カ所、深川に二カ所であった。

　この年抽斎は五十一歳、五百いおは四十歳になって、子供には陸くが、水木みき、専六、翠暫すいざんの四人がいた。矢島優善やすよしの事は前に言った。五百の兄広瀬栄次郎がこの年四月十八日に病死して、その父の妾しょう牧は抽斎の許もとに寄寓きぐうした。

　牧は寛政二年生うまれで、初はじめ五百の祖母が小間使こまづかいに雇った女である。それが享和三年に十四歳で五百の父忠兵衛の妾になった。忠兵衛が文化七年に紙問屋かみどいや山一やまいちの女くみを娶めとった時、牧は二十一歳になっていた。そこへ十八歳ばかりのくみは来たのである。くみは富家ふうかの懐子ふところごで、性質が温和であった。後に五百と安とを生んでから、気象の勝った五百よりは、内気な安の方が、母の性質を承うけ継いでいると人に言われたのに徴しても、くみがどんな女であったかと言うことは想い遣られる。牧は特に悍かんと称すべき女でもなかったらしいが、とにかく三つの年上であって、世故せいこにさえ通じていたから、くみが啻ただにこれを制することが難かったばかりでなく、動ややもすればこれに制せられようとしたのも、固もとより怪あやしむに足らない。

　既にしてくみは栄次郎を生み、安を生み、五百を生んだが、次ついで文化十四年に次男某を生むに当って病に罹かかり、生れた子と倶ともに世を去った。この最後の産の前後の事である。くみは血行の変動のためであったか、重聴じゅうちょうになった。その時牧がくみの事を度々たびたび聾者つんぼと呼んだのを、六歳になった栄次郎が聞き咎とがめて、後のちまでも忘れずにいた。

　五百は六、七歳になってから、兄栄次郎にこの事を聞いて、ひどく憤いきどおった。そして兄にいった。「そうして見ると、わたしたちには親の敵かたきがありますね。いつか兄にいさんと一しょに敵かたきを討とうではありませんか」といった。その後のち五百は折々箒ほうきに塵払ちりはらいを結び附けて、双手そうしゅの如くにし、これに衣服を纏まとって壁に立て掛け、さてこれを斫きる勢いきおいをなして、「おのれ、母の敵かたき、思い知ったか」などと叫ぶことがあった。父忠兵衛も牧も、少女の意の斥さす所を暁さとっていたが、父は憚はばかって肯あえて制せず、牧は懾おそれて咎めることが出来なかった。

　牧は奈何いかにもして五百の感情を和やわげようと思って、甘言を以てこれを誘いざなおうとしたが、五百は応ぜなかった。牧はまた忠兵衛に請うて、五百に己おのれを母と呼ばせようとしたが、これは忠兵衛が禁じた。忠兵衛は五百の気象を知っていて、此かくの如き手段のかえってその反抗心を激成するに至らんことを恐れたのである。

　五百が早く本丸に入いり、また藤堂家に投じて、始終家に遠とおざかっているようになったのは、父の希望があり母の遺志があって出来た事ではあるが、一面には五百自身が牧と倶ともに起臥おきふしすることを快こころよからず思って、余所よそへ出て行くことを喜んだためもある。

　こういう関係のある牧が、今寄辺よるべを失って、五百の前に首こうべを屈し、渋江氏の世話を受けることになったのである。五百は怨うらみに報ゆるに恩を以てして、牧の老おいを養うことを許した。




その四十九




　安政三年になって、抽斎は再び藩の政事に喙くちばしを容いれた。抽斎の議の大要はこうである。弘前藩は須すべからく当主順承ゆきつぐと要路の有力者数人とを江戸に留とどめ、隠居信順のぶゆき以下の家族及家臣の大半を挙げて帰国せしむべしというのである。その理由の第一は、時勢既に変じて多人数たにんずの江戸詰づめはその必要を認めないからである。何故なにゆえというに、原もと諸侯の参勤、及これに伴う家族の江戸における居住は、徳川家に人質を提供したものである。今将軍は外交の難局に当って、旧慣を棄すて、冗費を節することを謀はかっている。諸侯に土木の手伝てつだいを命ずることを罷やめ、府内を行くに家に窓蓋まどぶたを設もうくることを止とどめたのを見ても、その意向を窺うかがうに足る。縦令たとい諸侯が家族を引き上げたからといって、幕府は最早もはやこれを抑留することはなかろう。理由の第二は、今の多事の時に方あたって、二、三の有力者に託するに藩の大事を以てし、これに掣肘せいちゅうを加うることなく、当主を輔佐して臨機の処置に出いでしむるを有利とするからである。由来弘前藩には悪習慣がある。それは事あるごとに、藩論が在府党と在国党とに岐わかれて、荏苒じんぜん決せざることである。甚だしきに至っては、在府党は郷国の士を罵ののしって国猿くにざるといい、その主張する所は利害を問わずして排斥する。此かくの如きは今の多事の時に処する所以ゆえんの道でないというのである。

　この議は同時に二、三主張するものがあって、是非の論が盛さかんに起った。しかし後にはこれに左袒さたんするものも多くなって、順承が聴納ていのうしようとした。浜町の隠居信順がこれを見て大いに怒いかった。信順は平素国猿を憎悪することの尤もっとも甚はなはだしい一人いちにんであった。

　この議に反対したものは、独ひとり浜町の隠居のみではなかった。当時江戸にいた藩士の殆ほとんど全体は弘前に往ゆくことを喜ばなかった。中にも抽斎と親善しんぜんであった比良野貞固さだかたは、抽斎のこの議を唱うるを聞いて、馳はせ来きたって論難した。議善よからざるにあらずといえども、江戸に生れ江戸に長じたる士人とその家族とをさえ、悉ことごとく窮北の地に遷うつそうとするは、忍べるの甚しきだというのである。抽斎は貞固の説を以て、情に偏し義に失するものとなして聴かなかった。貞固はこれがために一時抽斎と交まじわりを絶つに至った。

　この頃国勝手くにがっての議に同意していた人々の中うち、津軽家の継嗣問題のために罪を獲たものがあって、彼かの議を唱えた抽斎らは肩身の狭い念おもいをした。継嗣問題とは当主順承ゆきつぐが肥後国熊本の城主細川越中守斉護なりもりの子寛五郎のぶごろう承昭つぐてるを養おうとするに起った。順承は女むすめ玉姫たまひめを愛して、これに壻を取って家を護ろうとしていると、津軽家下屋敷の一つなる本所大川端おおかわばた邸が細川邸と隣接しているために、斉護と親しくなり、遂に寛五郎を養子に貰もらい受けようとするに至った。罪を獲た数人は、血統を重んずる説を持して、この養子を迎うることを拒もうとし、順承はこれを迎うるに決したからである。即ち側用人そばようにん加藤清兵衛、用人兼松伴大夫はんたゆうは帰国の上うえ隠居謹慎、兼松三郎は帰国の上永ながの蟄居ちっきょを命ぜられた。

　石居せききょ即ち兼松三郎は後に夢醒むせいと題して七古しちこを作った。中うちに「又憶世子即世後またおもうせいしそくせいののち、継嗣未定物議伝けいしいまださだまらずぶつぎつたう、不顧身分有所建みぶんをかえりみずけんずるところあり、因冒譴責坐北遷よりてけんせきをおかしてほくせんにざす」の句がある。その咎とがめを受けて江戸を発する時、抽斎は四言十二句を書して贈った。中に「菅公遇譖かんこうたまたまそしられ、屈原独清くつげんはひとりきよし、」という語があった。

　この年抽斎の次男矢島優善やすよしは、遂に素行修まらざるがために、表医者おもていしゃを貶へんして小普請こぶしん医者とせられ、抽斎もまたこれに連繋れんけいして閉門三日さんじつに処せられた。




その五十




　優善の夥伴なかまになっていた塩田良三りょうさんは、父の勘当を蒙こうむって、抽斎の家の食客しょっかくとなった。我子の乱行らんぎょうのために譴せめを受けた抽斎が、その乱行を助長した良三の身の上を引き受けて、家におらせたのは、余りに寛大に過ぎるようであるが、これは才を愛する情が深いからの事であったらしい。抽斎は人の寸長すんちょうをも見逭みのがさずに、これに保護ほうごを加えて、幾ほとんどその瑕疵かしを忘れたるが如くであった。年来森枳園きえんを扶掖ふえきしているのもこれがためである。今良三を家に置くに至ったのも、良三に幾分の才気のあるのを認めたからであろう。固もとより抽斎の許もとには、常に数人の諸生が養われていたのだから、良三はただこの群むれに新あらたに来きたり加わったに過ぎない。

　数月すうげつの後のちに、抽斎は良三を安積艮斎あさかごんさいの塾に住み込ませた。これより先艮斎は天保十三年に故郷に帰って、二本松にほんまつにある藩学の教授になったが、弘化元年に再び江戸に来て、嘉永二年以来昌平黌しょうへいこうの教授になっていた。抽斎は彼かの終始濂渓れんけいの学を奉じていた艮斎とは深く交らなかったのに、これに良三を託したのは、良三の吏材りさいたるべきを知って、これを培養することを謀はかったのであろう。

　抽斎の先妻徳の里方さとかた岡西氏では、この年七月二日に徳の父栄玄が歿し、次いで十一月十一日に徳の兄玄亭が歿した。

　栄玄は医を以て阿部家に仕えた。長子玄亭が蘭軒門下の俊才であったので、抽斎はこれと交まじわりを訂し、遂にその妹徳を娶めとるに至ったのである。徳の亡くなった後のちも、次男優善がその出しゅつであるので、抽斎一家いっけは岡西氏と常に往来していた。

　栄玄は樸直ぼくちょくな人であったが、往々性癖のために言行の規矩きくを踰こゆるを見た。かつて八文の煮豆を買って鼠不入ねずみいらずの中に蔵し、しばしばその存否を検したことがある。また或日海鰱ぶり一尾を携え来って、抽斎に遺おくり、帰途に再び訪とわんことを約して去った。五百はために酒饌しゅぜんを設けようとして頗すこぶる苦心した。それは栄玄が饌ぜんに対して奢侈しゃしを戒めたことが数次であったからである。抽斎は遺られた所の海鰱を饗きょうすることを命じた。栄玄は来て饗を受けたが、色いろ悦ばざるものの如く、遂に「客にこんな馳走ちそうをすることは、わたしの内うちではない」といった。五百が「これはお持たせでございます」といったが、栄玄は聞えぬふりをしていた。調理法が好過よすぎたのであろう。

　尤もっとも抽斎をして不平に堪えざらしめたのは、栄玄が庶子苫とまを遇することの甚だ薄かったことである。苫は栄玄が厨下ちゅうかの婢ひに生せた女むすめである。栄玄はこれを認めて子としたのに、「あんなきたない子は畳の上には置かれない」といって、板の間まに蓙ござを敷いて寝させた。当時栄玄の妻は既に歿していたから、これは河東かとうの獅子吼ししくを恐れたのではなく、全く主人の性癖のためであった。抽斎は五百に議はかって苫を貰い受け、後下総しもうさの農家に嫁せしめた。

　栄玄の子で、父に遅るること僅わずかに四月しげつにして歿した玄亭は、名を徳瑛とくえい、字あざなを魯直ろちょくといった。抽斎の友である。玄亭には二男一女があった。長男は玄庵、次男は養玄である。女むすめは名を初はつといった。

　この年抽斎は五十二歳、五百は四十一歳であった。抽斎が平生へいぜいの学術上研鑽けんさんの外に最も多く思おもいを労したのは何事かと問うたなら、恐らくはその五十二歳にして提起した国勝手くにがっての議だといわなくてはなるまい。この議のまさに及ぼすべき影響の大きさと、この議の打ち克かたなくてはならぬ抗抵の強さとは、抽斎の十分に意識していた所であろう。抽斎はまた自己がその位くらいにあらずして言うことの不利なるをも知らなかったのではあるまい。然るに抽斎のこれを敢あえてしたのは、必ず内にやむことをえざるものがあって敢てしたのであろう。憾うらむらくは要路に取ってこれを用いる手腕のある人がなかったために、弘前は遂に東北諸藩の間において一頭地を抜いて起たつことが出来なかった。また遂に勤王の旗幟きしを明あきらかにする時期の早きを致すことが出来なかった。




その五十一




　安政四年には抽斎の七男成善しげよしが七月二十六日を以て生れた。小字おさななは三吉さんきち、通称は道陸どうりくである。即ち今の保たもつさんで、父は五十三歳、母は四十二歳の時の子である。

　成善の生れた時、岡西玄庵が胞衣えなを乞いに来た。玄庵は父玄亭に似て夙慧しゅくけいであったが、嘉永三、四年の頃癲癇てんかんを病んで、低能の人と化していた。天保六年の生うまれであったから、病を発したのが十六、七歳の時で、今は二十三歳になっている。胞衣を乞うのは、癲癇の薬方やくほうとして用いんがためであった。

　抽斎夫婦は喜んでこれに応じたので、玄庵は成善の胞衣を持って帰った。この時これを惜んで一夜ひとよを泣き明したのは、昔抽斎の父允成ただしげの茶碗の余瀝よれきを舐ねぶったという老尼妙了みょうりょうである。妙了は年久しく渋江の家に寄寓していて、毎つねに小児しょうにの世話をしていたが、中にも抽斎の三女棠とうを愛し、今また成善の生れたのを見て、大いにこれを愛していた。それゆえ胞衣を玄庵に与えることを嫌った。俗説に胞衣を人に奪われた子は育たぬというからである。

　この年前さきに貶黜へんちつせられた抽斎の次男矢島優善やすよしは、纔わずかに表医者おもていしゃ介すけを命ぜられて、半なかばその位地を回復した。優善の友塩田良三りょうさんは安積艮斎あさかごんさいの塾に入れられていたが、或日師の金百両を懐ふところにして長崎に奔はしった。父楊庵は金を安積氏に還かえし、人を九州に遣やって子を連れ戻した。良三はまだ残のこりの金を持っていたので、迎えに来た男を随したがえて東上するのに、駅々で人に傲おごること貴公子の如くであった。この時肥後国熊本の城主細川越中守斉護なりもりの四子寛五郎のぶごろうは、津軽順承ゆきつぐの女壻じょせいにせられて東上するので、途中良三と旅宿を同じうすることがあった。斉護は子をして下情かじょうに通ぜしめんことを欲し、特に微行を命じたので、寛五郎と従者とは始終質素を旨としていた。驕子きょうし良三は往々五十四万石の細川家から、十万石の津軽家に壻入する若殿を凌しのいで、旅中下風かふうに立っている少年の誰たれなるかを知らずにいた。寛五郎は今の津軽伯で、当時裁わずかに十七歳であった。

　小野氏ではこの年令図れいとが致仕して、子富穀ふこくが家督した。令図は小字おさななを慶次郎けいじろうという。抽斎の祖父本皓ほんこうの庶子で、母を横田氏よのという。よのは武蔵国川越かわごえの人某の女むすめである。令図は出いでて同藩の医官二百石小野道秀おのどうしゅうの末期まつご養子となり、有尚ゆうしょうと称し、後のちまた道瑛どうえいと称し、累進して近習医者に至った。天明三年十一月二十六日生うまれで、致仕の時七十五歳になっていた。令図に一男一女があって、男だんを富穀ふこくといい、女じょを秀ひでといった。

　富穀、通称は祖父と同じく道秀といった。文化四年の生うまれである。十一歳にして、森枳園きえんと共に抽斎の弟子ていしとなった。家督の時は表医者であった。令図、富穀の父子は共に貨殖に長じて、弘前藩定府じょうふ中の富人ふうじんであった。妹秀は長谷川町はせがわちょうの外科医鴨池道碩かもいけどうせきに嫁した。

　多紀氏ではこの年二月十四日に、矢の倉の末家ばつけの茝庭さいていが六十三歳で歿し、十一月に向むこう柳原やなぎはらの本家の暁湖が五十二歳で歿した。わたくしの所蔵の安政四年「武鑑」は、茝庭が既に逝ゆいて、暁湖がなお存していた時に成ったもので、茝庭の子安琢あんたくが多紀安琢二百俵、父楽春院らくしゅんいんとして載せてあり、暁湖は旧に依よって多紀安良あんりょう法眼ほうげん二百俵、父安元あんげんとして載せてある。茝庭の楽真院を、「武鑑」には前から楽春院に作ってある。その何なんの故なるを詳つまびらかにしない。




その五十二




　茝庭さいてい、名は元堅げんけん、字あざなは亦柔えきじゅう、一に三松さんしょうと号す。通称は安叔あんしゅく、後のち楽真院また楽春院という。寛政七年に桂山けいざんの次男に生れた。幼時犬を闘たたかわしむることを好んで、学業を事としなかったが、人が父兄に若しかずというを以て責めると、「今に見ろ、立派な医者になって見せるから」といっていた。幾いくばくもなくして節を折って書を読み、精力衆しゅうに踰こえ、識見人ひとを驚かした。分家した初はじめは本石町ほんこくちょうに住していたが、後に矢の倉に移った。侍医に任じ、法眼に叙せられ、次で法印に進んだ。秩禄ちつろくは宗家そうかと同じく二百俵三十人扶持である。

　茝庭は治を請うものがあるときは、貧家といえども必ず応じた。そして単に薬餌やくじを給するのみでなく、夏は蚊幮かやを貽おくり、冬は布団ふとんを遣おくった。また三両から五両までの金を、貧窶ひんるの度に従って与えたこともある。

　茝庭は抽斎の最も親しい友の一人ひとりで、二家にかの往来は頻繁ひんぱんであった。しかし当時法印の位は太はなはだ貴とうといもので、茝庭が渋江の家に来ると、茶は台のあり蓋ふたのある茶碗に注つぎ、菓子は高坏たかつきに盛って出した。この器うつわは大名と多紀法印とに茶菓ちゃかを呈する時に限って用いたそうである。茝庭の後のちは安琢あんたくが嗣ついだ。

　暁湖、名は元昕、字は兆寿ちょうじゅ、通称は安良あんりょうであった。桂山の孫、柳沜りゅうはんの子である。文化三年に生れ、文政十年六月三日に父を喪うしなって、八月四日に宗家を継承した。暁湖の後のちを襲ついだのは養子元佶げんきつで、実は季すえの弟である。

　安政五年には二月二十八日に、抽斎の七男成善しげよしが藩主津軽順承ゆきつぐに謁した。年甫はじめて二歳、今の齢よわいを算する法に従えば、生れて七カ月であるから、人に懐いだかれて謁した。しかし謁見は八歳以上と定められていたので、この日だけは八歳と披露したのだそうである。

　五月十七日には七女幸さきが生れた。幸は越えて七月六日に早世した。

　この年には七月から九月に至るまで虎列拉コレラが流行した。徳川家定は八月二日に、「少々御勝不被遊おんすぐれあそばされず」ということであったが、八日には忽たちまち薨去こうきょの公報が発せられ、家斉いえなりの孫紀伊宰相慶福よしとみが十三歳で嗣立しりつした。家定の病は虎列拉であったそうである。

　この頃抽斎は五百いおにこういう話をした。「己おれは公儀へ召されることになるそうだ。それが近い事で公方様くぼうさまの喪が済み次第仰付おおせつけられるだろうということだ。しかしそれをお請うけをするには、どうしても津軽家の方を辞せんではいられない。己は元禄以来重恩の主家しゅうけを棄すてて栄達を謀はかる気にはなられぬから、公儀の方を辞するつもりだ。それには病気を申立てる。そうすると、津軽家の方で勤めていることも出来ない。己は隠居することに極きめた。父は五十九歳で隠居して七十四歳で亡くなったから、己も兼かねて五十九歳になったら隠居しようと思っていた。それがただ少しばかり早くなったのだ。もし父と同じように、七十四歳まで生きていられるものとすると、これから先まだ二十年ほどの月日がある。これからが己の世の中だ。己は著述をする。先ず『老子ろうし』の註を始はじめとして、迷庵棭斎えきさいに誓った為事しごとを果して、それから自分の為事に掛かるのだ」といった。公儀へ召されるといったのは、奥医師などに召し出されることで、抽斎はその内命を受けていたのであろう。然るに運命は抽斎をしてこのヂレンマの前に立たしむるに至らなかった。また抽斎をして力を述作に肆ほしいままにせしむるに至らなかった。




その五十三




　八月二十二日に抽斎は常の如く晩餐ばんさんの饌ぜんに向った。しかし五百が酒を侑すすめた時、抽斎は下物げぶつの魚膾さしみに箸はしを下くださなかった。「なぜ上あがらないのです」と問うと、「少し腹工合が悪いからよそう」といった。翌二十三日は浜町中屋敷の当直の日であったのを、所労を以て辞した。この日に始て嘔吐おうどがあった。それから二十七日に至るまで、諸証は次第に険悪になるばかりであった。

　多紀安琢あんたく、同おなじく元佶げんきつ、伊沢柏軒、山田椿庭ちんていらが病牀びょうしょうに侍して治療の手段を尽したが、功を奏せなかった。椿庭、名は業広ぎょうこう、通称は昌栄しょうえいである。抽斎の父允成ただしげの門人で、允成の歿後抽斎に従学した。上野国こうずけのくに高崎の城主松平右京亮うきょうのすけ輝聡てるとしの家来で、本郷弓町ゆみちょうに住んでいた。

　抽斎は時じ々じ譫語せんごした。これを聞くに、夢寐むびの間あいだに『医心方』を校合きょうごうしているものの如くであった。

　抽斎の病況は二十八日に小康を得た。遺言ゆいごんの中うちに、兼て嗣子と定めてあった成善しげよしを教育する方法があった。経書けいしょを海保漁村に、筆札ひっさつを小島成斎に、『素問そもん』を多紀安琢に受けしめ、機を看みて蘭語らんごを学ばしめるようにというのである。

　二十八日の夜丑うしの刻に、抽斎は遂に絶息した。即ち二十九日午前二時である。年は五十四歳であった。遺骸いがいは谷中やなか感応寺に葬られた。

　抽斎の歿した跡には、四十三歳の未亡人びぼうじん五百を始として、岡西氏の出しゅつ次男矢島優善やすよし二十四歳、四女陸くが十二歳、六女水木みき六歳、五男専六せんろく五歳、六男翠暫すいざん四歳、七男成善しげよし二歳の四子二女が残った。優善を除く外は皆山内氏五百の出しゅつである。

　抽斎の子にして父に先さきだって死んだものは、尾島氏の出しゅつ長男恒善つねよし、比良野氏の出馬場玄玖げんきゅう妻長女純いと、岡西氏の出二女好よし、三男八三郎、山内氏の出三女山内棠とう、四男幻香、五女癸巳きし、七女幸さきの三子五女である。

　矢島優善はこの年二月二十八日に津軽家の表医者にせられた。初はじめの地位に復したのである。

　五百の姉壻長尾宗右衛門は、抽斎に先さきだつこと一月いちげつ、七月二十日に同じ病を得て歿した。次で十一月十五日の火災に、横山町の店も本町の宅も皆焼けたので、塗物問屋ぬりものどいやの業はここに廃絶した。跡に遣のこったのは未亡人安四十四歳、長女敬けい二十一歳、次女銓せん十九歳の三人である。五百は台所町の邸やしきの空地くうちに小さい家を建ててこれを迎え入れた。五百は敬に壻を取って長尾氏の祀まつりを奉ぜしめようとして、安に説き勧めたが、安は猶予して決することが出来なかった。

　比良野貞固さだかたは抽斎の歿した直後から、連しきりに五百に説いて、渋江氏の家を挙げて比良野邸に寄寓せしめようとした。貞固はこういった。自分は一年前ぜんに抽斎と藩政上の意見を異にして、一時絶交の姿になっていた。しかし抽斎との情誼じょうぎを忘るることなく、早晩疇昔ちゅうせきの親したしみを回復しようと思っているうちに、図らずも抽斎に死なれた。自分はどうにかして旧恩に報いなくてはならない。自分の邸宅には空室くうしつが多い。どうぞそこへ移って来て、我家わがいえに住む如くに住んでもらいたい。自分は貧まずしいが、日々にちにちの生計には余裕がある。決して衣食の価あたいは申し受けない。そうすれば渋江一家いっけは寡婦孤児として受くべき侮あなどりを防ぎ、無用の費ついえを節し、安んじて子女の成長するのを待つことが出来ようといったのである。




その五十四




　比良野貞固は抽斎の遺族を自邸に迎えようとして、五百に説いた。しかしそれは五百を識しらぬのであった。五百は人の廡下ぶかに倚よることを甘んずる女ではなかった。渋江一家の生計は縮小しなくてはならぬこと勿論もちろんである。夫の存命していた時のように、多くの奴婢ぬひを使い、食客しょっかくを居おくことは出来ない。しかし譜代の若党や老婦にして放ち遣るに忍びざるものもある。寄食者の中うちには去らしめようにも往ゆいて投ずべき家のないものもある。長尾氏の遺族の如きも、もし独立せしめようとしたら、定めて心細く思うことであろう。五百は己おのれが人に倚よらんよりは、人をして己に倚らしめなくてはならなかった。そして内に恃たのむ所があって、敢あえて自らこの衝しょうに当ろうとした。貞固の勧誘の功を奏せなかった所以ゆえんである。

　森枳園きえんはこの年十二月五日に徳川家茂いえもちに謁した。寿蔵碑には「安政五年戊午ぼご十二月五日、初謁見将軍徳川家定公」と書してあるが、この年月日ねんげつじつは家定が薨こうじてから四月しげつの後のちである。その枳園自撰の文なるを思えば、頗すこぶる怪あやしむべきである。枳園が謁したはずの家茂は十三歳の少年でなくてはならない。家定はこれに反して、薨ずる時三十五歳であった。

　この年の虎列拉コレラは江戸市中において二万八千人の犠牲を求めたのだそうである。当時の聞人ぶんじんでこれに死したものには、岩瀬京山いわせけいざん、安藤広重あんどうひろしげ、抱一ほういつ門の鈴木必庵すずきひつあん等がある。市河米庵いちかわべいあんも八十歳の高齢ではあったが、同じ病であったかも知れない。渋江氏とその姻戚いんせきとは抽斎、宗右衛門の二人ににんを喪うしなって、五百、安の姉妹が同時に未亡人となったのである。

　抽斎の著あらわす所の書には、先ず『経籍訪古志』と『留真譜りゅうしんふ』とがあって、相踵あいついで支那人の手に由よって刊行せられた。これは抽斎とその師、その友との講窮し得たる果実で、森枳園が記述に与あずかったことは既にいえるが如くである。抽斎の考証学の一面はこの二書が代表している。徐承祖じょしょうそが『訪古志』に序して、「大抵論繕写刊刻之工たいていはぜんしゃかんこくのこうをろんじ、拙於考証こうしょうにつたなく、不甚留意はなはだしくはりゅういせず」といっているのは、我国において初はじめて手を校讐こうしゅうの事に下くだした抽斎らに対して、備わるを求むることの太はなはだ過ぎたるものではなかろうか。

　我国における考証学の系統は、海保漁村に従えば、吉田篁墩よしだこうとんが首唱し、狩谷棭斎えきさいがこれに継いで起り、以て抽斎と枳園とに及んだものである。そして篁墩の傍系には多紀桂山があり、棭斎の傍系には市野迷庵、多紀茝庭さいてい、伊沢蘭軒、小島宝素こじまほうそがあり、抽斎と枳園との傍系には多紀暁湖、伊沢柏軒、小島抱沖ほうちゅう、堀川舟庵と漁村自己とがあるというのである。宝素は元表医師百五十俵三十人扶持小島春庵で、和泉橋通いずみばしどおりに住していた。名は尚質しょうしつ、一字じは学古がくこである。抱沖はその子春沂しゅんきで、百俵寄合よりあい医師から出て父の職を襲つぎ、家は初め下谷したや二長町にちょうまち、後日本橋にほんばし榑正町くれまさちょうにあった。名は尚真しょうしんである。春沂の後のちは春澳しゅんいく、名は尚絅しょうけいが嗣ついだ。春澳の子は現に北海道室蘭むろらんにいる杲一こういちさんである。陸実くがみのるが新聞『日本』に抽斎の略伝を載せた時、誤って宝素を小島成斎とし、抱沖を成斎の子としたが、今に迨いたるまで誰たれもこれを匡たださずにいる。またこの学統について、長井金風ながいきんぷうさんは篁墩の前に井上蘭台いのうえらんだいと井上金峨きんがとを加えなくてはならぬといっている。要するにこれらの諸家が新に考証学の領域を開拓して、抽斎が枳園と共に、まさに纔わずかに全著を成就するに至ったのである。

　わたくしは『訪古志』と『留真譜』との二書は、今少し重く評価して可なるものであろうと思う。そして頃日けいじつ国書刊行会が『訪古志』を『解題叢書』中に収めて縮刷し、その伝を弘むるに至ったのを喜ぶのである。




その五十五




　抽斎の医学上の著述には、『素問識小そもんしきしょう』、『素問校異』、『霊枢れいすう講義』がある。就中なかんずく『素問』は抽斎の精を殫つくして研窮した所である。海保漁村撰の墓誌に、抽斎が『説文せつもん』を引いて『素問』の陰陽結斜は結糾けつきゅうの訛かなりと説いたことが載せてある。また七損八益を説くに、『玉房秘訣ぎょくぼうひけつ』を引いて説いたことが載せてある。『霊枢』の如きも「不精則不正当人言亦人人異せいならざればすなわちせいとうたらずじんげんまたじんじんことなる」の文中、抽斎が正当を連文れんぶんとなしたのを賞してある。抽斎の説には発明極きわめて多く、此かくの如き類はその一斑いっぱんに過ぎない。

　抽斎遺す所の手沢本しゅたくぼんには、往々欄外書のあるものを見る。此の如き本には『老子』がある。『難経なんけい』がある。

　抽斎の詩はその余事に過ぎぬが、なお『抽斎吟稿』一巻が存している。以上は漢文である。

『護痘要法』は抽斎か池田京水けいすいの説を筆受ひつじゅしたもので、抽斎の著述中江戸時代に刊行せられた唯一の書である。

　雑著には『晏子あんし春秋筆録』、『劇神仙話』、『高尾考たかおこう』がある。『劇神仙話』は長島五郎作の言ことを録したものである。『高尾考』は惜おしむらくは完書をなしていない。

『㦣語えいご』は抽斎が国文を以て学問の法程を記きして、及門きゅうもんの子弟に示す小冊子に命じた名であろう。この文の末尾に「天保辛卯しんぼう季秋きしゅう抽斎酔睡すいすい中に㦣言えいげんす」と書してある。辛卯は天保二年で、抽斎が二十七歳の時である。しかし現存している一巻には、この国文八枚が紅色こうしょくの半紙に写してあって、その前に白紙に写した漢文の草稿二十九枚が合綴ごうてつしてある。その目もくを挙ぐれば、煩悶異文弁はんもんいぶんべん、仏説阿弥陀経碑ぶっせつあみだきょうひ、春秋外伝国語跋ばつ、荘子注疏そうしちゅうそ跋、儀礼跋、八分書孝経はちふんしょこうきょう跋、橘録きつろく跋、冲虚至徳真経釈文ちゅうきょしとくしんきょうしゃくぶん跋、青帰せいき書目蔵書目録跋、活字板左伝さでん跋、宋本校正病源候論跋、元板げんはん再校千金方せんきんほう跋、書医心方後いしんほうののちにしょす、知久吉正翁墓碣ちくよしまさおうぼけつ、駱駝考らくだこう、癱瘓たんたん、論語義疏跋、告蘭軒先生之霊らんけんせんせいのれいにつぐの十八篇である。この一冊は表紙に「㦣語、抽斎述」の五字が篆文てんぶんで題してあって、首尾渾すべて抽斎の自筆である。徳富蘇峰とくとみそほうさんの蔵本になっているのを、わたくしは借覧した。

　抽斎随筆、雑録、日記、備忘録の諸冊中には、今已すでに佚亡いつぼうしたものもある。就中なかんずく日記は文政五年から安政五年に至るまでの三十七年間にわたる記載であって、裒然ほうぜんたる大冊数十巻をなしていた。これは上かみ直ただちに天明四年から天保八年に至るまでの五十四年間の允成ただしげの日記に接して、その中間の文政五年から天保八年に至るまでの十六年間は父子の記載が並存していたのである。この一大記録は明治八年二月に至るまで、保たもつさんが蔵していた。然るに保さんは東京とうけいから浜松県に赴任するに臨んで、これを両掛りょうがけに納めて、親戚の家に託した。親戚はその貴重品たるを知らざるがために、これに十分の保護ほうごを加うることを怠った。そして悉ことごとくこれを失ってしまった。両掛の中にはなお前記の抽斎随筆等十余冊があり、また允成の著あらわす所の『定所ていしょ雑録』等約三十冊があった。想おもうにこの諸冊は既に屏風びょうぶ襖ふすま葛籠つづら等の下貼したばりの料となったであろうか。それとも何人なにひとかの手に帰して、何処どこかに埋没しているであろうか。これを捜討そうとうせんと欲するに、由るべき道がない。保さんは今に迨るまで歎惜して已やまぬのである。

『直舎ちょくしゃ伝記抄』八冊は今富士川游君が蔵している。中に題号を闕かいたものが三冊交っているが、主に弘前医官の宿直部屋の日記を抄写したものである。上かみは宝永元年から下しもは天保九年に至る。所々しょしょに善ぜん云いわくと低書ていしょした註がある。宝永元年から天明五年に至る最古の一冊は題号がなく、引用書として『津軽一統志』、『津軽軍記』、『津陽しんよう開記』、『御系図ごけいず三通』、『歴年亀鑑きかん』、『孝公行実こうこうぎょうじつ』、『常福寺由緒書ゆいしょがき』、『津梁しんりょう院過去帳抄』、『伝聞でんぶん雑録』、『東藩とうはん名数』、『高岡霊験記たかおかれいげんき』、『諸書案文あんもん』、『藩翰譜はんかんぷ』が挙げてある。これは諸書について、主に弘前医官に関する事を抄出したものであろう。

『四よつの海』は抽斎の作った謡物うたいものの長唄ながうたである。これは書と称すべきものではないが、前に挙げた『護痘要法』と倶ともに、江戸時代に刊行せられた二、三葉の綴文とじぶみである。

『仮面の由来』、これもまた片々へんぺんたる小冊子である。




その五十六




『呂后千夫りょこうせんふ』は抽斎の作った小説である。庚寅かのえとらの元旦に書いたという自序があったそうであるから、その前年に成ったもので、即ち文政十二年二十五歳の時の作であろう。この小説は五百いおが来り嫁した頃には、まだ渋江の家にあって、五百は数遍すへん読過したそうである。或時それを筑山左衛門ちくさんさえもんというものが借りて往った。筑山は下野国しもつけのくに足利あしかがの名主だということであった。そして終ついに還かえさずにしまった。以上は国文で書いたものである。

　この著述の中うち刊行せられたものは『経籍訪古志』、『留真譜』、『護痘要法』、『四つの海』の四種に過ぎない。その他は皆写本で、徳富蘇峰さんの所蔵の『㦣語えいご』、富士川游さんの所蔵の『直舎ちょくしゃ伝記抄』及および已すでに散佚さんいつした諸書を除く外は、皆保たもつさんが蔵している。

　抽斎の著述は概おおむね是かくの如きに過ぎない。致仕した後のちに、力を述作に肆ほしいままにしようと期していたのに、不幸にして疫癘えきれいのために命めいを隕おとし、かつて内に蓄うる所のものが、遂に外ほかに顕あらわるるに及ばずして已やんだのである。

　わたくしは此ここに抽斎の修養について、少しく記述して置きたい。考証家の立脚地から観みれば、経籍は批評の対象である。在来の文を取って渾侖こんろんに承認すべきものではない。是ここにおいて考証家の末輩まつばいには、破壊を以て校勘の目的となし、毫ごうもピエテエの迹あとを存せざるに至るものもある。支那における考証学亡国論の如きは、固もとより人文じんぶん進化の道を蔽塞へいそくすべき陋見ろうけんであるが、考証学者中に往々修養のない人物を出いだしたという暗黒面は、その存在を否定すべきものではあるまい。

　しかし真の学者は考証のために修養を廃するような事はしない。ただ修養の全まったからんことを欲するには、考証を闕かくことは出来ぬと信じている。何故なにゆえというに、修養には六経りくけいを窮めなくてはならない。これを窮むるには必ず考証に須まつことがあるというのである。

　抽斎はその『㦣語えいご』中にこういっている。「凡およそ学問の道は、六経りくけいを治め聖人せいじんの道を身に行ふを主とする事は勿論もちろんなり。扨さて其その六経を読み明あきらめむとするには必ず其一言いちげん一句をも審つまびらかに研究せざるべからず。一言一句を研究するには、文字もんじの音義を詳つまびらかにすること肝要なり。文字の音義を詳にするには、先まづ善本を多く求めて、異同を比讐ひしゅうし、謬誤びゅうごを校正し、其字句を定めて後のちに、小学に熟練して、義理始て明了なることを得う。譬たとへば高きに登るに、卑ひくきよりし、遠きに至るに近きよりするが如く、小学を治め字句を校讐するは、細砕さいさいの末業まつぎょうに似たれども、必ずこれをなさざれば、聖人の大道微意を明むること能あたはず。（中略）故に百家の書読まざるべきものなく、さすれば人間一生の内になし得がたき大業たいぎょうに似たれども、其内主しゅとする所の書を専もっぱら読むを緊務とす。それはいづれにも師とする所の人に随したがひて教おしえを受くべき所なり。さて斯かくの如く小学に熟練して後に、六経を窮めたらむには、聖人の大道微意に通達すること必ず成就すべし」といっている。

　これは抽斎の本領を道破したもので、考証なしには六経に通ずることが出来ず、六経に通ずることが出来なくては、何に縁よって修養して好いいか分からぬことになるというのである。さて抽斎の此かくの如き見解は、全く師市野迷庵の教おしえに本づいている。




その五十七




　迷庵の考証学が奈何いかなるものかということは、『読書指南』について見るべきである。しかしその要旨は自序一篇に尽されている。迷庵はこういった。「孔子こうしは堯舜ぎょうしゅん三代の道を述べて、其その流義を立て給たまへり。堯舜より以下を取れるは、其事の明あきらかに伝はれる所なればなり。されども春秋の比ころにいたりて、世変り時遷うつりて、其道一向に用ゐられず。孔子も遣やつては見給へども、遂に行かず。終ついに魯ろに還かえり、六経を修めて後世に伝へらる。これその堯舜三代の道を認めたまふゆゑなり。儒者は孔子をまもりて其経を修むるものなり。故に儒者の道を学ばむと思はゞ、先づ文字を精出せいだして覚ゆるがよし。次に九経きゅうけいをよく読むべし。漢儒の注解はみな古いにしえより伝受あり。自分の臆説おくせつをまじへず。故に伝来を守るが儒者第一の仕事なり。（中略）宋の時程頤ていい、朱熹しゅき等ら己おのが学を建てしより、近来伊藤源佐いとうげんさ、荻生惣右衛門おぎゅうそうえもんなどと云いふやから、みな己おのれの学を学とし、是非を争ひてやまず。世の儒者みな真闇まっくらになりてわからず。余も亦また少わかかりしより此この事を学びしが、迷ひてわからざりし。ふと解する所あり。学令の旨むねにしたがひて、それ〴〵の古書をよむがよしと思へり」といった。

　要するに迷庵も抽斎も、道に至るには考証に由よって至るより外ないと信じたのである。固もとよりこれは捷径しょうけいではない。迷庵が精出して文字を覚えるといい、抽斎が小学に熟練するといっているこの事業は、これがために一人いちにんの生涯を費ついやすかも知れない。幾多のジェネラションのこの間に生じ来り滅し去ることを要するかも知れない。しかし外に手段の由るべきものがないとすると、学者は此ここに従事せずにはいられぬのである。

　然らば学者は考証中に没頭して、修養に遑いとまがなくなりはせぬか。いや。そうではない。考証は考証である。修養は修養である。学者は考証の長途を歩みつつ、不断の修養をなすことが出来る。

　抽斎はそれをこう考えている。百家の書に読まないで好いいものはない。十三経ぎょうといい、九経といい、六経という。列ならべ方はどうでも好いが、秦火しんかに焚やかれた楽経がくけいは除くとして、これだけは読破しなくてはならない。しかしこれを読破した上は、大いに功を省くことが出来る。「聖人の道と事々ことごとしく云いへども、前に云へる如く、六経を読破したる上にては、論語、老子の二書にて事足るなり。其中にも過猶不及すぎたるはなおおよばざるがごとしを身行しんこうの要とし、無為不言ぶいふげんを心術の掟おきてとなす。此二書をさへ能よく守ればすむ事なり」というのである。

　抽斎は百尺竿頭ひゃくせきかんとう更に一歩を進めてこういっている。「但ただし論語の内には取捨すべき所あり。王充おうじゅう書しょの問孔篇もんこうへん及迷庵師の論語数条を論じたる書あり。皆参考すべし」といっている。王充のいわゆる「夫聖賢下筆造文それせいけんのふでをくだしぶんをつくるや、用意詳審いをもちいてくわしくつまびらかにするも、尚未可謂尽得実なおいまだことごとくはじつをうというべからず、況倉卒吐言いわんやそうそつのとげん、安能皆是いずくんぞよくみなぜならんや」という見識である。

　抽斎が『老子』を以て『論語』と並称するのも、師迷庵の説に本づいている。「天は蒼々そうそうとして上かみにあり。人は両間りょうかんに生れて性皆相近し。習ならい相遠きなり。世の始より性なきの人なし。習なきの俗なし。世界万国皆其国々の習ありて同じからず。其習は本性の如く人にしみ附きて離れず。老子は自然と説く。其それ是これ歟か。孔子曰いわく。述而不作のべてつくらず。信而好古しんじていにしえをこのむ。窃比我於老彭ひそかにわれをろうほうにひす。かく宣給のたもふときは、孔子の意も亦また自然に相近し」といったのが即ちこれである。




その五十八




　抽斎は『老子』を尊崇そんそうせんがために、先ずこれをヂスクレヂイに陥おとしいれた仙術を、道教の畛域しんいき外に逐おうことを謀はかった。これは早く清しんの方維甸ほういでんが嘉慶板かけいばんの『抱朴子ほうぼくし』に序して弁じた所である。さてこの洗冤せんえんを行おこなった後のちにこういっている。「老子の道は孔子と異なるに似たれども、その帰する所は一意なり。不患人不己知ひとのおのれをしらざるをうれえず及曾子そうしの有若無あれどもなきがごとく実若虚じつなれどもきょなるがごとしなどと云いへる、皆老子の意に近し。且かつ自然と云ふこと、万事にわたりて然らざることを得ず。（中略）又仏家ぶっかに漠然まくねんに帰すると云ふことあり。是これ空くうに体する大乗の教おしえなり。自然と云ふより一層あとなき言ことなり。その小乗の教は一切の事皆式に依りて行へとなり。孔子の道も孝悌こうてい仁義じんぎより初めて諸礼法は仏家の小乗なり。その一以貫之いつもってこれをつらぬくは此教を一にして執中しっちゅうに至り初て仏家大乗の一場いちじょうに至る。執中以上を語れば、孔子釈子同じ事なり」といっている。

　抽斎は終ついに儒、道、釈の三教の帰一に到着した。もしこの人が旧新約書を読んだなら、あるいはその中うちにも契合点けいごうてんを見出だして、彼かの安井息軒やすいそっけんの『弁妄べんもう』などと全く趣を殊ことにした書を著あらわしたかも知れない。

　以上は抽斎の手記した文について、その心術身行しんこうの由よって来きたる所を求めたものである。この外、わたくしの手元には一種の語録がある。これは五百いおが抽斎に聞き、保さんが五百に聞いた所を、頃日このごろ保さんがわたくしのために筆に上のぼせたのである。わたくしは今漫みだりに潤削を施すことなしに、これを此ここに収めようと思う。

　抽斎は日常宋儒のいわゆる虞廷ぐていの十六字を口にしていた。彼かの「人心惟危じんしんこれあやうく、道心惟微どうしんこれびなり、惟精惟一これせいこれいつ、允執厥中まことにそのちゅをとる」の文である。上かみの三教帰一の教は即ちこれである。抽斎は古文尚書の伝来を信じた人ではないから、これを以て堯の舜に告げた言こととなしたのでないことは勿論である。そのこれを尊重したのは、古言こげん古義として尊重したのであろう。そして惟精惟一これせいこれいつの解釈は王陽明おうようめいに従うべきだといっていたそうである。

　抽斎は『礼れい』の「清明在躬せいめいみにあれば、志気如神しきしんのごとし」の句と、『素問そもん』の上古天真論じょうこてんしんろんの「恬惔虚無てんたんとしてきょむならば、真気従之しんきこれにしたがう、精神内守せいしんうちにまもれば、病安従来やまいいずくんぞしたがいきたらん」の句とを誦しょうして、修養して心身の康寧こうねいを致すことが出来るものと信じていた。抽斎は眼疾を知らない。歯痛を知らない。腹痛は幼い時にあったが、壮年に及んでからは絶たえてなかった。しかし虎列拉コレラの如き細菌の伝染をば奈何いかんともすることを得なかった。

　抽斎は自ら戒め人を戒むるに、しばしば沢山咸たくざんかんの「九四爻きゅうしこう」を引いていった。学者は仔細しさいに「憧憧往来しょうしょうとしておうらいすれば、朋従爾思ともはなんじのおもいにしたがう」という文を味あじわうべきである。即ち「君子素其位而行くんしはそのくらいにそしておこない、不願乎其外そのほかをねがわず」の義である。人はその地位に安んじていなくてはならない。父允成ただしげがおる所の室しつを容安室ようあんしつと名づけたのは、これがためである。医にして儒を羨うらやみ、商にして士を羨むのは惑えるものである。「天下何思何慮てんかなにをかおもいなにをかおもんぱからん、天下同帰而殊塗てんかきをおなじくしてみちをことにし、一致而百慮ちをいつにしてりょをひゃくにす」といい、「日往則月来ひゆけばすなわちつききたり、月往則日来つきゆかばすなわちひきたり、日月相推而明生焉じつげつあいおしてひかりうまる、寒往則暑来かんゆけばすなわちしょきたり、暑往則寒来しょゆけばすなわちかんきたり、寒暑相推而歳成焉かんしょあいおしてとしなる」というが如く、人の運命にもまた自然の消長がある。須すべからく自重して時の到いたるを待つべきである。

「尺蠖之屈せきかくのくっするは、以求信也もってのびんことをもとむるなり、龍蛇之蟄りょうだのかくるるは、以存身也もってみをながらえるなり」とはこれの謂いいであるといった。五百の兄広瀬栄次郎が已すでに町人を罷やめて金座きんざの役人となり、その後のち久しく金かねの吹替ふきかえがないのを見て、また業を更あらためようとした時も、抽斎はこの爻こうを引いて諭さとした。




その五十九




　抽斎はしばしば地雷復ちらいふくの初九爻しょきゅうこうを引いて人を諭した。「不遠復无祗悔とおからずしてかえるくいにいたることなし」の爻である。過あやまちを知って能よく改むる義で、顔淵がんえんの亜聖たる所以ゆえんは此ここに存するというのである。抽斎はいつもその跡で言い足した。しかし顔淵の好処こうしょは啻ただにこれのみではない。「回之為人也かいのひととなりや、択乎中庸ちゅうようをえらび、得一善いちぜんをうれば、則拳拳服膺すなわちけんけんふくようして、而弗失之矣これをうしなわず」というのがこれである。孔子が子貢しこうにいった語に、顔淵を賞して、「吾与汝われとなんじと、弗如也しかざるなり」といったのも、これがためであるといった。

　抽斎はかつていった。「為政以徳まつりごとをなすにとくをもってすれば、譬如北辰たとえばほくしんの、居其所そのところにいて、而衆星共之しゅうせいのこれにむかうがごとし」というのは、独ひとり君道を然しかりとなすのみではない。人は皆奈何いかにしたら衆星が己おのれに共むかうだろうかと工夫しなくてはならない。能よくこれを致すものは即ち「絜矩之道けっくのみち」である。韓退之かんたいしは「其責己也重以周そのおのれをせむるやおもくしてもってあまねく、其待人也軽以約そのひとをまつやかるくしてもってやくす」といった。人と交まじわるには、その長を取って、その短を咎とがめぬが好いい。「無求備於一人いちにんにそなわるをもとむるなかれ」といい、「及其使人也器之そのひとをつかうにおよびてやこれをきとす」というは即ちこれである。これを推し広めて言えば、『老子』の「治大国たいこくをおさむるは、若烹小鮮しょうせんをにるごとし」という意に帰著きちゃくする。「大道廃有仁義だいどうすたれてじんぎあり」といい、「聖人不死せいじんはしせざれば、大盗不止たいとうはやまず」というのも、その反面を指ゆびさして言ったのである。己おれも往事を顧かえりみれば、動ややもすれば絜矩けっくの道において闕かくる所があった。妻さい岡西氏徳とくを疎うとんじたなどもこれがためである。幸さいわいに父に匡救きょうきゅうせられて悔い改むることを得た。平井東堂ひらいとうどうは学あり識ある傑物である。然るにその父は用人たることを得て、己おのれは用人たることを得ない。己おれはその何故なにゆえなるを知らぬが、修養の足らざるのもまた一因をなしているだろう。比良野助太郎は才に短であるが、人はかえってこれに服する。賦性が自おのずから絜矩の道に愜かなっているのであるといった。

　抽斎はまたいった。『孟子もうし』の好処は尽心じんしんの章にある。「君子有三楽くんしさんらくあり、而王天下しかもてんかにおうたるは、不与存焉あずかりそんぜず、父母倶存ふぼともにそんし、兄弟無故けいていことなきは、一楽也いちらくなり、仰不愧於天あおぎててんにはじず、俯不怍於人ふしてひとにはじざるは、二楽也にらくなり、得天下英才てんかのえいさいをえて、而教育之これをきょういくするは、三楽也さんらくなり」というのがこれである。『韓非子かんぴし』は主道、揚権ようけん、解老かいろう、喩老ゆろうの諸篇が好いいといった。

　これらの言ことを聞いた後のちに、抽斎の生涯を回顧すれば、誰人たれひともその言行一致を認めずにはいられまい。抽斎は内うち徳義を蓄え、外ほか誘惑を却しりぞけ、恒つねに己おのれの地位に安んじて、時の到るを待っていた。我らは抽斎の一たび徴めされて起たったのを見た。その躋寿館せいじゅかんの講師となった時である。我らは抽斎のまさに再び徴めされて辞せんとするのを見た。恐らくはそのまさに奥医師たるべき時であっただろう。進むべくして進み、辞すべくして辞する、その事に処するに、綽々しゃくしゃくとして余裕があった。抽斎の咸かんの九四きゅうしを説いたのは虚言ではない。

　抽斎の森枳園きえんにおける、塩田良三りょうさんにおける、妻岡西氏における、その人を待つこと寛宏かんこうなるを見るに足る。抽斎は絜矩の道において得る所があったのである。

　抽斎の性行とその由って来きたる所とは、ほぼ上述の如くである。しかしここにただ一つ剰あます所の問題がある。嘉永安政の時代は天下の士人をして悉ことごとく岐路に立たしめた。勤王に之ゆかんか、佐幕に之かんか。時代はその中間において鼠ねずみいろの生を偸ぬすむことを容ゆるさなかった。抽斎はいかにこれに処したか。

　この問題は抽斎をして思慮を費ついやさしむることを要せなかった。何故なにゆえというに、渋江氏の勤王は既に久しく定まっていたからである。




その六十




　渋江氏の勤王はその源委げんいを詳つまびらかにしない。しかし抽斎の父允成に至って、師柴野栗山しばのりつざんに啓発せられたことは疑を容いれない。允成が栗山に従学した年月は明あきらかでないが、栗山が五十三歳で幕府の召めしに応じて江戸に入いった天明八年には、允成が丁度二十五歳になっていた。家督してから四年の後のちである。允成が栗山の門に入ったのは、恐らくはその後ご久しきを経ざる間の事であっただろう。これは栗山が文化四年十二月朔さくに七十二歳で歿したとして推算したものである。

　允成の友にして抽斎の師たりし市野迷庵が勤王家であったことは、その詠史の諸作に徴して知ることが出来る。この詩は維新後森枳園きえんが刊行した。抽斎は啻ただに家庭において王室を尊崇そんそうする心を養成せられたのみでなく、また迷庵の説を聞いて感奮したらしい。

　抽斎の王室における、常に耿々こうこうの心を懐いだいていた。そしてかつて一たびこれがために身命を危あやうくしたことがある。保さんはこれを母五百に聞いたが、憾うらむらくはその月日を詳にしない。しかし本所においての出来事で、多分安政三年の頃であったらしいということである。

　或日手島良助てじまりょうすけというものが抽斎に一の秘事を語った。それは江戸にある某貴人きにんの窮迫の事であった。貴人は八百両の金がないために、まさに苦境に陥らんとしておられる。手島はこれを調達せんと欲して奔走しているが、これを獲うる道がないというのであった。抽斎はこれを聞いて慨然として献金を思い立った。抽斎は自家の窮乏を口実として、八百両を先取さきどりすることの出来る無尽講むじんこうを催した。そして親戚故旧を会して金を醵出きょしゅつせしめた。

　無尽講の夜よる、客が已すでに散じた後のち、五百は沐浴もくよくしていた。明朝みょうちょう金を貴人の許もとに齎もたらさんがためである。この金を上たてまつる日は予あらかじめ手島をして貴人に稟もうさしめて置いたのである。

　抽斎は忽たちまち剥啄はくたくの声を聞いた。仲間ちゅうげんが誰何すいかすると、某貴人の使つかいだといった。抽斎は引見した。来たのは三人の侍さぶらいである。内密に旨むねを伝えたいから、人払ひとばらいをしてもらいたいという。抽斎は三人を奥の四畳半に延ひいた。三人の言う所によれば、貴人は明朝を待たずして金を獲ようとして、この使を発したということである。

　抽斎は応ぜなかった。この秘事に与あずかっている手島は、貴人の許もとにあって職を奉じている。金は手島を介して上たてまつることを約してある。面おもてを識しらざる三人に交付することは出来ぬというのである。三人は手島の来ぬ事故じこを語った。抽斎は信ぜないといった。

　三人は互たがいに目語もくごして身を起し、刀の𣠽つかに手を掛けて抽斎を囲んだ。そしていった。我らの言ことを信ぜぬというは無礼である。かつ重要の御使おんつかいを承わってこれを果さずに還かえっては面目めんぼくが立たない。主人はどうしても金をわたさぬか。すぐに返事をせよといった。

　抽斎は坐したままで暫しばらく口を噤つぐんでいた。三人が偽いつわりの使だということは既に明あきらかである。しかしこれと格闘することは、自分の欲せざる所で、また能あたわざる所である。家には若党がおり諸生がおる。抽斎はこれを呼ぼうか、呼ぶまいかと思って、三人の気色けしきを覗うかがっていた。

　この時廊下に足音がせずに、障子しょうじがすうっと開あいた。主客は斉ひとしく愕おどろき眙みた。




その六十一




　刀の𣠽つかに手を掛けて立ち上った三人の客を前に控えて、四畳半の端はし近く坐していた抽斎は、客から目を放さずに、障子の開いた口を斜ななめに見遣みやった。そして妻五百の異様な姿に驚いた。

　五百は僅わずかに腰巻こしまき一つ身に著つけたばかりの裸体であった。口には懐剣を銜くわえていた。そして閾際しきいぎわに身を屈かがめて、縁側に置いた小桶こおけ二つを両手に取り上げるところであった。小桶からは湯気ゆげが立ち升のぼっている。縁側えんがわを戸口まで忍び寄って障子を開く時、持って来た小桶を下に置いたのであろう。

　五百は小桶を持ったまま、つと一間ひとまに進み入って、夫を背にして立った。そして沸き返るあがり湯を盛った小桶を、右左の二人の客に投げ附け、銜えていた懐剣を把とって鞘さやを払った。そして床とこの間まを背にして立った一人の客を睨にらんで、「どろぼう」と一声叫んだ。

　熱湯を浴びた二人ふたりが先に、𣠽つかに手を掛けた刀をも抜かずに、座敷から縁側へ、縁側から庭へ逃げた。跡の一人も続いて逃げた。

　五百は仲間や諸生の名を呼んで、「どろぼう〳〵」という声をその間に挟んだ。しかし家に居合せた男らの馳はせ集るまでには、三人の客は皆逃げてしまった。この時の事は後々のちのちまで渋江の家の一つ話になっていたが、五百は人のその功を称するごとに、慙はじて席を遁のがれたそうである。五百は幼くて武家奉公をしはじめた時から、匕首ひしゅ一口いっこうだけは身を放さずに持っていたので、湯殿ゆどのに脱ぎ棄てた衣類の傍そばから、それを取り上げることは出来たが、衣類を身に纏まとう遑いとまはなかったのである。

　翌朝よくちょう五百は金を貴人の許もとに持って往った。手島の言ことによれば、これは献金としては受けられぬ、唯借上かりあげになるのであるから、十カ年賦で返済するということであった。しかし手島が渋江氏を訪とうて、お手元てもと不如意ふにょいのために、今年こんねんは返金せられぬということが数度あって、維新の年に至るまでに、還された金は些すこしばかりであった。保さんが金を受け取りに往ったこともあるそうである。

　この一条は保さんもこれを語ることを躊躇ちゅうちょし、わたくしもこれを書くことを躊躇した。しかし抽斎の誠心まごころをも、五百の勇気をも、かくまで明あきらかに見ることの出来る事実を湮滅いんめつせしむるには忍びない。ましてや貴人は今は世に亡き御方おんかたである。あからさまにその人を斥ささずに、ほぼその事を記しるすのは、あるいは妨さまたげがなかろうか。わたくしはこう思惟しゆいして、抽斎の勤王を説くに当って、遂にこの事に言い及んだ。

　抽斎は勤王家ではあったが、攘夷家ではなかった。初め抽斎は西洋嫌ぎらいで、攘夷に耳を傾かたぶけかねぬ人であったが、前にいったとおりに、安積艮斎あさかごんさいの書を読んで悟る所があった。そして窃ひそかに漢訳の博物窮理の書を閲けみし、ますます洋学の廃すべからざることを知った。当時の洋学は主に蘭学であった。嗣子の保さんに蘭語を学ばせることを遺言したのはこれがためである。

　抽斎は漢法医で、丁度蘭法医の幕府に公認せられると同時に世を去ったのである。この公認を贏かち得るまでには、蘭法医は社会において奮闘した。そして彼らの攻撃の衝に当ったものは漢法医である。その応戦の跡は『漢蘭酒話』、『一夕いっせき医話』等の如き書に徴して知ることが出来る。抽斎は敢あえて言げんをその間に挟さしはさまなかったが、心中これがために憂え悶もだえたことは、想像するに難からぬのである。




その六十二




　わたくしは幕府が蘭法医を公認すると同時に抽斎が歿したといった。この公認は安政五年七月初はじめの事で、抽斎は翌八月の末すえに歿した。

　これより先幕府は安政三年二月に、蕃書調所ばんしょしらべしょを九段くだん坂下さかした元小姓組番頭格ばんがしらかく竹本主水正もんどのしょう正懋せいぼうの屋敷跡に創設したが、これは今の外務省の一部に外国語学校を兼かねたようなもので、医術の事には関せなかった。越えて安政五年に至って、七月三日に松平薩摩守さつまのかみ斉彬なりあきら家来戸塚静海とつかせいかい、松平肥前守斉正なりまさ家来伊東玄朴いとうげんぼく、松平三河守慶倫よしとも家来遠田澄庵とおだちょうあん、松平駿河守勝道かつつね家来青木春岱しゅんたいに奥医師を命じ、二百俵三人扶持を給した。これが幕府が蘭法医を任用した権輿けんよで、抽斎の歿した八月二十八日に先さきだつこと、僅に五十四日である。次いで同じ月の六日に、幕府は御おん医師即ち官医中有志のものは「阿蘭オランダ医術兼学致いたし候とも不苦くるしからず候」と令した。翌日また有馬左兵衛佐さひょうえのすけ道純みちずみ家来竹内玄同たけうちげんどう、徳川賢吉けんきち家来伊東貫斎かんさいが奥医師を命ぜられた。この二人ににんもまた蘭法医である。

　抽斎がもし生きながらえていて、幕府の聘へいを受けることを肯がえんじたら、これらの蘭法医と肩を比くらべて仕えなくてはならなかったであろう。そうなったら旧思想を代表すべき抽斎は、新思想を齎もたらし来きたった蘭法医との間に、厭いとうべき葛藤かっとうを生ずることを免れなかったかも知れぬが、あるいはまた彼かの多紀茝庭さいていの手に出いでたという無名氏の『漢蘭酒話』、平野革谿ひらのかくけいの『一夕医話』等と趣を殊ことにした、真面目しんめんぼくな漢蘭医法比較研究の端緒が此ここに開かれたかも知れない。

　抽斎の日常生活に人に殊なる所のあったことは、前にも折に触れて言ったが、今遺のこれるを拾って二、三の事を挙げようと思う。抽斎は病を以て防ぎ得べきものとした人で、常に摂生に心を用いた。飯は朝午あさひる各おのおの三椀さんわん、夕二椀半と極きめていた。しかもその椀の大きさとこれに飯を盛る量とが厳重に定めてあった。殊に晩年になっては、嘉永二年に津軽信順のぶゆきが抽斎のこの習慣を聞き知って、長尾宗右衛門に命じて造らせて賜わった椀のみを用いた。その形は常の椀よりやや大きかった。そしてこれに飯を盛るに、婢ひをして盛らしむるときは、過不及かふきゅうを免れぬといって、飯を小さい櫃ひつに取り分けさせ、櫃から椀に盛ることを、五百の役目にしていた。朝の未醤汁みそしるも必ず二椀に限っていた。

　菜蔬さいそは最も莱菔だいこんを好んだ。生で食うときは大根だいこおろしにし、烹にて食うときはふろふきにした。大根おろしは汁を棄てず、醤油しょうゆなどを掛けなかった。

　浜名納豆はまななっとうは絶やさずに蓄えて置いて食べた。

　魚類ぎょるいでは方頭魚あまだいの未醤漬みそづけを嗜たしんだ。畳鰯たたみいわしも喜んで食べた。鰻うなぎは時々食べた。

　間食は殆ほとんど全く禁じていた。しかし稀まれに飴あめと上等の煎餅せんべいとを食べることがあった。

　抽斎が少壮時代に毫ごうも酒を飲まなかったのに、天保八年に三十三歳で弘前に往ってから、防寒のために飲みはじめたことは、前にいったとおりである。さて一時は晩酌の量がやや多かった。その後のち安政元年に五十歳になってから、猪口ちょくに三つを踰こえぬことにした。猪口は山内忠兵衛の贈った品で、宴に赴くにはそれを懐ふところにして家を出た。

　抽斎は決して冷酒れいしゅを飲まなかった。然しかるに安政二年に地震に逢あって、ふと冷酒を飲んだ。その後ごは偶たまたま飲むことがあったが、これも三杯の量を過さなかった。




その六十三




　鰻を嗜たしんだ抽斎は、酒を飲むようになってから、しばしば鰻酒ということをした。茶碗に鰻の蒲焼かばやきを入れ、些すこしのたれを注ぎ、熱酒ねつしゅを湛たたえて蓋ふたを覆おおって置き、少選しばらくしてから飲むのである。抽斎は五百いおを娶めとってから、五百が少しの酒に堪えるので、勧めてこれを飲ませた。五百はこれを旨うまがって、兄栄次郎と妹壻長尾宗右衛門とに侑すすめ、また比良野貞固さだかたに飲ませた。これらの人々は後に皆鰻酒を飲むことになった。

　飲食を除いて、抽斎の好む所は何かと問えば、読書といわなくてはならない。古刊本、古抄本を講窮することは抽斎終生の事業であるから、ここに算せない。医書中で『素問そもん』を愛して、身辺を離さなかったこともまた同じである。次は『説文せつもん』である。晩年には毎月まいげつ説文会を催して、小島成斎、森枳園きえん、平井東堂、海保竹逕ちくけい、喜多村栲窓きたむらこうそう、栗本鋤雲じょうん等を集つどえた。竹逕は名を元起げんき、通称を弁之助べんのすけといった。本もと稲村いなむら氏で漁村の門人となり、後に養われて子となったのである。文政七年の生うまれで、抽斎の歿した時、三十五歳になっていた。栲窓は名を直寛ちょくかん、字あざなを士栗しりつという。通称は安斎あんさい、後のち父の称安政あんせいを襲ついだ。香城こうじょうはその晩年の号である。経けいを安積艮斎あさかごんさいに受け、医を躋寿館せいじゅかんに学び、父槐園かいえんの後のちを承うけて幕府の医官となり、天保十二年には三十八歳で躋寿館の教諭になっていた。栗本鋤雲は栲窓の弟である。通称は哲三てつぞう、栗本氏に養わるるに及んで、瀬兵衛せへえと改め、また瑞見ずいけんといった。嘉永三年に二十九歳で奥医師になっていた。

　説文会には島田篁村こうそんも時々列席した。篁村は武蔵国大崎おおさきの名主なぬし島田重規ちょうきの子である。名は重礼ちょうれい、字は敬甫けいほ、通称は源六郎げんろくろうといった。艮斎、漁村の二家に従学していた。天保九年生であるから、嘉永、安政の交こうにはなお十代の青年であった。抽斎の歿した時、豊村は丁度二十一になっていたのである。

　抽斎の好んで読んだ小説は、赤本あかほん、菎蒻本こんにゃくぼん、黄表紙きびょうしの類るいであった。想おもうにその自ら作った『呂后千夫りょこうせんふ』は黄表紙の体たいに倣ならったものであっただろう。

　抽斎がいかに劇を好んだかは、劇神仙の号を襲ついだというを以て、想見することが出来る。父允成ただしげがしばしば戯場ぎじょうに出入しゅつにゅうしたそうであるから、殆ど遺伝といっても好よかろう。然るに嘉永二年に将軍に謁見した時、要路の人が抽斎に忠告した。それは目見めみえ以上の身分になったからは、今より後のち市中の湯屋に往ゆくことと、芝居小屋に立ち入ることとは遠慮するが宜よろしいというのであった。渋江の家には浴室の設もうけがあったから、湯屋に往くことは禁ぜられても差支さしつかえがなかった。しかし観劇を停とどめられるのは、抽斎の苦痛とする所であった。抽斎は隠忍して姑しばらく忠告に従っていた。安政二年の地震の日に観劇したのは、足掛七年ぶりであったということである。

　抽斎は森枳園と同じく、七代目市川団十郎を贔屓ひいきにしていた。家に伝わった俳名三升さんしょう、白猿はくえんの外に、夜雨庵やうあん、二九亭、寿海老人と号した人で、葺屋町ふきやちょうの芝居茶屋丸屋まるや三右衛門さんえもんの子、五世団十郎の孫である。抽斎より長ずること十四年であったが、抽斎に一年遅れて、安政六年三月二十三日に六十九歳で歿した。

　次に贔屓にしたのは五代目沢村宗十郎さわむらそうじゅうろうである。源平げんべえ、源之助、訥升とつしょう、宗十郎、長十郎、高助たかすけ、高賀こうがと改称した人で、享和二年に生れ、嘉永六年十一月十五日に五十二歳で歿した。抽斎より長ずること三年であった。四世宗十郎の子、脱疽だっそのために脚を截きった三世田之助たのすけの父である。




その六十四




　劇を好む抽斎はまた照葉狂言てりはきょうげんをも好んだそうである。わたくしは照葉狂言というものを知らぬので、青々園せいせいえん伊原いはらさんに問いに遣った。伊原さんは喜多川季荘きたがわきそうの『近世風俗志』に、この演戯の起原沿革の載せてあることを報じてくれた。

　照葉狂言は嘉永の頃大阪の蕩子とうし四、五人が創意したものである。大抵能楽の間あいの狂言を模し、衣裳いしょうは素襖すおう、上下かみしも、熨斗目のしめを用い、科白かはくには歌舞伎かぶき狂言、俄にわか、踊等の状さまをも交え取った。安政中江戸に行われて、寄場よせばはこれがために雑沓ざっとうした。照葉とは天爾波てには俄にわかの訛略かりゃくだというのである。

　伊原さんはこの照葉の語原は覚束おぼつかないといっているが、いかにも輒すなわち信じがたいようである。

　能楽は抽斎の楽たのしみ看みる所で、少わかい頃謡曲を学んだこともある。偶たまたま弘前の人村井宗興そうこうと相逢うことがあると、抽斎は共に一曲を温習した。技の妙が人の意表に出たそうである。

　俗曲は少しく長唄を学んでいたが、これは謡曲の妙に及ばざること遠かった。

　抽斎は鑑賞家として古画を翫もてあそんだが、多く買い集むることをばしなかった。谷文晁たにぶんちょうの教おしえを受けて、実用の図を作る外に、往々自ら人物山水をも画えがいた。

「古武鑑」、古江戸図、古銭は抽斎の聚珍家しゅうちんかとして蒐集しゅうしゅうした所である。わたくしが初め「古武鑑」に媒介せられて抽斎を識しったことは、前にいったとおりである。

　抽斎は碁を善くした。しかし局に対することが少まれであった。これは自ら儆いましめて耽ふけらざらんことを欲したのである。

　抽斎は大名の行列を観みることを喜んだ。そして家々の鹵簿ろぼを記憶して忘れなかった。「新武鑑」を買って、その図に着色して自ら娯たのしんだのも、これがためである。この嗜好しこうは喜多静廬せいろの祭礼を看ることを喜んだのと頗すこぶる相類あいるいしている。

　角兵衛獅子かくべえじしが門に至れば、抽斎が必ず出て看たことは、既に言った。

　庭園は抽斎の愛する所で、自ら剪刀はさみを把とって植木の苅込かりこみをした。木の中では御柳ぎょりゅうを好んだ。即ち『爾雅じが』に載せてある檉ていである。雨師うし、三春柳さんしゅんりゅうなどともいう。これは早く父允成の愛していた木で、抽斎は居を移すにも、遺愛の御柳だけは常におる室しつに近い地に栽うえ替えさせた。おる所を観柳書屋かんりゅうしょおくと名づけた柳字も、楊柳ようりゅうではない、檉柳である。これに反して柳原りゅうげん書屋の名は、お玉が池の家が柳原やなぎはらに近かったから命じたのであろう。

　抽斎は晩年に最も雷かみなりを嫌った。これは二度まで落雷に遭あったからであろう。一度は新あらたに娶めとった五百と道を行く時の事であった。陰くもった日の空が二人ふたりの頭上において裂け、そこから一道いちどうの火が地上に降くだったと思うと、忽たちまち耳を貫く音がして、二人は地に僵たおれた。一度は躋寿館せいじゅかんの講師の詰所つめしょに休んでいる時の事であった。詰所に近い厠かわやの前の庭へ落雷した。この時厠に立って小便をしていた伊沢柏軒は、前へ倒れて、門歯二枚を朝顔あさがおに打ち附けて折った。此かくの如くに反覆して雷火に脅おびやされたので、抽斎は雷声を悪にくむに至ったのであろう。雷が鳴り出すと、蚊幮かやの中うちに坐して酒を呼ぶことにしていたそうである。

　抽斎のこの弱点は偶たまたま森枳園がこれを同じうしていた。枳園の寿蔵碑の後のちに門人青山あおやま道醇どうじゅんらの書した文に、「夏月畏雷震かげつらいしんをおそれ、発声之前必先知之はっせいのまえかならずさきにこれをしる」といってある。枳園には今一つ厭いやなものがあった。それは蛞蝓なめくじであった。夜よる行くのに、道に蛞蝓がいると、闇中あんちゅうにおいてこれを知った。門人の随したがい行くものが、燈火ともしびを以て照し見て驚くことがあったそうである。これも同じ文に見えている。




その六十五




　抽斎は平姓へいせいで、小字おさななを恒吉つねきちといった。人と成った後のちの名は全善かねよし、字あざなは道純どうじゅん、また子良しりょうである。そして道純を以て通称とした。その号抽斎の抽字は、本もと籒ちゅうに作った。籒、㩅、抽の三字は皆相通ずるのである。抽斎の手沢本しゅたくぼんには籒斎校正の篆印てんいんが殆ほとんど必ず捺おしてある。

　別号には観柳書屋、柳原りゅうげん書屋、三亦堂さんえきどう、目耕肘もくこうちゅう書斎、今未是翁こんみぜおう、不求甚解ふきゅうじんかい翁等がある。その三世劇神仙げきしんせんと称したことは、既にいったとおりである。

　抽斎はかつて自ら法諡ほうしを撰んだ。容安院ようあんいん不求甚解居士ふきゅうじんかいこじというのである。この字面じめんは妙ならずとはいいがたいが、余りに抽象的である。これに反して抽斎が妻五百いおのために撰んだ法諡は妙極きわまっている。半千院はんせんいん出藍終葛大姉しゅつらんしゅうかつだいしというのである。半千は五百、出藍は紺屋町こんやちょうに生れたこと、終葛は葛飾郡かつしかごおりで死ぬることである。しかし世事せいじの転変は逆覩げきとすべからざるもので、五百は本所ほんじょで死ぬることを得なかった。

　この二つの法諡はいずれも石に彫えられなかった。抽斎の墓には海保漁村の文を刻した碑が立てられ、また五百の遺骸は抽斎の墓穴ぼけつに合葬せられたからである。

　大抵伝記はその人の死を以て終るを例とする。しかし古人を景仰けいこうするものは、その苗裔びょうえいがどうなったかということを問わずにはいられない。そこでわたくしは既に抽斎の生涯を記しるし畢おわったが、なお筆を投ずるに忍びない。わたくしは抽斎の子孫、親戚、師友等のなりゆきを、これより下しもに書き附けて置こうと思う。

　わたくしはこの記事を作るに許多あまたの障礙しょうがいのあることを自覚する。それは現存の人に言い及ぼすことが漸ようやく多くなるに従って、忌き諱きすべき事に撞着とうちゃくすることもまた漸く頻しきりなることを免れぬからである。この障礙は上かみに抽斎の経歴を叙して、その安政中の末路に近づいた時、早く既に頭こうべを擡もたげげて来た。これから後のちは、これが弥いよいよ筆端に纏繞てんじょうして、厭いとうべき拘束を加えようとするであろう。しかしわたくしはよしや多少の困難があるにしても、書かんと欲する事だけは書いて、この稿を完まっとうするつもりである。

　渋江の家には抽斎の歿後に、既にいうように、未亡人五百、陸くが、水木みき、専六、翠暫すいざん、嗣子成善しげよしと矢島氏を冒した優善やすよしとが遺っていた。十月朔さくに才わずかに二歳で家督相続をした成善と、他の五人の子との世話をして、一家いっかの生計を立てて行かなくてはならぬのは、四十三歳の五百であった。

　遺子六人の中で差当り問題になっていたのは、矢島優善の身の上である。優善は不行跡ふぎょうせきのために、二年前ぜんに表医者から小普請医者に貶へんせられ、一年前ぜんに表医者介すけに復し、父を喪う年の二月に纔わずかに故もとの表医者に復することが出来たのである。

　しかし当時の優善の態度には、まだ真に改悛かいしゅんしたものとは看做みなしにくい所があった。そこで五百いおは旦暮たんぼ周密にその挙動を監視しなくてはならなかった。

　残る五人の子の中うちで、十二歳の陸、六歳の水木、五歳の専六はもう読書、習字を始めていた。陸や水木には、五百が自ら句読くとうを授け、手跡しゅせきは手を把とって書かせた。専六は近隣の杉四郎すぎしろうという学究の許もとへ通っていたが、これも五百が復習させることに骨を折った。また専六の手本は平井東堂が書いたが、これも五百が臨書だけは手を把って書かせた。午餐後ごさんご日の暮れかかるまでは、五百は子供の背後うしろに立って手習てならいの世話をしたのである。




その六十六




　邸内に棲すまわせてある長尾の一家いっけにも、折々多少の風波ふうはが起る。そうすると必ず五百いおが調停に往ゆかなくてはならなかった。その争あらそいは五百が商業を再興させようとして勧めるのに、安やすが躊躇ちゅうちょして決せないために起るのである。宗右衛門そうえもんの長女敬けいはもう二十一歳になっていて、生得しょうとくやや勝気なので、母をして五百の言ことに従わしめようとする。母はこれを拒みはせぬが、さればとて実行の方へは、一歩も踏み出そうとはしない。ここに争は生ずるのであった。

　さてこれが鎮撫ちんぶに当るものが五百でなくてはならぬのは、長尾の家でまだ宗右衛門が生きていた時からの習慣である。五百の言ことには宗右衛門が服していたので、その妻や子もこれに抗することをば敢あえてせぬのである。

　宗右衛門が妻さいの妹の五百を、啻ただ抽斎の配偶として尊敬するのみでなく、かくまでに信任したには、別に来歴がある。それは或時宗右衛門が家庭のチランとして大いに安を虐待して、五百の厳きびしい忠告を受け、涙を流して罪を謝したことがあって、それから後のちは五百の前に項うなじを屈したのである。

　宗右衛門は性質亮直りょうちょくに過ぐるともいうべき人であったが、癇癪持かんしゃくもちであった。今から十二年前ぜんの事である。宗右衛門はまだ七歳の銓せんに読書を授け、この子が大きくなったなら士さむらいの女房にょうぼうにするといっていた。銓は記性きせいがあって、書を善く読んだ。こういう時に、宗右衛門が酒気を帯びていると、銓を側に引き附けて置いて、忍耐を教えるといって、戯たわむれのように煙管キセルで頭を打つことがある。銓は初め忍んで黙っているが、後のちには「お父とっさん、厭いやだ」といって、手を挙げて打つ真似まねをする。宗右衛門は怒いかって「親に手向てむかいをするか」といいつつ、銓を拳こぶしで乱打する。或日こういう場合に、安が停とめようとすると、宗右衛門はこれをも髪を攫つかんで拉ひき倒して乱打し、「出て往ゆけ」と叫んだ。

　安は本もと宗右衛門の恋女房である。天保五年三月に、当時阿部家に仕えて金吾きんごと呼ばれていた、まだ二十歳の安が、宿に下さがって堺町さかいちょうの中村座へ芝居を看みに往った。この時宗右衛門は安を見初みそめて、芝居がはねてから追尾ついびして行って、紺屋町の日野屋に入るのを見極めた。同窓の山内栄次郎の家である。さては栄次郎の妹であったかというので、直ちに人を遣やって縁談を申し込んだのである。

　こうしたわけで貰もらわれた安も、拳の下もとに崩れた丸髷まるまげを整える遑いとまもなく、山内へ逃げ帰る。栄次郎の忠兵衛は広瀬を名告なのる前の頃で、会津屋あいづやへ調停に往くことを面倒がる。妻はおいらん浜照はまてるがなれの果で何の用にも立たない。そこで偶たまたま渋江の家から来合せていた五百に、「どうかして遣ってくれ」という。五百は姉を宥なだめ賺すかして、横山町へ連れて往った。

　会津屋に往って見れば、敬はうろうろ立ち廻っている。銓はまだ泣いている。妻さいの出た跡で、更に酒を呼んだ宗右衛門は、気味の悪い笑顔えがおをして五百を迎える。五百は徐しずかに詫言わびごとを言う。主人はなかなか聴きかない。暫しばらく語を交えている間に、主人は次第に饒舌じょうぜつになって、光燄万丈こうえんばんじょう当るべからざるに至った。宗右衛門は好んで故事を引く。偽書ぎしょ『孔叢子こうそうし』の孔氏三世妻を出いだしたという説が出る。祭仲さいちゅうの女むすめ雍姫ようきが出る。斎藤太郎左衛門さいとうたろうざえもんの女むすめが出る。五百はこれを聞きつつ思案した。これは負けていては際限がない。例ためしを引いて論ずることなら、こっちにも言分いいぶんがないことはない。そこで五百も論陣を張って、旗鼓きこ相当あいあたった。公父こうふ文伯ぶんはくの母季敬姜きけいきょうを引く。顔之推がんしすいの母を引く。終ついに「大雅思斉たいがしせい」の章の「刑干寡妻かさいをただし、至干兄弟けいていにいたり、以御干家邦もってかほうをぎょす」を引いて、宗右衛門が雝々ようようの和を破るのを責め、声色せいしょく共に厲はげしかった。宗右衛門は屈服して、「なぜあなたは男に生れなかったのです」といった。

　長尾の家に争が起るごとに、五百が来なくてはならぬということになるには、こういう来歴があったのである。




その六十七




　抽斎の歿した翌年安政六年には、十一月二十八日に矢島優善やすよしが浜町中屋敷詰の奥通おくどおりにせられた。表医者の名を以て信順のぶゆきの側かたわらに侍することになったのである。今なお信頼しがたい優善が、責任ある職に就ついたのは、五百のために心労を増す種であった。

　抽斎の姉須磨すまの生んだ長女延のぶの亡くなったのは、多分この年の事であっただろう。允成ただしげの実父稲垣清蔵の養子が大矢清兵衛おおやせいべえで、清兵衛の子が飯田良清いいだよしきよで、良清の女むすめがこの延である。容貌ようぼうの美しい女で、小舟町こぶねちょうの鰹節問屋かつおぶしどいや新井屋半七あらいやはんしちというものに嫁していた。良清の長男直之助なおのすけは早世して、跡には養子孫三郎まござぶろうと、延の妹路みちとが残った。孫三郎の事は後に見えている。

　抽斎歿後の第二年は万延まんえん元年である。成善しげよしはまだ四歳であったが、夙はやくも浜町中屋敷の津軽信順のぶゆきに近習として仕えることになった。勿論もちろん時々機嫌を伺いに出るに止とどまっていたであろう。この時新に中小姓になって中屋敷に勤める矢川文一郎やがわぶんいちろうというものがあって、穉おさない成善の世話をしてくれた。

　矢川には本末ほんばつ両家がある。本家は長足流ちょうそくりゅうの馬術を伝えていて、世文内よよぶんないと称した。先代文内の嫡男与四郎よしろうは、当時順承ゆきつぐの側用人になって、父の称を襲ついでいた。妻児玉こだま氏は越前国敦賀つるがの城主酒井さかい右京亮うきょうのすけ忠毗ただやすの家来某の女むすめであった。二百石八人扶持の家である。与四郎の文内に弟があり、妹があって、彼を宗兵衛そうべえといい、此これを岡野おかのといった。宗兵衛は分家して、近習小姓倉田小十郎こじゅうろうの女むすめみつを娶めとった。岡野は順承附の中臈ちゅうろうになった。実は妾しょうである。

　文一郎はこの宗兵衛の長子である。その母の姉妹には林有的はやしゆうてきの妻、佐竹永海さたけえいかいの妻などがある。佐竹は初め山内氏五百を娶らんとして成らず、遂に矢川氏を納いれた。某それの年の元日に佐竹は山内へ廻礼に来て、庭に立っていた五百の手を摻とろうとすると、五百はその手を強く引いて放した。佐竹は庭の池に墜おちた。山内では佐竹に栄次郎の衣服を著きせて帰した。五百は後に抽斎に嫁してから、両国中村楼の書画会に往って、佐竹と邂逅かいこうした。そして佐竹の数人の芸妓げいぎに囲まれているのを見て、「佐竹さん、相変らず英雄色いろを好むとやらですね」といった。佐竹は頭を掻かいて苦笑したそうである。

　文一郎の父は早く世を去って、母みつは再嫁した。そこで文一郎は津軽家に縁故のある浅草常福寺じょうふくじにあずけられた。これは嘉永四年の事で、天保十二年生うまれの文一郎は十一歳になっていた。

　文一郎は寺で人と成って、渋江家で抽斎の亡くなった頃、本家の文内の許もとに引き取られた。そして成善が近習小姓を仰付けられる少し前に、二十歳で信順の中小姓になったのである。

　文一郎は頗すこぶる姿貌しぼうがあって、心自みずからこれを恃たのんでいた。当時吉原よしわらの狎妓こうぎの許に足繁あししげく通って、遂に夫婦の誓ちかいをした。或夜文一郎はふと醒さめて、傍かたわらに臥ふしている女を見ると、一眼いちがんを大きく睜開みひらいて眠っている。常に美しいとばかり思っていた面貌の異様に変じたのに驚いて、肌はだに粟あわを生じたが、忽たちまちまた魘夢えんむに脅おびやかされているのではないかと疑って、急に身を起した。女が醒めてどうしたのかと問うた。文一郎が答はいまだ半なかばならざるに、女は満臉まんけんに紅こうを潮ちょうして、偏盲へんもうのために義眼を装っていることを告げた。そして涙を流しつつ、旧盟を破らずにいてくれと頼んだ。文一郎は陽にこれを諾して帰って、それきりこの女と絶ったそうである。




その六十八




　わたくしは少時の文一郎を伝うるに、辞ことばを費すことやや多きに至った。これは単に文一郎が穉おさない成善しげよしを扶掖ふえきしたからではない。文一郎と渋江氏との関係は、後に漸ようやく緊密になったからである。文一郎は成善の姉壻になったからである。文一郎さんは赤坂台町あかさかだいまちに現存している人ではあるが、恐おそらくは自ら往事を談ずることを喜ばぬであろう。その少時の事蹟には二つの活いきた典拠がある。一つは矢川文内の二女お鶴つるさんの話で、一つは保さんの話である。文内には三子二女があった。長男俊平しゅんぺいは宗家を嗣ついで、その子蕃平しげへいさんが今浅草向柳原町むこうやなぎはらちょうに住しているそうである。俊平の弟は鈕平ちゅうへい、録平ろくへいである。女子は長を鉞えつといい、次つぎを鑑かんという。鑑は後に名を鶴と更あらためた。中村勇左衛門即ち今弘前桶屋町おけやまちにいる範一はんいちさんの妻で、その子の範すすむさんとわたくしとは書信の交通をしているのである。

　成善はこの年十月朔ついたちに海保漁村と小島成斎との門に入いった。海保の塾は下谷したや練塀小路ねりべいこうじにあった。いわゆる伝経廬でんけいろである。下谷は卑溼ひしつの地なるにもかかわらず、庭には梧桐ごとうが栽うえてあった。これは漁村がその師大田錦城おおたきんじょうの風ふうを慕って栽えさせたのである。当時漁村は六十二歳で、躋寿館せいじゅかんの講師となっていた。また陸奥国むつのくに八戸はちのへの城主南部なんぶ遠江守とうとうみのかみ信順のぶゆきと越前国鯖江さばえの城主間部まなべ下総守詮勝あきかつとから五人扶持ずつの俸を受けていた。しかし躋寿館においても、家塾においても、大抵養子竹逕ちくけいが代講をしていたのである。

　小島成斎は藩主阿部正寧まさやすの世には、辰たつの口くちの老中屋敷にいて、安政四年に家督相続をした賢之助けんのすけ正教まさのりの世になってから、昌平橋内うちの上屋敷にいた。今の神田淡路町あわじちょうである。手習に来る児童の数は頗すこぶる多く、二階の三室に机を並べて習うのであった。成善が相識の兄弟子には、嘉永二年生うまれで十二歳になる伊沢鉄三郎いさわてつさぶろうがいた。柏軒の子で、後に徳安とくあんと称し、維新後に磐いわおと更あらためた人である。成斎は手に鞭むちを執って、正面に坐していて、筆法を誤ると、鞭の尖さきで指ゆびさし示した。そして児童を倦うましめざらんがためであろうか、諧謔かいぎゃくを交えた話をした。その相手は多く鉄三郎であった。成善はまだ幼いので、海保へ往くにも、小島へ往くにも若党に連れられて行った。鉄三郎にも若党が附いて来たが、これは父が奥詰おくづめ医師になっているので、従者らしく附いて来たのである。

　抽斎の墓碑が立てられたのもこの年である。海保漁村の墓誌はその文が頗る長かったのを、豊碑ほうひを築き起して世に傲おごるが如き状じょうをなすは、主家に対して憚はばかりがあるといって、文字もんじを識しる四、五人の故旧が来て、胥議あいぎして斧鉞ふえつを加えた。その文の事を伝えて完まったからず、また間まま実に悖もとるものさえあるのは、この筆削のためである。

　建碑の事が畢おわってから、渋江氏は台所町の邸を引き払って亀沢町かめさわちょうに移った。これは淀川過書船支配よどがわかしょぶねしはい角倉与一すみのくらよいちの別邸を買ったのである。角倉の本邸は飯田町いいだまち黐木坂下もちのきざかしたにあって、主人は京都で勤めていた。亀沢町の邸には庭があり池があって、そこに稲荷いなりと和合神わごうじんとの祠ほこらがあった。稲荷は亀沢稲荷といって、初午はつうまの日には参詣人さんけいにんが多く、縁日商人あきうどが二十余あまりの浮舗やたいみせを門前に出すことになっていた。そこで角倉は邸を売るに、初午の祭をさせるという条件を附けて売った。今相生あいおい小学校になっている地所である。

　これまで渋江の家に同居していた矢島優善が、新に本所緑町に一戸を構えて分立したのは、亀沢町の家に渋江氏の移るのと同時であった。




その六十九




　矢島優善をして別に一家いっかをなして自立せしめようということは、前年即ち安政六年の末すえから、中丸昌庵なかまるしょうあんが主として勧説した所である。昌庵は抽斎の門人で、多才能弁を以て儕輩せいはいに推されていた。文政元年生うまれであるから、当時四十三歳になって、食禄二百石八人扶持、近習医者の首位におった。昌庵はこういった。「優善さんは一時の心得違ちがえから貶黜へんちつを受けた。しかし幸さいわいに過あやまちを改めたので、一昨年故もとの地位に複かえり、昨年は奥通おくどおりをさえ許された。今は抽斎先生が亡くなられてから、もう二年立って、優善さんは二十六歳になっている。わたくしは去年からそう思っているが、優善さんの奮って自ら新あらたにすべき時は今である。それには一家を構えて、責せめを負って事に当らなくてはならない」といった。既にして二、三のこれに同意を表するものも出来たので、五百いおは危あやぶみつつこの議を納いれたのである。比良野貞固さだかたは初め昌庵に反対していたが、五百が意を決したので、復また争わなくなった。

　優善の移った緑町の家は、渾名あだなを鳩はと医者と呼ばれた町医佐久間さくま某の故宅である。優善は妻鉄てつを家に迎え取り、下女げじょ一人いちにんを雇って三人暮しになった。

　鉄は優善の養父矢島玄碩げんせきの二女である。玄碩、名を優繇やすしげといった。本もと抽斎の優善に命じた名は允善ただよしであったのを、矢島氏を冒すに及んで、養父の優字を襲用したのである。玄碩の初はじめの妻さい某氏には子がなかった。後妻こうさい寿美すみは亀高村喜左衛門かめたかむらきざえもんというものの妹で、仮親かりおやは上総国かずさのくに一宮いちのみやの城主加納かのう遠江守久徴ひさあきらの医官原芸庵はらうんあんである。寿美が二女を生んだ。長を環かんといい、次を鉄という。嘉永四年正月二十三日に寿美が死し、五月二十四日に九歳の環が死し、六月十六日に玄碩が死し、跡には僅わずかに六歳の鉄が遺のこった。

　優善はこの時矢島氏に入いって末期養子まつごようしとなったのである。そしてその媒介者は中丸昌庵であった。

　中丸は当時その師抽斎に説くに、頗る多言を費ついやし、矢島氏の祀まつりを絶つに忍びぬというを以て、抽斎の情誼じょうぎに愬うったえた。なぜというに、抽斎が次男優善をして矢島氏の女壻たらしむるのは大いなる犠牲であったからである。玄碩の遺した女むすめ鉄は重い痘瘡とうそうを患うれえて、瘢痕はんこん満面、人の見るを厭いとう醜貌であった。

　抽斎は中丸の言ことに動うごかされて、美貌の子優善を鉄に与えた。五百いおは情として忍びがたくはあったが、事が夫の義気に出いでているので、強いて争うことも出来なかった。

　この事のあった年、五百は二月四日に七歳の棠とうを失い、十五日に三歳の癸巳きしを失っていた。当時五歳の陸くがは、小柳町こやなぎちょうの大工の棟梁とうりょう新八が許もとに里に遣られていたので、それを喚よび帰そうと思っていると、そこへ鉄が来て抱かれて寝ることになり、陸は翌年まで里親の許に置かれた。

　棠は美しい子で、抽斎の女むすめの中うちでは純いとと棠との容姿が最も人に褒ほめられていた。五百の兄栄次郎は棠の踊を看みる度に、「食い附きたいような子だ」といった。五百も余り棠の美しさを云々うんぬんするので、陸は「お母かあ様の姉ねえさんを褒めるのを聞いていると、わたしなんぞはお化ばけのような顔をしているとしか思われない」といい、また棠の死んだ時、「大方お母あ様はわたしを代かわりに死なせたかったのだろう」とさえいった。




その七十




　女むすめ棠とうが死んでから半年はんねんの間、五百いおは少しく精神の均衡を失して、夕暮になると、窓を開けて庭の闇やみを凝視していることがしばしばあった。これは何故なにゆえともなしに、闇の裏うちに棠の姿が見えはせぬかと待たれたのだそうである。抽斎は気遣きづかって、「五百、お前にも似ないじゃないか、少ししっかりしないか」と飭いましめた。

　そこへ矢島玄碩の二女、優善やすよしの未来の妻たる鉄が来て、五百に抱かれて寝ることになった、蜾蠃からの母は情を矯ためて、暱なじみのない人の子を賺すかしはぐくまなくてはならなかったのである。さて眠っているうちに、五百はいつか懐ふところにいる子が棠だと思って、夢現ゆめうつつの境にその体を撫なでていた。忽たちまち一種の恐怖に襲われて目を開あくと、痘痕とうこんのまだ新しい、赤く引き弔つった鉄の顔が、触れ合うほど近い所にある。五百は覚えず咽むせび泣いた。そして意識の明あきらかになると共に、「ほんに優善は可哀かわいそうだ」とつぶやくのであった。

　緑町の家へ、優善がこの鉄を連れてはいった時は、鉄はもう十五歳になっていた。しかし世馴よなれた優善は鉄を子供扱あつかいにして、詞ことばをやさしくして宥なだめていたので、二人の間には何の衝突も起らずにいた。

　これに反して五百の監視の下もとを離れた優善は、門を出いでては昔の放恣ほうしなる生活に立ち帰った。長崎から帰った塩田良三りょうさんとの間にも、定めて聯絡れんらくが附いていたことであろう。この人たちは啻ただに酒家妓楼ぎろうに出入いでいりするのみではなく、常に無頼ぶらいの徒と会して袁耽えんたんの技を闘わした。良三の如きは頭を一つ竈べっついにしてどてらを被きて街上かいじょうを闊歩かっぽしたことがあるそうである。優善の背後には、もうネメシスの神が逼せまり近づいていた。

　渋江氏が亀沢町に来る時、五百はまた長尾一族のために、本もとの小家こいえを新しい邸に徙うつして、そこへ一族を棲すまわせた。年月ねんげつは詳つまびらかにせぬが、長尾氏の二女の人に嫁したのは、亀沢町に来てからの事である。初め長女敬が母と共に坐食するに忍びぬといって、媒なかだちするもののあるに任せて、猿若町さるわかちょう三丁目守田座附もりたざつきの茶屋三河屋力蔵みかわやりきぞうに嫁し、次で次女銓せんも浅草須賀町すがちょうの呉服商桝屋儀兵衛ますやぎへえに嫁した。未亡人は筆算が出来るので、敬の夫力蔵に重宝ちょうほうがられて、茶屋の帳場にすわることになった。

　抽斎の蔵書は兼て三万五千部あるといわれていたが、この年亀沢町に徙うつって検すると、既に一万部に満たなかった。矢島優善が台所町の土蔵から書籍を搬出するのを、当時まだ生きていた兄恒善つねよしが見附けて、奪い還かえしたことがある。しかし人目に触れずに、どれだけ出して売ったかわからない。或時は二階から本を索なわに繋つないで卸すと、街上に友人が待ち受けていて持ち去ったそうである。安政三年以後、抽斎の時じ々じ病臥びょうがすることがあって、その間には書籍の散佚さんいつすることが殊ことに多かった。また人に貸して失った書も少くない。就中なかんずく森枳園きえんとその子養真とに貸した書は多く還らなかった。成善しげよしが海保の塾に入いった後には、海保竹逕ちくけいが数しばしば渋江氏に警告して、「大分御ご蔵書印のある本が市中に見えるようでございますから、御注意なさいまし」といった。

　抽斎の心に懸けて死んだ躋寿館校刻の『医心方』は、この年完成して、森枳園らは白銀若干を賞賜せられた。

　抽斎に洋学の必要を悟らせた安積艮斎あさかごんさいは、この年十一月二十二日に七十一歳で歿した。艮斎の歿した時の齢よわいは諸書に異同があって、中に七十一としたものと七十六としたものとが多い。鈴木春浦しゅんぽさんに頼んで、妙源寺の墓石と過去帖とを検してもらったが、並ならびに皆これを記していない。しかし文集を閲けみするに、故郷の安達太郎山あだたらやまに登った記に、干支と年齢のおおよそとが書してあって、万延元年に七十六に満たぬことは明白である。子文九郎重允ぶんくろうちょういんが家を嗣いだ。少わかい時疥癬かいせんのために衰弱したのを、父が温泉に連れて往って治ちしたことが、文集に見えている。抽斎は艮斎のワシントンの論讃を読んで、喜んで反復したそうである。恐おそらくは『洋外紀略』の「嗚あ呼あ話聖東ワシントンは、雖生於戎羯じゅうけつにうまるといえども、其為人そのひととなりや、有足多者たりておおきものあり」云々の一節であっただろう。




その七十一




　抽斎歿後第三年は文久元年である。年の初はじめに五百いおは大きい本箱三つを成善しげよしの部屋に運ばせて、戸棚の中に入れた。そしてこういった。

「これは日本に僅わずか三部しかない善いい版の『十三経註疏ぎょうちゅうそ』だが、お父とう様がお前のだと仰おっしゃった。今年はもう三回忌の来る年だから、今からお前の傍そばに置くよ」といった。

　数日の後に矢島優善やすよしが、活花いけばなの友達を集めて会をしたいが、緑町の家には丁度好いい座敷がないから、成善の部屋を借りたいといった。成善は部屋を明け渡した。

　さて友達という数人が来て、汁粉しるこなどを食って帰った跡で、戸棚の本箱を見ると、その中は空虚であった。

　三月六日に優善は「身持みもち不行跡不埒ふらち」の廉かどを以て隠居を命ぜられ、同時に「御憐憫ごれんびんを以て名跡みょうせき御立被下置おんたてくだされおく」ということになって、養子を入れることを許された。

　優善のまさに養うべき子を選ぶことをば、中丸昌庵が引き受けた。然るに中丸の歓心を得ている近習詰百五十石六人扶持の医者に、上原元永うえはらげんえいというものがあって、この上原が町医伊達周禎だてしゅうていを推薦した。

　周禎は同じ年の八月四日を以て家督相続をして、矢島氏の禄二百石八人扶持を受けることになった。養父優善は二十七歳、養子周禎は文化十四年生うまれで四十五歳になっていた。

　周禎の妻を高たかといって、已すでに四子を生んでいた。長男周碩しゅうせき、次男周策、三男三蔵、四男玄四郎が即ちこれである。周禎が矢島氏を冒した時、長男周碩は生得しょうとく不調法ぶちょうほうにして仕宦しかんに適せぬと称して廃嫡を請い、小田原おだわらに往って町医となった。そこで弘化二年生の次男周策が嗣子に定まった。当時十七歳である。

　これより先さき優善が隠居の沙汰さたを蒙こうむった時、これがために最も憂えたものは五百で、最も憤いきどおったものは比良野貞固さだかたである。貞固は優善を面責めんせきして、いかにしてこの辱はずかしめを雪すすぐかと問うた。優善は山田昌栄の塾に入いって勉学したいと答えた。

　貞固は先ず優善が改悛かいしゅんの状を見届けて、然しかる後のちに入塾せしめるといって、優善と妻鉄てつとを自邸に引き取り、二階に住すまわせた。

　さて十月になってから、貞固は五百いおを招いて、倶ともに優善を山田の塾に連れて往った。塾は本郷弓町にあった。

　この塾の月俸は三分二朱であった。貞固のいうには、これは聊いささかの金ではあるが、矢島氏の禄を受くる周禎が当然支出すべきもので、また優善の修行中その妻鉄をも周禎があずかるが好いいといった。そしてこの二件を周禎に交渉した。周禎はひどく迷惑らしい答をしたが、後に渋りながらも承諾した。想うに上原は周禎を矢島氏の嗣となすに当って、株の売渡うりわたしのような形式を用いたのであろう。上原は渋江氏に対して余り同情を有せぬ人で、優善には屁への糟かすという渾名あだなをさえ附けていたそうである。

　山田の塾には当時門人十九人が寄宿していたが、いまだ幾いくばくもあらぬに梅林松弥うめばやしまつやというものと優善とが塾頭にせられた。梅林は初め抽斎に学び、後のち此ここに来たもので、維新後名を潔けつと改め、明治二十一年一月十四日に陸軍一等軍医を以て終った。

　比良野氏ではこの年同藩の物頭ものがしら二百石稲葉丹下いなばたんげの次男房之助ふさのすけを迎えて養子とした。これは貞固が既に五十歳になったのに、妻かなが子を生まぬからであった。房之助は嘉永四年八月二日生うまれで、当時十一歳になっていて、学問よりは武芸が好すきであった。




その七十二




　矢川氏ではこの年文一郎が二十一歳で、本所二つ目の鉄物問屋かなものどいや平野屋の女むすめ柳りゅうを娶めとった。

　石塚重兵衛の豊芥子ほうかいしは、この年十二月十五日に六十三歳で歿した。豊芥子が渋江氏の扶助を仰ぐことは、殆ほとんど恒例の如くになっていた。五百いおは石塚氏にわたす金を記しるす帳簿を持っていたそうである。しかし抽斎はこの人の文字もんじを識しって、広く市井の事に通じ、また劇の沿革を審つまびらかにしているのを愛して、来きたり訪とうごとに歓び迎えた。今抽斎に遅るること三年で世を去ったのである。

　人の死を説いて、直ちにその非を挙げんは、後言しりうごとめく嫌きらいはあるが、抽斎の蔵書をして散佚さんいつせしめた顛末てんまつを尋ぬるときは、豊芥子もまた幾分の責せめを分たなくてはならない。その持ち去ったのは主に歌舞音曲おんぎょくの書、随筆小説の類である。その他書画骨董こっとうにも、この人の手から商估しょうこの手にわたったものがある。ここに保さんの記憶している一例を挙げよう。抽斎の遺物に円山応挙まるやまおうきょの画え百枚があった。題材は彼かの名高い七難七福の図に似たもので、わたくしはその名を保さんに聞いて記憶しているが、少しくこれを筆にすることを憚はばかる。装潢そうこう頗る美にして桐の箱入になっていた。この画と木彫もくちょうの人形数箇とを、豊芥子は某会に出陳するといって借りて帰った。人形は六歌仙と若衆わかしゅとで、寛永時代の物だとかいうことであった。これは抽斎が「三坊さんぼうには雛ひな人形を遣らぬ代かわりにこれを遣る」といったのだそうである。三坊とは成善しげよしの小字おさなな三吉さんきちである。五百は度々清助せいすけという若党を、浅草諏訪町すわちょうの鎌倉屋へ遣って、催促して還かえさせようとしたが、豊芥子は言ことを左右に託して、遂にこれを還さなかった。清助は本もと京都の両替店りょうがえてん銭屋ぜにやの息子むすこで、遊蕩ゆうとうのために親に勘当せられ、江戸に来て渋江氏へ若党に住み込んだ。手跡がなかなか好いいので、豊芥子の筆耕に傭やとわれることになっていた。それゆえ鎌倉屋への使に立ったのである。

　森枳園きえんが小野富穀おのふこくと口論をしたという話があって、その年月を詳つまびらかにせぬが、わたくしは多分この年の頃であろうと思う。場所は山城河岸やましろがしの津藤つとうの家であった。例の如く文人、画師えし、力士、俳優、幇間ほうかん、芸妓げいぎ等の大一座で、酒酣たけなわなる比ころになった。その中に枳園、富穀、矢島優善やすよし、伊沢徳安とくあんなどが居合せた。初め枳園と富穀とは何事をか論じていたが、万事を茶にして世を渡る枳園が、どうしたわけか大いに怒いかって、七代目賽もどきのたんかを切り、胖大漢はんだいかんの富穀をして色を失って席を遁のがれしめたそうである。富穀もまた滑稽こっけい趣味においては枳園に劣らぬ人物で、臍へそで烟草タバコを喫のむという隠芸かくしげいを有していた。枳園とこの人とがかくまで激烈に衝突しようとは、誰たれも思い掛かけぬので、優善、徳安の二人は永くこの喧嘩けんかを忘れずにいた。想うに貨殖かしょくに長じた富穀と、人の物と我物との別に重きを置かぬ、無頓着むとんじゃくな枳園とは、その性格に相容あいいれざる所があったであろう。津藤つとう即ち摂津国屋つのくにや藤次郎とうじろうは、名は鱗りん、字は冷和れいわ、香以こうい、鯉角りかく、梅阿弥ばいあみ等と号した。その豪遊を肆ほしいままにして家産を蕩尽とうじんしたのは、世の知る所である。文政五年生うまれで、当時四十歳である。

　この年の抽斎が忌日きにちの頃であった。小島成斎は五百に勧めて、なお存している蔵書の大半を、中橋埋地なかばしうめちの柏軒が家にあずけた。柏軒は翌年お玉が池に第宅ていたくを移す時も、家財と共にこれを新居に搬はこび入れて、一年間位鄭重ていちょうに保護ほうごしていた。




その七十三




　抽斎歿後の第四年は文久二年である。抽斎は世にある日、藩主に活版薄葉刷うすようずりの『医方類聚いほうるいじゅ』を献ずることにしていた。書は喜多村栲窓きたむらこうそうの校刻する所で、月ごとに発行せられるのを、抽斎は生を終るまで次を逐おって上たてまつった。成善しげよしは父の歿後相継いで納本していたが、この年に至って全部を献じ畢おわった。八月十五日順承ゆきつぐは重臣を以て成善に「御召御紋御羽織並御酒御吸物」を賞賜した。

　成善は二年前ぜんから海保竹逕ちくけいに学んで、この年十二月二十八日に、六歳にして藩主順承ゆきつぐから奨学金二百匹を受けた。主おもなる経史けいしの素読そどくを畢おわったためである。母五百いおは子女に読書習字を授けて半日を費ついやすを常としていたが、毫ごうも成善の学業に干渉しなかった。そして「あれは書物が御飯より好すきだから、構わなくても好いい」といった。成善はまた善く母に事つかうるというを以て、賞を受くること両度に及んだ。

　この年十月十八日に成善が筆札ひっさつの師小島成斎が六十七歳で歿した。成斎は朝生徒に習字を教えて、次ついで阿部家の館やかたに出仕し、午時ごじ公退して酒を飲み劇を談ずることを例としていた。阿部家では抽斎の歿するに先だつこと一年、安政四年六月十七日に老中ろうじゅうの職におった伊勢守正弘が世を去って、越えて八月に伊予守正教まさのりが家督相続をした。成善が従学してからは、成斎は始終正教に侍していたのである。後に至って成善は朝の課業の喧擾けんじょうを避け、午後に訪とうて単独に教おしえを受けた。そこで成斎の観劇談を聴くことしばしばであった。成斎は卒中そっちゅうで死んだ。正弘の老中たりし時、成斎は用人格ようにんかくに擢ぬきんでられ、公用人服部はっとり九十郎と名を斉ひとしうしていたが、二人ににん皆同病によって命を隕おとした。成斎には二子三女があって、長男生輒せいしょうは早世し、次男信之のぶゆきが家を継いだ。通称は俊治しゅんじである。俊治の子は鎰之助いつのすけ、鎰之助の養嗣子は、今本郷区駒込こまごめ動坂町どうざかちょうにいる昌吉しょうきちさんである。高足こうそくの一人小此木辰太郎おこのぎたつたろうは、明治九年に工務省雇やといになり、十八年内閣属に転じ、十九年十二月一日から二十七年三月二十九日まで職を学習院に奉じて、生徒に筆札を授けていたが、明治二十八年一月に歿した。

　成善がこの頃母五百と倶ともに浅草永住町ながすみちょうの覚音寺かくおんじに詣もうでたことがある。覚音寺は五百の里方山内氏の菩提所ぼだいしょである。帰途二人ふたりは蔵前通くらまえどおりを歩いて桃太郎団子の店の前に来ると、五百の相識の女に邂逅かいこうした。これは五百と同じく藤堂家に仕えて、中老になっていた人である。五百は久しく消息の絶えていたこの女と話がしたいといって、ほど近い横町よこちょうにある料理屋誰袖たがそでに案内した。成善も跡に附いて往った。誰袖は当時川長かわちょう、青柳あおやぎ、大七だいしちなどと並称せられた家である。

　三人の通った座敷の隣に大一座おおいちざの客があるらしかった。しかし声高こえたかく語り合うこともなく、矧ましてや絃歌げんかの響などは起らなかった。暫しばらくあってその座敷が遽にわかに騒がしく、多人数たにんずの足音がして、跡はまたひっそりとした。

　給仕きゅうじに来た女中に五百が問うと、女中はいった。「あれは札差ふださしの檀那衆だんなしゅが悪作劇いたずらをしてお出いでなすったところへ、お辰たつさんが飛び込んでお出なすったのでございます。蒔まき散らしてあったお金をそのままにして置いて、檀那衆がお逃にげなさると、お辰さんはそれを持ってお帰かえりなさいました」といった。お辰というのは、後のち盗ぬすみをして捕えられた旗本青木弥太郎あおきやたろうの妾しょうである。

　女中の語り畢おわる時、両刀を帯びた異様の男が五百らの座敷に闖入ちんにゅうして「手前てまえたちも博奕ばくちの仲間だろう、金を持っているなら、そこへ出してしまえ」といいつつ、刀とうを抜いて威嚇した。

「なに、この騙かたり奴めが」と五百は叫んで、懐剣を抜いて起たった。男は初はじめの勢にも似ず、身を翻ひるがえして逃げ去った。この年五百はもう四十七歳になっていた。




その七十四




　矢島優善やすよしは山田の塾に入いって、塾頭に推されてから、やや自重するものの如く、病家にも信頼せられて、旗下はたもとの家庭にして、特に矢島の名を斥さして招請するものさえあった。五百も比良野貞固さだかたもこれがために頗すこぶる心を安んじた。

　既にしてこの年二月の初午はつうまの日となった。渋江氏では亀沢稲荷の祭を行うといって、親戚故旧を集つどえた。優善も来て宴に列し、清元きよもとを語ったり茶番を演じたりした。五百はこれを見て苦々にがにがしくは思ったが、酒を飲まぬ優善であるから、よしや少しく興に乗じたからといって、後のちに累わずらいを胎のこすような事はあるまいと気に掛けずにいた。

　優善が渋江の家に来て、その夕方に帰ってから、二、三日立った頃の事である。師山田椿庭ちんていが本郷弓町から尋ねて来て、「矢島さんはこちらですか、余り久しく御滞留になりますから、どうなされたかと存じて伺いました」といった。

「優善は初午の日にまいりましたきりで、あの日には晩の四つ頃に帰りましたが」と、五百は訝いぶかしげに答えた。

「はてな。あれから塾へは帰られませんが。」椿庭はこういって眉まゆを蹙しかめた。

　五百は即時に人を諸方に馳はせて捜索せしめた。優善の所在はすぐに知れた。初午の夜よに無銭で吉原に往ゆき、翌日から田町たまちの引手茶屋ひきてぢゃやに潜伏していたのである。

　五百は金を償って優善を帰らせた。さて比良野貞固、小野富穀ふこくの二人ふたりを呼んで、いかにこれに処すべきかを議した。幼い成善も、戸主だというので、その席に列つらなった。

　貞固は暫く黙していたが、容かたちを改めてこういった。「この度の処分はただ一つしかないとわたくしは思う。玄碩げんせきさんはわたくしの宅で詰腹つめばらを切らせます。小野さんも、お姉あねえさんも、三坊も御苦労ながらお立会たちあい下さい。」言い畢おわって貞固は緊きびしく口を結んで一座を見廻した。優善は矢島氏を冒してから、養父の称を襲ついで玄碩といっていた。三坊は成善の小字おさなな三吉である。

　富穀ふこくは面色めんしょく土の如くになって、一語を発することも得なかった。

　五百いおは貞固の詞ことばを予期していたように、徐しずかに答えた。「比良野様の御意見は御尤ごもっともと存じます。度々の不始末で、もうこの上何と申し聞けようもございません。いずれ篤とくと考えました上で、改めてこちらから申し上げましょう」といった。

　これで相談は果てた。貞固は何事もないような顔をして、席を起たって帰った。富穀は跡に残って、どうか比良野を勘弁させるように話をしてくれと、繰り返して五百に頼んで置いて、すごすご帰った。五百は優善やすよしを呼んで厳おこそかに会議の始末を言い渡した。成善はどうなる事かと胸を痛めていた。

　翌朝五百は貞固を訪とうて懇談した。大要はこうである。昨日さくじつの仰おおせは尤至極である。自分は同意せずにはいられない。これまでの行掛ゆきがかりを思えば、優善にこの上どうして罪を贖あがなわせようという道はない。自分も一死がその分であるとは信じている。しかし晴がましく死なせることは、家門のためにも、君侯のためにも望ましくない。それゆえ切腹に代えて、金毘羅こんぴらに起請文きしょうもんを納めさせたい。悔い改める望のぞみのない男であるから、必ず冥々めいめいの裏うちに神罰を蒙こうむるであろうというのである。

　貞固はつくづく聞いて答えた。それは好よいお思附おもいつきである。この度の事については、命乞いのちごいの仲裁なら決して聴くまいと決心していたが、晴がましい死様しにざまをさせるには及ばぬというお考は道理至極である。然らばその起請文を書いて金毘羅に納めることは、姉上にお任せするといった。




その七十五




　五百いおは矢島優善やすよしに起請文を書かせた。そしてそれを持って虎とらの門もんの金毘羅へ納めに往った。しかし起請文は納めずに、優善が行末ゆくすえの事を祈念して帰った。

　小野氏ではこの年十二月十二日に、隠居令図れいとが八十歳で歿した。五年前ぜんに致仕して富穀ふこくに家を継がせていたのである。小野氏の財産は令図の貯たくわえたのが一万両を超えていたそうである。

　伊沢柏軒はこの年三月に二百俵三十人扶持の奥医師にせられて、中橋埋地からお玉が池に居を移した。この時新宅の祝宴に招かれた保さんが種々の事を記憶している。柏軒の四女やすは保さんの姉水木みきと長唄の「老松おいまつ」を歌った。柴田常庵しばたじょうあんという肥え太った医師は、越中褌えっちゅうふんどし一つを身に着けたばかりで、「棚の達磨だるま」を踊った。そして宴が散じて帰る途中で、保さんは陣幕久五郎じんまくひさごろうが小柳平助こやなぎへいすけに負けた話を聞いた。

　やすは柏軒の庶出しょしゅつの女むすめである。柏軒の正妻狩谷かりや氏俊たかの生んだ子は、幼くて死した長男棠助とうすけ、十八、九歳になって麻疹ましんで亡くなった長女洲しゅう、狩谷棭斎えきさいの養孫、懐之かいしの養子三右衛門さんえもんに嫁した次女国くにの三人だけで、その他の子は皆妾しょう春の腹はらである。その順序を言えば、長男棠助、長女洲、次女国、三女北きた、次男磐いわお、四女やす、五女こと、三男信平しんぺい、四男孫助まごすけである。おやすさんは人と成って後田舎いなかに嫁したが、今は麻布あざぶ鳥居坂町とりいざかちょうの信平さんの許もとにいるそうである。

　柴田常庵は幕府医官の一人いちにんであったそうである。しかしわたくしの蔵している「武鑑」には載せてない。万延元年の「武鑑」は、わたくしの蔵本に正月、三月、七月の三種がある。柏軒は正月のにはまだ奥詰の部に出ていて、三月以下のには奥医師の部に出ている。柴田は三書共にこれを載せない。維新後にこの人は狂言作者になって竹柴寿作たけしばじゅさくと称し、五世坂東彦三郎ばんどうひこさぶろうと親しかったということである。なお尋ねて見たいものである。

　陣幕久五郎の負まけは当時人の意料いりょうの外ほかに出た出来事である。抽斎は角觝かくていを好まなかった。然るに保さんは穉おさない時からこれを看みることを喜んで、この年の春場所をも、初日から五日目まで一日も闕かかさずに見舞った。さてその六日目が伊沢の祝宴であった。子ねの刻を過ぎてから、保さんは母と姉とに連れられて伊沢の家を出て帰り掛かった。途中で若党清助が迎えて、保さんに「陣幕が負けました」と耳語じごした。

「虚言うそを衝つけ」と、保さんは叱しっした。取組は前から知っていて、小柳やなぎが陣幕の敵でないことを固く信じていたのである。

「いいえ、本当です」と、清助はいった。清助の言ことは事実であった。陣幕は小柳に負けた。そして小柳はこの勝の故を以て人に殺された。その殺されたのが九つ半頃であったというから、丁度保さんと清助とがこの応答をしていた時である。

　陣幕の事を言ったから、因ちなみに小錦こにしきの事をも言って置こう。伊沢のおかえさんに附けられていた松という少女があった。松は魚屋与助うおやよすけの女むすめで、菊、京の二人ふたりの妹があった。この京が岩木川いわきがわの種を宿して生んだのが小錦八十吉やそきちである。

　保さんは今一つ、柏軒の奥医師になった時の事を記憶している。それは手習の師小島成斎が、この時柏軒の子鉄三郎に対する待遇を一変した事である。福山侯の家来成斎が、いかに幕府の奥医師の子を尊敬しなくてはならなかったかという、当年の階級制度の画図がとが、明あきらかに穉おさない成善の目前に展開せられたのである。




その七十六




　小島成斎が神田の阿部家の屋敷に住んで、二階を教場きょうじょうにして、弟子に手習をさせた頃、大勢の児童が机を並べている前に、手に鞭むちを執って坐し、筆法を正ただすに鞭の尖さきを以て指ゆびさし示し、その間には諧謔かいぎゃくを交えた話をしたことは、前に書いた。成斎は話をするに、多く伊沢柏軒の子鉄三郎を相手にして、鉄坊々々と呼んだが、それが意あってか、どうか知らぬが、鉄砲々々と聞えた。弟子らもまた鉄三郎を鉄砲さんと呼んだ。

　成斎が鉄砲さんを揶揄からかえば、鉄砲さんも必ずしも師を敬ってばかりはいない。往々戯言けげんを吐いて尊厳を冒すことがある。成斎は「おのれ鉄砲奴め」と叫びつつ、鞭を揮ふるって打とうとする。鉄砲は笑って逃にげる。成斎は追い附いて、鞭で頭を打つ。「ああ、痛い、先生ひどいじゃありませんか」と、鉄砲はつぶやく。弟子らは面白がって笑った。こういう事は殆ほとんど毎日あった。

　然るにこの年の三月になって、鉄砲さんの父柏軒が奥医師になった。翌日から成斎ははっきりと伊沢の子に対する待遇を改めた。例之たとえば筆法を正すにも「徳安とくあんさん、その点はこうお打うちなさいまし」という。鉄三郎はよほど前に小字おさななを棄すてて徳安と称していたのである。この新あらたな待遇は、不思議にも、これを受ける伊沢の嫡男をして忽たちまち態度を改めしめた。鉄三郎の徳安は甚だしく大人おとなしくなって、殆どはにかむように見えた。

　この年の九月に柏軒はあずかっていた抽斎の蔵書を還かえした。それは九月の九日に将軍家茂いえもちが明年二月を以て上洛じょうらくするという令を発して、柏軒はこれに随行する準備をしたからである。渋江氏は比良野貞固さだかたに諮はかって、伊沢氏から還された書籍の主なものを津軽家の倉庫にあずけた。そして毎年二度ずつ虫干むしぼしをすることに定めた。当時作った目録によれば、その部数は三千五百余に過ぎなかった。

　書籍が伊沢氏から還されて、まだ津軽家にあずけられぬほどの事であった。森枳園きえんが来て『論語』と『史記』とを借りて帰った。『論語』は乎古止点おことてんを施した古写本で、松永久秀まつながひさひでの印記があった。『史記』は朝鮮板ばんであった。後のち明治二十三年に保さんは島田篁村しまだこうそんを訪とうて、再びこの『論語』を見た。篁村はこれを細川十洲ほそかわじっしゅうさんに借りて閲けみしていたのである。

　津軽家ではこの年十月十四日に、信順のぶゆきが浜町中屋敷において、六十三歳で卒した。保さんの成善しげよしは枕辺まくらべに侍していた。

　この年十二月二十一日の夜よ、塙次郎はなわじろうが三番町さんばんちょうで刺客せきかくの刃やいばに命を隕おとした。抽斎は常にこの人と岡本况斎きょうさいとに、国典の事を詢とうことにしていたそうである。次郎は温古堂おんこどうと号した。保己一ほきいちの男だん、四谷よつや寺町てらまちに住む忠雄ただおさんの祖父である。当時の流言に、次郎が安藤対馬守信睦のぶゆきのために廃立の先例を取り調べたという事が伝えられたのが、この横禍おうかの因をなしたのである。遺骸の傍かたわらに、大逆たいぎゃくのために天罰を加うという捨札すてふだがあった。次郎は文化十一年生うまれで、殺された時が四十九歳、抽斎より少わかきこと九年であった。

　この年六月中旬から八月下旬まで麻疹ましんが流行して、渋江氏の亀沢町の家へ、御柳ぎょりゅうの葉と貝多羅葉ばいたらようとを貰もらいに来る人が踵くびすを接した。二樹にじゅの葉が当時民間薬として用いられていたからである。五百は終日応接して、諸人しょにんの望に負そむかざらんことを努めた。




その七十七




　抽斎歿後の第五年は文久三年である。成善しげよしは七歳で、始はじめて矢の倉の多紀安琢たきあんたくの許もとに通って、『素問そもん』の講義を聞いた。

　伊沢柏軒はこの年五十四歳で歿した。徳川家茂いえもちに随したがって京都に上り、病を得て客死かくししたのである。嗣子鉄三郎の徳安とくあんがお玉が池の伊沢氏の主人となった。

　この年七月二十日に山崎美成やまざきよししげが歿した。抽斎は美成と甚だ親しかったのではあるまい。しかし二家にか書庫の蔵する所は、互たがいに出いだし借すことを吝おしまなかったらしい。頃日このごろ珍書刊行会が『後昔物語のちはむかしものがたり』を刊したのを見るに、抽斎の奥書おくがきがある。「右喜三二きさじ随筆後昔物語一巻。借好間堂蔵本こうもんどうぞうほんをかり。友人平伯民為予謄写へいはくみんよがためにとうしゃす。庚子孟冬こうしもうとう一校。抽斎。」庚子こうしは天保十一年で、抽斎が弘前から江戸に帰った翌年である。平伯民へいはくみんは平井東堂だそうである。

　美成、字は久卿きゅうけい、北峰ほくほう、好問堂こうもんどう等の号がある。通称は新兵衛しんべえ、後のち久作と改めた。下谷したや二長町にちょうまちに薬店を開いていて、屋号を長崎屋といった。晩年には飯田町いいだまちの鍋島なべしまというものの邸内にいたそうである。黐木坂下もちのきざかしたに鍋島穎之助えいのすけという五千石の寄合よりあいが住んでいたから、定めてその邸であろう。

　美成の歿した時の齢よわいを六十七歳とすると、抽斎より長ずること八歳であっただろう。しかし諸書の記載が区々まちまちになっていて、確たしかには定めがたい。

　抽斎歿後の第六年は元治げんじ元年である。森枳園が躋寿館せいじゅかんの講師たるを以て、幕府の月俸を受けることになった。

　第七年は慶応元年である。渋江氏では六月二十日に翠暫すいざんが十一歳で夭札ようさつした。

　比良野貞固さだかたはこの年四月二十七日に妻かなの喪に遭あった。かなは文化十四年の生うまれで四十九歳になっていた。内に倹素を忍んで、外ほかに声望を張ろうとする貞固が留守居の生活は、かなの内助を待って始はじめて保続せられたのである。かなの死後に、親戚僚属は頻しきりに再び娶めとらんことを勧めたが、貞固は「五十を踰こえた花壻になりたくない」といって、久しくこれに応ぜずにいた。

　第八年は慶応二年である。海保漁村が九年前ぜんに病に罹かかり、この年八月その再発に逢あい、九月十八日に六十九歳で歿したので、十歳の成善は改めてその子竹逕ちくけいの門人になった。しかしこれは殆ど名義のみの変更に過ぎなかった。何故なにゆえというに、晩年の漁村が弟子ていしのために書を講じたのは、四九の日の午後のみで、その他授業は竹逕が悉ことごとくこれに当っていたからである。漁村の書を講ずる声は咳嗄しわがれているのに、竹逕は音吐おんと晴朗で、しかも能弁であった。後年に至って島田篁村の如きも、講壇に立つときは、人をして竹逕の口吻こうふん態度を学んでいはせぬかと疑わしめた。竹逕の養父に代って講説することは、啻ただに伝経廬でんけいろにおけるのみではなかった。竹逕は弊衣へいいを著きて塾を出いで、漁村に代って躋寿館に往ゆき、間部家まなべけに往き、南部家に往いた。勢いきおい此かくの如くであったので、漁村歿後に至っても、練塀小路ねりべいこうじの伝経廬は旧に依よって繁栄した。

　多年渋江氏に寄食していた山内豊覚やまのうちほうかくの妾しょう牧まきは、この年七十七歳を以て、五百の介抱を受けて死んだ。




その七十八




　抽斎の姉須磨すまが飯田良清いいだよしきよに嫁して生んだ女むすめ二人ふたりの中で、長女延のぶは小舟町こぶねちょうの新井屋半七あらいやはんしちが妻となって死に、次女路みちが残っていた。路は痘瘡とうそうのために貌かたちを傷やぶられていたのを、多分この年の頃であっただろう、三百石の旗本で戸田某という老人が後妻に迎えた。戸田氏は旗本中に頗すこぶる多いので、今考えることが出来にくい。良清の家は、須磨の生んだ長男直之助なおのすけが夭折した跡へ、孫三郎という養子が来て継いでから、もう久しうなっていた。飯田孫三郎は十年前ぜんの安政三年から、「武鑑」の徒目附かちめつけの部に載せられている。住所は初め湯島ゆしま天沢寺前てんたくじまえとしてあって、後には湯島天神裏門前としてある。保さんの記憶している家は麟祥院前りんしょういんまえの猿飴さるあめの横町であったそうである。孫三郎は維新後静岡県の官吏になって、良政よしまさと称し、後また東京に入いって、下谷したや車坂町くるまざかちょうで終ったそうである。

　比良野貞固さだかたは妻かなが歿した後のち、稲葉氏から来た養子房之助ふさのすけと二人で、鰥暮やもめぐらしをしていたが、無妻で留守居を勤めることは出来ぬと説くものが多いので、貞固の心がやや動いた。この年の頃になって、媒人なこうどが表坊主おもてぼうず大須おおすというものの女むすめ照てるを娶めとれと勧めた。「武鑑」を検するに、慶応二年に勤めていたこの氏の表坊主父子がある。父は玄喜げんき、子は玄悦げんえつで、麹町こうじまち三軒家さんげんやの同じ家に住んでいた。照は玄喜の女むすめで、玄悦の妹ではあるまいか。

　貞固は津軽家の留守居役所で使っている下役したやく杉浦喜左衛門すぎうらきざえもんを遣やって、照を見させた。杉浦は老実な人物で、貞固が信任していたからである。照に逢って来た杉浦は、盛んに照の美を賞して、その言語げんぎょその挙止さえいかにもしとやかだといった。

　結納ゆいのうは取換とりかわされた。婚礼の当日に、五百いおは比良野の家に往って新婦を待ち受けることになった。貞固と五百とが窓の下もとに対坐していると、新婦の轎かごは門内に舁かき入れられた。五百は轎を出る女を見て驚いた。身の丈たけ極きわめて小さく、色は黒く鼻は低い。その上口が尖とがって歯が出ている。五百は貞固を顧みた。貞固は苦笑にがわらをして、「お姉あねえさん、あれが花よめ御ごですぜ」といった。

　新婦が来てから杯さかずきをするまでには時が立った。五百は杉浦のおらぬのを怪あやしんで問うと、よめの来たのを迎えてすぐに、比良野の馬を借りて、どこかへ乗って往ったということであった。

　暫らくして杉浦は五百と貞固との前へ出て、顙ひたいの汗を拭ぬぐいつついった。「実に分疏もうしわけがございません。わたくしはお照殿にお近づきになりたいと、先方へ申し込んで、先方からも委細承知したという返事があって参ったのでございます。その席へ立派にお化粧をして茶を運んで出て、暫時わたくしの前にすわっていて、時候の挨拶あいさつをいたしたのは、兼かねて申し上げたとおりの美しい女でございました。今日こんにち参ったよめ御ごは、その日に菓子鉢か何か持って出て、閾しきいの内までちょっとはいったきりで、すぐに引き取りました。わたくしはよもやあれがお照殿であろうとは存じませなんだ。余りの間違でございますので、お馬を借用して、大須家へ駆け付けて尋ねましたところが、御挨拶をさせた女は照のお引合せをいたさせた倅せがれのよめでございますという返答でございます。全くわたくしの粗忽そこつで」といって、杉浦はまた顙の汗を拭った。




その七十九




　五百いおは杉浦喜左衛門の話を聞いて色を変じた。そして貞固に「どうなさいますか」と問うた。

　杉浦は傍かたわらからいった。「御破談になさるより外ございますまい。わたくしがあの日に、あなたがお照様でございますねと、一言いちごん念を押して置けば宜よろしかったのでございます。全くわたくしの粗忽で」という、目には涙を浮べていた。

　貞固は叉こまぬいていた手をほどいていった。「お姉あねえさん御心配をなさいますな。杉浦も悔まぬが好いい。わたしはこの婚礼をすることに決心しました。お坊主を恐れるのではないが、喧嘩けんかを始めるのは面白くない。それにわたしはもう五十を越している。器量好みをする年でもない」といった。

　貞固は遂ついに照と杯さかずきをした。照は天保六年生うまれで、嫁した時三十二歳になっていた。醜いので縁遠かったのであろう。貞固は妻さいの里方と交まじわるに、多く形式の外に出いでなかったが、照と結婚した後のち間もなくその弟玄琢げんたくを愛するようになった。大須おおす玄琢は学才があるのに、父兄はこれに助力せぬので、貞固は書籍を買って与えた。中には八尾板やおばんの『史記』などのような大部のものがあった。

　この年弘前藩では江戸定府じょうふを引き上げて、郷国に帰らしむることに決した。抽斎らの国勝手くにがっての議が、この時に及んで纔わずかに行われたのである。しかし渋江氏とその親戚とは先ず江戸を発する群むれには入いらなかった。

　抽斎歿後の第九年は慶応三年である。矢島優善やすよしは本所緑町の家を引き払って、武蔵国北足立郡きたあだちごおり川口かわぐちに移り住んだ。知人しるひとがあって、この土地で医業を営むのが有望だと勧めたからである。しかし優善が川口にいて医を業としたのは、僅わずかの間あいだである。「どうも独身で田舎にいて見ると、土臭い女がたかって来て、うるさくてならない」といって、亀沢町の渋江の家に帰って同居した。当時優善は三十三歳であった。

　比良野貞固の家では、この年後妻こうさい照が柳りゅうという女むすめを生んだ。

　第十年は明治元年である。伏見ふしみ、鳥羽とばの戦たたかいを以て始まり、東北地方に押し詰められた佐幕の余力よりょくが、春より秋に至る間に漸ようやく衰滅に帰した年である。最後の将軍徳川慶喜よしのぶが上野寛永寺に入いった後のちに、江戸を引き上げた弘前藩の定府じょうふの幾組かがあった。そしてその中に渋江氏がいた。

　渋江氏では三千坪の亀沢町の地所と邸宅とを四十五両に売った。畳一枚の価あたいは二十四文であった。庭に定所ていしょ、抽斎父子の遺愛の木たる檉柳ていりゅうがある。神田の火に逢って、幹の二大枝にだいしに岐わかれているその一つが枯れている。神田から台所町へ、台所町から亀沢町へ徙うつされて、幸さいわいに凋しおれなかった木である。また山内豊覚が遺言いげんして五百に贈った石燈籠いしどうろうがある。五百も成善しげよしも、これらの物を棄てて去るに忍びなかったが、さればとて木石を百八十二里の遠きに致さんことは、王侯富豪も難かたんずる所である。ましてや一身の安きをだに期しがたい乱世の旅である。母子はこれを奈何いかんともすることが出来なかった。

　食客は江戸若もしくはその界隈かいわいに寄るべき親族を求めて去った。奴婢ぬひは、弘前に随したがい行ゆくべき若党二人を除く外、悉ことごとく暇いとまを取った。こういう時に、年老いたる男女の往ゆいて投ずべき家のないものは、愍あわれむべきである。山内氏から来た牧は二年前ぜんに死んだが、跡にまだ妙了尼みょうりょうにがいた。

　妙了尼の親戚は江戸に多かったが、この時になって誰たれ一人引き取ろうというものがなかった。五百いおは一時当惑した。




その八十




　渋江氏が本所亀沢町の家を立ち退のこうとして、最も処置に因くるしんだのは妙了尼の身の上であった。この老尼は天明元年に生れて、已すでに八十八歳になっている。津軽家に奉公したことはあっても、生れてから江戸の土地を離れたことのない女である。それを弘前へ伴うことは、五百がためにも望ましくない。また老いさらぼいたる本人のためにも、長途の旅をして知人しるひとのない遠国えんごくに往くのはつらいのである。

　本もと妙了は特に渋江氏に縁故のある女ではない。神田豊島町としまちょうの古着屋の女むすめに生れて、真寿院しんじゅいんの女小姓おんなごしょうを勤めた。さて暇いとまを取ってから人に嫁し、夫を喪うしなって剃髪ていはつした。夫の弟が家を嗣つぐに及んで、初め恋愛していたために今憎悪する戸主に虐遇せられ、それを耐え忍んで年を経た。亡夫の弟の子の代になって、虐遇は前に倍し、あまつさえ眼病を憂えた。これが弘化二年で、妙了が六十五歳になった時である。

　妙了は眼病の治療を請いに抽斎の許もとへ来た。前年に来きたり嫁した五百いおが、老尼の物語を聞いて気の毒がって、遂に食客にした。それからは渋江の家にいて子供の世話をし、中にも棠とうと成善しげよしとを愛した。

　妙了の最も近い親戚は、本所相生町あいおいちょうに石灰屋しっくいやをしている弟である。しかし弟は渋江氏の江戸を去るに当って、姉を引き取ることを拒んだ。その外今川橋いまがわばしの飴屋あめや、石原いしはらの釘屋くぎや、箱崎はこざきの呉服屋、豊島町の足袋屋たびやなども、皆縁類でありながら、一人として老尼の世話をしようというものはなかった。

　幸に妙了の女姪めいが一人富田十兵衛とみたじゅうべえというものの妻さいになっていて、夫に小母おばの事を話すと、十兵衛は快く妙了を引き取ることを諾した。十兵衛は伊豆国いずのくに韮山にらやまの某寺に寺男てらおとこをしているので、妙了は韮山へ往った。

　四月朔さくに渋江氏は亀沢町の邸宅を立ち退のいて、本所横川よこかわの津軽家の中屋敷に徙うつった。次で十一日に江戸を発した。この日は官軍が江戸城を収めた日である。

　一行いっこうは戸主成善十二歳、母五百いお五十三歳、陸くが二十二歳、水木みき十六歳、専六せんろく十五歳、矢島優善やすよし三十四歳の六人と若党二人ににんとである。若党の一人ひとりは岩崎駒五郎こまごろうという弘前のもので、今一人は中条勝次郎ちゅうじょうかつじろうという常陸国ひたちのくに土浦つちうらのものである。

　同行者は矢川文一郎やかわぶんいちろうと浅越一家あさごえいっけとである。文一郎は七年前ぜんの文久元年に二十一歳で、本所二つ目の鉄物問屋かなものどいや平野屋の女むすめ柳を娶めとって、男子なんしを一人もうけていたが、弘前行ゆきの事が極きまると、柳は江戸を離れることを欲せぬので、子を連れて里方へ帰った。文一郎は江戸を立った時二十八歳である。

　浅越一家は主人夫婦と女むすめとで、若党一人を連れていた。主人は通称を玄隆げんりゅうといって、百八十石六人扶持の表医者である。玄隆は少わかい時不行迹ふぎょうせきのために父永寿に勘当せられていたが、永寿の歿するに及んで末期まつご養子として後のちを承うけ、次で抽斎の門人となり、また抽斎に紹介せられて海保漁村の塾に入いった。天保九年の生れで、抽斎に従学した安政四年には二十歳であった。その後渋江氏と親したしんでいて、共に江戸を立った時は三十一歳である。玄隆の妻よしは二十四歳、女むすめふくは当歳である。

　ここにこの一行に加わろうとして許されなかったものがある。わたくしはこれを記きするに当って、当時の社会が今と殊ことなることの甚だしきを感ずる。奉公人が臣僕の関係になっていたことは勿論もちろんであるが、出入でいりの職人商人あきうどもまた情誼じょうぎが頗すこぶる厚かった。渋江の家に出入いでいりする中で、職人には飾屋長八かざりやちょうはちというものがあり、商人には鮓屋久次郎すしやきゅうじろうというものがあった。長八は渋江氏の江戸を去る時墓木ぼぼく拱きょうしていたが、久次郎は六十六歳の翁おきなになって生存ながらえていたのである。




その八十一




　飾屋長八は単に渋江氏の出入でいりだというのみではなかった。天保十年に抽斎が弘前から帰った時、長八は病んで治療を請うた。その時抽斎は長八が病のために業を罷やめて、妻と三人の子とを養うことの出来ぬのを見て、長屋に住すまわせて衣食を給した。それゆえ長八は病が癒いえて業に就ついた後のち、長く渋江氏の恩を忘れなかった。安政五年に抽斎の歿した時、長八は葬式の世話をして家に帰り、例に依よって晩酌の一合を傾けた。そして「あの檀那だんな様がお亡くなりなすって見れば、己おれもお供をしても好いいな」といった。それから二階に上がって寝たが、翌朝起きて来ぬので女房が往って見ると、長八は死んでいたそうである。

　鮓屋久次郎は本もとぼて振ふりの肴屋さかなやであったのを、五百いおの兄栄次郎が贔屓ひいきにして資本を与えて料理店を出させた。幸に鮓久すしきゅうの庖丁ほうちょうは評判が好よかったので、十ばかり年の少わかい妻を迎えて、天保六年に倅せがれ豊吉とよきちをもうけた。享和三年生うまれの久次郎は当時三十三歳であった。後のち九年にして五百が抽斎に嫁したので、久次郎は渋江氏にも出入でいりすることになって、次第に親しくなっていた。

　渋江氏が弘前に徙うつる時、久次郎は切に供をして往ゆくことを願った。三十四歳になった豊吉に、母の世話をさせることにして置いて、自分は単身渋江氏の供に立とうとしたのである。この望を起すには、弘前で料理店を出そうという企業心も少し手伝っていたらしいが、六十六歳の翁おきなが二百里足らずの遠路を供に立って行こうとしたのは、主おもに五百を尊崇そんそうする念から出たのである。渋江氏では故ゆえなく久次郎の願ねがいを却しりぞけることが出来ぬので、藩の当事者に伺ったが、当事者はこれを許すことを好まなかった。五百は用人河野六郎こうのろくろうの内意を承うけて、久次郎の随行を謝絶した。久次郎はひどく落胆したが、翌年病に罹かかって死んだ。

　渋江氏の一行は本所二つ目橋の畔ほとりから高瀬舟たかせぶねに乗って、竪川たてかわを漕こがせ、中川なかがわより利根川とねがわに出いで、流山ながれやま、柴又しばまた等を経て小山おやまに著ついた。江戸を距さること僅わずかに二十一里の路に五日を費ついやした。近衛家このえけに縁故のある津軽家は、西館孤清にしだてこせいの斡旋あっせんに依って、既に官軍に加わっていたので、路の行手ゆくての東北地方は、秋田の一藩を除く外、悉ことごとく敵地である。一行の渋江、矢川やがわ、浅越あさごえの三氏の中では、渋江氏は人数にんずも多く、老人があり少年少女がある。そこで最も身軽な矢川文一郎と、乳飲子ちのみごを抱いた妻という累わずらいを有するに過ぎぬ浅越玄隆とをば先に立たせて、渋江一家が跡に残った。

　五百らの乗った五挺ちょうの駕籠かごを矢島優善やすよしが宰領して、若党二人を連れて、石橋いしばし駅に掛かると、仙台藩の哨兵線しょうへいせんに出合った。銃を擬した兵卒が左右二十人ずつ轎かごを挟さしはさんで、一つ一つ戸を開けさせて誰何すいかする。女の轎は仔細しさいなく通過させたが、成善の轎に至って、審問に時を費した。この晩に宿に著いて、五百は成善に女装させた。

　出羽でわの山形は江戸から九十里で、弘前に至る行程の半なかばである。常の旅には此ここに来ると祝う習ならいであったが、五百らはわざと旅店を避けて鰻屋うなぎやに宿を求めた。




その八十二




　山形から弘前に往く順路は、小坂峠こざかとうげを踰こえて仙台に入いるのである。五百らの一行は仙台を避けて、板谷峠いたやとうげを踰えて米沢よねざわに入いることになった。しかしこの道筋も安全ではなかった。上山かみのやままで往くと、形勢が甚だ不穏なので、数日間淹留えんりゅうした。

　五百らは路用の金が竭つきた。江戸を発する時、多く金を携えて行くのは危険だといって、金銭を長持ながもち五十荷か余りの底に布しかせて舟廻ふなまわしにしたからである。五百らは上山で、ようよう陸を運んで来た些ちとの荷物の過半を売った。これは金を得ようとしたばかりではない。間道かんどうを進むことに決したので、嵩高かさだかになる荷は持っていられぬからである。荷を売った銭は固もとより路用の不足を補う額には上のぼらなかった。幸に弘前藩の会計方に落ち合って、五百らは少しの金を借ることが出来た。

　上山を発してからは人烟じんえん稀まれなる山谷さんこくの間を過ぎた。縄梯子なわばしごに縋すがって断崖だんがいを上下しょうかしたこともある。夜よるの宿は旅人りょじんに餅もちを売って茶を供する休息所の類たぐいが多かった。宿で物を盗まれることも数度に及んだ。

　院内峠いんないとうげを踰えて秋田領に入いった時、五百らは少しく心を安んずることを得た。領主佐竹右京大夫義堯さたけうきょうのたゆうよしたかは、弘前の津軽承昭つぐてると共に官軍方がたになっていたからである。秋田領は無事に過ぎた。

　さて矢立峠やたてとうげを踰え、四十八川を渡って、弘前へは往くのである。矢立峠の分水線が佐竹、津軽両家の領地界ざかいである。そこを少し下くだると、碇関いかりがせきという関があって番人が置いてある。番人は鑑札を検してから、始はじめて慇懃いんぎんな詞ことばを使うのである。人が雲表うんぴょうに聳そびゆる岩木山いわきやまを指ゆびさして、あれが津軽富士で、あの麓ふもとが弘前の城下だと教えた時、五百らは覚えず涙を翻こぼして喜んだそうである。

　弘前に入いってから、五百らは土手町どてまちの古着商伊勢屋の家に、藩から一人いちにん一日いちじつ金一分いちぶの為向しむけを受けて、下宿することになり、そこに半年余りいた。船廻しにした荷物は、ほど経て後のちに着いた。下宿屋から街ちまたに出いづれば、土地の人が江戸子えどこ々々々と呼びつつ跡に附いて来る。当時髻もとどりを麻糸で結ゆい、地織木綿じおりもめんの衣服を著きた弘前の人々の中へ、江戸育そだちの五百らが交まじったのだから、物珍らしく思われたのも怪あやしむに足りない。殊ことに成善しげよしが江戸でもまだ少かった蝙蝠傘かわほりがさを差して出ると、看みるものが堵との如くであった。成善は蝙蝠傘と、懐中時計とを持っていた。時計は識しらぬ人さえ紹介を求めて見に来るので、数日のうちに弄いじり毀こわされてしまった。

　成善は近習小姓の職があるので、毎日登城とじょうすることになった。宿直は二カ月に三度位であった。

　成善は経史けいしを兼松石居かねまつせききょに学んだ。江戸で海保竹逕かいほちくけいの塾を辞して、弘前で石居の門を敲たたいたのである。石居は当時既に蟄居ちっきょを免ゆるされていた。医学は江戸で多紀安琢たきあんたくの教おしえを受けた後のち、弘前では別に人に師事せずにいた。

　戦争は既に所々しょしょに起って、飛脚が日ごとに情報を齎もたらした。共に弘前へ来た矢川文一郎は、二十八歳で従軍して北海道に向うことになった。また浅越玄隆は南部方面に派遣せられた。この時浅越の下に附属せられたのが、新あらたに町医者から五人扶持の小普請医者に抱えられた蘭法医小山内元洋おさないげんようである。弘前ではこれより先藩学稽古館けいこかんに蘭学堂を設けて、官医と町医との子弟を教育していた。これを主宰していたのは江戸の杉田成卿せいけいの門人佐々木元俊げんしゅんである。元洋もまた杉田門から出た人で、後建けんと称して、明治十八年二月十四日に中佐ちゅうさ相当陸軍一等軍医正せいを以て広島に終った。今の文学士小山内薫おさないかおるさんと画家岡田三郎助おかださぶろうすけさんの妻八千代やちよさんとは建の遺子である。矢島優善やすよしは弘前に留とどまっていて、戦地から後送こうそうせられて来る負傷者を治療した。




その八十三




　渋江氏の若党の一人中条勝次郎は、弘前に来てから思いも掛けぬ事に遭遇した。

　一行が土手町に下宿した後二に、三月さんげつにして暴風雨があった。弘前の人は暴風雨を岩木山の神が祟たたりを作なすのだと信じている。神は他郷の人が来て土着するのを悪にくんで、暴風雨を起すというのである。この故に弘前の人は他郷の人を排斥する。就中なかんずく丹後たんごの人と南部の人とを嫌う。なぜ丹後の人を嫌うかというに、岩木山の神は古伝説の安寿姫あんじゅひめで、己おのれを虐使した山椒大夫さんしょうたゆうの郷人を嫌うのだそうである。また南部の人を嫌うのは、神も津軽人のパルチキュラリスムに感化せられているのかも知れない。

　暴風雨の後のち数日にして、新に江戸から徙うつった家々に沙汰さたがあった。もし丹後、南部等の生うまれのものが紛まぎれ入いっているなら、厳重に取り糺ただして国境の外に逐おえというのである。渋江氏の一行では中条が他郷のものとして目指めざされた。中条は常陸ひたち生だといって申し解といたが、役人は生国しょうこく不明と認めて、それに立退たちのきを諭さとした。五百はやむことをえず、中条に路用の金を与えて江戸へ還らせた。

　冬になってから渋江氏は富田新町とみたしんまちの家に遷うつることになった。そして知行ちぎょうは当分の内六分引びけを以て給するという達しがあって、実は宿料食料の外ほか何の給与もなかった。これが後のち二年にして秩禄ちつろくに大削減を加えられる発端ほったんであった。二年前ぜんから逐次に江戸を引き上げて来た定府じょうふの人たちは、富田新町、新寺町しんてらまち新割町しんわりちょう、上白銀町かみしろかねちょう、下しも白銀町、塩分町しおわけちょう、茶畑町ちゃばたちょうの六カ所に分れ住んだ。富田新町には江戸子町えどこまち、新寺町新割町には大矢場おおやば、上白銀町には新屋敷の異名がある。富田新町には渋江氏の外、矢川文一郎、浅越玄隆らがおり、新寺町新割町には比良野貞固さだかた、中村勇左衛門らがおり、下白銀町には矢川文内らがおり、塩分町には平井東堂らがおった。

　この頃五百は専六が就学じゅがく問題のために思おもいを労した。専六の性質は成善とは違う。成善は書を読むに人の催促を須またない。そしてその読む所の書は自ら択ぶに任せることが出来る。それゆえ五百は彼が兼松石居に従って経史を攻おさめるのを見て、毫ごうも容喙ようかいせずにいた。成善が儒となるもまた可、医となるもまた不可なるなしとおもったのである。これに反して専六は多く書を読むことを好まない。書に対すれば、先ず有用無用の詮議せんぎをする。五百はこの子には儒となるべき素質がないと信じた。そこで意を決して剃髪せしめた。

　五百は弘前の城下について、専六が師となすべき医家を物色した。そして親方町おやかたちょうに住んでいる近習医者小野元秀おのげんしゅうを獲えた。




その八十四




　小野元秀は弘前藩士対馬幾次郎つしまいくじろうの次男で、小字おさななを常吉つねきちといった。十六、七歳の時、父幾次郎が急に病を発した。常吉は半夜馳はせて医師某の許もとに往った。某は家にいたのに、来きたり診することを肯がえんぜなかった。常吉はこの時父のために憂え、某のために惜おしんで、心にこれを牢記ろうきしていた。後に医となってから、人の病あるを聞くごとに、家の貧富を問わず、地の遠近を論ぜず、食くらうときには箸はしを投じ、臥ふしたるときには被ひを蹴けて起たち、径ただちに往ゆいて診したのは、少時の苦にがき経験を忘れなかったためだそうである。元秀は二十六歳にして同藩の小野秀徳しゅうとくの養子となり、その長女そのに配せられた。

　元秀は忠誠にして廉潔であった。近習医に任ぜられてからは、詰所つめしょに出入いでいりするに、朝あしたには人に先んじて往ゆき、夕ゆうべには人に後れて反かえった。そして公退後には士庶の病人に接して、絶たえて倦うむ色がなかった。

　稽古館教授にして、五十石町ごじっこくまちに私塾を開いていた工藤他山くどうたざんは、元秀と親善であった。これは他山がいまだ仕途に就つかなかった時、元秀がその貧を知って、糈しょを受けずして懇ねんごろに治療した時からの交まじわりである。他山の子外崎とのさきさんも元秀を識しっていたが、これを評して温潤良玉の如き人であったといっている。五百が専六をして元秀に従学せしめたのは、実にその人を獲たものというべきである。

　元秀の養子完造かんぞうは本もと山崎氏で、蘭法医伊東玄朴の門人である。完造の養子芳甫ほうほさんは本もと鳴海なるみ氏で、今弘前の北川端町きたかわばたちょうに住んでいる。元秀の実家の裔すえは弘前の徒町かちまち川端町の対馬鈆蔵しょうぞうさんである。

　専六は元秀の如き良師を得たが、憾うらむらくは心、医となることを欲せなかった。弘前の人は毎つねに、円頂えんちょうの専六が筒袖つつそでの衣いを著き、短袴たんこを穿はき、赤毛布あかもうふを纏まとって銃を負い、山野を跋渉ばっしょうするのを見た。これは当時の兵士の服装である。

　専六は兵士の間に交まじわりを求めた。兵士らは呼ぶに医者銃隊の名を以てして、頗すこぶるこれを愛好した。

　時に弘前に徙うつった定府じょうふ中に、山澄吉蔵やまずみきちぞうというものがあった。名を直清なおきよといって、津軽藩が文久三年に江戸に遣やった海軍修行生徒七人の中うちで、中小姓を勤めていた。築地つきじ海軍操練所で算数の学を修め、次で塾の教員の列に加わった。弘前に徙って間もなく、山澄は熕隊こうたい司令官にせられた。兵士中身みを立てんと欲するものは、多くこの山澄を師として洋算ようざんを学んだ。専六もまた藤田潜ひそむ、柏原櫟蔵かしわばられきぞうらと共に山澄の門に入いって、洋算簿記を学ぶこととなり、いつとなく元秀の講筵こうえんには臨まなくなった。後のち山澄は海軍大尉を以て終り、柏原は海軍少将を以て終った。藤田さんは今攻玉こうぎょく社長しゃちょうをしている。攻玉社は後に近藤真琴こんどうまことの塾に命ぜられた名である。初め麹町こうじまち八丁目の鳥羽とば藩主稲垣対馬守長和ながかずの邸内にあったのが、中ごろ築地海軍操練所内に移るに及んで、始めて攻玉塾と称し、次で芝しば神明町しんめいちょうの商船黌しょうせんこうと、芝しば新銭座しんせんざの陸地測量習練所とに分離し、二者の総称が攻玉社となり、明治十九年に至るまで、近藤自らこれを経営していたのである。




その八十五




　小野富穀ふこくとその子道悦どうえつとが江戸を引き上げたのは、この年二月二十三日で、道中に二十五日を費ついやし、三月十八日に弘前に著ついた。渋江氏の弘前に入いるに先さきだつこと二カ月足らずである。

　矢島優善やすゆきが隠居させられた時、跡を襲ついだ周禎しゅうていの一家いっけも、この年に弘前へ徙うつったが、その江戸を発する時、三男三蔵さんぞうは江戸に留とどまった。前に小田原おだわらへ往った長男周碩しゅうせきと、この三蔵とは、後にカトリック教の宣教師になったそうである。弘前へ往った周禎は表医者奥通おくどおりに進み、その次男で嗣子にせられた周策しゅうさくもまた目見めみえの後のち表医者を命ぜられた。

　抽斎の姉須磨の夫飯田良清いいだよしきよの養子孫三郎は、この年江戸が東京と改称した後のち、静岡藩に赴いて官吏になった。

　森枳園きえんはこの年七月に東京から福山に遷うつった。当時の藩主は文久元年に伊予守正教まさのりの後のちを承うけた阿部あべ主計頭かぞえのかみ正方まさかたであった。

　優善の友塩田良三りょうさんはこの年浦和うらわ県の官吏になった。これより先良三は、優善が山田椿庭ちんていの塾に入いったのと殆ほとんど同時に、伊沢柏軒の塾に入いって、柏軒にその才の雋鋭しゅんえいなるを認められ、節せつを折って書を読んだ。文久三年に柏軒が歿してからは家に帰っていて、今仕宦しかんしたのである。

　この年箱館はこだてに拠よっている榎本武揚えのもとたけあきを攻めんがために、官軍が発向する中に、福山藩の兵が参加していた。伊沢榛軒の嗣子棠軒とうけんはこれに従って北に赴いた。そして渋江氏を富田新町に訪とうた。棠軒は福山藩から一粒金丹いちりゅうきんたんを買うことを託せられていたので、この任を果たす傍かたわら、故旧の安否を問うたのである。棠軒、名は信淳しんじゅん、通称は春安しゅんあん、池田全安ぜんあんが離別せられた後のちに、榛軒の女じょかえの壻となったのである。かえは後に名をそのと更あらためた。おそのさんは現存者で、市谷いちがや富久町とみひさちょうの伊沢徳めぐむさんの許もとにいる。徳さんは棠軒の嫡子である。

　抽斎歿後の第十一年は明治二年である。抽斎の四女陸くがが矢川文一郎に嫁したのは、この年九月十五日である。

　陸が生れた弘化四年には、三女棠とうがまだ三歳で、母の懐ふところを離れなかったので、陸は生れ降おちるとすぐに、小柳町こやなぎちょうの大工の棟梁とうりょう新八というものの家へ里子さとこに遣やられた。さて嘉永四年に棠が七歳で亡くなったので、母五百が五歳の陸を呼び返そうとすると、偶たまたま矢島氏鉄が来たのを抱いて寝なくてはならなくなって、陸を還すことを見あわせた。翌五年にようよう還った陸は、色の白い、愛らしい六歳の少女であった。しかし五百の胸をば棠を惜おしむ情が全く占めていたので、陸は十分に母の愛に浴することが出来ずに、母に対しては頗すこぶる自ら抑遜よくそんしていなくてはならなかった。

　これに反して抽斎は陸を愛撫あいぶして、身辺におらせて使役しつつ、或時五百にこういった。「己おれはこんなに丈夫だから、どうもお前よりは長く生きていそうだ。それだから今の内に、こうして陸を為込しこんで置いて、お前に先へ死なれた時、この子を女房代りにするつもりだ。」

　陸はまた兄矢島優善にも愛せられた。塩田良三もまた陸を愛する一人いちにんで、陸が手習をする時、手を把とって書かせなどした。抽斎が或日陸の清書を見て、「良三さんのお清書が旨うまく出来たな」といって揶揄からかったことがある。

　陸は小さい時から長歌ながうたが好すきで、寒夜に裏庭の築山つきやまの上に登って、独り寒声かんごえの修行をした。




その八十六




　抽斎の四女陸はこの家庭に生長して、当時なおその境遇に甘んじ、毫ごうも婚嫁を急ぐ念がなかった。それゆえかつて一たび飯田寅之丞とらのじょうに嫁せんことを勧めたものもあったが、事が調ととのわなかった。寅之丞は当時近習小姓であった。天保十三年壬寅じんいんに生れたからの名である。即ち今の飯田巽たつみさんで、巽の字は明治二年己巳きしに二十八になったという意味で選んだのだそうである。陸との縁談は媒なこうどが先方に告げずに渋江氏に勧めたのではなかろうが、余り古い事なので巽さんは已すでに忘れているらしい。然るにこの度は陸が遂に文一郎の聘へいを却しりぞくることが出来なくなった。

　文一郎は最初の妻柳りゅうが江戸を去ることを欲せぬので、一人の子を附けて里方へ還して置いて弘前へ立った。弘前に来た直後に、文一郎は二度目の妻を娶めとったが、いまだ幾いくばくならぬにこれを去った。この女は西村与三郎の女むすめ作であった。次で箱館から帰った頃からであろう、陸を娶ろうと思い立って、人を遣つかわして請うこと数度に及んだ。しかし渋江氏では輒すなわち動かなかった。陸には旧に依よって婚嫁を急ぐ念がない。五百は文一郎の好人物なることを熟知していたが、これを壻にすることをば望まなかった。こういう事情の下もとに、両家の間にはやや久しく緊張した関係が続いていた。

　文一郎は壮年の時パッションの強い性質を有していた。その陸に対する要望はこれがために頗る熱烈であった。渋江氏では、もしその請こいを納いれなかったら、あるいは両家の間に事端じたんを生じはすまいかと慮おもんぱかった。陸が遂に文一郎に嫁したのは、この疑懼ぎくの犠牲になったようなものである。

　この結婚は、名義からいえば、陸が矢川氏に嫁したのであるが、形迹けいせきから見れば、文一郎が壻入をしたようであった。式を行おこなった翌日から、夫婦は終日渋江の家にいて、夜更よふけて矢川の家へ寝に帰った。この時文一郎は新あらたに馬廻うままわりになった年で二十九歳、陸は二十三歳であった。

　矢島優善やすよしは、陸が文一郎の妻さいになった翌月、即ち十月に、土手町に家を持って、周禎の許もとにいた鉄を迎え入れた。これは行懸ゆきがかりの上から当然の事で、五百は傍はたから世話を焼いたのである。しかし二十三歳になった鉄は、もう昔日の如く夫の甘言に賺すかされてはおらぬので、この土手町の住いは優善が身上しんじょうのクリジスを起す場所となった。

　優善と鉄との間に、夫婦の愛情の生ぜぬことは、固もとより予期すべきであった。しかし啻ただに愛情が生ぜざるのみではなく、二人は忽たちまち讐敵しゅうてきとなった。そしてその争うには、鉄がいつも攻勢を取り、物質上の利害問題を提ひっさげて夫に当るのであった。「あなたがいくじがないばかりに、あの周禎のような男に矢島の家を取られたのです。」この句が幾度いくたびとなく反復せられる鉄が論難の主眼であった。優善がこれに答えると、鉄は冷笑する、舌打をする。

　この争あらそいは週を累かさね月を累ねて歇やまなかった。五百らは百方調停を試みたが何の功をも奏せなかった。

　五百はやむことをえぬので、周禎に交渉して再び鉄を引き取ってもらおうとした。しかし周禎は容易に応ぜなかった。渋江氏と周禎が方かたとの間に、幾度となく交換せられた要求と拒絶とは、押問答おしもんどうの姿になった。

　この往反おうへんの最中に忽ち優善が失踪しっそうした。十二月二十八日に土手町の家を出て、それきり帰って来ぬのである。渋江氏では、優善が悶もんを排せんがために酒色の境に遁のがれたのだろうと思って、手分てわけをして料理屋と妓楼ぎろうとを捜索させた。しかし優善のありかはどうしても知れなかった。




その八十七




　比良野貞固さだかたは江戸を引き上げる定府じょうふの最後の一組三十戸ばかりの家族と共に、前年五、六月の交こう安済丸あんさいまるという新造帆船ほぶねに乗った。然しかるに安済丸は海に泛うかんで間もなく、柁機だきを損じて進退の自由を失った。乗組員は某地より上陸して、許多あまたの辛苦を甞なめ、この年五月にようよう東京に帰った。

　さて更に米艦スルタン号に乗って、この度は無事に青森に著ちゃくした。佐藤弥六さとうやろくさんは当時の同乗者の一人いちにんだそうである。

　弘前にある渋江氏は、貞固が東京を発したことを聞いていたのに、いつまでも到著とうちゃくせぬので、どうした事かと案じていた。殊に比良野助太郎と書した荷札が青森の港に流れ寄ったという流言などがあって、いよいよ心を悩まする媒なかだちとなった。そのうちこの年十二月十日頃に青森から発した貞固の手書しゅしょが来た。その中うちには安済丸の故障のために一たび去った東京に引き返し、再び米艦に乗って来たことを言って、さて金を持って迎えに来てくれといってあった。一年余の間無益な往反をして、貞固の盤纏はんてんは僅わずかに一分銀いちぶぎん一つを剰あましていたのである。

　弘前に来てから現金の給与を受けたことのない渋江氏では、この書を得て途方に暮れたが、船廻ふなまわしにした荷の中うちに、刀剣のあったのを三十五振ふり質に入れて、金二十五両を借り、それを持って往って貞固を弘前へ案内した。

　貞固の養子房之助はこの年に手廻てまわりを命ぜられたが、藩制が改まったので、久しくこの職におることが出来なかった。

　抽斎歿後の第十二年は明治三年である。六月十八日に弘前藩士の秩禄ちつろくは大削減を加えられ、更に医者の降等こうとうが令せられた。禄高ろくだかは十五俵より十九俵までを十五俵に、二十俵より二十九俵までを二十俵に、三十俵より四十九俵までを三十俵に、五十俵より六十九俵までを四十俵に、七十俵より九十九俵までを六十俵に、百俵より二百四十九俵までを八十俵に、二百五十俵より四百九十九俵までを百俵に、五百俵より七百九十九俵までを百五十俵に、八百俵以上を二百俵に減ぜられたのである。そして従来石高こくだかを以て給せられていたものは、そのまま俵と看做みなして同一の削減を行われた。そして士分を上士じょうし、中士、下士に班わかって、各班に大少を置いた。二十俵を少下士しょうかし、三十俵を大下士、四十俵を少中土、八十俵を大中士、百五十俵を少上土、二百俵を大上土とするというのである。

　渋江氏は原禄三百石であるから、中の上に位するはずで、小禄の家に比ぶれば、受くる所の損失が頗る大きい。それでも渋江氏はこれを得て満足するつもりでいた。

　然るに医者の降等の令が出て、それが渋江氏に適用せられることになった。本もと成善しげよしは医者の子として近習小姓に任ぜられているには違ちがいない。しかしいまだかつて医として仕えたことはない。しかのみならず令の出いづるに先だって、十四歳を以て藩学の助教にせられ、生徒に経書けいしょを授けている。これは師たる兼松石居が已すでに屏居へいきょを免ゆるされて藩の督学を拝したので、その門人もまた挙用せられたのである。かつ先例を按あんずるに、歯科医佐藤春益しゅんえきの子は、単に幼くして家督したために、平士へいしにせられている。いわんや成善は分明ぶんめいに儒職にさえ就いているのである。成善がこの令を己おのれに適用せられようと思わなかったのも無理はない。

　しかし成善は念のために大参事西館孤清にしだてこせい、少参事兼大隊長加藤武彦たけひこの二人ににんを見て意見を叩たたいた。二人皆成善は医として視みるべきものでないといった。武彦は前さきの側用人そばようにん兼用人清兵衛せいべえの子である。何ぞ料はからん、成善は医者と看做みなされて降等に逢い、三十俵の禄を受くることとなり、あまつさえ士籍の外ほかにありなどとさえいわれたのである。成善は抗告を試みたが、何の功をも奏せなかった。




その八十八




　何故なにゆえに儒を以て仕えている成善に、医者降等の令を適用したかというに、それは想像するに難くはない。渋江氏は世よよ儒を兼ねて、命を受けて経けいを講じてはいたが、家は本もと医道の家である。成善に至っても、幼い時から多紀安琢の門に入いっていた。また已すでに弘前に来た後のちも、医官北岡太淳きたおかたいじゅん、手塚元瑞てづかげんずい、今春碩いまはるせきらは成善に兼て医を以て仕えんことを勧め、こういう事を言った。「弘前には少壮者中に中村春台しゅんたい、三上道春みかみどうしゅん、北岡有格ゆうかく、小野圭庵おのけいあんの如きものがある。その他小山内元洋おさないげんようのように新あらたに召し抱えられたものもある。しかし江戸定府じょうふ出身の少わかい医者がない。ちと医業の方をも出精しゅっせいしてはどうだ」といった。かつ令の発せられる少し前の出来事で、成善が津軽承昭つぐてるに医として遇せられていた証拠がある。六月十三日に、藩知事承昭は戦たたかいを大星場おおほしばに習わせた。承昭は五月二十六日に知事になっていたのである。銃声の盛んに起った時、第五大隊の医官小野道秀が病を発した。承昭は傍かたわらに侍した成善をして小野に代らしめた。此かくの如く渋江氏の子が医を善くすることは、上下じょうか皆信じていたと見える。しかしこれがために、現に儒を以て仕えているものを不幸に陥いれたのは、同情が闕かけていたといっても好よかろう。

　矢島優善やすよしは前年の暮に失踪しっそうして、渋江氏では疑懼ぎくの間に年を送った。この年一月いちげつ二日の午後に、石川駅の人が二通の手紙を持って来た。優善が家を出た日に書いたもので、一は五百いおに宛あて、一は成善に宛ててある。並ならびに訣別けつべつの書で、所々しょしょ涙痕るいこんを印いんしている。石川は弘前を距さること一里半を過ぎぬ駅であるが、使のものは命ぜられたとおりに、優善が駅を去った後のちに手紙を届けたのである。

　五百と成善とは、優善が雪中に行き悩みはせぬか、病み臥ふしはせぬかと気遣きづかって、再び人を傭やとって捜索させた。成善は自ら雪を冒して、石川、大鰐おおわに、倉立くらだて、碇関いかりぜき等を隈くまなく尋ねた。しかし蹤跡しょうせきは絶たえて知れなかった。

　優善は東京をさして石川駅を発し、この年一月二十一日に吉原の引手茶屋湊屋みなとやに著ついた。湊屋の上かみさんは大分年を取った女で、常に優善を「蝶ちょうさん」と呼んで親したしんでいた。優善はこの女をたよって往ったのである。

　湊屋に皆みなという娘がいた。このみいちゃんは美しいので、茶屋の呼物よびものになっていた。みいちゃんは津藤つとうに縁故があるとかいう河野こうの某を檀那だんなに取っていたが、河野は遂にみいちゃんを娶めとって、優善が東京に著いた時には、今戸橋いまどばしの畔ほとりに芸者屋を出していた。屋号は同じ湊屋である。

　優善は吉原の湊屋の世話で、山谷堀さんやぼりの箱屋になり、主おもに今戸橋の湊屋で抱えている芸者らの供をした。

　四カ月半ばかりの後、或人の世話で、優善は本所緑町の安田という骨董店こっとうてんに入贅にゅうぜいした。安田の家では主人礼助れいすけが死んで、未亡人びぼうじん政まさが寡居していたのである。しかし優善の骨董商時代は箱屋時代より短かった。それは政が優善の妻になって間もなくみまかったからである。

　この頃前さきに浦和県の官吏となった塩田良三りょうさんが、権大属ごんだいさかんに陞のぼって聴訟係ていしょうがかりをしていたが、優善を県令に薦すすめた。優善は八月十八日を以て浦和県出仕を命ぜられ、典獄になった。時に年三十六であった。




その八十九




　専六は兵士との交まじわりが漸ようやく深くなって、この年五月にはとうとう「於軍務局楽手稽古被仰付ぐんむきょくにおいてがくしゅけいこおおせつけらる」という沙汰書さたしょを受けた。さて楽手の修行をしているうちに、十二月二十九日に山田源吾やまだげんごの養子になった。源吾は天保中津軽信順のぶゆきがいまだ致仕せざる時、側用人を勤めていたが、旨むねに忤さかって永ながの暇いとまになった。しかし他家に仕えようという念もなく、商估しょうこの業わざをも好まぬので、家の菩提所ぼだいしょなる本所中なかの郷ごうの普賢寺ふけんじの一房に僦居しゅうきょし、日ごとに街ちまたに出いでて謡を歌って銭を乞こうた。

　この純然たる浪人生活が三十年ばかり続いたのに、源吾は刀剣、紋附もんつきの衣類、上下かみしも等を葛籠つづら一つに収めて持っていた。

　承昭つぐてるはこの年源吾を召し還かえして、二十俵を給し、目見めみえ以下の士に列せしめ、本所横川邸の番人を命じた。然るに源吾は年老い身病んで久しく職におりがたいのを慮おもんぱかって、養子を求めた。

　この時源吾の親戚しんせきに戸沢惟清とざわいせいというものがあって、専六をその養子に世話をした。戸沢は五百いおに説くに、山田の家世かせいの本もと卑いやしくなかったのと、東京勤づとめの身を立つるに便なるとを以てし、またこういった。「それに専六さんが東京にいると、後のちに弟御おとうとごさんが上京することになっても御都合が宜よろしいでしょう」といった。成善しげよしは等を降くだされ禄を減ぜられた後、東京に往って恥を雪すすごうと思っていたからである。

　戸沢がこういって勧めた時、五百は容易にこれに耳を傾かたぶけた。五百は戸沢の人ひとと為なりを喜んでいたからである。戸沢惟清、通称は八十吉やそきち、信順のぶゆき在世の日の側役そばやくであった。才幹あり気概ある人で、恭謙にして抑損し、些ちとの学問さえあった。然るに酒を被こうぶるときは剛愎ごうふくにして人を凌しのいだ。信順は平素命じて酒を絶たしめ、用帑ようど匱とぼしきに至るごとに、これに酒を飲ましめ、命を当局に伝えさせた。戸沢は当局の一諾を得ないでは帰らなかったそうである。

　或時戸沢は公事を以て旅行した。物書ものかき松本甲子蔵まつもときねぞうがこれに随したがっていた。駕籠かごの中うちに坐した戸沢が、ふと側かたわらを歩く松本を見ると、草鞋わらじの緒が足背そくはいを破って、鮮血が流れていた。戸沢は急に一行を止とどまらせて、大声に「甲子蔵」と呼んだ。「はっ」といって松本は轎扉きょうひに近づいた。戸沢は「ちと内用ないようがあるから遠慮いたせ」といって、供のものを遠とおざけ、松本に草鞋わらじを脱がせて、強いて轎中に坐せしめ、自ら松本の草鞋を著つけ、さて轎丁を呼んで舁かいて行かせたそうである。これは松本が保さんに話した事で、保さんはまた戸沢とその弟星野伝六郎とをも識しっていた。戸沢の子米太郎よねたろう、星野の子金蔵きんぞうの二人はかつて保さんの教おしえを受けたことがある。

　戸沢の勧誘には、この年弘前に著ちゃくした比良野貞固さだかたも同意したので、五百は遂にこれに従って、専六が山田氏に養わるることを諾した。その事の決したのが十二月二十九日で、専六が船の青森を発したのが翌三十日である。この年専六は十七歳になっていた。然るに東京にある養父源吾は、専六がなお舟中しゅうちゅうにある間に病歿した。

　矢川文一郎に嫁した陸くがは、この年長男万吉まんきちを生んだが、万吉は夭折して弘前新寺町しんてらまちの報恩寺なる文内ぶんないが母の墓の傍かたわらに葬られた。

　抽斎の六女水木みきはこの年馬役村田小吉むらたこきちの子広太郎ひろたろうに嫁した。時に年十八であった。既にして矢島周禎が琴瑟きんしつ調わざることを五百に告げた。五百はやむをえずして水木を取り戻した。

　小野氏ではこの年富穀ふこくが六十四歳で致仕し、子道悦が家督相続をした。道悦は天保七年生うまれで、三十五歳になっていた。

　中丸昌庵はこの年六月二十八日に歿した。文政元年生の人だから、五十三歳を以て終ったのである。

　弘前の城はこの年五月二十六日に藩庁となったので、知事津軽承昭つぐてるは三之内さんのうちに遷うつった。




その九十




　抽斎歿後の第十三年は明治四年である。成善しげよしは母を弘前に遺のこして、単身東京に往ゆくことに決心した。その東京に往こうとするのは、一には降等に遭あって不平に堪えなかったからである。二には減禄の後のちは旧に依よって生計を立てて行くことが出来ぬからである。その母を弘前に遺すのは、脱藩の疑うたがいを避けんがためである。

　弘前藩は必ずしも官費を以て少壮者を東京に遣ることを嫌わなかった。これに反して私費を以て東京に往こうとするものがあると、藩は已すでにその人の脱藩を疑った。いわんや家族をさえ伴おうとすると、この疑は益ますます深くなるのであった。

　成善が東京に往こうと思っているのは久しい事で、しばしばこれを師兼松石居かねまつせききょに謀はかった。石居は機を見て成善を官費生たらしめようと誓った。しかし成善は今は徐しずかにこれを待つことが出来なくなったのである。

　さて成善は私費を以て往くことを敢あえてするのであるが、なお母だけは遺して置くことにした。これはやむことをえぬからである。何故なにゆえというに、もし成善が母と倶ともに往こうといったなら、藩は放ち遣ることを聴ゆるさなかったであろう。

　成善は母に約するに、他日東京に迎え取るべきことを以てした。しかし藩の必ずこれを阻格そかくすべきことは、母子皆これを知っていた。約つづめて言えば、弘前を去る成善には母を質ちとするに似た恨うらみがあった。

　藩が脱籍者の輩出せんことを恐るるに至ったのは、二、三の忌むべき実例があったからである。その首しゅにおるものは、彼かの勘定奉行を罷やめて米穀商となった平川半治である。当時此かくの如く財利のために士籍を遁のがれようとする気風があったことは、渋江氏もまた親しくこれを験することを得た。或人は五百いおに説いて、東京両国の中村楼を買わせようとした。今千両の金を投じて買って置いたなら、他日鉅万きょまんの富とみを致すことが出来ようといったのである。或人は東京神田須田町すだちょうの某売薬株を買わせようとした。この株は今廉価を以て贖あがなうことが出来て、即日から月収三百両乃至ないし五百両の利があるといったのである。五百のこれに耳を仮かさなかったことは固もとよりである。

　当時藩職におって、津軽家をして士を失わざらしめんと欲し、極力脱籍を防いだのは、大参事西館孤清にしだてこせいである。成善は西館を訪とうて、東京に往くことを告げた。西館はおおよそこういった。東京に往くは好よい。学業成就して弘前に帰るなら、我らはこれを任用することを吝おしまぬであろう。しかし半途にして母を迎え取らんとするが如きことがあったなら、それは郷土のために謀って忠ならざることを証するものである。我藩はこれを許さぬであろうといった。成善は悲痛の情を抑えて西館の許もとを辞した。

　成善は家禄を割さいて、その五人扶持を東京に送致してもらうことを、当路の人に請うて允ゆるされた。それから長持一棹ひとさおの錦絵を書画兼骨董商近竹きんたけに売った。これは浅草蔵前くらまえの兎桂とけい等で、二十枚百文位で買った絵であるが、当時三枚二百文乃至ないし一枚百文で売ることが出来た。成善はこの金を得て、半なかばは留とどめて母に餽おくり、半はこれを旅費と学資とに充あてた。

　成善が弘前で暇乞いとまごいに廻った家々の中で、最も別わかれを惜おしんだのは兼松石居と平井東堂とであった。東堂は左腭下さがくかに瘤こぶを生じたので、自ら瘤翁りゅうおうと号していたが、別に臨んで、もう再会は覚束おぼつかないといって落涙した。成善の去った翌年、明治五年九月十六日に東堂は塩分町しおわけちょうの家に歿した。年五十九である。四女とめが家を継いだ。今東京神田裏神保町じんぼうちょうに住んで、琴の師匠をしている平井松野まつのさんがこのとめである。




その九十一




　成善しげよしは藩学の職を辞して、この年三月二十一日に、母五百いおと水杯みずさかずきを酌くみ交して別れ、駕籠かごに乗って家を出た。水杯を酌んだのは、当時の状況より推して、再会の期しがたきを思ったからである。成善は十五歳、五百は五十六歳になっていた。抽斎の歿した時は、成善はまだ少年であったので、この時始はじめて親子の別わかれの悲しさを知って、轎中きょうちゅうで声を発して泣きたくなるのを、ようよう堪え忍んだそうである。

　同行者は松本甲子蔵きねぞうであった。甲子蔵は後に忠章ちゅうしょうと改称した。父を庄兵衛しょうべえといって、素もと比良野貞固さだかたの父文蔵の若党であった。文蔵はその樸直ぼくちょくなのを愛して、津軽家に薦すすめて足軽あしがるにしてもらった。その子甲子蔵は才学があるので、藩の公用局の史生しせいに任用せられていたのである。

　弘前から旅立つものは、石川駅まで駕籠で来て、ここで親戚故旧と酒を酌くんで別れる習ならいであった。成善を送るものは、句読くとうを授けられた少年らの外、矢川文一郎、比良野房之助、服部善吉はっとりぜんきち、菱川太郎ひしかわたろうなどであった。後に服部は東京で時計職工になり、菱川は辻新次さんの家の学僕になったが、二人ににん共に已すでに世を去った。

　成善は四月七日に東京に着いた。行李こうりを卸したのは本所二つ目の藩邸である。これより先成善の兄専六は、山田源吾の養子になって、東京に来て、まだ父子の対面をせぬ間まに死んだ源吾の家に住んでいた。源吾は津軽承昭つぐてるの本所横川に設けた邸をあずかっていて、住宅は本所割下水わりげすいにあったのである。その外東京には五百の姉安が両国薬研堀やげんぼりに住んでいた。安の女むすめ二人ふたりのうち、敬けいは猿若町三丁目の芝居茶屋三河屋に、銓せんは蔵前須賀町の呉服屋桝屋ますや儀兵衛の許もとにいた。また専六と成善との兄優善やすよしは、ほど遠からぬ浦和にいた。

　成善の旧師には多紀安琢あんたくが矢の倉におり、海保竹逕ちくけいがお玉が池にいた。維新の初はじめに官吏になって、この邸を伊沢鉄三郎の徳安が手から買い受けて、練塀小路ねりべいこうじの湿地にあった、床ゆかの低い、畳の腐った家から移り住んだ。独ひとり家宅が改まったのみではない。常に弊衣を著きていた竹逕が、その頃から絹布けんぷを被きるようになった。しかし幾いくばくもなく、当時の有力者山内豊信とよしげ等の斥しりぞくる所となって官を罷やめた。成善は四月二十二日に再び竹逕の門に入いったが、竹逕は前年に会陰えいんに膿瘍のうようを発したために、やや衰弱していた。成善は久しぶりにその『易えき』や『毛詩もうし』を講ずるのを聴きいた。多紀安琢は維新後困窮して、竹逕の扶養を蒙こうむっていた。成善はしばしばその安否を問うたが、再び『素問』を学ぼうとはしなかった。

　成善は英語を学ばんがために、五月十一日に本所相生町あいおいちょうの共立学舎に通いはじめた。父抽斎は遺言いげんして蘭語を学ばしめようとしたのに、時代の変遷は学ぶべき外国語を易かうるに至らしめたのである。共立学舎は尺振八せきしんぱちの経営する所である。振八、初はじめの名を仁寿じんじゅという。下総国高岡の城主井上いのうえ筑後守正滝まさたきの家来鈴木伯寿はくじゅの子である。天保十年に江戸佐久間町に生れ、安政の末年ばつねんに尺氏を冒した。田辺太一たなべたいちに啓発せられて英学に志し、中浜万次郎、西吉十郎にしきちじゅうろう等を師とし、次で英米人に親炙しんしゃし、文久中仏米二国に遊んだ。成善が従学した時は三十三歳になっていた。




その九十二




　成善は四月に海保の伝経廬でんけいろに入いり、五月に尺せきの共立学舎に入ったが、六月から更に大学南校なんこうにも籍を置き、日課を分割して三校に往来し、なお放課後にはフルベックの許もとを訪うて教を受けた。フルベックは本もと和蘭オランダ人で亜米利加アメリカ合衆国に民籍を有していた。日本の教育界を開拓した一人いちにんである。

　学資は弘前藩から送って来る五人扶持の中うち三人扶持を売って弁ずることが出来た。当時の相場そうばで一カ月金二両三分二朱と四百六十七文であった。書籍は英文のものは初より新あらたに買うことを期していたが、漢書は弘前から抽斎の手沢本しゅたくぼんを送ってもらうことにした。然るにこの書籍を積んだ舟が、航海中七月九日に暴風に遭って覆って、抽斎のかつて蒐集しゅうしゅうした古刊本等の大部分が海若かいじゃくの有ゆうに帰きした。

　八月二十八日に弘前県の幹督が成善に命ずるに神社調掛しらべがかりを以てし、金三両二分二朱と二匁二分五厘の手当を給した。この命は成善が共立学舎に入いることを届けて置いたので、同時に「欠席聞届ききとどけの委頼いらい」という形式を以て学舎に伝えられた。これより先七月十四日の詔みことのりを以て廃藩置県の制が布しかれたので、弘前県が成立していたのである。

　矢島優善は浦和県の典獄になっていて、この年一月七日に唐津からつ藩士大沢正おおさわせいの女むすめ蝶ちょうを娶めとった。嘉永二年生うまれで二十三歳である。これより先前妻鉄は幾多の葛藤かっとうを経た後のちに離別せられていた。

　優善は七月十七日に庶務局詰に転じ十月十七日に判任史生にせられた。次で十一月十三日に浦和県が廃せられて、その事務は埼玉県に移管せられたので、優善は十二月四日を以て更に埼玉県十四等出仕を命ぜられた。

　成善と倶ともに東京に来た松本甲子蔵きねぞうは、優善に薦められて、同時に十五等出仕を命ぜられたが、後のち兵事課長に進み、明治三十二年三月二十八日に歿した。弘化二年生であるから、五十五歳になったのである。

　当時県吏の権勢は盛さかんなものであった。成善が東京に入いった直後に、まだ浦和県出仕の典獄であった優善を訪うと、優善は等外一等出仕宮本半蔵に駕籠かご一挺を宰領させて成善を県の界さかいに迎えた。成善がその駕籠に乗って、戸田の渡しに掛かると、渡船場とせんばの役人が土下座をした。

　優善が庶務局詰になった頃の事である。或日優善は宴会を催して、前年に自分が供をした今戸橋の湊屋みなとやの抱かかえ芸者を始はじめとし、山谷堀で顔を識しった芸者を漏もれなく招いた。そして酒闌たけなわなる時「己おれはお前方まえがたの供をして、大ぶ世話になったことがあるが、今日は己もお客だぞ」といった。大丈夫だいじょうふ志を得たという概があったそうである。

　県吏の間には当時飲宴がしばしば行われた。浦和県知事間島冬道まじまふゆみちの催した懇親会では、塩田良三りょうさんが野呂松のろま狂言を演じ、優善が莫大小メリヤスの襦袢じゅばん袴下はかましたを著きて夜這よばいの真似まねをしたことがある。間島は通称万次郎、尾張おわりの藩士である。明治二年四月九日に刑法官判事から大宮おおみや県知事に転じた。大宮県が浦和県と改称せられたのは、その年九月二十九日の事である。

　この年の暮、優善が埼玉県出仕になってからの事である。某村の戸長こちょうは野菜一車ひとくるまを優善に献じたいといって持って来た。優善は「己おれは賄賂わいろは取らぬぞ」といって却しりぞけた。

　戸長は当惑顔をしていった。「どうもこの野菜をこのまま持って帰っては、村の人民どもに対して、わたくしの面目めんぼくが立ちませぬ。」

「そんなら買って遣ろう」と、優善がいった。

　戸長はようよう天保銭一枚を受け取って、野菜を車から卸させて帰った。

　優善は廉やすい野菜を買ったからといって、県令以下の職員に分配した。

　県令は野村盛秀のむらもりひでであったが、野菜を貰もらうと同時にこの顛末てんまつを聞いて、「矢島さんの流義は面白い」といって褒ほめたそうである。野村は初め宗七そうしちと称した。薩摩の士で、浦和県が埼玉県となった時、日田ひた県知事から転じて埼玉県知事に任ぜられた。間島冬道は去って名古屋県に赴いて、参事の職に就いたが、後明治二十三年九月三十日に御歌所寄人おんうたどころよりうどを以て終った。また野村は後のち明治六年五月二十一日にこの職にいて歿したので、長門ながとの士参事白根多助しらねたすけが一時県務を摂行せっこうした。




その九十三




　山田源吾の養子になった専六は、まだ面会もせぬ養父を喪うしなって、その遺跡を守っていたが、五月一日に至って藩知事津軽承昭つぐてるの命を拝した。「親源吾給禄二十俵無相違被遣そういなくつかわさる」というのである。さて源吾は謁見を許されぬ職を以て終ったが、六月二十日に専六は承昭に謁することを得た。これは成善しげよしが内意を承うけて願書を呈したためである。

　専六は成善に紹介せられて、先ず海保の伝経廬でんけいろに入いり、次で八月九日に共立学舎に入り、十二月三日に梅浦精一うめうらせいいちに従学した。

　この年六月七日に成善は名を保たもつと改めた。これは母を懐おもうが故に改めたので、母は五百いおの字面じめんの雅がならざるがために、常に伊保と署していたのだそうである。矢島優善やすよしの名を優ゆたかと改めたのもこの年である。山田専六の名を脩おさむと改めたのは、別に記載の徴すべきものはないが、やや後の事であったらしい。

　この年十二月三日に保と脩とが同時に斬髪ざんぱつした。優は何時いつ斬髪したか知らぬが、多分同じ頃であっただろう。優は少し早く東京に入り、ほどなく東京を距さること遠からぬ浦和に往って官吏をしていたが、必ずしも二弟に先だって斬髪したともいいがたい。紫の紐ひもを以て髻もとどりを結ゆうのが、当時の官吏の頭飾とうしょくで、優が何時までその髻を愛惜あいじゃくしたかわからない。人はあるいは抽斎の子供が何時斬髪したかを問うことを須もちいぬというかも知れない。しかし明治の初はじめに男子が髪を斬ったのは、独逸ドイツ十八世紀のツォップフが前に断たれ、清朝しんちょうの辮髪べんぱつが後のちに断たれたと同じく、風俗の大変遷である。然るに後の史家はその年月を知るに苦くるしむかも知れない。わたくしの如きは自己の髪を斬った年を記きしていない。保さんの日記の一条を此ここに採録する所以ゆえんである。

　この年十二月二十二日に、本所二つ目の弘前藩邸が廃せられたために、保は兄山田脩が本所割下水わりげすいの家に同居した。

　海保竹逕ちくけいの妻、漁村の女むすめがこの年十月二十五日に歿した。

　抽斎歿後の第十四年は明治五年である。一月いちげつに保が山田脩の家から本所横網町よこあみちょうの鈴木きよ方の二階へ徙うつった。鈴木は初め船宿ふなやどであったが、主人が死んでから、未亡人きよが席貸せきがしをすることになった。きよは天保元年生うまれで、この年四十三歳になっていた。当時善く保を遇したので、保は後年に至るまで音信いんしんを断たなかった。これより先さき保は弘前にある母を呼び迎えようとして、藩の当路者に諮はかること数次であった。しかし津軽承昭つぐてるの知事たる間は、西館らが前説を固守して許さなかった。前年廃藩の詔みことのりが出て、承昭は東京におることになり、県政もまた頗すこぶる革あらたまったので、保はまた当路者に諮はかった。当路者は復また五百の東京に入いることを阻止しようとはしなかった。唯ただ保が一諸生を以て母を養わんとするのが怪あやしむべきだといった。それゆえ保は矢島優に願書を作らせて呈した。県庁はこれを可とした。五百いおはようよう弘前から東京に来ることになった。

　保が東京に遊学した後のちの五百が寂しい生活には、特に記すべき事はない。ただ前年廃藩前ぜんに、弘前俎林まないたばやしの山林地が渋江氏に割与せられたのみである。これは士分のものに授産の目的を以て割与した土地に剰余があったので、当路者が士分として扱われざる医者にも恩恵を施したのだそうである。この地面の授受は浅越玄隆あさごえげんりゅうが五百の委託によって処理した。

　五百が弘前を去る時、村田広太郎の許もとから帰った水木みきを伴わなくてはならぬことは勿論もちろんであった。その外陸くがもまた夫矢川文一郎と倶ともに五百に附いて東京へ往くことになった。

　文一郎は弘前を発する前に、津軽家の用達ようたし商人工藤忠五郎蕃寛くどうちゅうごろうはんかんの次男蕃徳はんとくを養子にして弘前に遺のこした。蕃寛には二子二女があった。長男可次よしつぐは森甚平もりじんぺいの士籍、また次男蕃徳は文一郎の士籍を譲り受けた。長女お連れんさんは蕃寛の後のちを継いで、現に弘前の下白銀町しもしろかねちょうに矢川写真館を開いている。次女おみきさんは岩川いわかわ氏友弥ともやさんを壻に取って、本町一丁目角にエム矢川写真所を開いている。蕃徳は郵便技手になって、明治三十七年十月二十八日に歿し、養子文平ぶんぺいさんがその後のちを襲ついだ。




その九十四




　五百いおは五月二十日に東京に着いた。そして矢川文一郎、陸くがの夫妻並ならびに村田氏から帰った水木みきの三人と倶ともに、本所横網町の鈴木方に行李こうりを卸した。弘前からの同行者は武田代次郎たけだだいじろうというものであった。代次郎は勘定奉行武田準左衛門じゅんざえもんの孫である。準左衛門は天保四年十二月二十日に斬罪に処せられた。津軽信順のぶゆきの下しもで笠原近江かさはらおうみが政まつりごとを擅ほしいままにした時の事である。

　五百と保とは十六カ月を隔てて再会した。母は五十七歳、子は十六歳である。脩は割下水から、優ゆたかは浦和から母に逢いに来た。

　三人の子の中で、最も生計に余裕があったのは優である。優はこの年四月十二日に権少属ごんしょうさかんになって、月給僅わずかに二十五円である。これに当時の潤沢なる巡回旅費を加えても、なお七十円ばかりに過ぎない。しかしその意気は今の勅任官に匹敵していた。優の家には二人ふたりの食客があった。一人ひとりは妻さい蝶の弟大沢正おおさわせいである。今一人は生母徳とくの兄岡西玄亭の次男養玄である。玄亭の長男玄庵はかつて保の胞衣えなを服用したという癲癇てんかん病者で、維新後間もなく世を去った。次男がこの養玄で、当時氏名を更あらためて岡寛斎おかかんさいといっていた。優が登庁すると、その使役する給仕きゅうじは故旧中田なかだ某の子敬三郎けいざぶろうである。優が推薦した所の県吏には、十五等出仕松本甲子蔵きねぞうがある。また敬三郎の父中田某、脩の親戚山田健三けんぞう、かつて渋江氏の若党たりし中条勝次郎かつじろう、川口に開業していた時の相識宮本半蔵がある。中田以下は皆月給十円の等外一等出仕である。その他今の清浦子きようらしが県下の小学教員となり、県庁の学務課員となるにも、優の推薦が与あずかって力があったとかで、「矢島先生奎吾けいご」と書した尺牘せきどく数通すつうが遺のこっている。一時優の救援に藉よって衣食するもの数十人の衆おおきに至ったそうである。

　保は下宿屋住いの諸生、脩は廃藩と同時に横川邸の番人を罷やめられて、これも一戸を構えているというだけでやはり諸生であるのに、独り優が官吏であって、しかも此かくの如く応分の権勢をさえ有している。そこで優は母に勧めて、浦和の家に迎えようとした。

「保が卒業して渋江の家を立てるまで、せめて四、五年の間、わたくしの所に来ていて下さい」といったのである。

　しかし五百は応ぜなかった。「わたしも年は寄ったが、幸に無病だから、浦和に往って楽をしなくても好いい。それよりは学校に通う保の留守居でもしましょう」といったのである。

　優はなお勧めて已やまなかった。そこへ一粒金丹いちりゅうきんたんのやや大きい注文が来た。福山、久留米くるめの二カ所から来たのである。金丹を調製することは、始終五百が自らこれに任じていたので、この度もまた直すぐに調合に着手した。優は一旦いったん浦和へ帰った。

　八月十九日に優は再び浦和から出て来た。そして母に言うには、必ずしも浦和へ移らなくても好いいから、とにかく見物がてら泊りに来てもらいたいというのであった。そこで二十日に五百は水木みきと保とを連れて浦和へ往った。

　これより先さき保は高等師範学校に入いることを願って置いたが、その採用試験が二十二日から始まるので、独り先に東京に帰った。




その九十五




　保が師範学校に入ることを願ったのは、大学の業を卒おうるに至るまでの資金を有せぬがためであった。師範学校はこの年始て設けられて、文部省は上等生に十円、下等生に八円を給した。保はこの給費を仰がんと欲したのである。

　然るに此ここに一つの障礙しょうがいがあった。それは師範学校の生徒は二十歳以上に限られているのに、保はまだ十六歳だからである。そこで保は森枳園きえんに相談した。

　枳園はこの年二月に福山を去って諸国を漫遊し、五月に東京に来て湯島切通ゆしまきりどおしの借家しゃっかに住み、同じ月の二十七日に文部省十等出仕になった。時に年六十六である。

　枳園はよほど保を愛していたものと見え、東京に入った第三日に横網町の下宿を訪うて、切通しの家へ来いといった。保が二、三日往かずにいると、枳園はまた来て、なぜ来ぬかと問うた。保が尋ねて行って見ると、切通しの家は店造みせづくりで、店と次の間まと台所とがあるのみで、枳園はその店先に机を据えて書を読んでいた。保が覚えず、「売卜者ばいぼくしゃのようじゃありませんか」というと、枳園は面白げに笑った。それからは湯島と本所との間に、往来ゆききが絶えなかった。枳園はしばしば保を山下やましたの雁鍋がんなべ、駒形こまがたの川桝かわますなどに連れて往って、酒を被こうむって世を罵ののしった。

　文部省は当時頗すこぶる多く名流を羅致らちしていた。岡本況斎、榊原琴洲さかきばらきんしゅう、前田元温げんおん等の諸家が皆九等乃至ないし十等出仕を拝して月に四、五十円を給せられていたのである。

　保が枳園を訪うて、師範生徒の年齢の事を言うと、枳園は笑って、「なに年の足りない位の事は、己おれがどうにか話を附けて遣やる」といった。保は枳園に託して願書を呈した。

　師範学校の採用試験は八月二十二日に始まって、三十日に終った。保は合格して九月五日に入学することになった。五百は入学の期日に先だって、浦和から帰って来た。

　保の同級には今の末松子すえまつしの外、加治義方かじよしかた、古渡資秀ふるわたりすけひでなどがいた。加治は後に渡辺氏を冒し、小説家の群むれに投じ、『絵入自由新聞』に続物つづきものを出したことがある。作者名みょうは花笠文京はながさぶんきょうである。古渡は風采ふうさい揚あがらず、挙止迂拙うせつであったので、これと交まじわるものは殆ほとんど保一人いちにんのみであった。本もと常陸国ひたちくにの農家の子で、地方に初生児を窒息させて殺す陋習ろうしゅうがあったために、まさに害せられんとして僅に免れたのだそうである。東京に来て桑田衡平くわたこうへいの家の学僕になっていて、それからこの学校に入いった。齢よわいは保より長ずること七、八歳であるのに、級の席次は迥はるかに下しもにいた。しかし保はその人ひとと為なりの沈著ちんちゃくなのを喜んで厚くこれを遇した。この人は卒業後に佐賀県師範学校に赴任し、暫しばらくして罷やめ、慶応義塾の別科を修め、明治十二年に『新潟新聞』の主筆になって、一時東北政論家の間に重おもんぜられたが、その年八月十二日に虎列拉コレラを病んで歿した。その後のちを襲ついだのが尾崎愕堂おざきがくどうさんだそうである。

　この頃矢島優は暇を得るごとに、浦和から母の安否を問いに出て来た。そして土曜日には母を連れて浦和へ帰り、日曜日に車で送り還かえした。土曜日に自身で来られぬときは、迎むかえの車をおこすのであった。

　鈴木の女主人おんなあるじは次第に優に親したしんで、立派な、気さくな檀那だんなだといって褒めた。当時の優は黒い鬚髯しゅぜんを蓄えていた。かつて黒田伯清隆きよたかに謁した時、座に少女があって、良やや久しく優の顔を見ていたが、「あの小父おじさんの顔は倒さかさに附いています」といったそうである。鬢毛びんもうが薄くて髯ひげが濃いので、少女は顋あごを頭と視みたのである。優はこの容貌で洋服を著つけ、時計の金鎖きんぐさりを胸前きょうぜんに垂れていた。女主人が立派だといったはずである。

　或土曜日に優が夕食頃に来たので、女主人が「浦和の檀那、御飯を差し上げましょうか」といった。

「いや。ありがたいがもう済まして来ましたよ。今浅草見附みつけの所を遣やって来ると、旨うまそうな茶飯餡掛ちゃめしあんかけを食べさせる店が出来ていました。そこに腰を掛けて、茶飯を二杯、餡掛を二杯食べました。どっちも五十文ずつで、丁度二百文でした。廉やすいじゃありませんか」と、優はいった。女主人が気さくだと称するのは、この調子を斥さして言ったのである。




その九十六




　この年には弘前から東京に出て来るものが多かった。比良野貞固さだかたもその一人ひとりで、或日突然保たもつが横網町の下宿に来て、「今著ついた」といった。貞固は妻照てると六歳になる女むすめ柳りゅうとを連れて来て、百本杙ぐいの側に繋つながせた舟の中に遺のこして置いて、独り上陸したのである。さて差当り保と同居するつもりだといった。

　保は即座に承引して、「御遠慮なく奥さんやお嬢さんをお連つれ下さい、追附おっつけ母も弘前から参るはずになっていますから」といった。しかし保は窃ひそかに心を苦くるしめた。なぜというに、保は鈴木の女主人おんなあるじに月二両の下宿代を払う約束をしていながら、学資の方が足らぬがちなので、まだ一度も払わずにいた。そこへ遽にわかに三人の客を迎えなくてはならなくなった。それが余よの人ならば、宿料しゅくりょうを取ることも出来よう。貞固は己おのれが主人となっては、人に銭を使わせたことがないのである。保はどうしても四人前の費用を弁ぜなくてはならない。これが苦労の一つである。またこの界隈かいわいではまだ糸鬢奴いとびんやっこのお留守居るすいを見識みしっている人が多い。それを横網町の下宿に舎やどらせるのが気の毒でならない。これが保の苦労の二つである。

　保はこれを忍んで数カ月間三人を欵待かんたいした。そして殆ど日々にちにち貞固を横山町の尾張屋に連れて往って馳走ちそうした。貞固は養子房之助の弘前から来るまで、保の下宿にいて、房之助が著いた時、一しょに本所緑町に家を借りて移った。丁度保が母親を故郷から迎える頃の事である。

　矢川文内もこの年に東京に来た。浅越玄隆も来た。矢川は質店しちみせを開いたが成功しなかった。浅越は名を隆りゅうと更あらためて、あるいは東京府の吏となり、あるいは本所区役所の書記となり、あるいは本所銀行の事務員となりなどした。浅越の子は四人あった。江戸生うまれの長女ふくは中沢彦吾なかざわひこきちの弟彦七の妻になり、男子二人ににんの中うち、兄は洋画家となり、弟は電信技手となった。

　五百と一しょに東京に来た陸くがが、夫矢川文一郎の名を以て、本所緑町に砂糖店さとうみせを開いたのもこの年の事である。長尾の女むすめ敬の夫三河屋力蔵の開いていた猿若町さるわかちょうの引手茶屋ひきてぢゃやは、この年十月に新富町しんとみちょうに徙うつった。守田勘弥もりたかんやの守田座が二月に府庁の許可を得て、十月に開演することになったからである。

　この年六月に海保竹逕ちくけいが歿した。文政七年生うまれであるから、四十九歳を以て終ったのである。前年来復また弁之助と称せずして、名の元起げんきを以て行われていた。竹逕の歿した時、家に遺ったのは養父漁村の妾しょう某氏と竹逕の子女各おのおの一人いちにんとである。嗣子繁松しげまつは文久二年生で、家を継いだ時七歳になっていた。竹逕が歿してからは、保は島田篁村こうそんを漢学の師と仰いだ。天保九年に生れた篁村は三十五歳になっていたのである。

　抽斎歿彼の第十五年は明治六年である。二月十日に渋江氏は当時の第六大区だいく六小区本所相生町あいおいちょう四丁目に僦居しゅうきょした。五百が五十八歳、保が十七歳の時である。家族は初め母子の外に水木みきがいたばかりであるが、後のちには山田脩が来て同居した。脩はこの頃喘息ぜんそくに悩んでいたので、割下水の家を畳んで、母の世話になりに来たのである。

　五百は東京に来てから早く一戸を構えたいと思っていたが、現金の貯たくわえは殆ど尽きていたので、奈何いかんともすることが出来なかった。既にして保が師範学校から月額十円の支給を受けることになり、五百は世話をするものがあって、不本意ながらも芸者屋のために裁縫をして、多少の賃銀を得ることになった。相生町の家は此ここに至って始はじめて借りられたのである。




その九十七




　保は前年来本所相生町の家から師範学校に通っていたが、この年五月九日に学校長が生徒一同に寄宿を命じた。これは工事中であった寄宿舎が落成したためである。しかもこの命令には期限が附してあって、来六月六日に必ず舎内に徙うつれということであった。

　然しかるに保は入舎を欲せないので、「母病気に付つき当分の内うち通学御ご許可相成度あいなりたく」云々という願書を呈して、旧に依よって本所から通っていた。母の病気というのは虚言うそではなかった。五百は当時眼病に罹かかって苦くるしんでいた。しかし保は単に五百の目疾もくしつの故を以て入舎の期を延ばしたのではない。

　保は師範学校の授くる所の学術が、自己の攻おさめんと欲する所のものと相反しているのを見て、窃ひそかに退学を企てていた。それゆえ舎外生から舎内生に転じて、学校と自己との関係の一段の緊密を加うることを嫌うのであった。

　学校は米人スコットというものを雇い来きたって、小学の教授法を生徒に伝えさせた。主として練習させるのは子母韻の発声である。発声の正しいものは上席におらせる。訛なまっているものは下席におらせる。それゆえ東京人、中国人などは材能さいのうがなくても重んぜられ、九州人、東北人などは材能があっても軽かろんぜられる。生徒は多く不平に堪えなかった。中にも東京人某は、己おのれが上位に置かれているにもかかわらず、「この教授法では延寿太夫が最優等生になる」と罵ののしった。

　保は英語を操つかい英文を読むことを志しているのに、学校の現状を見れば、所望に愜かなう科目は絶たえてなかった。また縦たとい未来において英文の科が設けられるにしても、共に入学した五十四人の過半は純乎じゅんこたる漢学諸生だから、スペルリングや第一リイダアから始められなくてはならない。保はこれらの人々と歩調を同じうして行くのを堪えがたく思った。

　保はどうにかして退学したいと思った。退学してどうするかというと、相識のフルベックに請うて食客にしてもらっても好いい。また誰たれかのボオイになって海外へ連れて行ってもらっても好い。モオレエ夫婦などの如く、現に自分を愛しているものもある。頼みさえしたら、ボオイに使ってくれぬこともあるまい。こんな夢を保は見ていた。

　保は此かくの如くに思惟しゆいして、校長、教師に敬意を表せず、校則、課業を遵奉じゅんぽうすることをも怠り、早晩退学処分の我頭上とうじょうに落ち来きたらんことを期していた。校長諸葛信澄もろくずのぶずみの家に刺しを通ぜない。その家が何町ちょうにあるかをだに知らずにいる。教師に遅れて教場に入る。数学を除く外、一切の科目を温習せずに、ただ英文のみを読んでいる。

　入舎の命令をばこの状況の下もとに接受した。そして保はこう思った。もし入舎せずにいたら、必ず退学処分が降くだるだろう。そうなったら、再び頂天立地ちょうてんりっちの自由の身となって、随意に英学を研究しよう。勿論折角贏かち得た官費は絶えてしまう。しかし書肆しょし万巻楼まんがんろうの主人が相識で、翻訳書を出してくれようといっている。早速翻訳に着手しようというのである。万巻楼の主人は大伝馬町おおでんまちょうの袋屋亀次郎ふくろやかめじろうで、これより先さき保の初はじめて訳したカッケンボスの『米国史』を引き受けて、前年これを発行したことがある。

　保はこの計画を母に語って同意を得た。しかし矢島優ゆたかと比良野貞固さだかたとが反対した。その主おもなる理由は、もし退学処分を受けて、氏名を文部省雑誌に載せられたら、拭ぬぐうべからざる汚点を履歴の上に印するだろうというにあった。

　十月十九日に保は隠忍して師範学校の寄宿舎に入いった。




その九十八




　矢島優ゆたかはこの年八月二十七日に少属しょうさかんに陞のぼったが、次で十二月二十七日には同官等を以て工部省に転じ、鉱山に関する事務を取り扱うことになり、芝琴平町しばことひらちょうに来きたり住した。優の家にいた岡寛斎も、優に推挙せられて工部省の雇員になった。寛斎は後のち明治十七年十月十九日に歿した。天保十年生うまれであるから、四十六歳を以て終ったのである。寛斎は生れて姿貌しぼうがあったが、痘を病んで容かたちを毀やぶられた。医学館に学び、また抽斎、枳園きえんの門下におった。寛斎は枳園が寿蔵碑の後のちに書して、「余少時曾在先生之門よわかいときかつてせんせいのもんにあり、能知其為人よくそのひととなりと、且学之広博がくのこうはくをしる、因窃録先生之言行及字学医学之諸説よりてひそかにせんせいのげんこうおよびじがくいがくのしょせつをろくし、別為小冊子べつにしょうさっしとなす」といっている。わたくしはその書の存否を審つまびらかにしない。寛斎は初め伊沢氏かえの生んだ池田全安の女むすめ梅を娶めとったが、後これを離別して、陸奥国むつのくに磐城平いわきだいらの城主安藤家の臣後藤氏の女じょいつを後妻に納いれた。いつは二子を生んだ。長男俊太郎しゅんたろうさんは、今本郷西片町ほんごうにしかたまちに住んで、陸軍省人事局補任課に奉職している。次男篤次郎とくじろうさんは風間かざま氏を冒して、小石川宮下町こいしかわみやしたちょうに住んでいる。篤次郎さんは海軍機関大佐である。

　陸くがはこの年矢川文一郎と分離して、砂糖店さとうみせを閉じた。生計意の如くならざるがためであっただろう。文一郎が三十三歳、陸が二十七歳の時である。

　次で陸は本所ほんじょ亀沢町かめざわちょうに看板を懸けて杵屋勝久きねやかつひさと称し、長唄ながうたの師匠をすることになった。

　矢島周禎の一族もまたこの年に東京に遷うつった。周禎は霊岸島れいがんじまに住んで医を業とし、優の前妻鉄は本所相生町あいおいちょう二つ目橋通どおりに玩具店おもちゃみせを開いた。周禎は素もと眼科なので、五百は目の治療をこの人に頼んだ。

　或日周禎は嗣子周策を連れて渋江氏を訪とい、束脩そくしゅうを納めて周策を保の門人とせんことを請うた。周策は已すでに二十九歳、保は僅わずかに十七歳である。保はその意を解せなかったが、これを問えば周策をして師範学校に入いらしむる準備をなさんがためであった。保は喜び諾して、周策をして試験諸科を温習せしめかつこれに漢文を授けた。周策は後のち生徒の第二次募集に応じて合格し、明治十年に卒業して山梨県に赴任したが、幾いくばくもなく精神病に罹って罷やめられた。

　緑町の比良野氏では房之助ふさのすけが、実父稲葉一夢斎いなばいちむさいと共に骨董店を開いた。一夢斎は丹下たんげが老後の名である。貞固さだかたは月に数度浅草黒船町くろふねちょう正覚寺しょうかくじの先塋せんえいに詣もうでて、帰途には必ず渋江氏を訪い、五百と昔を談じた。

　抽斎歿後の第十六年は明治七年である。五百の眼病が荏苒じんぜんとして治ちせぬので、矢島周禎の外に安藤某を延ひいて療せしめ、数月すうげつにして治することを得た。

　水木みきはこの年深川佐賀町さがちょうの洋品商兵庫屋藤次郎ひょうごやとうじろうに再嫁した。二十二歳の時である。

　妙了尼はこの年九十四歳を以て韮山にらやまに歿した。

　渋江氏ではこの年感応寺かんのうじにおいて抽斎のために法要を営んだ。五百、保、矢島優ゆたか、陸くが、水木、比良野貞固さだかた、飯田良政よしまさらが来会した。

　渋江氏の秩禄公債証書はこの年に交付せられたが、削減を経た禄を一石九十五銭の割を以て換算した金高きんだかは、固もとより言うに足らぬ小額であった。

　抽斎歿後の第十七年は明治八年である。一月いちげつ二十九日に保は十九歳で師範学校の業を卒おえ、二月六日に文部省の命を受けて浜松県に赴くこととなり、母を奉じて東京を発した。

　五百、保の母子が立った後のち、山田脩は亀沢町の陸の許もとに移った。水木はなお深川佐賀町にいた。矢島優ゆたかはこの頃家を畳んで三池みいけに出張していた。




その九十九




　保は母五百を奉じて浜松に著ついて、初め暫しばらくのほどは旅店にいた。次で母子の下宿料月額六円を払って、下垂町しもたれちょうの郷宿ごうやど山田屋和三郎わさぶろう方にいることになった。郷宿とは藩政時代に訴訟などのために村民が城下に出た時舎やどる家をいうのである。また諸国を遊歴する書画家等の滞留するものも、大抵この郷宿にいた。山田屋は大きい家で、庭に肉桂にっけいの大木がある。今もなお儼存げんそんしているそうである。

　山田屋の向いに山喜やまきという居酒屋がある。保は山田屋に移った初はじめに、山喜の店に大皿おおざらに蒲焼かばやきの盛ってあるのを見て五百に「あれを買って見ましょうか」といった。

「贅沢ぜいたくをお言いでない。鰻うなぎはこの土地でも高かろう」といって、五百は止めようとした。

「まあ、聞いて見ましょう」といって、保は出て行った。価あたいを問えば、一銭に五串いつくしであった。当時浜松辺で暮しの立ちやすかったことは、これに由よって想見することが出来る。

　保は初め文部省の辞令を持って県庁に往った。浜松県の官吏は過半旧幕人で、薩長政府の文部省に対する反感があって、学務課長大江孝文おおえたかぶみの如きも、頗すこぶる保を冷遇した。しかし良やや久しく話しているうちに、保が津軽人だと聞いて、少しく面おもてを和やわらげた。大江の母は津軽家の用人栂野求馬とがのもとめの妹であった。後のち大江は県令林厚徳はやしこうとくに稟もうして、師範学校を設けることにして、保を教頭に任用した。学校の落成したのは六月である。

　数月の後、保は高町たかまちの坂下、紺屋町西端の雑貨商江州屋ごうしゅうや速見平吉はやみへいきちの離座敷はなれざしきを借りて遷うつった。この江州屋も今なお存しているそうである。

　矢島優はこの年十月十八日に工部少属しょうさかんを罷やめて、新聞記者になり、『魁さきがけ新聞』、『真砂まさご新聞』等のために、主として演劇欄に筆を執った。『魁新聞』には山田脩が倶ともに入社し、『真砂新聞』には森枳園きえんが共に加盟した。枳園は文部省の官吏として、医学校、工学寮等に通勤しつつ、旁かたわら新聞社に寄稿したのである。

　抽斎歿後の第十八年は明治九年である。十月十日に浜松師範学校が静岡師範学校浜松支部と改称せられた。これより先八月二十一日に浜松県を廃して静岡県に併あわせられたのである。しかし保の職は故もとの如くであった。

　この年四月に保は五百の還暦の賀延がえんを催して県令以下の祝いわいを受けた。

　五百の姉長尾氏安やすはこの年新富座附しんとみざつきの茶屋三河屋みかわやで歿した。年は六十二であった。この茶屋の株は後のち敬の夫力蔵りきぞうが死ぬるに及んで、他人の手に渡った。

　比良野貞固もまたこの年本所緑町の家で歿した。文化九年生うまれであるから、六十五歳を以て終ったのである。その後のちを襲ついだ房之助さんは現に緑町一丁目に住んでいる。

　小野富穀ふこくもまたこの年七月十七日に歿した。年は七十であった。子道悦どうえつが家督相続をした。

　多紀安琢あんたくもまたこの年一月四日に五十三歳で歿した。名は元琰げんえん、号は雲従うんじゅうであった。その後を襲いだのが上総国かずさのくに夷隅郡いすみごおり総元村そうもとむらに現存している次男晴之助せいのすけさんである。

　喜多村栲窓こうそうもまたこの年十一月九日に歿した。栲窓は抽斎の歿した頃奥医師を罷めて大塚村おおつかむらに住んでいたが、明治七年十二月に卒中し、右半身ゆうはんしん不随になり、此ここに迨いたって終った。享年七十三である。

　抽斎歿後の第十九年は明治十年である。保は浜松表早馬町おもてはやうまちょう四十番地に一戸を構え、後また幾いくばくならずして元城内もとじょうない五十七番地に移った。浜松城は本もと井上いのうえ河内守かわちのかみ正直まさなおの城である。明治元年に徳川家が新あらたにこの地に封ほうぜられたので、正直は翌年上総国市原郡いちはらごおり鶴舞つるまいに徙うつった。城内の家屋は皆井上家時代の重臣の第宅ていたくで、大手の左右に列つらなっていた。保はその一つに母をおらせることが出来たのである。

　この年七月四日に保の奉職している静岡師範学校浜松支部は変則中学校と改称せられた。

　兼松石居かねまつせききょはこの年十二月十二日に歿した。年六十八である。絶筆の五絶と和歌とがある。「今日吾知免こんにちわれめんをしる。亦将騎鶴遊またつるにのりてあそばんとす。上帝賚殊命じょうていしゅめいをたまう。使爾永相休なんじをしてながくあいやすましめんと。」「年浪としなみのたち騒ぎつる世をうみの岸を離れて舟漕こぎ出いでむ。」石居は酒井さかい石見守いわみのかみ忠方ただみちの家来屋代やしろ某の女じょを娶めとって、三子二女を生ませた。長子艮こん、字あざなは止所ししょが家を嗣いだ。号は厚朴軒こうぼくけんである。艮の子成器せいきは陸軍砲兵大尉である。成器さんは下総国市川町いちかわまちに住んでいて、厚朴軒さんもその家にいる。




その百




　抽斎歿後の第二十年は明治十一年である。一月いちげつ二十五日津軽承昭つぐてるは藩士の伝記を編輯へんしゅうせしめんがために、下沢保躬しもさわやすみをして渋江氏について抽斎の行状を徴めさしめた。保は直ちに録呈した。いわゆる伝記は今存ずる所の『津軽藩旧記伝類』ではあるまいか。わたくしはいまだその書を見ざるが故に、抽斎の行状が采采択さいたくせられしや否やを審つまびらかにしない。

　保の奉職している浜松変則中学枚はこの年二月二十三日に中学校と改称せられた。

　山田脩はこの年九月二日に、母五百に招致せられて浜松に来た。これより先五百は脩の喘息ぜんそくを気遣きづかっていたが、脩が矢島優ゆたかと共に『魁さきがけ新聞』の記者となるに及んで、その保に寄する書に卯飲ぼういんの語あるを見て、大いにその健康を害せんを惧おそれ、急に命じて浜松に来きたらしめた。しかし五百は独り脩の身体しんたいのためにのみ憂えたのではない。その新聞記者の悪徳に化せられんことをも慮おもんぱかったのである。

　この年四月に岡本況斎が八十二歳で歿した。

　抽斎歿後の第二十一年は明治十二年である。十月十五日保は学問修行のため職を辞し、二十八日に聴許ていきょせられた。これは慶応義塾に入いって英語を学ばんがためである。

　これより先保は深く英語を窮めんと欲して、いまだその志を遂げずにいた。師範学校に入ったのも、その業を卒おえて教員となったのも、皆学資給せざるがために、やむことをえずして為なしたのである。既にして保は慶応義塾の学風を仄聞そくぶんし、頗すこぶる福沢諭吉ふくざわゆきちに傾倒した。明治九年に国学者阿波あわの人某が、福沢の著あらわす所の『学問のすゝめ』を駁はくして、書中の「日本にっぽんは蕞爾さいじたる小国である」の句を以て祖国を辱はずかしむるものとなすを見るに及んで、福沢に代って一文を草し、『民間雑誌』に投じた。『民間雑誌』は福沢の経営する所の日刊新聞で、今の『時事新報』の前身である。福沢は保の文を采録し、手書しゅしょして保に謝した。保はこれより福沢に識しられて、これに適従てきじゅうせんと欲する念がいよいよ切になったのである。

　保は職を辞する前に、山田脩をして居宅を索もとめしめた。脩は九月二十八日に先ず浜松を発して東京に至り、芝区松本町まつもとちょう十二番地の家を借りて、母と弟とを迎えた。

　五百、保の母子は十月三十一日に浜松を発し、十一月三日に松本町の家に著ついた。この時保と脩とは再び東京にあって母の膝下しっかに侍することを得たが、独り矢島優ゆたかのみは母の到著するを待つことが出来ずに北海道へ旅立った。十月八日に開拓使御用掛がかりを拝命して、札幌に在勤することとなったからである。

　陸くがは母と保との浜松へ往った後のちも、亀沢町の家で長唄の師匠をしていた。この家には兵庫屋から帰った水木みきが同居していた。勝久は水木の夫であった畑中藤次郎はたなかとうじろうを頼もしくないと見定めて、まだ脩が浜松に往かぬ先に相談して、水木を手元へ連れ戻したのである。

　保らは浜松から東京に来た時、二人の同行者があった。一人は山田要蔵、一人は中西常武なかにしつねたけである。

　山田は遠江国とおとうみのくに敷智郡ふちごおり都築つづきの人である。父を喜平といって、畳問屋たたみどいやである。その三男要蔵は元治げんじ元年生うまれの青年で、渋江の家から浜松中学校に通い、卒業して東京に来たのである。時に年十六であった。中西は伊勢国度会郡わたらいごおり山田岩淵町いわぶちちょうの人中西用亮ようすけの弟である。愛知師範学校に学んで卒業し、浜松中学校の教員になっていた。これは職を罷やめて東京に来た時二十七、八歳であった。山田も中西も、保と同じく慶応義塾に入いらんと欲して、共に入京したのである。




その百一




　保は東京に著ついた翌日、十一月四日に慶応義塾に往って、本科第三等に編入せられた。

　同行者の山田は、保と同じく本科に、中西は別科に入いった。後のち山田は明治十四年に優等を以て卒業して、一時義塾の教員となり、既にして伊東氏を冒し、衆議院議員に選ばれ、今は某銀行、某会社の重役をしている。中西は別科を修めた後に郷に帰った。

　保は慶応義塾の生徒となってから三日目に、万来舎ばんらいしゃにおいて福沢諭吉を見た。万来舎は義塾に附属したクラブ様のもので、福沢は毎日午後に来て文明論を講じていた。保が名を告げた時、福沢は昔年の事を語り出いでてこれを善遇した。

　当時慶応義塾は年を三期に分ち、一月から四月までを第一期といい、五月から七月までを第二期といい、九月から十二月までを第三期といった。保がこの年第三期に編入せられた第三等はなお第三級といわんがごとくである。月の末には小試験があり、期の終にはまた大試験があった。

　森枳園きえんはこの年十二月一日に大蔵省印刷局の編修になった。身分は准判任御用掛で、月給四十円であった。局長得能良介とくのうりょうすけは初め八十円を給せようといったが、枳園は辞していった。多く給せられて早く罷やめられんよりは、少すくなく給せられて久しく勤めたい。四十円で十分だといった。局長はこれに従って、特に耆宿きしゅくとして枳園を優遇し、土蔵の内に畳を敷いて事務を執らせた。この土蔵の鍵かぎは枳園が自ら保管していて、自由にこれに出入しゅつにゅうした。寿蔵碑に「日々入局にちにちきょくにいり、不知老之将至おいのまさにいたらんとするをしらず、殆為金馬門之想云ほとんどきんばもんのおもいをなすという」と記きしてある。

　抽斎歿後の第二十二年は明治十三年である。保は四月に第二等に進み、七月に破格を以て第一等に進み、遂に十二月に全科の業を終えた。下等の同学生には渡辺修、平賀敏ひらがびんがあり、また同じ青森県人に芹川得一せりかわとくいち、工藤儀助くどうぎすけがあった。上等の同学生には犬養毅いぬかいきさんの外、矢田績やだせき、安場やすば男爵があり、また同県人に坂井次永さかいじえい、神尾金弥かみおきんやがあった。後のちの二人は旧会津藩士である。

　万来舎では今の金子かねこ子爵、その他相馬永胤そうまながたね、目賀田めがた男爵、鳩山和夫はとやまかずお等が法律を講ずるので、保も聴いた。

　山田脩はこの年電信学校に入いって、松本町の家から通った。陸くがの勝久が長唄を人に教うる旁かたわら、音楽取調所の生徒となったのもまたこの年である。音楽取調所は当時創立せられたもので、後の東京音楽学校の萌芽ほうがである。この頃水木みきは勝久の許もとを去って母の家に来た。

　この年また藤村義苗ふじむらよしたねさんが浜松から来て渋江氏に寓ぐうした。藤村は旧幕臣で、浜松中学校の業を卒おえ、遠江国中泉なかいずみで小学校訓導をしていたが、外国語学校で露語生徒の入学を許し、官費を給すると聞いて、その試験を受けに来たのである。藤村は幸に合格したが、後に露語科が廃せられてから、東京高等商業学校に入いってその業を卒え、現に某々会社の重役になっている。

　松本町の家には五百、保、水木の三人がいて、諸生には山田要蔵とこの藤村とが置いてあったのである。

　抽斎歿後の第二十三年は明治十四年である。当時慶応義塾の卒業生は世人の争って聘へいせんと欲する所で、その世話をする人は主おもに小幡篤次郎おばたとくじろうであった。保はなお進んで英語を窮めたい志を有していたが、浜松にあった日に衣食を節して貯えた金がまた罄つきたので、遂に給を俸銭に仰がざることを得なくなった。

　この年もまた卒業生の決口はけくちは頗すこぶる多かった。保の如きも第一に『三重みえ日報』の主筆に擬せられて、これを辞した。これは藤田茂吉もきちに三重県庁が金を出していることを聞いたからである。第二に広島某新聞の主筆は、保が初めその任に当ろうとしていたが、次で出来た学校の地位に心を傾かたぶけたために、半途にして交渉を絶った。

　学校の地位というのは、愛知中学校長である。招聘の事は阿部泰蔵あべたいぞうと会談して定まり、保は八月三日に母と水木とを伴って東京を発した。諸生山田要蔵はこの時慶応義塾に寄宿した。




その百二




　保は三河国宝飯郡ほいごおり国府町こふまちに著ついて、長泉寺ちょうせんじの隠居所を借りて住んだ。そして九月三十日に愛知県中学校長に任ずという辞令を受けた。

　保が学校に往って見ると、二つの急を要する問題が前に横よこたわっていた。教則を作ることと罰則を作ることとである。教則は案を具して文部省に呈し、その認可を受けなくてはならない。罰則は学校長が自ら作り自ら施すことを得るのである。教則の案は直ちに作って呈し、罰則は不文律となして、生徒に自力の徳教を誨おしえた。教則は文部省が輒たやすく認可せぬので、往復数十回を累かさね、とうとう保の在職中には制定せられずにしまった。罰則は果して必要でなかった。一人いちにんの詿違者かいいしゃをも出いださなかったからである。

　長泉寺の隠居所は次第に賑にぎわしくなった。初め保は母と水木みきとの二人の家族があったのみで、寂しい家庭をなしていたが、寄寓きぐうを請う諸生を、一人ひとり容いれ、二人容れて、幾いくばくもあらぬに六人の多きに達した。八田郁太郎はちたいくたろう、稲垣親康いながきしんこう、島田寿一じゅいち、大矢尋三郎じんざぶろう、菅沼岩蔵すがぬまいわぞう、溝部惟幾みぞべいきの人々である。中にも八田は後に海軍少将に至った。菅沼は諸方の中学校に奉職して、今は浜松にいる。最も奇とすべきは溝部で、或日偶然来て泊り込み、それなりに淹留えんりゅうした。夏日かじつ袷あわせに袷羽織ばおりを著きて恬てんとして恥じず、また苦熱の態たいをも見せない。人皆その長門ながとの人なるを知っているが、かつて自ら年歯ねんしを語ったことがないので、その幾歳なるかを知るものがない。打ち見る所は保と同年位であった。溝部は後のち農商務省の雇員となり、地方官に転じ、栃木県知事に至った。

　当時保は一人の友を得た。武田氏名は準平じゅんぺいで、保が国府こふの学校に聘せられた時、中に立って斡旋あっせんした阿部泰蔵の兄である。準平は国府こふに住んで医を業としていたが、医家を以て著あらわれずに、かえって政客せいかくを以て聞えていた。

　準平はこれより先さき愛知県会の議長となったことがある。某年に県会が畢おわって、県吏と議員とが懇親の宴を開いた。準平は平素県令国貞廉平くにさだれんぺいの施設に慊あきたらなかったが、宴闌たけなわなる時、国貞の前に進んで杯さかずきを献じ、さて「お殽さかなは」と呼びつつ、国貞に背そむいて立ち、衣いを搴かかげて尻しりを露あらわしたそうである。

　保は国府こふに来てから、この準平と相識になった。既にして準平が兄弟けいていになろうと勧めた。保は謙へりくだって父子になる方が適当であろうといった。遂に父子と称して杯を交した。準平は四十四歳、保は二十五歳の時である。

　この時東京には政党が争い起おこった。改進党が成り、自由党が成り、また帝政党が成って、新聞紙は早晩これらの結党式の挙行せらるべきことを伝えた。準平と保とは国府こふにあってこういった。「東京の政界は華々しい。我ら田舎に住んでいるものは、淵ふちに臨んで魚ぎょを羨うらやむの情に堪えない。しかし大だいなるものは成るに難く、小なるものは成るに易やすい。我らも甲らに似せて穴を掘り、一の小政社を結んで、東京の諸先輩に先んじて式を挙げようではないか」といった。この政社の雛形ひながたは進取社と名づけられて、保は社長、準平は副社長であった。




その百三




　抽斎歿後の第二十四年は明治十五年である。一月いちげつ二日に保の友武田準平が刺客せきかくに殺された。準平の家には母と妻と女むすめ一人ひとりとがいた。女の壻秀三ひでぞうは東京帝国大学医科大学の別科生になっていて、家にいなかった。常は諸生がおり、僕がおったが、皆新年に暇いとまを乞こうて帰った。この日家人が寝しんに就ついた後のち、浴室から火が起った。唯ただ一人暇を取らずにいた女中が驚き醒さめて、烟けぶりの厨くりやを罩こむるを見、引窓ひきまどを開きつつ人を呼んだ。浴室は庖厨ほうちゅうの外に接していたのである。準平は女中の声を聞いて、「なんだ、なんだ」といいつつ、手に行燈あんどうを提さげて厨に出て来た。この時一人の引廻ひきまわしがっぱを被きた男が暗中より起たって、準平に近づいた。準平は行燈を措おいて奥に入いった。引廻の男は尾ついて入った。準平は奥の廊下から、雨戸を蹴脱けはずして庭に出た。引廻の男はまた尾いて出た。準平は身に十四カ所の創きずを負って、庭の檜ひのきの下に殪たおれた。檜は老木であったが、前年の暮、十二月二十八日の夜よ、風のないに折れた。準平はそれを見て、新年を過してから薪たきぎに挽ひかせようといっていたのである。家人は檜が讖しんをなしたなどといった。引廻の男は誰たれであったか、また何故なにゆえに準平を殺したか、終ついに知ることが出来なかった。

　保は報を得て、馳はせて武田の家に往った。警察署長佐藤某がいる。郡長竹本元儤がいる。巡査数人がいる。佐藤はこういうのである。「武田さんは進取社の事のために殺されなすったかと思われます。渋江さんも御用心なさるが好い。当分の内うち巡査を二人ふたりだけ附けて上げましょう」というのである。

　保は彼かの小結社の故を以て、刺客が手を動うごかしたものとは信ぜなかった。しかし暫しばらくは人の勧すすめに従って巡査の護衛を受けていた。五百は例の懐剣を放さずに持っていて、保にも弾を填こめた拳銃を備えさせた。進取社は準平が死んでから、何の活動をもなさずに分散した。

　保は『横浜毎日新聞』の寄書家になった。『毎日』は島田三郎さんが主筆で、『東京日々にちにち新聞』の福地桜痴ふくちおうちと論争していたので、保は島田を助けて戦った。主なる論題は主権論、普通選挙論等であった。

　普通選挙論では外山正一とやましょういちが福地に応援して、「毎日記者は盲目めくら蛇へびにおじざるものだ」といった。これは島田のベンサムを普通選挙論者となしたるは無学のためで、ベンサムは実は制限選挙論者だというのであった。そこで保はベンサムの憲法論について、普通選挙を可とする章句を鈔出しょうしゅつし、「外山先生は盲目蛇におじざるものだ」という鸚鵡返おうむがえしの報復をした。

　これらの論戦の後のち、保は島田三郎、沼間守一ぬましゅいち、肥塚龍こえづかりゅうらに識しられた。後に横浜毎日社員になったのは、この縁故があったからである。

　保は十二月九日学校の休暇を以て東京に入いった。実は国府こふを去らんとする意があったのである。

　この年矢島優ゆたかは札幌にあって、九月十五日に渋江氏に復籍した。十月二十三日にその妻蝶が歿した。年三十四であった。

　山田脩おさむはこの年一月いちげつ工部技手に任ぜられ、日本橋電信局、東京府庁電信局等に勤務した。




その百四




　抽斎歿後の第二十五年は明治十六年である。保は前年の暮に東京に入いって、仮に芝田町しばたまち一丁目十二番地に住んだ。そして一面愛知県庁に辞表を呈し、一面府下に職業を求めた。保は先ず職業を得て、次で免罷めんひの報に接した。一月十一日には攻玉社こうぎょくしゃの教師となり、二十五日には慶応義塾の教師となって、午前に慶応義塾に往ゆき、午後に攻玉社に往くことにした。攻玉社は社長が近藤真琴こんどうまこと、幹事が藤田潜ひそむで、生徒中には後のちに海軍少将に至った秀島ひでしま某、海軍大佐に至った笠間直かさまちょく等があった。慶応義塾は社頭が福沢諭吉、副社頭が小幡篤次郎おばたとくじろう、校長が浜野定四郎はまのさだしろうで、教師中に門野幾之進かどのいくのしん、鎌田栄吉かまだえいきち等があり、生徒中に池辺吉太郎いけべきちたろう、門野重九郎かどのじゅうくろう、和田豊治わだとよじ、日比翁助ひびおうすけ、伊吹雷太いぶきらいた等があった。愛知県中学校長を免ずる辞令は二月十四日を以て発せられた。保は芝しば烏森町からすもりちょう一番地に家を借りて、四月五日に国府こふから還かえった母と水木みきとを迎えた。

　勝久は相生町あいおいちょうの家で長唄を教えていて、山田脩はその家から府庁電信局に通勤していた。そこへ優ゆたかが開拓使の職を辞して札幌から帰ったのが八月十日である。優は無妻になっているので、勝久に説いて師匠を罷やめさせ、専もっぱら家政を掌つかさどらせた。

　八月中の事であった。保は客かくを避けて『横浜毎日新聞』に寄する文を草せんがために、一週日いっしゅうじつほどの間柳島の帆足謙三ほあしけんぞうというものの家に起臥きがしていた。烏森町の家には水木を遺のこして母に侍せしめ、かつ優、脩、勝久の三人をして交る交るその安否を問わしめた。然るに或夜水木が帆足の家に来て、母が病気と見えて何も食わなくなったと告げた。

　保が家に帰って見ると、五百は床を敷かせて寝ていた。「只今ただいま帰りました」と、保はいった。

「お帰かえりかえ」といって、五百は微笑した。

「おっ母か様、あなたは何も上らないそうですね。わたくしは暑くてたまりませんから、氷を食べます。」

「そんならついでにわたしのも取っておくれ。」五百は氷を食べた。

　翌朝保が「わたくしは今朝けさは生卵にします」といった。

「そうかい、そんならわたしも食べて見よう。」五百は生卵を食べた。

　午ひるになって保はいった。「きょうは久しぶりで、洗いに水貝みずがいを取って、少し酒を飲んで、それから飯にします。」

「そんならわたしも少し飲もう。」五百は洗いで酒を飲んだ。その時はもう平日の如く起きて坐っていた。

　晩になって保はいった。「どうも夕方になってこんなに風がちっともなくては凌しのぎ切れません。これから汐湯しおゆに這入はいって、湖月こげつに寄って涼んで来ます。」

「そんならわたしも往ゆくよ。」五百は遂に汐湯に入いって、湖月で飲食のみくいした。

　五百は保が久しく帰らぬがために物を食わなくなったのである。五百は女子中では棠とうを愛し、男子中では保を愛した。さきに弘前に留守をしていて、保を東京に遣やったのは、意を決した上の事である。それゆえ能よく年余ねんよの久しきに堪えた。これに反して帰るべくして帰らざる保を日ごとに待つことは、五百の難かたんずる所であった。この時五百は六十八歳、保は二十七歳であった。




その百五




　この年十二月二日に優ゆたかが本所相生町の家に歿した。優は職を罷やめる時から心臓に故障があって、東京に還って清川玄道きよかわげんどうの治療を受けていたが、屋内に静坐していれば別に苦悩もなかった。歿する日には朝から物を書いていて、午頃ひるごろ「ああ草臥くたびれた」といって仰臥ぎょうがしたが、それきり起たたなかった。岡西氏徳とくの生んだ、抽斎の次男は此かくの如くにして世を去ったのである。優は四十九歳になっていた。子はない。遺骸は感応寺に葬られた。

　優は蕩子とうしであった。しかし後のちに身を吏籍に置いてからは、微官におったにもかかわらず、頗すこぶる材能さいのうを見あらわした。優は情誼じょうぎに厚かった。親戚しんせき朋友ほうゆうのその恩恵を被ったことは甚だ多い。優は筆札ひっさつを善くした。その書には小島成斎の風があった。その他演劇の事はこの人の最も精通する所であった。新聞紙の劇評の如きは、森枳園きえんと優とを開拓者の中うちに算すべきであろう。大正五年に珍書刊行会で公にした『劇界珍話』は飛蝶ひちょうの名が署してあるが、優の未定稿である。

　抽斎歿後の第二十六年は明治十七年である。二月十四日に五百が烏森の家に歿した。年六十九であった。

　五百は平生へいぜい病むことが少すくなかった。抽斎歿後に一たび眼病に罹かかり、時じ々じ疝痛せんつうを患うれえた位のものである。特に明治九年還暦の後のちは、殆ほとんど無病の人となっていた。然るに前年の八月中、保が家に帰らぬを患うれえて絶食した頃から、やや心身違和の徴があった。保らはこれがために憂慮した。さて新年に入いって見ると、五百の健康状態は好よくなった。保は二月九日の夜よ母が天麩羅蕎麦てんぷらそばを食べて炬燵こたつに当り、史を談じて更こうの闌たけなわなるに至ったことを記憶している。また翌十日にも午食ごしょくに蕎麦を食べたことを記憶している。午後三時頃五百は煙草を買いに出た。二、三年前ぜんからは子らの諌いさめを納いれて、単身戸外に出ぬことにしていたが、当時の家から煙草店みせへ往く道は、烏森神社の境内であって車も通らぬゆえ、煙草を買いにだけは単身で往った。保は自分の部屋で書を読んで、これを知らずにいた。暫しばらくして五百は烟草を買って帰って、保の背後うしろに立って話をし出した。保はかつ読みかつ答えた。初はじめてドイツ語を学ぶ頃で、読んでいる書はシェッフェルの文典であった。保は母の気息の促迫しているのに気が附いて、「おっ母か様、大そうせかせかしますね」といった。

「ああ年のせいだろう、少し歩くと息が切れるのだよ。」五百はこういったが、やはり話を罷やめずにいた。

　少し立って五百は突然黙った。

「おっ母様、どうかなすったのですか。」保はこういって背後うしろを顧みた。

　五百は火鉢の前に坐って、やや首を傾かたぶけていたが、保はその姿勢の常に異なるのに気が附いて、急に起たって傍かたわらに往き顔を覗のぞいた。

　五百の目は直視し、口角こうかくからは涎よだれが流れていた。

　保は「おっ母様、おっ母様」と呼んだ。

　五百は「ああ」と一声答えたが、人事を省せいせざるものの如くであった。

　保は床を敷いて母を寝させ、自ら医師の許もとへ走った。




その百六




　渋江氏の住んでいた烏森の家からは、存生堂ぞんせいどうという松山棟庵とうあんの出張所が最も近かった。出張所には片倉かたくら某という医師が住んでいた。保は存生堂に駆け附けて、片倉を連れて家に帰った。存生堂からは松山の出張をも請いに遣った。

　片倉が一応の手当をした所へ、松山が来た。松山は一診していった。「これは脳卒中で右半身不随ゆうはんしんふずいになっています。出血の部位が重要部で、その血量も多いから、回復の望のぞみはありません」といった。

　しかし保はその言ことを信じたくなかった。一時空くうを視みていた母が今は人の面おもてに注目する。人が去れば目送する。枕辺ちんぺんに置いてあるハンカチイフを左手さしゅに把とって畳む。保が傍そばに寄るごとに、左手で保の胸を撫なでさえした。

　保は更に印東玄得いんどうげんとくをも呼んで見せた。しかし所見は松山と同じで、この上手当のしようはないといった。

　五百は遂に十四日の午前七時に絶息した。

　五百の晩年の生活は日々にちにち印刷したように同じであった。祁寒きかんの時を除く外は、朝五時に起きて掃除をし、手水ちょうずを使い、仏壇を拝し、六時に朝食をする。次で新聞を読み、暫く読書する。それから午餐ごさんの支度をして、正午に午餐する。午後には裁縫し、四時に至って女中を連れて家を出る。散歩がてら買物をするのである。魚菜をも大抵この時買う。夕餉ゆうげは七時である。これを終れば、日記を附ける。次でまた読書する。倦うめば保を呼んで棋ごを囲みなどすることもある。寝しんに就くのは十時である。

　隔日に入浴し、毎月曜日に髪を洗った。寺には毎月一度詣もうで、親と夫との忌日きにちには別に詣でた。会計は抽斎の世にあった時から自らこれに当っていて、死に迨いたるまで廃せなかった。そしてその節倹の用意には驚くべきものがあった。

　五百の晩年に読んだ書には、新刊の歴史地理の類が多かった。『兵要へいよう日本地理小志』はその文が簡潔で好いいといって、傍そばに置いていた。

　奇とすべきは、五百が六十歳を踰こえてから英文を読みはじめた事である。五百は頗る早く西洋の学術に注意した。その時期を考うるに、抽斎が安積艮斎あさかごんさいの書を読んで西洋の事を知ったよりも早かった。五百はまだ里方さとかたにいた時、或日兄栄次郎が鮓久すしきゅうに奇な事を言うのを聞いた。「人間は夜よる逆さかさになっている」云々といったのである。五百は怪あやしんで、鮓久が去った後のちに兄に問うて、始はじめて地動説の講釈を聞いた。その後のち兄の机の上に『気海観瀾きかいかんらん』と『地理全志』とのあるのを見て、取って読んだ。

　抽斎に嫁した後、或日抽斎が「どうも天井に蝿はえが糞ふんをして困る」といった。五百はこれを聞いていった。「でも人間も夜は蝿が天井に止まったようになっているのだと申しますね」といった。抽斎は妻さいが地動説を知っているのに驚いたそうである。

　五百は漢訳和訳の洋説を読んで慊あきたらぬので、とうとう保にスペルリングを教えてもらい、ほどなくウィルソンの読本どくほんに移り、一年ばかり立つうちに、パアレエの『万国史』、カッケンボスの『米国史』、ホオセット夫人の『経済論』等をぽつぽつ読むようになった。

　五百の抽斎に嫁した時、婚を求めたのは抽斎であるが、この間に或秘密が包蔵せられていたそうである。それは抽斎をして婚を求むるに至らしめたのは、阿部家の医師石川貞白いしかわていはくが勧めたので、石川貞白をして勧めしめたのは、五百自己であったというのである。




その百七




　石川貞白は初はじめの名を磯野勝五郎いそのかつごろうといった。何時いつの事であったか、阿部家の武具係を勤めていた勝五郎の父は、同僚が主家しゅうけの具足を質に入れたために、永ながの暇いとまになった。その時勝五郎は兼て医術を伊沢榛軒いさわしんけんに学んでいたので、直すぐに氏名を改めて剃髪ていはつし、医業を以て身を立てた。

　貞白は渋江氏にも山内氏にも往来して、抽斎を識しり五百を識っていた。弘化元年には五百の兄栄次郎が吉原の娼妓しょうぎ浜照の許もとに通って、遂にこれを娶めとるに至った。その時貞白は浜照が身受みうけの相談相手となり、その仮親かりおやとなることをさえ諾したのである。当時兄の措置そちを喜ばなかった五百が、平生青眼せいがんを以て貞白を見なかったことは、想像するに余あまりがある。

　或日五百は使を遣やって貞白を招いた。貞白はおそるおそる日野屋の閾しきいを跨またいだ。兄の非行を幇たすけているので、妹に譴せめられはせぬかと懼おそれたのである。

　然るに貞白を迎えた五百にはいつもの元気がなかった。「貞白さん、きょうはお頼たのみ申したい事があって、あなたをお招まねきいたしました」という、態度が例になく慇懃いんぎんであった。

　何事かと問えば、渋江さんの奥さんの亡くなった跡へ、自分を世話をしてはくれまいかという。貞白は事の意表に出いでたのに驚いた。

　これより先さき日野屋では五百に壻を取ろうという議があって、貞白はこれを与あずかり知っていた。壻に擬せられていたのは、上野広小路の呉服店伊藤松坂屋まつざかやの通番頭かよいばんとうで、年は三十二、三であった。栄次郎は妹が自分たち夫婦に慊あきたらぬのを見て、妹に壻を取って日野屋の店を譲り、自分は浜照を連れて隠居しようとしたのである。

　壻に擬せられている番頭某と五百となら、旁はたから見ても好配偶である。五百は二十九歳であるが、打見うちみには二十四、五にしか見えなかった。それに抽斎はもう四十歳に満ちている。貞白は五百の意のある所を解するに苦くるしんだ。

　そこで五百に問い質ただすと、五百はただ学問のある夫が持ちたいと答えた。その詞ことばには道理がある。しかし貞白はまだ五百の意中を読み尽すことが出来なかった。

　五百は貞白の気色けしきを見て、こう言い足した。「わたくしは壻を取ってこの世帯せたいを譲ってもらいたくはありません。それよりか渋江さんの所へ往って、あの方かたに日野屋の後見うしろみをして戴いただきたいと思います。」

　貞白は膝ひざを拍うった。「なるほど〳〵。そういうお考えですか。宜よろしい。一切わたくしが引き受けましょう。」

　貞白は実に五百の深慮遠謀に驚いた。五百の兄栄次郎も、姉安やすの夫宗右衛門も、聖堂に学んだ男である。もし五百が尋常の商人を夫としたら、五百の意志は山内氏にも長尾氏にも軽かろんぜられるであろう。これに反して五百が抽斎の妻となると栄次郎も宗右衛門も五百の前に項うなじを屈せなくてはならない。五百は里方のために謀はかって、労少くして功多きことを得るであろう。かつ兄の当然持っておるべき身代しんだいを、妹として譲り受けるということは望ましい事ではない。そうして置いては、兄の隠居が何事をしようと、これに喙くちばしを容いれることが出来ぬであろう。永久に兄を徳として、その為なすがままに任せていなくてはなるまい。五百は此かくの如き地位に身を置くことを欲せぬのである。五百は潔くこの家を去って渋江氏に適ゆき、しかもその渋江氏の力を藉かりて、この家の上に監督を加えようとするのである。

　貞白は直すぐに抽斎を訪とうて五百の願ねがいを告げ、自分も詞ことばを添えて抽斎を説き動うごかした。五百の婚嫁は此かくの如くにして成就したのである。




その百八




　保はこの年六月に『横浜毎日新聞』の編輯員へんしゅういんになった。これまではその社とただ寄稿者としての連繋のみを有していたのであった。当時の社長は沼間守一ぬましゅいち、主筆は島田三郎、会計係は波多野伝三郎はたのでんざぶろうという顔触かおぶれで、編輯員には肥塚龍こえづかりゅう、青木匡ただす、丸山名政めいせい、荒井泰治あらいたいじの人々がいた。また矢野次郎、角田真平つのだしんぺい、高梨哲四郎たかなしてつしろう、大岡育造いくぞうの人々は社友であった。次で八月に保は攻玉社の教員を罷やめた。九月一日には家を芝桜川町さくらがわちょう十八番地に移した。

　脩はこの年十二月に工部技手を罷めた。

　水木みきはこの年山内氏を冒して芝新銭座町しんせんざちょうに一戸を構えた。

　抽斎歿後の第二十七年は明治十八年である。保は新聞社の種々の用務を弁ずるために、しばしば旅行した。十月十日に旅から帰って見ると、森枳園きえんの五日に寄せた書が机上にあった。面談したい事があるが、何時いつ往ったら逢あわれようかというのである。保は十一日の朝枳園を訪うた。枳園は当時京橋区水谷町みずたにちょう九番地に住んでいて、家族は子婦よめ大槻おおつき氏よう、孫女むすめこうの二人ふたりであった。嗣子養真は父に先さきだって歿し、こうの妹りゅうは既に人に嫁していたのである。

　枳園は『横浜毎日新聞』の演劇欄を担任しようと思って、保に紹介を求めた。これより先狩谷棭斎かりやえきさいの『倭名鈔箋註わみょうしょうせんちゅう』が印刷局において刻せられ、また『経籍訪古志』が清国使館しんこくしかんにおいて刻せられて、これらの事業は枳園がこれに当っていたから、その家は昔の如く貧しくはなかった。しかしこの年一月に大蔵省の職を罷めて、今は月給を受けぬことになっているので、再び記者たらんと欲するのであった。

　保は枳園の求もとめに応じて、新聞社に紹介し、二、三篇の文章を社に交付して置いて、十二日にまた社用を帯びて遠江国浜松に往った。然るに用事は一カ所において果すことが出来なかったので、犬居いぬいに往ゆき、掛塚かけづかから汽船豊川丸とよかわまるに乗って帰京の途に就ついた。そして航海中暴風に遭あって、下田しもだに淹留えんりゅうし、十二月十六日にようよう家に帰った。

　机上にはまた森氏の書信があった。しかしこれは枳園の手書しゅしょではなくて、その訃音ふいんであった。

　枳園は十二月六日に水谷町の家に歿した。年は七十九であった。枳園の終焉しゅうえんに当って、伊沢徳めぐむさんは枕辺ちんぺんに侍していたそうである。印刷局は前年の功労を忘れず、葬送の途次柩ひつぎを官衙かんがの前に駐とどめしめ、局員皆出いでて礼拝した。枳園は音羽おとわ洞雲寺どううんじの先塋せんえいに葬られたが、この寺は大正二年八月に巣鴨村すがもむら池袋いけぶくろ丸山まるやま千六百五番地に徙うつされた。池袋停車場の西十町ばかりで、府立師範学校の西北、祥雲寺しょううんじの隣である。わたくしは洞雲寺の移転地を尋ねて得ず、これを大槻文彦おおつきふみひこさんに問うて始はじめて知った。この寺には枳園六世の祖からの墓が並んでいる。わたくしの参詣した時には、おこうさんと大槻文彦さんとの名を記きした新しい卒堵婆そとばが立ててあった。

　枳園の後のちはその子養真の長女おこうさんが襲ついだ。おこうさんは女流画家で、浅草永住町ながすみちょうの上田政次郎まさじろうという人の許もとに現存している。おこうさんの妹おりゅうさんはかつて剞劂氏きけつし某に嫁し、後のち未亡人となって、浅草聖天しょうでん横町の基督クリスト教会堂のコンシェルジェになっていた。基督教徒である。

　保は枳園の訃ふを得た後のち、病のために新聞記者の業を罷め、遠江国周智郡すちごおり犬居村いぬいむら百四十九番地に転籍した。保は病のために時じ々じ卒倒することがあったので、松山棟庵とうあんが勧めて都会の地を去らしめたのである。




その百九




　抽斎歿後の第二十八年は明治十九年である。保は静岡安西あんざい一丁目南裏町みなみうらまち十五番地に移り住んだ。私立静岡英学校の教頭になったからである。校主は藤波甚助ふじなみじんすけという人で、雇やとい外国人にはカッシデエ夫妻、カッキング夫人等がいた。当時の生徒で、今名を知られているものは山路愛山やまじあいざんさんである。通称は弥吉やきち、浅草堀田原ほったはら、後には鳥越とりごえに住んだ幕府の天文方かた山路氏の裔えいで、元治げんじ元年に生れた。この年二十三歳であった。

　十月十五日に保は旧幕臣静岡県士族佐野常三郎さのつねさぶろうの女じょ松を娶めとった。戸籍名は一いちである。保は三十歳、松は明治二年正月十六日生うまれであるから十八歳であった。

　小野富穀ふこくの子道悦が、この年八月に虎列拉コレラを病んで歿した。道悦は天保七年八月朔ついたちに生れた。経書けいしょを萩原楽亭はぎわららくていに、筆札を平井東堂に、医術を多紀茝庭さいていと伊沢柏軒とに学んだ。父と共に仕えて表医者奥通おくどおりに至り、明治三年に弘前において藩学の小学教授に任ぜられ、同じ年に家督相続をした。小学教授とは素読そどくの師をいうのである。しかし保が助教授になっていたのは藩学の儒学部で、道悦が小学教授になっていたのはその医学部である。道悦も父祖に似て貨殖に長じていたが、終生主おもに守成しゅせいを事としていた。然るに明治十一、二年の交こう、道悦が松田道夫どうふの下もとにあって、金沢裁判所の書記をしていると、その留守に妻さいが東京にあって投機のために多く金を失った。その後のち道悦は保が重野しげの成斎に紹介して、修史局の雇員にしてもらうことが出来た。子道太郎は時事新報社の文選をしていたが、父に先さきだって死んだ。

　尺振八せきしんぱちもまたこの年十一月二十八日に歿した。年は四十八であった。

　抽斎歿後の第二十九年は明治二十年である。保は一月二十七日に静岡で発行している『東海暁鐘ぎょうしょう新報』の主筆になった。英学校の職は故もとの如くである。『暁鐘新報』は自由党の機関で、前島豊太郎まえじまとよたろうという人を社主としていた。五年前ぜんに禁獄三年、罰金九百円に処せられて、世の耳目じもくを驚おどろかした人で、天保六年の生うまれであるから、五十三歳になっていた。次で保は七月一日に静岡高等英華えいか学校に聘へいせられ、九月十五日にまた静岡文武館の嘱託ぞくたくを受けて、英語を生徒に授けた。

　抽斎歿後の第三十年は明治二十一年である。一月に『東海暁鐘新報』は改題して東海の二字を除いた。同じ月に中江兆民なかえちょうみんが静岡を過ぎて保を訪とうた。兆民は前年の暮に保安条例に依よって東京を逐おわれ、大阪東雲しののめ新聞社の聘に応じて西下する途次、静岡には来たのである。六月三十日に保の長男三吉さんきちが生れた。八月十日に私立渋江塾を鷹匠町たかじょうまち二丁目に設くることを認可せられた。

　脩おさむは七月に東京から保の家に来て、静岡警察署内巡査講習所の英語教師を嘱託せられ、次で保と共に渋江塾を創設した。これより先さき脩は渋江氏に復籍していた。

　脩は渋江塾の設けられた時妻さだを娶った。静岡の人福島竹次郎の長女で、県下駿河国するがのくに安倍郡あべごおり豊田村とよだむら曲金まがりがねの素封家海野寿作うんのじゅさくの娘分むすめぶんである。脩は三十五歳、さだは明治二年八月九日生であるから二十歳であった。

　この年九月十五日に、保の許もとに匿名の書が届いた。日を期して決闘を求むる書である。その文体書風が悪作劇いたずらとも見えぬので、保は多少の心構こころがまえをしてその日を待った。静岡の市中ではこの事を聞き伝えて種々の噂うわさが立った。さてその日になると、早朝に前田五門まえだごもんが保の家に来て助力じょりきをしようと申し込んだ。五門は本もと五左衛門ござえもんと称して、世禄せいろく五百七十二石を食はみ、下谷したや新橋脇あたらしばしわきに住んでいた旧幕臣である。明治十五年に保が三河国国府こふを去って入京しようとした時、五門は懇親会において保と相識になった。初め函右日報かんゆうにっぽう社主で、今『大務たいむ新聞』顧問になっている。保は五門と倶ともに終日匿名の敵を待ったが、敵は遂に来なかった。五門は後明治三十八年二月二十三日に歿した。天保六年の生であるから、年を享うくること七十一であった。




その百十




　抽斎歿後の第三十一年は明治二十二年である。一月八日に保は東京博文館の求もとめに応じて履歴書、写真並に文稿を寄示した。これが保のこの書肆しょしのために書を著あらわすに至った端緒たんちょである。交渉は漸ようやく歩を進めて、保は次第に暁鐘新報社に遠とおざかり、博文館に近ちかづいた。そして十二月二十七日に新報社に告ぐるに、年末を待って主筆を辞することを以てした。然るに新報社は保に退社後なお社説を草そうせんことを請うた。

　脩の嫡男終吉しゅうきちがこの年十二月一日に鷹匠町二丁目の渋江塾に生れた。即ち今の図案家の渋江終吉さんである。

　抽斎歿後の第三十二年は明治二十三年である。保は三月三日に静岡から入京して、麹町有楽町ゆうらくちょう二丁目二番地竹たけの舎やに寄寓きぐうした。静岡を去るに臨んで、渋江塾を閉じ、英学校、英華えいか学校、文武館三校の教職を辞した。ただ『暁鐘新報』の社説は東京において草することを約した。入京後三月二十六日から博文館のためにする著作翻訳の稿を起した。七月十八日に保は神田かんだ仲猿楽町なかさるがくちょう五番地豊田春賀とよだしゅんがの許もとに転寓した。

　保の家には長女福が一月三十日に生れ、二月十七日に夭ようした。また七月十一日に長男三吉が三歳にして歿した。感応寺の墓に刻してある智運童子ちうんどうじはこの三吉である。

　脩はこの年五月二十九日に単身入京して、六月に飯田町いいだまち補習学会及および神田猿楽町有終ゆうしゅう学校の英語教師となった。妻子は七月に至って入京した。十二月に脩は鉄道庁第二部傭員となって、遠江国磐田郡いわたごおり袋井ふくろい駅に勤務することとなり、また家を挙げて京を去った。

　明治二十四年には保は新居を神田仲猿楽町五番地に卜ぼくして、七月十七日に起工し、十月一日にこれを落らくした。脩は駿河国駿東郡すんとうごおり佐野さの駅の駅長助役に転じた。抽斎歿後の第三十三年である。

　二十五年には保の次男繁次しげじが二月十八日に生れ、九月二十三日に夭した。感応寺の墓に示教しきょう童子と刻してある。脩は七月に鉄道庁に解傭かいようを請うて入京し、芝愛宕下町あたごしたちょうに住んで、京橋西紺屋町にしこんやちょう秀英舎の漢字校正係になった。脩の次男行晴ゆきはるが生れた。この年は抽斎歿後の第三十四年である。

　二十六年には保の次女冬が十二月二十一日に生れた。脩がこの年から俳句を作ることを始めた。「皮足袋かわたびの四十に足を踏込みぬ」の句がある。二十七年には脩の次男行晴ゆきはるが四月十三日に三歳にして歿した。陸くがが十二月に本所松井町まついちょう三丁目四番地福島某の地所に新築した。即ち今の居宅きょたくである。長唄の師匠としてのこの人の経歴は、一たび優ゆたかのために頓挫とんざしたが、その後ごは継続して今日こんにちに至っている。なお下方に詳記するであろう。二十八年には保の三男純吉が七月十三日に生れた。二十九年には脩が一月に秀英舎市いちが谷や工場の欧文校正係に転じて、牛込うしごめ二十騎町にじっきちょうに移った。この月十二日に脩の三男忠三さんが生れた。三十年には保が九月に根本羽嶽ねもとうがくの門に入いって易を問うことを始めた。長井金風ながいきんぷうさんの言ことに拠よるに、羽嶽の師は野上陳令のがみちんれい、陳令の師は山本北山ほくざんだそうである。栗本鋤雲じょうんが三月六日に七十六歳で歿した。海保漁村の妾しょうが歿した。三十一年には保が八月三十日に羽嶽の義道館の講師になり、十二月十七日にその評議員になった。脩の長女花が十二月に生れた。島田篁村こうそんが八月二十七日に六十一歳で歿した。抽斎歿後の第三十五年乃至ないし第四十年である。




その百十一




　わたくしは此ここに前記を続ついで抽斎歿後第四十一年以下の事を挙げる。明治三十三年には五月二日に保の三女乙女おとめさんが生れた。三十四年には脩が吟月ぎんげつと号した。俳諧はいかいの師二世桂かつらの本もと琴糸女きんしじょの授くる所の号である。山内水木みきが一月二十六日に歿した。年四十九であった。福沢諭吉が二月三日に六十八歳で歿した。博文館主大橋佐平おおはしさへいが十一月三日に六十七歳で歿した。三十五年には脩が十月に秀英舎を退いて京橋宗十郎町そうじゅうろうちょうの国文社に入いり、校正係になった。修の四男末男すえおさんが十二月五日に生れた。三十六年には脩が九月に静岡に往って、安西あんざい一丁目南裏みなみうらに渋江塾を再興した。県立静岡中学校長川田正澂かわだせいちょうの勧すすめに従って、中学生のために温習の便宜を謀はかったのである。脩の長女花が三月十五日に六歳で歿した。三十七年には保が五月十五日に神田三崎町みさきちょう一番地に移った。三十八年には保が七月十三日に荏原郡えばらごおり品川町しながわちょう南品川百五十九番地に移った。脩が十二月に静岡の渋江塾を閉じた。川田が宮城県第一中学校長に転じて、静岡中学校の規則が変更せられ、渋江塾は存立ぞんりつの必要なきに至ったのである。伊沢柏軒の嗣子磐いわおが十一月二十四日に歿した。鉄三郎が徳安とくあんと改め、維新後にまた磐と改めたのである。磐の嗣子信治しんじさんは今赤坂あかさか氷川町ひかわちょうの姉壻清水夏雲しみずかうんさんの許もとにいる。三十九年には脩が入京して小石川こいしかわ久堅町ひさかたちょう博文館印刷所の校正係になった。根本羽嶽が十月三日に八十五歳で歿した。四十年には保の四女紅葉もみじが十月二十二日に生れて、二十八日に夭した。これが抽斎歿後の第四十八年に至るまでの事略である。

　抽斎歿後の第四十九年は明治四十一年である。四月十二日午後十時に脩が歿した。脩はこの月四日降雪の日に感冒した。しかし五日までは博文館印刷所の業を廃せなかった。六日に至って咳嗽がいそう甚しく、発熱して就蓐じゅじょくし、終ついに加答児カタル性肺炎のために命を隕おとした。嗣子終吉さんは今の下渋谷しもしぶやの家に移った。

　わたくしは脩の句稿を左に鈔出しょうしゅつする。類句を避けて精選するが如きは、その道に専もっぱらならざるわたくしの能よくする所ではない。読者の指擿してきを得ば幸さいわいであろう。




山畑やまはたや霞かすみの上の鍬くわづかひ

塵塚ちりづかに菜の花咲ける弥生やよい哉かな

海苔のりの香かや麦藁むぎわら染むる縁の先

切凧きれだこのつひに流るゝ小川こがわかな

陽炎かげろうと共にちらつく小鮎こあゆ哉

いつ見ても初物らしき白魚しらお哉

牡丹ぼたん切きって心さびしき夕ゆうべかな

大西瓜おおすいか真つ二つにぞ切きられける

山寺は星より高き燈籠とうろかな

稲妻の跡に手ぬるき星の飛ぶ

秋は皆物の淡きに唐芥子とうがらし

手も出さで机に向ふ寒さ哉

物売ものうりの皆頭巾ずきん着て出る夜よ哉

凩こがらしや土器かわらけ乾く石燈籠

雪の日や鶏とりの出て来る炭俵すみだわら





　明治四十四年には保の三男純吉が十七歳で八月十一日に死んだ。大正二年には保が七月十二日に麻布あざぶ西町にしまち十五番地に、八月二十八日に同区本村町ほんむらちょう八番地に移った。三年には九月九日に今の牛込船河原町ふながわらちょうの家に移った。四年には保の次女冬が十月十三日に二十三歳で歿した。これが抽斎歿後の第五十二年から第五十六年に至る事略である。




その百十二




　抽斎の後裔こうえいにして今に存じているものは、上記の如く、先ず指を牛込の渋江氏に屈せなくてはならない。主人の保さんは抽斎の第七子で、継嗣となったものである。経けいを漁村、竹逕ちくけいの海保氏父子、島田篁村こうそん、兼松石居せききょ、根本羽嶽に、漢医方を多紀雲従うんじゅうに受け、師範学校において、教育家として養成せられ、共立学舎、慶応義塾において英語を研究し、浜松、静岡にあっては、あるいは校長となり、あるいは教頭となり、旁かたわら新聞記者として、政治を論じた。しかし最も大いに精力を費ついやしたものは、書肆しょし博文館のためにする著作翻訳で、その刊行する所の書が、通計約百五十部の多きに至っている。その書は随時世人せいじんを啓発した功はあるにしても、概おおむね皆時尚じしょうを追う書估しょこの誅求ちゅうきゅうに応じて筆を走らせたものである。保さんの精力は徒費せられたといわざることを得ない。そして保さんは自らこれを知っている。畢竟ひっきょう文士と書估との関係はミュチュアリスムであるべきのに、実はパラジチスムになっている。保さんは生物学上の亭主役をしたのである。

　保さんの作らんと欲する書は、今なお計画として保さんの意中にある。曰いわく本私刑史、曰く支那刑法史、曰く経子けいし一家言、曰く周易一家言、曰く読書五十年、この五部の書が即ちこれである。就中なかんずく読書五十年の如きは、啻ただに計画として存在するのみではない、その藁本こうほんが既に堆たいを成している。これは一種のビブリオグラフィイで、保さんの博渉の一面を窺うかがうに足るものである。著者の志す所は厳君げんくんの『経籍訪古志』を廓大かくだいして、古いにしえより今に及ぼし、東より西に及ぼすにあるといっても、あるいは不可なることがなかろう。保さんは果して能よくその志を成すであろうか。世間は果して能く保さんをしてその志を成さしむるであろうか。

　保さんは今年こんねん大正五年に六十歳、妻佐野氏お松さんは四十八歳、女じょ乙女さんは十七歳である。乙女さんは明治四十一年以降鏑木清方かぶらききよかたに就ついて画えを学び、また大正三年以還いかん跡見あとみ女学校の生徒になっている。

　第二には本所の渋江氏がある。女主人おんなあるじは抽斎の四女陸くがで、長唄の師匠杵屋勝久きねやかつひささんがこれである。既に記きしたる如く、大正五年には七十歳になった。

　陸が始はじめて長唄の手ほどきをしてもらった師匠は日本橋馬喰町ばくろうちょうの二世杵屋勝三郎で、馬ば場ばの鬼勝おにかつと称せられた名人である。これは嘉永三年陸が僅わずかに四歳になった時だというから、まだ小柳町の大工の棟梁とうりょう新八の家へ里子に遣られていて、そこから稽古けいこに通ったことであろう。

　母五百も声が好よかったが、陸はそれに似た美声だといって、勝三郎が褒ほめた。節も好く記おぼえた。三味線さみせんは「宵よいは待ち」を弾ひく時、早く既に自ら調子を合せることが出来、めりやす「黒髪」位に至ると、師匠に連れられて、所々しょしょの大浚おおざらえに往った。

　勝三郎は陸を教えるに、特別に骨を折った。月六斎つきろくさいと日を期して、勝三郎が喜代蔵きよぞう、辰蔵たつぞう二人の弟子でしを伴って、お玉が池の渋江の邸やしきに出向くと、その日には陸くがも里親の許もとから帰って待ち受けていた。陸の浚さらえが畢おわると、二番位演奏があって、その上で酒飯しゅはんが出た。料理は必ず青柳あおやぎから為出しだした。嘉永四年に渋江氏が本所台所町に移ってからも、この出稽古は継続せられた。




その百十三




　渋江氏が一旦いったん弘前に徙うつって、その後のち東京と改まった江戸に再び還かえった時、陸くがは本所緑町に砂糖店さとうみせを開いた。これは初め商売を始めようと思って土著どちゃくしたのではなく、唯稲葉いなばという家の門の片隅に空地くうちがあったので、そこへ小家こいえを建てて住んだのであった。さてこの家に住んでから、稲葉氏と親しく交わることになり、その勧奨に由よって砂糖店をば開いたのである。また砂糖店を閉じた後のちに、長唄の師匠として自立するに至ったのも、同じ稲葉氏が援助したのである。

　本所には三百石取どり以上の旗本で、稲葉氏を称したものが四軒ばかりあったから、親しくその子孫について質たださなくては、どの家かわからぬが、陸を庇護ひごした稲葉氏には、当時四十何歳の未亡人の下もとに、一旦人に嫁して帰った家附いえつきの女むすめで四十歳位のが一人、松さん、駒こまさんの兄弟があった。この松さんは今千秋せんしゅうと号して書家になっているそうである。

　陸が小家に移った当座、稲葉氏の母と娘とは、湯屋に往くにも陸をさそって往き、母が背中を洗って遣やれば、娘が手を洗って遣るというようにした。髪をも二人で毎日種々の髷まげに結ゆって遣った。

　さて稲葉の未亡人のいうには、若いものが坐食していては悪い、心安い砂糖問屋さとうどいやがあるから、砂糖店を出したが好かろう、医者の家に生れて、陸は秤目はかりめを知っているから丁度好いということであった。砂糖店は開かれた。そして繁昌はんじょうした。品しなも好く、秤はかりも好いと評判せられて、客は遠方から来た。汁粉屋が買いに来る。煮締屋にしめやが買いに来る。小松川こまつがわあたりからわざわざ来るものさえあった。

　或日貴婦人が女中大勢を連れて店に来た。そして氷砂糖、金米糖コンペイトーなどを買って、陸に言った。「士族の女むすめで健気けなげにも商売を始めたものがあるという噂うわさを聞いて、わたしはわざわざ買いに来ました。どうぞ中途で罷やめないで、辛棒しんぼうをし徹とおして、人の手本になって下さい」といった。後に聞けば、藤堂家の夫人だそうであった。藤堂家の下屋敷は両国橋詰にあって、当時の主人は高猷たかゆき、夫人は一族高崧たかたけの女じょであったはずである。

　或日また五百いおと保とが寄席よせに往った。心打しんうちは円朝えんちょうであったが、話の本題に入いる前に、こういう事を言った。「この頃緑町では、御大家ごたいけのお嬢様がお砂糖屋をお始はじめになって、殊ことの外ほか御繁昌だと申すことでございます。時節柄結構なお思い立たちで、誰たれもそうありたい事と存じます」といった。話の中うちにいわゆる心学しんがくを説いた円朝の面目めんぼくが窺うかがわれる。五百は聴きいて感慨に堪えなかったそうである。

　この砂糖店は幸か不幸か、繁昌の最中もなかに閉じられて、陸は世間の同情に酬むくいることを得なかった。家族関係の上に除きがたい障礙しょうがいが生じたためである。

　商業を廃して間暇かんかを得た陸の許もとへ、稲葉の未亡人は遊びに来て、談は偶たまたま長唄の事に及んだ。長唄は未亡人がかつて稽古したことがある。陸には飯よりも好すきな道である。一しょに浚さらって見ようではないかということになった。いまだ一段を終らぬに、世話好の未亡人は驚歎しつつこういった。「あなたは素人しろうとじゃないではありませんか。是非師匠におなりなさい。わたしが一番に弟子入をします。」




その百十四




　稲葉の未亡人の詞ことばを聞いて、陸の意はやや動いた。芸人になるということを憚はばかってはいるが、どうにかして生計を営むものとすると、自分の好む芸を以てしたいのであった。陸は母五百の許もとに往って相談した。五百は思おもいの外ほか容易たやすく許した。

　陸は師匠杵屋勝三郎の勝の字を請い受けて勝久と称し、公おおやけに稟もうして鑑札を下付せられた。その時本所亀沢町左官庄兵衛の店たなに、似合わしい一戸が明いていたので、勝久はそれを借りて看板を懸けた。二十七歳になった明治六年の事である。

　この亀沢町の家の隣には、吉野よしのという象牙ぞうげ職の老夫婦が住んでいた。主人あるじは町内の若わかい衆頭しゅがしらで、世馴よなれた、侠気きょうきのある人であったから、女房と共に勝久の身の上を引き受けて世話をした。「まだ町住いの事は御存じないのだから、失礼ながらわたしたち夫婦でお指図さしずをいたして上げます」といったのである。夫婦は朝表口の揚戸あげどを上げてくれる。晩にまた卸してくれる。何から何まで面倒を見てくれたのである。

　吉野の家には二人の女むすめがあって、姉をふくといい、妹をかねといった。老夫婦は即時にこの姉妹を入門させた。おかねさんは今日本橋大坂町おおさかまち十三番地に住む水野某の妻で、子供をも勝久の弟子にしている。

　吉野は勝久の事を町住いに馴れぬといった。勝久はかつて砂糖店を出していたことはあっても、今いわゆる愛敬あいきょう商売の師匠となって見ると、自分の物馴れぬことの甚しさに気附かずにはいられなかった。これまで自分を「お陸さん」と呼んだ人が、忽たちまち「お師匠さん」と呼ぶ。それを聞くごとにぎくりとして、理性は呼ぶ人の詞ことばの妥当なるを認めながら、感情はその人を意地悪のように思う。砂糖屋でいた頃も、八百屋やおや、肴屋さかなやにお前と呼ぶことを遠慮したが、当時はまだその辞ことばを紆曲うきょくにして直ただちに相手を斥さして呼ぶことを避けていた。今はあらゆる職業の人に交わって、誰をも檀那だんなといい、お上かみさんといわなくてはならない。それがどうも口に出憎でにくいのであった。或時吉野の主人が「好く気を附けて、人に高ぶるなんぞといわれないようになさいよ」と忠告すると、勝久は急所を刺されたように感じたそうである。

　しかし勝久の業は予期したよりも繁昌した。いまだ幾ばくもあらぬに、弟子の数かずは八十人を踰こえた。それに上流の家々に招かれることが漸ようやく多く、後には殆ほとんど毎日のように、昼の稽古を終ってから、諸方の邸へ車を馳はせることになった。

　最も数しばしば往ったのはほど近い藤堂家である。この邸では家族の人々の誕生日、その外種々の祝日いわいびに、必ず勝久を呼ぶことになっている。

　藤堂家に次いでは、細川、津軽、稲葉、前田、伊達、牧野、小笠原、黒田、本多の諸家で、勝久は贔屓ひいきになっている。




その百十五




　細川家に勝久の招かれたのは、相弟子あいでし勝秀かつひでが紹介したのである。勝秀はかつて肥後国熊本までもこの家の人々に伴われて往ったことがあるそうである。勝久の初はじめて招かれたのは今戸いまどの別邸で、当日は立三味線たてさみせんが勝秀、外に脇二人わきににん、立唄たてうたが勝久、外に脇唄二人、その他鳴物なりもの連中で、悉ことごとく女芸人であった。番組は「勧進帳かんじんちょう」、「吉原雀よしわらすずめ」、「英執着獅子はなぶさしゅうじゃくじし」で、末すえに好このみとして「石橋しゃっきょう」を演じた。

　細川家の当主は慶順よしゆきであっただろう。勝久が部屋へ下さがっていると、そこへ津軽侯が来て、「渋江の女むすめの陸くががいるということだから逢いに来たよ」といった。連つれの女らは皆驚いた。津軽承昭つぐてるは主人慶順の弟であるから、その日の客になって、来ていたのであろう。

　長唄が畢おわってから、主客打交っての能があって、女芸人らは陪観を許された。津軽侯は「船弁慶ふなべんけい」を舞った。勝久を細川家に介致かいちした勝秀は、今は亡人なきひとである。

　津軽家へは細川別邸で主公に謁見したのが縁となって、渋江陸としてしばしば召されることになった。いつも独ひとり往って弾きもし歌いもすることになっている。老女歌野うたの、お部屋おたつの人々が馴染なじみになって、陸を引き廻してくれるのである。

　稲葉家へは師匠勝三郎が存命中に初て連れて往った。その邸は青山だというから、豊後国ぶんごのくに臼杵うすきの稲葉家で、当時の主公久通ひさみちに麻布土器町かわらけちょうの下屋敷へ招かれたのであろう。連中は男女交りであった。立三味線は勝三郎、脇勝秀、立唄たてうたは坂田仙八さかたせんぱち、脇勝久で、皆稲葉家の名指なざしであった。仙八は亡人なきひとで、今の勝五郎、前名勝四郎の父である。番組は「鶴亀つるかめ」、「初時雨はつしぐれ」、「喜撰きせん」で、末に好このみとして勝三郎と仙八とが「狸囃たぬきばやし」を演じた。

　演奏が畢おわってから、勝三郎らは花園を観みることを許された。園そのは太はなはだ広く、珍奇な花卉かきが多かった。園を過ぎて菜圃さいほに入いると、その傍かたわらに竹藪たけやぶがあって、筍たけのこが叢むらがり生じていた。主公が芸人らに、「お前たちが自分で抜いただけは、何本でも持って帰って好いいから勝手に抜け」といった。男女の芸人が争って抜いた。中には筍が抽ぬけると共に、尻餅しりもちを擣つくものもあった。主公はこれを見て興に入いった。筍の周囲の土は、予あらかじめ掘り起して、鬆ゆるめた後のちにまた掻かき寄せてあったそうである。それでも芸人らは容易たやすく抜くことを得なかった。家苞いえづとには筍を多く賜わった。抜かぬ人もその数には洩もれなかった。

　前田家、伊達家、牧野家、小笠原家、黒田家、本多家へも次第に呼ばれることになった。初て往った頃は、前田家が宰相慶寧よしやす、伊達家が亀三郎、牧野家が金丸かなまる、小笠原家が豊千代丸とよちよまる、黒田家が少将慶賛よしすけ、本多家が主膳正しゅぜんのかみ康穣やすしげの時であっただろう。しかしわたくしは維新後における華冑かちゅう家世かせいの事に精くわしくないから、もし誤謬ごびゅうがあったら正してもらいたい。

　勝久は看板を懸けてから四年目、明治十年四月三日に、両国中村楼で名弘なびろめの大浚おおざらいを催した。浚場さらいばの間口まぐちの天幕は深川の五本松門弟中じゅう、後幕うしろまくは魚河岸問屋うおがしどいや今和いまわと緑町門弟中、水引みずひきは牧野家であった。その外家元門弟中より紅白縮緬ちりめんの天幕、杵勝名取きねかつなとり男女中より縹色絹はないろぎぬの後幕、勝久門下名取女中じゅうより中形ちゅうがた縮緬の大額おおがく、親密連しんみつれん女名取より茶緞子ちゃどんす丸帯の掛地かけじ、木場贔屓きばひいき中より白縮緬の水引が贈られた。役者はおもいおもいの意匠を凝こらしたびらを寄せた。縁故のある華族の諸家しょけは皆金品を遺おくって、中には老女を遣つかわしたものもあった。勝久が三十一歳の時の事である。




その百十六




　勝久が本所松井町福島某の地所に、今の居宅を構えた時に、師匠勝三郎は喜んで、歌を詠じて自ら書し、表装して貽おくった。勝久はこの歌に本づいて歌曲「松まつの栄さかえ」を作り、両国井生村楼いぶむらろうで新曲開きをした。勝三郎を始として、杵屋一派の名流が集まった。曲は奉書摺ほうしょずりの本に為立したてて客かくに頒わかたれた。緒余しょよに『四つの海』を著した抽斎が好尚の一面は、図らずもその女じょ陸くがに藉よって此かくの如き発展を遂げたのである。これは明治二十七年十二月で、勝久が四十八歳の時であった。

　勝三郎は尋ついで明治二十九年二月五日に歿した。年は七十七であった。法諡ほうしを花菱院照誉東成信士かりょういんしょうよとうせいしんしという。東成はその諱いみなである。墓は浅草蔵前くらまえ西福寺さいふくじ内真行院しんぎょういんにある。原たずぬるに長唄杵屋の一派は俳優中村勘五郎から出て、その宗家は世よよ喜三郎また六左衛門と称し現に日本橋坂本町さかもとちょう十八番地にあって名跡みょうせきを伝えている。いわゆる植木店うえきだなの家元いえもとである。三世喜三郎の三男杵屋六三郎が分派をなし、その門に初代佐吉があり、初代佐吉の門に和吉わきちがあり、和吉の後のちを初代勝五郎が襲つぎ、初代勝五郎の後を初代勝三郎が襲いだ。この勝三郎は終生名を更あらためずにいて、勝五郎の称は門人をして襲がしめた。次が二世勝三郎東成で、小字おさななを小三郎こさぶろうといった。即ち勝久の師匠である。

　二世勝三郎には子女各おのおの一人いちにんがあって、姉をふさといい、弟を金次郎きんじろうといった。金次郎は「己おれは芸人なんぞにはならない」といって、学校にばかり通っていた。二世勝三郎は終おわりに臨んで子らに遺言ゆいごんし、勝久を小母おばと呼んで、後事こうじを相談するが好よいといったそうである。

　二世勝三郎の馬喰町の家は、長女ふさに壻を迎えて継がせることになった。壻は新宿しんじゅくの岩松いわまつというもので、養父の小字おさなな小三郎を襲ぎ、中村楼で名弘なびろめの会を催した。いまだ幾いくばくならぬに、小三郎は養父の小字を名告なのることを屑いさぎよしとせず、三世勝三郎たらんことを欲した。しかし先代勝三郎の門人は杵勝同窓会を組織していて、技芸の小三郎より優れているものが多い。それゆえ襲名の事は輒たやすく認容せられなかった。小三郎は遂に葛藤かっとうを生じて離縁せられた。

　是ここにおいて二世勝三郎の長男金次郎は、父の遺業を継がなくてはならぬことになった。金次郎は親戚しんせきと父の門人らとに強要せられて退学し、好まぬ三味線を手に取って、杵勝分派諸老輩の鞭策べんさくの下に、いやいやながら腕を磨みがいた。

　金次郎は遂に三世勝三郎となった。初めこの勝三郎は学校教育が累るいをなし、目に丁字ていじなき儕輩せいはいの忌む所となって、杵勝同窓会幹事の一人いちにんたる勝久の如きは、前途のために手に汗を握ること数しばしばであったが、固もとより些ちとの学問が技芸を妨げるはずはないので、次第に家元たる声価も定まり、羽翼も成った。

　明治三十六年勝久が五十七歳になった時の事である。三世勝三郎が鎌倉に病臥びょうがしているので、勝久は勝秀、勝きみと共に、二月二十五日に見舞いに往った。僦居しゅうきょは海光山かいこうざん長谷寺ちょうこくじの座敷である。勝三郎は病がとかく佳候かこうを呈せなかったが、当時なお杖に扶たすけられて寺門じもんを出いで、勝久らに近傍の故蹟を見せることが出来た。勝久は遊覧の記を作って、病牀びょうしょうの慰草なぐさみぐさにもといって遣おくった。雑誌『道楽世界』に、杵屋勝久は学者だと書いたのは、この頃の事である。三月三日に勝三郎は病のいまだ瘥いえざるに東京に還った。




その百十七




　三世勝三郎の病は東京に還ってからも癒えなかった。当時勝三郎は東京座頭取とうどりであったので、高足弟子こうそくていしたる浅草森田町もりたちょうの勝四郎をして主としてその事に当らしめた。勝四郎は即ち今の勝五郎である。然るに勝三郎は東京座における勝四郎の勤つとめぶりに慊あきたらなかった。そして病のために気短きみじかになっている勝三郎と勝四郎との間に、次第に繕いがたい釁隙きんげきを生じた。

　五月に至って勝三郎は房州へ転地することを思い立ったが、出発に臨んで自分の去った後のちにおける杵勝分派の前途を気遣った。そして分派の永続を保証すべき男女名取の盟約書を作らせようとした。勝久の世話をしている女名取の間には、これを作るに何の故障もなかった。しかし勝四郎を領袖りょうしゅうとしている男名取らは、先ず師匠の怒いかりが解けて、師匠と勝四郎との交まじわりが昔の如き和熟を見るに至るまでは、盟約書に調印することは出来ぬといった。この時勝久は病める師匠の心を安やすんずるには、男女名取総員の盟約を完成するに若しくはないと思って、師家と男名取らとの間に往来して調停に努力した。

　しかし勝三郎は遂に釈然たるに至らなかった。六月十六日に勝久が馬喰町の家元を訪とうて、重ねて勝四郎のために請う所があったとき、勝三郎は涙を流して怒いかり、「小母おばさんはどこまでこの病人に忤さからう気ですか」といった。勝久は此ここに至って復また奈何いかんともすることが出来なかった。

　六月二十五日の朝、勝三郎は霊岸島れいがんじまから舟に乗って房州へ立った。妻みつが同行した。即ち杵勝分派のものが女師匠と呼んでいる人である。見送の人々は勝三郎の姉ふさ、いそ、てる、勝久、勝ふみ、藤二郎とうじろう、それに師匠の家にいる兼かねさんという男、上総屋かずさやの親方、以上八人であった。勝三郎の姉ふさは後に、日本橋浜町一丁目に二世勝三郎の建てた隠居所に住んで、独身で暮しているので、杵勝分派に浜町の師匠と呼ばれている人である。

　この桟橋の別わかれには何となく落寞らくばくの感があった。病み衰えた勝三郎は終ついに男名取総員の和熟を見るに及ばずして東京を去った。そしてそれが再び帰らぬ旅路であった。

　勝久は家元を送って四日の後に病に臥ふした。七月八日には女師匠が房州から帰って、勝久の病を問うた。十二日に勝久は馬喰町と浜町とへ留守見舞の使を遣やって、勝三郎の房州から鎌倉へ遷うつったことを聞いた。

　九月十一日は小雨こさめの降る日であった。鎌倉から勝三郎の病が革すみやかだと報じて来た。勝久は腰部の拘攣こうれんのために、寝がえりだに出来ず、便所に往くにも、人に抱かれて往っていた。そこへこの報が来たので、勝久はしばらく戦慄せんりつして已やまなかった。しかし勝久は自ら励まして常に親しくしている勝ふみを呼びに遣った。介抱かたがた同行することを求めたのであった。二人は新橋から汽車に乗って、鎌倉へ往った。勝三郎はこの夕ゆうべに世を去った。年は三十八であった。法諡ほうしを蓮生院薫誉智才信士れんしょういんくんよちさいしんしという。




その百十八




　九月十二日に勝久は三世勝二郎の柩ひつぎを荼毗所だびしょまで見送って、そこから車を停車場へ駆り、夜東京に還った。勝三郎が歿した後のちに、杵勝分派の団結を維持して行くには、一刻も早く除かなくてはならぬ障礙しょうがいがある。それは勝三郎の生前しょうぜんに、勝久らが百方調停したにもかかわらず、宥ゆるされずにしまった高足弟子こうそくていし勝四郎の勘気である。勝久は鎌倉にある間も、東京へ帰る途上でも、須臾しゅゆもこれを忘れることが出来なかった。

　十三日の昧爽まいそうに、勝久は森田町の勝四郎が家へ手紙を遣った。「定めし御聞込おんききこみの事とは存じ候そうらへども、杵屋御おん家元様は御ご死去被遊候あそばされそろ。夫それに付つき私共は今日こんにち午後四時御ご同所に相寄候事あいよりそろことに御坐候。此この際御おん前様御心底は奈何いかがに候哉や。私存じ候には、同刻御自身の思召おぼしめしにて馬喰町へ御出被成候方宜敷おんいでなされそろかたよろしく候様存じ候。田原町たわらちょうへ一寸ちょっと御立寄被成候おんたちよりなされそうろうて御出被成度おんいでなされたく存じ候。さ候はゞ及ばずながら奈何様いかようにも御ご都合宜敷様可致候いたすべくそろ。先まずは右申入もうしいれ候。」田原町とは勝四郎に亜つぐ二番弟子勝治郎の家をいったのである。勝治郎は昨今病のために引き籠こもって、杵勝同窓会をも脱ぬけている。

　勝四郎の返事には、好意はありがたいが、何分これまでの行懸ゆきがかり上単身では出向かれぬといって来た。そこで十造、勝助の二人ふたりが森田町へ迎えに往ゆくことになった。

　馬喰町の家では、この日通夜つうやのために、亡人なきひとの親戚を始はじめとして、男女の名取が皆集まっていた。勝久は浜町の師匠と女師匠とに請うに、亡人に代って勝四郎を免ゆるすことを以てした。浜町の師匠は亡人の姉ふさ、女師匠は三十六歳で未亡人となった亡人の妻みつである。二人の女は許諾した。そこへ勝四郎は出向いて来て、勝三郎の木位もくいを拝し、綫香せんこうを手向たむけた。勝四郎は木位の前を退いて男女の名取に挨拶あいさつした。葛藤は此ここに全く解けた。これが明治三十六年勝久が五十七歳の時の事で、勝久は始終病を力つとめてこの調停の衝に当ったのである。勝久が病の本復したのはこの年の十二月である。

　杵勝同窓会はこれより後睽乖けいかいの根を絶って、男名取中からは名を勝五郎と更あらためた勝四郎が推されて幹事となり、女名取中からは勝久が推されて同じく幹事となっている。勝四郎の名は今飯田町住の五番弟子が襲ついでいる。一番弟子勝四郎改あらため勝五郎、二番勝治郎、三番勝松かつまつ改勝右衛門、四番勝吉かつきち改勝太郎、五番勝四郎、六番勝之助改和吉である。

　二世勝三郎の花菱院かりょういんが三年忌には、男女名取が梵鐘ぼんしょう一箇を西福寺に寄附した。七年忌には金百円、幕一帳ひとはり男女名取中、葡萄鼠縮緬幕ぶどうねずみちりめんまく女名取中、大額並ならびに黒絽夢想袷羽織くろろむそうあわせばおり勝久門弟中、十三年忌が三世の七年忌を繰り上げて併あわせ修せられたときには、木魚もくぎょ一対いっつい墓前花立はなたて並綫香立男女名取中、十七年忌には蓮華形皿れんげがたさら十三枚男女名取中の寄附があった。また三世勝三郎の蓮生院れんしょういんが三年忌には経箱きょうばこ六個経本入いり男女名取中、十三年忌には袈裟けさ一領家元、天蓋てんがい一箇男女名取中の寄附があった。これらの文字は、人があるいはわたくしの何故なにゆえにこれを条記して煩を厭いとわざるかを怪あやしむであろう。しかしわたくしは勝久の手記を閲けみして、いわゆる芸人の師に事つかうることの厚きに驚いた。そしてこの善行を埋没するに忍びなかった。もしわたくしが虚礼に瞞過まんかせられたという人があったら、わたくしは敢あえて問いたい。そういう人は果して一切の善行の動機を看破することを得るだろうかと。




その百十九




　勝久の人に長唄を教うること、今に迨いたるまで四十四年である。この間に勝久は名取の弟子僅わずかに七人を得ている。明治三十二年には倉田くらたふでが杵屋勝久羅かつくらとなった。三十四年には遠藤さとが杵屋勝久美かつくみとなった。四十三年には福原さくが杵屋勝久女かつくめとなり、山口はるが杵屋勝久利かつくりとなった。大正二年には加藤たつが杵屋勝久満かつくまとなった。三年には細井のりが杵屋勝久代かつくよとなった。五年には伊藤あいが杵屋勝久纓かつくおとなった。この外に大正四年に名取になった山田政次郎まさじろうの杵屋勝丸かつまるもある。しかしこれは男の事ゆえ、勝久の弟子ではあるが、名は家元から取らせた。今の教育は都すべて官公私立の学校において行うことになっていて、勢いきおい集団教育の法に従わざることを得ない。そしてその弊を拯すくうには、ただ個人教育の法を参取する一途があるのみである。是ここにおいて世には往々昔の儒者の家塾を夢みるものがある。然るにいわゆる芸人に名取の制があって、今なお牢守ろうしゅせられていることには想い及ぶものが鮮すくない。尋常許取ゆるしとりの濫らんは、芸人があるいは人の誚そしりを辞することを得ざる所であろう。しかし夫かの名取に至っては、その肯あえて軽々かろがろしく仮借せざる所であるらしい。もしそうでないものなら、四十四年の久しい間に、質ちを勝久に委ゆだねた幾百人の中で、能よく名取の班に列するものが独り七、八人のみではなかったであろう。

　勝久の陸くがは啻ただに長唄を稽古けいこしたばかりではなく、幼いとけなくして琴を山勢やませ氏に学び、踊を藤間ふじまふじに学んだ。陸の踊に使う衣裳いしょう小道具は、渋江の家では十二分に取り揃そろえてあったので、陸と共に踊る子が手廻てまわり兼ねる家の子であると、渋江氏の方でその相手の子の支度をもして遣って踊らせた。陸は善く踊ったが、その嗜好しこうが長唄に傾かたぶいていたので、踊は中途で罷やめられた。

　陸は遠州流の活花いけばなをも学んだ。碁ご象棋しょうぎをも母五百いおに学んだ。五百の碁は二段であった。五百はかつて薙刀なぎなたをさえ陸に教えたことがある。

　陸の読書筆札の事は既に記したが、やや長ずるに及んでは、五百が近衛予楽院このえよらくいんの手本を授けて臨書せしめたそうである。

　陸の裁縫は五百が教えた。陸が人と成ってから後のちは、渋江の家では重ねものから不断著ふだんぎまで殆ほとんど外へ出して裁縫させたことがない。五百は常に、「為立したては陸に限る、為立屋の為事しごとは悪い」といっていた。張物はりものも五百が尺ものさしを手にして指図し、布目ぬのめの毫ごうも歪ゆがまぬように陸に張らせた。「善く張った切きれは新しい反物たんものを裁ったようでなくてはならない」とは、五百の恒つねの詞ことばであった。

　髪を剃そり髪を結ゆうことにも、陸は早く熟錬した。剃ることには、尼妙了みょうりょうが「お陸様が剃すって下さるなら、頭が罅欠ひびかけだらけになっても好いい」といって、頭を委まかせていたので馴なれた。結うことはお牧まき婆ばあやの髪を、前髪に張はりのない、小さい祖母子おばこに結ったのが手始てはじめで、後には母の髪、妹の髪、女中たちの髪までも結い、我髪は固もとより自ら結った。唯余所行よそゆきの我髪だけ母の手を煩わした。弘前に徙うつった時、浅越あさごえ玄隆、前田善二郎の妻、松本甲子蔵きねぞうの妹などは菓子折を持って来て、陸に髪を結ってもらった。陸は礼物れいもつを却しりぞけて結って遣り、流行はやりの飾をさえ贈った。

　陸は生得しょうとくおとなしい子で、泣かず怒いからず、饒舌じょうぜつすることもなかった。しかし言動が快活なので、剽軽者ひょうきんものとして家人にも他人にも喜ばれたそうである。その人と成った後に、志操が堅固で、義務心に富んでいることは、長唄の師匠としての経歴に徴して知ることが出来る。

　牛込うしごめの保さんの家と、その保さんを、父抽斎の継嗣たる故を以て、始終「兄にいさん」と呼んでいる本所の勝久さんの家との外に、現に東京には第三の渋江氏がある。即ち下渋谷の渋江氏である。

　下渋谷の家は脩の子終吉さんを当主としている。終吉は図案家で、大正三年に津田青楓つだせいふうさんの門人になった。大正五年に二十八歳である。終吉には二人ににんの弟がある。前年に明治薬学校の業を終えた忠三さんが二十一歳、末男さんが十五歳である。この三人の生母福島氏おさださんは静岡にいる。牛込のお松さんと同齢で、四十八歳である。
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